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本県には、旧石器時代をはじめとすると万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されています。

それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正 しく理解するのに欠 く

ことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将来にわたって大切に

保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、環境と

の調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求められるとこ

ろです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業によって

やむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまいりました。

本報告書は、胆沢ダム建設工事に関連 して平成12年度から平成16年度にかけてに発掘調査された胆沢町

大清水上遺跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査では、縄文時代の大形住居跡をはじめとする各種

の遺構が検出され、集落の姿が明らかになるとともに、土器、石器などたくさんの遺物も出土いたしました。

当地域における歴史を解明する上で貴重な資料を提供することができたと考えております。本書が広く活用

され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学術研究、教育活動などに

役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました国土交通省

東北地方整備局胆沢ダムエ事事務所、胆沢町教育委員会をはじめとする関係各位に対 し、深 く感謝の意を表

します。

平成18年 2月

財団法人 岩手県文化振

理事長 合 田

興事業団

武
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1 本書は、岩手県胆沢郡胆沢町若柳字慶存ほかに所在する大清水上遺跡の発掘調査成果を収録 したもので

ある。

2 大清水上遺跡の岩手県遺跡台帳登録番号はNE22-2286、 調査略号はOSK 00。 OSK 01・ OSK 02・

OSK 03・ OSK 04である。

3 本遺跡の発掘調査は、胆沢ダム建設工事に伴い、国土交通省東北地方整備局胆沢ダムエ事事務所の委託

を受け、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施 した緊急発掘調査である。

4 野外調査期間、調査面積、担当者は以下のとおりである。

平成12年 7月 3日 ～11月 22日  10,630ピ 佐藤淳―・鈴木 聡・工藤 徹・斎藤麻紀子

平成13年 8月 1日 ～11月 16日   3,000だ  佐藤淳一・阿部 徹

平成14年 4月 11日 ～11月 19日   5,000♂  佐藤淳―・立花 裕

平成15年 4月 10日 ～ 7月 31日  ■,200だ 佐藤淳一・水上明博

平成16年 9月 15日 ～11月 5日   3,000♂  中村絵美・吉田 充

[平成12年度調査面積について]

調査面積について当初予定は4,960ピであり、隣接する大清水遺跡分14,500だ とあわせて予定通り野外

調査を進めた。ところが、大清水遺跡を東西に横断している町道の下にも遺構が確認されたため、道路分

も調査を行うことになり、結局14,790だが調査面積となった。野外における実質的な調査期間については、

大清水14,790だ分が 4月 18日 ～10月 17日、大清水上が 9月 13日 ～11月 17日 までとなり、精査 。実測を終

了 したのち大清水遺跡分の剥ぎ取った町道の復元を行い、野外調査の一切を終了 したのが■月22日 であ

る。その後、室内に戻り整理作業を開始 したところで岩手県教育委員会事務局文化課から遺跡範囲の変更

文書が入 り (平成12年 12月 26日 付 教文1145号 )、 隣接する大清水遺跡と本遺跡の遺跡範囲が変更となっ

た。その結果、大清水上遺跡の調査面積は野外調査時における4,960♂ から10,680♂ へと変更になり、大

清水遺跡は14,790だから9,120∬へと変更になった。結局、変更となった10,630ポ分の実質的な調査期間

(粗掘り。精査 。実測等の期間)は 7月 3日 ～11月 17日 までである。

遺構 。遺物に関しては、室内に戻ってから整理作業過程において該当遺跡名の変更を行った。

5 室内整理期間、担当者は以下のとおりである。

平成12年 11月 1日 ～平成13年 3月 30日 佐藤淳一

平成13年 8月 1日 ～平成14年 3月 31日 佐藤淳一

平成14年 11月 1日～平成15年 3月 31日 佐藤淳一 。立花 裕

平成15年 8月 1日 ～平成16年 3月 31日 佐藤淳一

平成16年 11月 1日～平成17年 1月 31日 中村絵美

[平成16年度遺構・遺物掲載について]

当初、平成15年度以前と平成16年度分を分けて報告書を発行することとしていた。その後、平成16年

にこれを一括 して報告することに変更となったが、過年度分はすでに本文・図版組が完了 した状態であっ

た。そのため、本文 。遺構図版など修正可能な部分は過年度分に挿入 したが、遺物図版、遺構・遺物写真

図版は平成16年度分として別添えとした。

6 野外での遺構写真撮影は調査員、遺物写真撮影は当センター村田憲鴻・福士昭夫・岩間和幸が担当した。

7 本書の執筆は佐藤淳―が担当した (平成16年度分に関しては中村)。 編集・校正は佐藤・ 中村が担当し

例



た。

8 野外調査にあたり国土交通省東北地方整備局胆沢ダムエ事事務所、胆沢町教育委員会の御協力をいただ

いた。

9 委託業務は以下の方々、機関に依頼した (敬称略)。

石器の石質鑑定 :花闘岩研究会

炭化材樹種同定 :早坂松次郎 (岩手県木炭協会)、 阿部利吉 (前岩手県木炭協会)、

パリノ・サーヴェイ株式会社

航空写真 :東邦航空株式会社

基準点測量 :株式会社協進測量設計、株式会社南部測量設計

10 発掘調査、報告書作成にあたり、次の方々の御指導、御協力をいただいた (順不同、敬称略)。

稲野裕介 (北上市埋蔵文化財センター)、 稲野彰子 (い ろは写房)(河 岩ヽ直人 (弘前大学)、 松本秀明 (東

北大学)、 小田野哲憲 (岩手県教育委員会)、 熊谷常正 (盛岡大学)、 瀬川司男 (東和町ふるさと資料館)、

藤沼邦彦 (弘前大学)、 富樫泰時 (秋田県立博物館)、 宮本長二郎 (東北芸術工科大学)、 佐々木いく子

(胆沢町教育委員会)、 佐藤憲幸 (宮城県教育委員会)

11 本遺跡の出土遺物、記録類は岩手県立埋蔵文化財センターに保管している。



凡 例 (遺構)

1 遺構図の用例は下記による。

(1)遺構実測図の縮尺は基本的には住居跡が 1/60、 土坑、陥し穴が 1/50、 一部の焼土が1/40、 住居跡

の柱穴断面図、炉と焼土が 1/30で ある。その他遺構に応 じて適宜縮尺を設定 してある。

(2)遺構上端、下端等の推定線は破線で表 し、́遺構同士の重複にかかわる推定線は破線で表 した。

(3)層名は基本土層にローマ数字、各遺構覆土にアラビア数字を使用 した。

(4)土層の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』を使用 した。

(5)断面図中の礫を「 S」の略号で示した。同様に土器を「P」 で示 した。

(6)図中 ( )番号で取り上げた遺物は、基本的に床面ないしは床面直上の出土である。

(7)焼上の強弱は熱変色の程度で区分 し、スクリーントーンを使い分けた。

(8)遺構図に使用したスクリーントーン等の用例は下図に示した。
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I 調査に至る経過 亘 遺跡の立地と環境

調査に至る経過

大清水上遺跡は「胆沢ダム建設事業」に伴って、その事業区域内 (コ ア採取地)に位置することから発掘

調査を実施することとなったものである。

胆沢ダムは、北上川右支川の胆沢川に建設される高さ132m、 長さ723m、 総貯水量 1億4,300万 どの中央

コア型ロックフィルダムであり、その目的は、洪水調節・河川環境保全等のための流水確保・潅漑用水・水

道用水・水力発電を行う多目的ダムで、平成 2年 5月 11日 に「胆沢ダム建設に関する基本計画」が官報告

示され今日に至っている。

埋蔵文化財の取扱いについては、事業に先立ち昭和58年 10月 に建設省 (現国土交通省)新石淵ダム調査

事務所 (昭和63年 4月 胆沢ダムエ事事務所と名称変更)か ら、ダム事業区域内における埋蔵文化財の有無

の照会が岩手県教育委員会に出され、周知地区864,000ポ 、可能性有地区490,000∬ が確認された。その後、

水没面積 (4,400千だ)を含む事業地内における埋蔵文化財の包蔵地の取扱いについて、毎年度各工事等の

実施に先立って、岩手県教育委員会と協議を行いながら計画的に調査を実施 しているところである。

大清水上遺跡については、平成11年 6月 4日付建東胆工第73号により胆沢ダムエ事事務所長から岩手県

教育委員会に試掘調査の依頼がなされた。依頼を受けた岩手県教育委員会は平成11年 9月 30日 ～31日・ 10

月 4日 の 3日 間にわたり試掘調査を実施 し、その結果 トレンチ24ヶ 所から縄文土器等が検出され遺構等が

存在する可能性が高いことが判明したため、平成11年 10月 21日 付教文第745号で発掘調査が必要である旨胆

沢ダムエ事事務所に回答された。

これに基づき両者が協議を行い、消滅する遺跡について事前に発掘調査を実施することとし、発掘調査事

業については財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とした。

Ⅱ 遺跡の立地と環境

1位 置 ・ 立 地

大清水上遺跡は胆沢郡胆沢町若柳字慶存ほか、 」R東北本線水沢駅から西へ約20km、 馬留地区から市野々

地区をかなめとして東方に広がる胆沢扇状地と呼称される扇状地性地形のほぼ扇頂部に位置する。

遺跡のある胆沢町は岩手県の南西部に位置する。西方には奥羽山脈が広がり北西には焼石岳 (1,547m)、

西から南西にかけては笹森山 (1,085m)、 桑原山 (1,126m)、 大莉山 (1,165m)が望まれ、東方には胆沢

川によって形成された胆沢扇状地と呼ばれる扇状地性の河成段丘が広がる。面積は297.7kだで、北は金ヶ崎

町、東は水沢市、南は前沢町、衣川村、一関市、西は秋田県東成瀬村に接 している。1955(昭和30)年に

南都田 。若柳 。小山の 3村が合併 し1967(昭和42)年に町制が施行された。1617(元和 3)年に遡る寿庵

堰や、茂井羅堰などの潅漑事業によってはじめられた開拓は、1953(昭和28)年の石淵ダムの完成により

さらに進められ、治水機能の整備された現在では、エグネ (屋敷林)と キヅマ (木材を重ねてつくった垣根)

を有する家屋に象徴される典型的な散村形態を示す集落景観のもと、県内有数の米作地帯となっている。

遺跡の標高は約280～285mで西から東に向かってゆるやかに高度を減ずる。付近を流れる胆沢川との高

度差は約80mである。調査区は段丘崖に隣接 した台地で、北東方向に向かいゆるやかな沢状地形が確認さ

れる。遺跡の位置は北緯39度 6分、東経140度57分である。

-1-
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

2地 形 ・ 地 質 (第 2・ 3図 )

東北地方の脊梁をなす奥羽山脈は、中新世以降のグリーンタフ変動によって形成され、新第二系及び火山

岩類を主体とする招曲山脈で、現在でも活動 している火山が多い。形成期が比較的新 しいため、この山脈に

源をもつ北上川の西側支流に多量の上砂を供給 し、中流域西岸においては、胆沢扇状地をはじめとする大小

の堆積地形が発達 し、広い平野部を形成 している。胆沢扇状地付近の第四系の基盤については、第二系より

なり、下位より中新統下嵐江層 (砂岩・頁岩・凝灰岩)、 瑞山層 (石英安山岩溶岩 。同質溶結凝灰岩)、 鮮新

統大平層 (砂岩・礫岩 。頁岩の互層)・ 国見山安山岩 (両輝石安山岩 。同質集塊岩)か ら構成される (北村

1959)。 これらの地層は10～ 20° 程度の緩傾斜でゆるく波曲しながら北東上位で累重 し、下嵐江層・瑞山層

は南部の北股川・衣川沿いに分布 し、上位の鮮新統大平層 。国見山安山岩は北方の胆沢川沿いに分布 してい

る。第四系は下位より折居層 (木野1963)、 段丘堆積物および火山灰層から構成される。折居層は砂礫から

なり、最大層厚20mで扇状地の末端部に線状に小分布するにすぎず、鮮新統を不整合に覆い段丘堆積物に

不整合に覆われることから、大上ほか (1977)の古北上川堆積物に対比される可能性がある (大上・吉田1

984)。

盛岡市周辺から前沢町北部に至る北上低地帯およびその周辺地域には、多数の扇状地性の河成段丘面が発

達 し、多 くの指標テフラも認められている。この地域は南部ほど古い河成段丘面が分布 しており、これらの

河成段丘面は、面の連続性・保存度およびテフラとの関係から、T面群、H面群、M面群およびL面群に大

別される (渡辺1991)。 これによれば大清水上遺跡はこの北上低地帯南部に位置 し、胆沢川によって形成さ

大清水上遺跡

A

□
□

T3面
(西根面)

L2面
(水沢低位面)

藝 温 耐 醐 鴨 )

匠巨至コ山地 露

Ll面
(水沢高位面)

第 2図 周辺の地形分類図
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3 基本層序と検出・出土状況
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第 3図 基本層序模式図 (1)

れた高位段丘 (H面群)である上野原段丘面に立地する。胆沢川の形成 した河成段丘については、氷河性海

面変動ならびに各段丘面に堆積 したテフラの分析を基軸とした形成年代 (離水時期)の特定がある程度なさ

れており、古い順に10万年～45万年前に形成された高位段丘 (T面群、H面群)、 5万年～ 9万年前に形成

された中位段丘 (M面群)、 2万年～3000年前に形成された低位段丘 (L面群)と いう分類がなされている。

これらはさらに高位からTl(大歩面)、 T2(一首坂面)、 T3(西根面)、 Hl(上野原面)、 H2(横道面)、

Ml(堀切面)、 M2(福原面)、 Ll(水沢高位面)、 L2(水沢低位面)の 9面に細分される (大上・吉田

1984)(渡辺1991)。 なお、これらの分類については大上 。吉田 (1984)と 渡辺 (1991)と の間で一部段丘

面の離水時期に認識の違いが認められる。すなわち、大上・吉田 (1984)で は上野原段丘 (Hl)の上に乗

るテフラは山形軽石 (YP)、 村崎野軽石 (MP)な どの黒沢尻火山灰が主体をなしており、それよりも古い

前沢火山灰が乗ることがあってもその中の萩森白色細粒火山灰 (HWA)は乗 らないとしているのに対 し、

渡辺 (1991)で はこの萩森白色細粒火山灰 (HWA)ま で乗るとしている。この部分に関して、本報告では

大上・吉田 (1984)に データを追補 して再検討 した渡辺 (1991)に従うこととした。本遺跡の位置する上

野原段丘は形成年代の古い高位段丘の中にあって大歩段丘、一首坂段丘、西根段丘に次いで古い段丘との見

方がなされており、今から約10～20万年前に形成されたとされる。調査区に隣接する露頭の観察によると、

表土から15～ 2m付近のところに黄白色をした山形軽石 (YP)ん 確ゞ認され、 7～ 8m程度のところで段丘

礫層となる (第 3図 )。

3 基本層序 と検 出・ 出土状況 (第 4図 )

基本層序は以下に示したように区分される。調査区は戦後の開墾によって果樹園や桑畑などの耕作地とし

て使用された経緯があり、 トラクターなどの農業用機械によって整地された痕跡が確認される。昭和36年

12月 1日 ～ 3日 に胆沢村教育委員会の主催で行われた遺跡発掘調査にともなう報告 (草間 。伊藤1963)に

AsO-4(「可蘇 4火山灰)

KtA(北原火山灰)

AtgA(愛宕火山灰)

On―Pm I(御岳第 1軽石)

慾孔課翰哲
)]←剛
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Ⅱ 遺跡の立地と環境
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第 4図 基本層序模式図 (2)



4 周辺の遺跡

よると、この地域は「最近雑木林を開墾して畑にしたところに発見されたものである。遺跡台帳作成のため、

調査員―行がこの付近を踏査すると、地表面に上器片が散乱 していた。もとの地表面は削り取られてローム

層の基盤まで露出させられている。」とくに標高の高い部分においては地山面としたⅣ層まで巻き込んだ削

平 。撹乱を受けており、地山面直上に撹乱層が乗っている状態であった。従って比較的層厚のある調査区北

東部沢状地形の谷頭部を除き、ほとんどの区域において撹乱層直下の地山面で遺構を検出することになった。

I層 黒褐色土層 (表土)。 層厚 5～20cm。

表土。腐葉土を主体とし、草木の根が繁茂する。

Ⅱ層 黒褐色土層。層厚 0～ 60cm。

尾根上などでは薄い堆積となり、 I層 との判別が難 しい。縄文時代の遺物を含む層である。

Ⅲ層 褐色土層。層厚 0～20cmo Ⅱ層とⅣ層の漸移層的な土層。

上部はⅡ層と、下部はⅣ層との漸移層的な土層である。上部に縄文時代の遺物を含む。この層が遺構の最

終検出面である。

Ⅳ層 黄褐色粘土質シル ト層 (地山)。

4周 辺 の 遺 跡 (第 5・ 6図、第 1表 )

岩手県教育委員会生涯学習文化課による平成18年度遺跡登録台帳によると、胆沢町では現在171遺跡が確

認されており、旧石器時代から中世・近世にいたるまで多数の遺跡が存在する。ここでは、縄文前期から中

期にかけての遺跡について、胆江地区 (岩手県南部)、 東北地方とにわけてそれぞれ図示するとともに、参

考文献として提示した。第 5図では、大木 3～ 5式を含む遺跡を0、 6式以降のみの遺跡を▲と、分けて示

した。

これまでの調査

昭和60年 3月 に胆沢町教育委員会から発行された報告書ならびに昭和38年 4月 に胆沢村教育委員会から

発行された報告書によれば、大清水上遺跡はこれまでに三度にわたり調査が行われている。 1回 目は昭和36

年12月 (胆沢町教育委員会報告書によると昭和32年 と表記されている)に、当該遣跡地に果樹園の造成が

計画されされたことに係り、草間俊―・伊藤鉄夫 。伊藤陽夫らによって遺跡確認の調査が行われ、小竪穴住

居址状の遺構の他、縄文早期～晩期の上器片を確認 している。その後、昭和58年に個人営利を目的とする

桑畑造成工事ならびに作業小屋建築工事が計画されたことに係り2回目の調査が行われた。このとき、既に

造成にかかる整地施工は着手され、遺構ならびに遺物を含むと思われる地層はほとんど破壊されていたとい

う。その後、地権者ならびに耕作者と教育委員会が協議を重ね、残存した部分について記録保存のための発

掘調査を行うということになった。発掘調査は 2ヵ 年計画 (昭和58年、59年)で行われ約25,000Nを 対象

とし、その結果約7,600だ に遺構が検出され、縄文時代前期末と推測される土器などが多数出上 した。

以上のような調査経過ならびに成果との整合性をはかる意味から、今回の調査にかかわりできるだけ過去

の調査区の範囲把握と遺構の照合に努めた。 しかしながら、過去の調査報告書では調査区の絶対的位置を示

す座標値等の数値が欠如 していたため完全に照合することはできず、報告書内の写真ならびに遺構の図面等

に加え今回調査時の検出状況から総合的に推測せざるを得なかった。推測の結果、今回の調査区の西端部は

前回の胆沢町教育委員会による調査の東端部とほば重複 しているという結論に至った。

-6-
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第 6図 周辺の遺跡 (東北)



No 道跡名 所 在 地 遺跡の性格・ 造構・ 遺物 調査 の有無 備 考 支 献

大盾 水 L 胆 沢 町 5a～6式期集落跡・ロングハウス、住居・土偶、映状耳飾、礫石FT・ 四rS58,59年 (7,600雷 ;
セの調査範囲に含 まれる

大清水上 胆沢町 r判呉主余
ヽ
ァ射)麟 落・墓竣?=土割瞭出セ■12年 ～16年 46970

2 大清水 胆 沢 町 6式 十器 片 セE12年 (9120r) 67

3 下尿 前 Ⅳ 胆沢町 6式 上 器 片 セH8年 (8000雷 ) 71

尿前 Ⅱ 胆 尺畑] 6式上器 セHll年 (7500ポ )

5 (上萩森北東下 , 胆沢町 6～ 9式上器片 県遺堺台帳に相当遺跡な し 1

6 (萩森 ) 胆沢町 6～ 7?式上器片 萩森北遺跡に相当 1

7 萱刈窪 ほE〕ミ田J 5～ 6式土器片、映状耳飾、石剣

8 (有 沢原D) llEI初ミ田T 6式上 Fi庁 宮沢原遺跡の飯開内

9 (言 ム原 E, 胆 沢 町 4?、 6式上器片、5a式輪積土器 冨 沢原 遭 跡 の範 囲 内 1

10 宮沢原成沢 胆沢町 4式上器 1

11 石行 胆沢町 4or5a式 上器片 町H7年 (550� )

尼坂 月旦沢 町 4or5a式 上器片 町H5年 (793∬ ) 前3次 の調査では出土せず ?
浅野 胆沢町 6式別

｀
F住居 2・ 5a`′ ～7a式上器 (5極少 ) 町S60年 (約 600言 ?う 土偶、瑛状耳飾表採

片子沢 胆 沢 町 4式前後上器片J

糀谷田 胆沢口J 4式前後土器片J

恩俗長根 打巳沢町 5b式土器片

17 (小 山大畑 ) 胆 沢 町 6～ 7式上器片 大畑遺跡 とは離れている 2

団高 Ⅱ 前沢四] 5b～7a式上器(6式主 )、 岩 lR、 狭状耳飾 町H8年 (4500雷 う

し木 前 沢 四」 遺物包含層、 フラスコ状土坑 ?・ 6式上器、土偶 町Hll年 (?| 報告 苦 未 刊
.′

前沢町 1～3式上器片 1

合ノ沢B 前沢町 5a、 6式土器片

古戸 衣川村 6式 上器片

木巻 衣 川村 5a～ 6式上器片 セH10年 (510雷 う 77

庄司合 一関市 6式期配石遺構 ?・ 5a～ 6式上器 可fS34,46年 一次調査の結果未見

石蔵 一関市 6式土器 J 図幅外、南約lkm

龍願寺 大東町 6～ 7a式土器片 町H10年 (136� )

(谷地 ) 水沢市 5～ 中期前半土器片 下長田遺跡に相当 1

中島 水沢市 2b～ 8aイ 式 上 器 市S38年 (ト レンチ〕 土偶表採 6212
(大 鋒 う 水沢市 37、 4?、 5a～ 6式上器片 県遭切台帳に相当越跡な し 2

梨 畑 水沢市 4?、 5a～ 中期前半土器片 2

佐野原 水沢市 6式期竪穴住居跡・ 5a式上器 ? セH910年 (2347言 )

沢 田 水沢市 Sa、 6?式 上器片 セH56年 (1320雷 )

(中荒巻東 | 4｀′、 6～ 7a式土 器 帝 巻 潰 跡 に相 当

中荒巻 6～ 7b式土器片 県S47,48,50年 (3,000言 ) 文献 Jこ は5a式上器片掲載

(稲 沢 ) Ω ヶ崎町 6～ 7a式上器 少 しずれるが稲沢遺跡 ? 12
滑 利 金 ヶ崎町 5～ 7a式上器片 12
上 原 6式上器片 町H5年 (?)
(笹森丈う 1～ 3式 上器片 笹森遺跡 に相当

(不動沢 ) t～ 3式上器片 小動沢還跡に相当 1

半林後 命ヶ崎町 5b～ 6式 上器片 I

(野崎 ) 金ヶ崎 ll 6式上器片 少 しずれるが野崎遺跡に相 当 ? 2

鳥 ノ海東

(女夫坂高橋宅付折う 金 ヶ崎 町 3.F式上器片 県適 跡 台 帳 に相 当遭 跡 な し 1

(女 美 坂松 岳納 釜ヶ崎町 3?式上器片 相当選跡、古い選跡台帳にある ? 1

島ノ海 金ヶ崎町 4～ 6式上器片 1

(旧細野小学校西 ) 金ヶ崎町 5a～ 7式上器片 鳥ノ海西遣跡に相当 ? 1

(細野ニノ越戸橋西 ) 令ヶ隣 Il 6式上器片 県遺跡台帳に相当損跡な し

(細 野 中 の 4tう 6式上器片 細野 北 道 跡 の そ は 1

(駒 ケ岳山魔R32, 金ヶ崎町 1～3式土器片 県遭跡台帳に相当遺跡な し 1

(駒 ケ岳山麓D■ ) 金 ヶ崎町 6～ 7式上器片 潤沢奥遺跡に相当 ?? 1

51 (光 6区西 ) 金 ヶ崎町 3?、 6式上器片 和光6区遺跡の範囲内 1

(天 ヶ森牧場 ) 金 ヶ崎町 2a～ 3式上器片 天ヶ森遺跡に相当
和 光 6区 6～7a式集落跡・lIE2ほ か・5a～bJF」 ょ tlFJ、 斑伏耳脈 礫石鉦5 セS59年 (1500ド 〕

54 t和 光北下 ) 金 ヶ崎町 6式上器片 和光6区選跡の北 1

千貰石Ⅲ 金 ヶ崎町 1、 4、 7a式上器・映状耳飾 町S48年 (1908正 )

千貫石 Ⅱ 町S48年 (1314ド )

57 (苦 団沢西 ) 金 ヶ崎町 5a～ 6式 上器片、± 1呂 吉 団沢 譲 跡 の両 1

十買 石 I 金 ヶ崎田」 6～ 8a式上器片 1

根 岸 江刺市 6式土器片

宝性寺跡 江刺市 5～ 7式期集落跡 ,コ ングハウス、墓蚊、捨て場・映状耳飾、ヒスイ装飾 セH13、 14年 (3012言 ;

(醍醐 ) 江刺市 6～ 7a式土器片 調査では出土せず 下醍醐遣跡 に相当 2

(ヒ醍醐) 江剰 市 6～ 8a式上器片 醍 醐寺跡 に相 当 I

江戸1市 5a式 ?土器片 県還跡台帳相当遺跡な し 3

(大塚 ) 江刺市 県遺跡台帳オロ当遺跡な し 3

守林寺 江刺 市 5～ 6式 ?土器片
1

(釜 測) 「 5、 6式 ?J 県遺跡台帳相当遺跡な し 3

(元 町う 江利 市 6～ 8a式上器片 県選跡 台 帳相 当選 跡 な し 1

(落合 ) 江束1市 6式上器片 県遺跡台帳相当遺跡な し 1

野 里 江刺市 6～ 7b式上碁片 1

(阿茶山 I) 江刺市 3式土器片? 県遺跡台帳相当遣跡な し

71 新 田 江刺市 5a～ 6式別築落跡・ 土坑 。前初～7b式土器、土偶 セH13盗E(1600雷 )

大中田 江剰市 6～ 7a式上器 ?、 映状耳飾 セ■14年 (1,100正 )

(地 の神

'

江刺市 6～ 7式上器片 ? 地 ノ神遺跡 とは位置ずれる 1

新田 D 遠野市 後示お痔語0ポ洗等軍今9Ч易撞尋
城、貯蔵穴、道路跡?

確認調書継続中 5

ノ!ヽ
サ松コ 住田町 3b式上器 (6極少) セH12年 (2.000言 ) 図幅外、東約4km

赤 畑 住田町 5a～5b式上器片

館 住田町 3～ 5式期集落跡 。ロングハウス セ今年度調査中

落 合 住 田町 6式上器片

樺 山 】ヒ
「

市 -8b?式期集落・ 6式住居・土偶、映状耳飾 市S4243年他 市 Hl年 (?う 、 H45年 確 認 調 杏 33ヤ38
館 Ⅱ 】ヒL市 式土器片 セH12年 (400イ )

4 周辺の遺跡

第 1表 周辺の遺跡一覧表 (( )は出土地名で、遺跡名ではない)
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第 1表 周辺の遺跡一覧表
血 遭跡名 所在地 調査の有 jFl 備考 文献

館Ⅳ 】ヒ_ヒ市 6式上器片

横 町 北上市 5～ 7a?式集落跡・ロングハウス 市H4～ 6年 (24,000言

構 町 】ヒ上市 土坑3?・ 6～ 7a式上器 セH6年 (1980苫 )

神行 田 北
「

市 6～ 8b式上器 (6極少 )

高畑 北上市 6～ 7ぶ別集落跡・倒ま フラスコ .5b式 土淋、娯状昇aT、 右策」、傑右整 市S46年 (ト レンチ)

物見崎 北上市 6式 ?竪穴住居跡・ 6式土器、礫る鍾

唐戸崎 北上市 5～ 8a式上器 (前期極少 )、 礫石錘 セH9年 (2.641笛 24-26

87 鳩岡崎 北上市
6～ 8b?式期集落・ ロングハウス、 フラスコ状土坑多・ 5b
式土器、土偶、映状耳飾

県S48～ 51年 (?) 約5.000言 ?

鳩岡崎上の台 北 上 市 6式土器片 村S57年 (235雷 ) 中期ほとんど・ 調査時は村

llew岡 崎上の台 】ヒ_し市 5a～8b式期集落跡・ロングハウス、フラスコ状土坑多・蝶石錘65点 県調査より苦い時期主

新平 北上市 6～ 7a式 集落跡 ?・ フラスコ状土坑・ 4?～ 7a式 上器、礫石錘 7 調査 は他 にS41年 等 3回 1920

滝ノ沢 北上市
5～ 7b式集落 (5、 7b土器極少)?・ 遺物多、土偶、政状耳飾、
礫石錘2,600以 上

市S52～ H19年 (?) 7500苫程度 ?・ 報告書Ⅳ未刊 ? 51-54

丸子館 】ヒ上市 6式上器 市S47年 (不詳う 滝 ノ沢遺跡 ?

(大谷地 ) 北上市 4?、 5a～ 6式上器片 上大谷地遭跡の北西 2

成沢 Ⅱ 北上市 5式 ?住居2?・ 土器小片 市H9年 (2,000ゴ

北上市 6式上器片 下成沢 Iと 二十人町 I選跡の間

鹿島館 Jtt L市 6式上器 ? 市調査 今回報告書未見

岩崎台地 北 上 雨 6式期住居、土坑 ? セS63～ H2年 (15047ド )

岩崎台地 北上市 6式上器片 S63～ H3年 (46267言 う

岩崎城西 北上市 6式土器片 セH14F(5,550す

梅ノ未台地 I 北上市 5a～7b式上器 セH12年 (9,000nF) 県S50(2.000苫 )で も5式 上器

梅 ノ木 台 地 I 北 L市 6式 上器 セH3年 (3890言 )

煤孫 北上市
6～ 7a式期集落跡・墾穴住居、 フラスコ・遺物多、5式 上器、
上偶多、狭状耳飾、石剣、男根状石、礫石錘2,393点

セH2,3年 (15,560雷 )

法量野 I 北上市 6～ 7a式上器片 セH2,3年 (9,990市

'石 曽櫂 北上市 5～ 7b式上器 (前期少 )、 礫石錘50(所属時期不明 ) セ■12年 (3150訴 )

蟹沢館 北上 市
2a?～5式期環状集落跡・ ロングハウス他住居、貯蔵穴、集石 ?
岩偶、燕尾形、カツオブシ形、映状耳飾、礫石錘6,571点

市S63～ H2年 (?) 約3,000ド ?・ 調査時は町

人当 ] 北上市 6?式 上器片 と7

人当皿 北上市 6式上器片 と6

峠 山後 場 I 湯 田町 円筒下層d式埋設土器・ 礫石錘39(所属時期不明 ) セH56年 (43000苫 )

峠山牧場 ] 湯田町
5～ 7a式 ?環状集落 。ロングハ ウス、墓 ?。 4土器、岩偶、
燕尾、映状耳飾、礫石錘566

セH8年 (6,120言 ) セH6年確認調査 1315

耳取 ] 湯田町 5～6式期集落跡・ 住居 4`F・ 5a～6式上器 1112

清水 ヶ蜀 湯田町
6式期集落跡 。ロングハ ウス・ 5a～ 7a式上器、燕尾形石製
品、瑛状耳飾、礫石錘338点

セHll年 (1200∬ ) 10

塚野 I 湯 田町 セ■4年 (7755∬ ) 9

自木野 ] 湯 田町 土器 埋 設道 構 (円 筒 卜層 d式 と6式 との fff表 ,・ 6～ 7a式上 器 セH4企F(3000∬ | 図幅外、西約2km 8

中ノ平 三厩村 円筒下層d式、サイベ沢 Ⅱ・Ⅲ式 言森県S48年 (1,1ツ 0言 )

111 山踏 今別町 円筒下層d式上器片 青森県8545556年 (15.384言 )

貝 崎 脇野沢村 円筒下層dl式土器片 脇野沢村S57年 (150言 )

[1 瀬 野 賜 野 沢 村 円筒下層dl、 d2式上器片 脇野沢村S55年 (300ず )

稲平 脇野沢村 円筒下層dl、 d2式上恭片 脇野沢村H7年 (3160∬ )

戸沢川代・熊 ヶ平 川内町 円筒下層d式土器片 青森県H5年 (510∬ )H6年 (300∬ )

大湛近川 むつ市 円筒下層d式上器片 青森県85960年 (5.000言 ,

l] 水木沢 大畑 町 前期 青森県S50年 127

下馬叛 青森市 円筒下層d式上器片 青森県H9年 (42000言 う

上尾鮫 (1)c 六 ヶ所村 円筒下層d式上器片 青森県S61年 (4,500N)

熊 沢 青森市 前期、円筒下層 c、 d式上器片 青森県S50年 (5,000� ケ

青森市 円筒下層d式土器片 青森県H5年 (10,000� ,

三A丸山(2,Ⅱ・Ⅲ'V・ Ⅵ・Ⅷ 青森市 H簡下層d式上器片 言森景■45年 (22 000nfX18 000∬ )

育森市 円筒 下 層 c、 dl、 d2式上 器 片 青奈民H3年 (5000∬ )■4年 (100011i)

野木 青森市 円筒下層式上器片
青森 県 H10年 東 (13,800ド )

西 (24,800∬ )

青森市 円筒下層dl、 d2式上器片、大型住居 青森県H10年 (13000言 )

稲 山 青森市 円筒下層 c、 d、 dl、 d2式上器片、大 T_l住 居 青森市H12年 (5452言 )

近野 青森市 円筒下層d 式上 器 片 青森市H14年 (1 614niう

深沢 (3) 青森市 円筒下層dl式上器片 講冊訴
(4,090ざ )m2

青森市 円簡下層d ～d2式上緊片 青森市■9年 (1700∬ )(3061∬ )

小牧錯 青森市 円筒下層d 式上器片 青森市H2年 (3880言 :

横内・横内 (2) 青森市 円筒下層d2式土器片 青森市H5年 (180雷 )(1100言 う

鳴沢・儀喰 (9) 修ヶ・RII・森田村 円筒下層d2式上器片

独 孤 七 面 山 弘前市 円筒下層c d dl d2式 土器片 弘前市Hll年 (1060笛 )

自 山 相馬村 期
一
Ｈ‐― 青森県S50年 (約 300∬ )

大平 大鰐町 前期、大型住居 青森県S62年 (15000雷 )

板留 (2) 黒石市 円筒下層d式土器片 青森県S53年 (7,152言 )

山本 浪岡町 円筒下層d式上器片 青森県5960年 (18,400鷲 !

矢 倉 七 戸 町 円筒下層d式土繋片 七戸町H10年 (300笛 )

中里 十和田湖町 円筒下層式上器片
十和田湖町H7年 (748雷 )H8
年 (42564雷う

明 戸 十和田市 円筒下層 cd式 上器片

古屋敷 貫塚 上引ヒ町 円筒下層bcd式 土器片 上北町S57年 1

中ノ沢西張・古街道長根 五戸 町 青森県S49～ 50年

143 館野 福地4Nl 円筒下層d式土器片 青森県S62年 (3000ギ 】

蟹沢 八戸市 円街下層d式上器片

145 重地 八戸市 円筒下層 c～ d式上器片 八戸市H9年 (530言 )

牛 ヶ沢 (4) (戸市 円筒下層 c d dl d2式上器片 そも島酪観軍出習席繹婢

畑内 I・ ■・Ⅳ・V 南郷村 円筒下層式上器片 扁帥 蘇淋甲絶昴紹
埒

Ⅱ 遺跡の立地と環境
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4 周辺の遺跡

第 1表 周辺の遺跡一覧表
No 遺跡名 所在地 遭跡の性格・ 遺構・ 遺物 調査の有無 備 考 文献

四ツ役 南郷村 円筒下層d式上器片 青森県H6年 (1680言 )

長倉W,V 軽米町 円筒下層 c～ d土器片 12

大鳥 I 軽 米 町 円筒下層式上器片 セH5年 (5,812言 ,

大 日向 軽米町 4～ 6式土器片、円筒下層a～ d式上器片、大型住居 認編撃誂浮
H5年 (267

[14

咲屋敷 軽米町 円筒下層d式上器片 セS56年 (12740言 う

長興寺 ] 九戸村 6式、円筒下層式上器片 セH12年 (18600雷 )

日 代 九戸村 円筒下層dl d2式 上器片 セH5年 (220前 ,H7年 (3m面 ) [〕

圧剰系 Ⅳ 九声 村 円筒 卜層式 上 恭 片、 6式上 器 片 セH8年 (2.000言 ) 111

小子内貝塚 種市町 縄 又

田高 ] 久慈市 4式上器片 久慈市H10年 (911∬ ) 117

大尻 久慈市 円筒下層 cd式土器片、6式上器片 欠慈市S61年 (350ri

二 子 罠塚 久慈市 早期～後期

広内(貝塚 : 野 田付 雨 期 ～ 中期

半清水 野田村 円筒下層d式上器片 セH14(950ゴ )

和野 ] 田野畑村 5～ 7a式上器片、円筒下層cd式土器片

茂師員塚 岩泉町 早期～晩期

松林 (民 塚う 岩泉町 円簡下層d式

大4寸 く貝塚 , 富 百 市 早 期 ～ 晩馴

崎山貝塚 宮古市 1～ 10式上器片

花原市 宮古市 5～ 7式土器片

小沢 (員 塚 ) 宮古市 前期～後期

機鶏蝦英森 (民塚 ) 宮苦市 前期～中期

金浜館 (貝塚 ) 冨 吉 市 4～ 10式 上 器庁

赤なが し沢 (貝塚 ) 宮古市 前期～中期

千鶏 宮古市 前期～後期

松磯 (貝 塚 ) 大槌町 前期後半か ら中期の上器片

ンイ ノrE(貝 塚 ) 釜石市 前期～晩期

太根 崎 く貝 塚 , 釜 石市 前期 ～ 晩刷

沖田員塚 三陸町 5式 上器片

細野 大船渡市 5式上器片

砂子浜員塚 6～ 9式上器片

宮野 罠塚 4式上器片

蛸の浦貝塚 大船 波 46式上器片 T13年から(40000言 )

清水貝塚 太船渡 4～7式上器片 早大S27年 (2500ド )

大陽台貝塚 陸前高日市 5式土器片 陸前高日市S51■ 辛県H7年 (30000r)

矢の浦 I(貝塚う F・t前高団市 467式上器片

牧団員塚 陸前 高 田市

東 角地 陸前高田市 6式土器片

館 住田町 34～ 6式上器片

龍願寺 大東町 4～ 5式土器

清団台 千厩町

中野 布 巻 市 5～6式土器片 花巻市H6年 (75言 )

高 畑 石島谷町 6～ 7a式上器片、大型住居 セH14年 (4800∬ )

小森林館 石鳥谷町 6式上器片 セS57年 (1100ポ う

天神 ヶ丘 大迫町 6式上器片 大迫町S46年

砂溜 幕岡市 円筒下層式上器片 騒岡市S62年 (554面 ,S68年98�

上八 本 田 V 騒Fk市 5式上 恭 片 セH2年 (3320∬ X32811∬ X7590∬ )

耳取 滝沢村 6式上器片、円筒下層d2式 滝沢村859年 60年 (8378ギ (361ド )

外久保 I 滝沢村 6式上器片、円筒下層d2式 滝沢村S62年 (3800雷 )

才津沢 玉山村 円筒下層d式上器片

秋浦 I 岩手 町 円筒下層式上器片 セH10至F(5,310言 ,

雫石 町 6式上器片、大型住居

下長谷地 雫石町 6式上器片 セS48年 (700∬ )

広 瀬 雫石町 円筒下層d式上器片 セS53年 (3000雷 )

202 小日谷地 Ib 雫石町 6式上器片 雫石 町H10年 (570市 ,

仁沢瀬 I 雫石 町 式上 器 片 雫石町H10年 (2.650r)

野 駄 松尾村 円筒下層a～ d式上器片、大型住居 セS534F(5400∬ )

長者屋敷 松尾村 4～ 8b式上器片 セS53年 (36920言 う

206 間館 I 西根町 6式土器片

荒谷 Ⅱ 安代町 2b456式 上器片 セS53年 (2.380面 ,

水神 安代 町 円筒下層d式上器片 セS59年 (22360言 )

飛島台地 浄法寺町 6式上器片、円筒下層dl d2式 上器片 セS59年 60年 (5230∬ )(17500∬ )

沼久保 浄法寺町 円筒下層d式上器片 セS59年 (1000∬ )S60年 (4980言 )

安比内 I 浄法寺町 円筒下層dl式上器片

田粂 内 I・ Ⅱ 浄法寺 町 円筒下層dl d2式 上器片 セS60年 (2,090言 )

五庵 I 浄法予町 円筒下層d式上器片 セS59年 (16114∬ )

柿 ノ木平 Ⅲ 浄法寺町 円筒下層式上器片 セS59年 (12100♂ )

上里 二戸市 円筒下層d式土器片、大型住居

中曽根 二戸市 円筒下層d式上器片

大袋Ⅳ 小 Jllk町 円筒 卜層 d式上器 片 秋田県857年 (910正 )S58年 (925nl)

I はりま館 小坂町 円筒下層d式上器片、大型住居 秋田県S57年 (12608ド )

萩の台 Ⅱ 大館市 円筒下層 cd式上器片、大木56式上器片 秋田県H4年 (750言 )

芋婉沢 大館市 6式、円筒下層d式土恭片 大館市S45年 178

上ノUJ I(かみのやま) 大館市 6式上器片cd 秋田県H2年 (840苫 )

杉沢台 能代雨 円筒下層式上器片、大型住居 秋田県S55年 (4672∬ ) 179

上ノ山1・ コ(う えのやま) 協和町 45式、円筒下層上器片 大型住居 燕尾形石製品 秋田県年 (24300r) 166

池 内 秋田市 円筒下層式土器片、大木式上器片、大型住居
秋 田県H4年 1次 H5年 2次 H6
年3次 H7年 4次 (28,260∬ )

片野 I 秋田市 円筒 卜層 d式土 恭 片 秋田県H4年 (28200言 )

狸崎A 秋田市 円筒下憎d2式上器片 秋田市

下堤F 秋田市 6式上器片 秋田市

湯 ノ沢B 秋田市 円筒下層d式上器片 秋田市 177
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第 1表 周辺の遺跡一覧表
遺跡名 所在地 調査の有無 備 考 文 献

蟹子沢 仙北町 円筒下層式上器片 秋田県H6年 000ポ )

潟前(1次 )(2次 ) 仙北町 6式 土器片、円筒下層d式上器片、燕尾形石製品 秋田県H6年 ,03011i)

和 日 ll 仙北町 円笛下層d式土器片 秋田県H12年 ,200� ,

根下戸 I・ Ⅱ・Ⅲ 仙北町 円簡下層式土器片 秋田県H10年 4,000前 , 175178

吹浦 遊佐町 567式土器片円筒 卜層式上器片 山形見S59年 (2200∬ )S60年 (2200正 )

ノk上 最上町 6式上器片 山形県S55年 (27000ド )

東興野B 立ナH町 6式土器片 山形県S55年 (6,000r)

郷の浜 」 羽黒町 6式 土春片 山形県S55年 (800苗 ,

tヽ るか t 尾花沢市 5の 5b6式 土器片 山形県S56年 (2,0001n)

作 野 村山市 4式上器片 山形県S58年 (540笛 )

高瀬山 寒河江市 56式上器片 山形県H14年 (200言 〕

にひ ゃ く帝 山形市 6式上器片、大型住居 山形県S59年 (1,400雷 )

新山A 山形市 山形県S61年 (500雷 〕

市野野向原 小国町 46式 上 器 片 山形県H9年 (8.100� ,

塔ノ原 米沢市 5式 土器片 米沢市H3年 (2200言 )

大増B・ C 米沢市 6式上器片 山形県S59年 (900ni)S60年 (1531■ i)

大清水 米沢市 5～6式土器片 米沢市S55年 (4,500∬ )SS3年 (G,000∬ |

246 塩喰岩陰 西会津町 456式上器片 福島県H24年 (4,000苗 ,

胃宮西 高田町 45式 上 器 片 福島県H元年 (7,500� ,

五 目 坂下町 5式土器片 坂下町H10年 (34831笛 )

出酎 山 坂下町 5式上器片 BFk下町H2年 (432r) 14

笹山原 会津若松市 3～4式上器片 姿注舞松市H13年 (140011iう

法正尻 磐台町 6式 土器片

南倉沢 下郷町 84式 上器 片 福島県H14年 (3.100言 ,

芹 沢 天栄村 4～ 5式上器片 福島県S48年

薬 名邸 天栄村 4～ 5式上器片 福島県H元年 (6920言 ) 204

上森屋段 石川 町 5式土器片 福島県

薬師堂 石川町 4式 土器片 福島県S57年 (4,000� , 198

唐松A 郡山市 45式 上 器 片 福島県S56年

山中日照日 郡山市 6式上器片 郡山市■2年 (200111)

大 獅 向原 郡山市 6式上器片 部山市H元年 (3600雷 )

鴨 ヶ館 6式上器片 福島県H4年 ( 1,800∬

松 ノ下 いわ き市 5a式十器片 いわき市H10年 (3,550面 ,

綱取貝塚 いわき市 いわき市S59年 (782言 )

松 ヶ平B 飯館村 45式土器片 福島県S62年 (1500∬ )

岩下向A 飯館村 5a式土器片 ヨ息貝S59年 (300言)862年 (19000∬ )

羽自D 飯館村 5a式上器片 禍島県S61年 (5,400面 ,S6ゼ 年(700�

師山、双子 相馬市 45式 上器片 編見属暫温縮謎イ?綸響!

地蔵原 福島市 6式上器片 福島市H12年 (4455だ )

金谷貝塚 柴田町 円筒下層式上器片

上川名貝塚 !団 町 147810式 上器片

中居貝塚 柴 田町 12358式 上 器片

深町貫塚 柴田町 146式上器片

館 前 員塚 柴日町 1～ 10式 上器片

今熊野貝塚 名取市 1～ 4式上器片

宇賀崎貝塚 名取市 4式 土器片

北原街道 B 仙台市 4～ 5b式上器 片 仙台市H元年 (2100苫 )

嘉合貝塚 仙台市 4式上器片、イチジク杉土製品、大型tL居 宮城県H元年 (5000苗 ) 181

一
月‐‐ 仙台市 6式上器片 仙台市S56年 (1320ポ )

君 ヶ岡貝塚 七 ヶ浜 町 6式土恭片

藤 ヶ沢貝塚 七 ヶ決 HJ 6～ 9式 上器片

大木囲貝塚 1～ 10式 上器 片

道珍rt貝 塚 松島町 456式上器片 183

船 入 島 貫塚 権 昆 5～ 7a式上器片 183

東要審貝豚 膨 畠台 町 3～6式上器片 183

高松貝塚 l島 瀬町 1～ 10式 上 器 片 183

川下響貝塚 鳴瀬町 円筒下層dl式上器片 183

lζ瀬町 349式上器片 183

里浜台囲貝塚 IIq瀬 町 1～ 10式土器片

里浜袖窪貝塚 l島瀬町 6式 上器片

平田原貝塚 矢本町 4～ 6式上器片

仁斗田民塚 石巻市 46式上器片

編音 屋敷 貝塚 石巻市 56式上器片

根岸堤貝塚 石巻市 567式土器片

沼津貝塚 石巻市 56式上器片

中島貝塚 河北町 2b～ 5式上 器 片

長 根 貝塚 涌谷町 6式上器片

新山前貝塚 小牛田町 5式上器片

青島貝琢 南方町 2～ 10式 上器片

長者原貝塚 南万町 ～ 10式上 器 片

糠塚 貝塚 迫 町 2～9式土器片

堤 花 貝塚 迫 町 4～ 10式 上器片

地根貝塚 迫 町 4～ 10式 土器片

観音寺貝塚 迫 町 458式 土器片

伸明車貝塚 中田町 4～ 10式 上 器片

町向貝塚 歌津町 5～ 10式 土器片

南最知貝塚 気仙沼市 5～ 8a式土器片

内の協二号貝塚 気仙沼市 S67式上器片

磯軍貝塚 気仙沼市 14～ 7式上器片

藤浜貝塚 唐桑町 6式上器片

309 古館 貝塚 唐薬町 4式上器片

Ⅱ 遺跡の立地と環境

-13-



4 周辺の遺跡

引用・ 参考文献 (Ⅱ 章 )

参考文献 (括弧内の数字は第 1表の文献番号も示す)

(1)法政大学文学部考古学研究室1990.『法政大学所蔵 伊藤鉄夫・陽夫考古学資料目録 I―伊藤陽夫収集資料編―』

(2)法政大学文学部考古学研究室1996.『法政大学所蔵 伊藤鉄夫・陽夫考古学資料目録Ⅱ―伊藤鉄夫収集資料編―』

(3)相原康二1981.『江刺市史第五巻 資料編 考古資料』江刺市史編纂委員会

(4)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2002『岩手県埋蔵文化座発掘調査略報 (平成13年度)』 (第397集 )

(5)佐藤浩彦1999.「岩手県遠野市新田Ⅱ遺跡」『考古学ジャーナル』451ニ ューサイエンス社

(6)住田町史編纂委員会1997.『住田町史第一巻 自然考古編』

(7)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2002.『小松Ⅱ遺跡発掘調査報告書』(第392集 )

(8)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1994.『 白木野 IoⅡ・ Ⅱ遺跡発掘調査報告書』 (第 200集 )

(9)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1993『塚野 I・ 塚野Ⅱ遺跡発掘調査報告書』 (第 199集)

(10)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2001,『 清水ヶ野遺跡発掘調査報告書』(第 351集 )

(11)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1996.『耳取 I遺跡A地区発掘調査報告書』(第232集 )

(12)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1996.『耳取 I遺跡 B地区発掘調査報告書』 (第292集 )

(13)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1996.『峠山牧場 I遺跡 B地区範囲確認調査報告書』(第233集 )

(14)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1999『 峠山牧場 I遺跡A地区発掘調査報告書』 (第 291集 )

(15)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2000,『峠山牧場 I遺跡 B地区発掘調査報告書』 (第 320集 )

(16)和賀町教育委員会1990.隣日賀町内遺跡分布調査報告書Ⅱ (山 口・岩沢・仙人地区)』 (第 23集 )

(17)(財)岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センター1993.『人当 I遺跡発掘調査報告書』(第 193集 )

(18)北上市教育委員会1993.『蟹沢館遺跡発掘調査概報』(北上市埋蔵文化財調査報告第14集 )

(19)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1985『 新平遺跡発掘調査報告書』(第 91集 )

(20)草間俊-1971.「岩手県江釣子村新平遺跡」『 日本考古学年報19(昭和41年度)』 日本考古学協会編 誠文堂新光社

(21)岩手県教育委員会1982.『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書 XV』 (第70集 )

(22)江釣子村教育委員会1983.『江釣子遺跡群―昭和57年度発掘調査報告― (鳩岡崎上の台遺跡 。蔵屋敷遺跡)』

(23)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1995.Fl烏 岡崎上の台遺跡発掘調査報告書』 (第240集 )

(24)北上市史刊行会1968.ロヒ上市史第一巻 原始 。古代 (1)』

(25)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1998.『唐戸崎・唐戸崎Ⅱ遺跡発掘調査報告書』(第279集 )

(26)北上市教育委員会1998.『唐戸崎遺跡』 (北上市埋蔵文化財調査報告第35集 )

(27)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1990.『物見崎遺跡・監物館跡発掘調査報告書』 (第 157集)

(28)北上市教育委員会1985,「高畑遺跡発掘調査報告」Flヒ上市立博物館研究報告』 5

(29)北上市教育委員会1995,『横町遺跡発掘調査概報』0ヒ上市埋蔵文化財調査報告第21集 )

(30)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1996『 横町遺跡発掘調査報告書』(第 236集 )

(31)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1993.『館Ⅳ遺跡発掘調査報告書』(第 187集 )

(32)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2001.『岩手県埋蔵文化財略報 (平成12年度)』 (第370集 )

(33)岩手県教育委員会1952.『江刺郡稲瀬村樺山遺跡調査予報』(第 2集)<今回未見>

(34)岩手県教育委員会1954.『江刺郡稲瀬村樺山遺跡調査報告』(第 3集)

(35)北上市教育委員会1968.『北上市稲瀬町樺山遺跡緊急調査中間報告 (昭和42年度)』 (北上市文化財調査報告第 3集 )

(36)北上市教育委員会1969.『北上市稲瀬町樺山遺跡緊急調査報告 (昭和43年度)』 (北上市文化財調査報告第 7集 )

(37)北上市教育委員会1990『樺山遺跡 (1989年度)』 (北上市文化財調査報告第59集 )

(38)北上市教育委員会1996.『樺山遺跡 (1992・ 1993年度)』 (北上市埋蔵文化財調査報告第25集 )

(39)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1992.『石曽根遺跡発掘調査報告書』(第 165集 )

(40)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1993.『法量野 I遺跡 。中屋敷遺跡発掘調査報告書』(第 182集 )

(41)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1994.『煤孫遺跡発掘調査報告書』(第 196集 )

(42)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1993.『兵庫館跡・梅ノ木台地Ⅱ遺跡発掘調査報告書』(第 180集 )

(43)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1991.『梅ノ木台地 I遺跡発掘調査報告書』(第 162集 )

(44)岩手県教育委員会1981.『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書―Ⅸ―』(第 58集 )

(45)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1990.『岩崎城西遺跡発掘調査報告書』 (第 148集 )

―- 14 -―



I 遺跡の立地と環境

(46)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1992.『岩崎台地遺跡群発掘調査報告書』(第 176集 )

(47)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1995.『岩崎台地遺跡群発掘調査報告書』(第 214集 )

(48)北上市教育委員会1975.『鹿島館遺跡調査報告書 I』 ●ヒ上市文化財調査報告第14集)<今回未見>

(49)北上市教育委員会1973.『北上市丸子館調査報告書』 (北上市文化財調査報告第12集 )

(50)岩手県立博物館1982.『岩手の上器』

(51)北上市教育委員会1983.『滝ノ沢遺跡 (1977～ 1982年度調査)』 (北上市文化財調査報告第33集 )

(52)北上市教育委員会1990.『滝ノ沢遺跡Ⅱ (1989年度調査)』 (北上市文化財調査報告第60集 )

(53)北上市教育委員会1991.『滝ノ沢遺跡Ⅲ (1984・ 86・ 87・ 88,90年 度調査)』 (北上市文化財調査報告第63集 )

(54)北上市教育委員会1999,『滝ノ沢遺跡V(1997年度調査)』 (北上市埋蔵文化財調査報告第40集 )

(55)北上市教育委員会1998.『成沢Ⅱ遺跡』0ヒ上市埋蔵文化財調査報告第32集 )

(56)金 ヶ崎町教育委員会1973『千貫石・長根前遺跡』

(57)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1987.厨日光 6区遺跡発掘調査報告書』(第 114集 )

(58)金 ヶ崎町教育委員会1994.『上原遺跡』(第 31集 )

(59)岩手県教育委員会1981.『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書―X― (金 ヶ崎地区)』 (第59集 )

(60)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1996.『沢田・仙人東遺跡発掘調査報告書』 (第 230集 )

(61)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1999.『佐野原遺跡発掘調査報告書』(第 327集 )

(62)草間俊-1971.「第三編第二章 中島遺跡」『水沢の原始 。古代遺跡』水沢市教育委員会

(63)胆沢町教育委員会1988.『浅野遺跡調査報告書』(第 17集 )

(64)小原正治1981.「第二章縄文文化時代」「第四章縄文文化時代の町内遺跡」『胆沢町史 I原始古代編』胆沢町史刊行会

(65)胆沢町教育委員会1994『尼坂遺跡一第四次緊急発掘調査報告書―』(第 25集 )

(66)胆沢町教育委員会1996.『石行遺跡』(第 27集 )

(67)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2001.『大清水遺跡発掘調査報告書』(第 373集 )

(68)胆沢町教育委員会1985,『大清水上遺跡調査報告書』 (第 15集 )

(69)佐藤淳-2002.「大清水上遺跡―縄文時代前期後葉の環状集落―」『考古学ジャーナル』487ニ ューサイエンス社

(70)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2001.『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報 (平成12年度)』 (第 370集 )

(71)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1998.『下尿前Ⅳ遺跡発掘調査報告書』(第 269集 )

(72)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2000,『 屎前Ⅱ遺跡 B地区発掘調査報告書』 (第 343集 )

(73)前 沢町教育委員会1999.『町内遺跡詳細分布調査報告書Ⅱ 前沢地区』(第 8集)

(74)前沢町教育委員会1997.『田高Ⅱ遺跡発掘調査報告書』(第 4集 )

(75)前沢町教育委員会2000.『町内遺跡詳細分布調査報告書Ⅲ 生母地区』(第 10集 )

(76)衣川村教育委員会1987.『上衣川地区遺跡詳細分布調査報告書』(第 2集 )

(77)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2000.『上寺田遺跡 。本巻遺跡発掘調査報告書』(第328集 )

(78)一 関市教育委員会1977.『庄司合遺跡発掘調査概要 (第二次調査)』 (第 10集 )

(79)遠 藤輝夫1978,「第二章 原始時代」『一関市史第 1巻通史』一関市史編纂委員会

(80)大東町教育委員会1999.陪宮願寺遺跡発掘調査報告書』(第 22集 )

(81)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1986.『考古遺物資料集』第 6集

(82)佐 々木彰1983.「遺跡にみる拡散化現象についてJ『法政考古学』 8法政考古学会

(83)花巻市教育委員会1995.『花巻市内遺跡発掘調査報告書中野 c遺跡久田野Ⅱ遺跡桜町遺跡』花巻市文化財報告書 (第 13集 )

(34)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2003.『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報』(第423集 )

(85)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1984.『小森林館跡発掘調査報告』(第 73集 )

(86)大迫町教育委員会1974.『天神力丘遺跡』大迫町文化財調査報告書

(87)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1991.『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報』(159集 )

(88)盛 岡市教育委員会1989.『小山遺跡群 (昭和63年度発掘調査報告)』

(89)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1985.『岩手の遺跡』

(90)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1982.『御所ダム建設関連遺跡発掘調査報告書雫石町下長谷地、元御所 I・

Ⅱ遺跡』(28集 )

(91)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1980.『御所ダム建設関連遺跡発掘調査報告書盛岡市つなぎⅡ、つなぎⅥ、

南の又、堂ヶ沢 I・ Ⅱ遺跡 雫石町広瀬Ⅱ遺跡』(13集 )

一- 15 -―



4 周辺の遺跡

(92)雫石町教育委員会2000.『小日谷地 IB遺跡発掘調査報告書』雫石町文化財報告書 (第 2集 )

(93)雫石町教育委員会1999.『仁沢瀬 I遺跡発掘調査報告書』雫石町文化財報告書 (第 1集 )

(94)滝沢村教育委員会1988.『外久保 I遺跡発掘調査報告書』滝沢村文化財報告書 (第 8集 )

(95)滝沢村教育委員会1986.『耳取遺跡発掘調査報告書』滝沢村文化財報告書 (第 3集 )

(96)(財)岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センター1998.『才津沢遺跡発掘調査報告書』 (第278集 )

(97)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1990.『間館 I遺跡発掘調査報告書』(第 156集 )

(98)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1980.『 東北縦貫自動車道関連遺跡発掘調査報告書松尾村野駄遺跡、寄木遺

跡 西根町崩石遺跡』(第 ■集)

(99)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1979.『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報』 (第 6集 )

(100)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1986.『水神遺跡発掘調査報告書』(第96集 )

(101)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1987.『飛鳥台地 I遺跡発掘調査報告書』 (第 120集 )

(102)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1986.『沼久保遺跡発掘調査報告書』 (第 109集 )

(103)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1986.『安比内 I遺跡発掘調査報告書』 (第 106集 )

(104)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1986.『 田余内 I・ Ⅱ遺跡発掘調査報告書』(第 105集)

(105)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1985『五庵 I遺跡発掘調査報告書』 (第97集 )

(106)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1985.『柿ノ木平Ⅲ遺跡発掘調査報告書』 (第89集 )

(107)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1999.『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報』 (第 311集 )

(108)二戸市教育委員会1981.『 中曽根H遺跡発掘調査報告書』

(109)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2002.『長興寺 I遺跡発掘調査報告書』 (第388集 )

(■ 0)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1998.『田代遺跡発掘調査報告書』(第262集 )

(111)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1998.『江刺家Ⅳ遺跡発掘調査報告書』 (第277集 )

(112)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1996.『長倉V遺跡発掘調査報告書』 (第 231集 )

(113)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1999.『大鳥 I遺跡発掘調査報告書』(第 290集 )

(114)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1998.『大日向Ⅱ遺跡第 6次～第 8次発掘調査報告書』(第27集 )

(■ 5)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1983.『吹屋敷 Ib遺跡発掘調査報告書』 (第63集 )

(116)久慈市教育委員会1987.『大尻遺跡発掘調査報告書』久慈市文化財調査報告書 (第 7集 )

(117)久慈市教育委員会1997.『 田高 I遺跡発掘調査報告書』久慈市文化財調査報告書 (第 22集 )

(118)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2002『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報』 (第 397集 )

(119)大東町教育委員会1999,附自願寺遺跡』大東町文化財調査報告書 (第 22集 )

(120)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1992 聯田野Ⅱ遺跡発掘調査報告書』 (第 170集 )

(121)宮古市教育委員会1995,『花原市遺跡発掘調査報告書平成 4年度発掘調査報告書』宮古市埋蔵文化財調査報告書 (第46集 )

(122)陸前高田市立博物館1981.『縄文時代の貝塚』

(123)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2000.『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報習 (第 340集 )

(124)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1998.『岩手の貝塚』

(125)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1988.『打越 。東角地遺跡・古館跡発掘調査報告書』(第 131集 )

(126)青森県埋蔵文化財センター1980.『 大平遺跡発掘調査報告書東北縦貫自動車道建設予定地内埋蔵文化財発掘調査』青森県埋

蔵文化財調査報告書 (第 52集 )

(127)青森県埋蔵文化財センター1978.『熊沢遺跡発掘調査報告書東北縦貫自動車道建設埋蔵文化財発掘調査』青森県埋蔵文化財

調査報告書 (第 38集)

(128)青森県埋蔵文化財センター1977『水木沢遺跡発掘調査報告書一般国道279号線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査』

青森県埋蔵文化財調査報告書 (第34集 )

(129)青森県埋蔵文化財センター1976.『 白山堂遺跡・妻の神遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書 (第 30集 )

(130)青森県埋蔵文化財センター1976.『五戸町中ノ沢西張遺跡・古街道長根遺跡発掘調査報告書一般国道 4号線五戸バイパス関

係発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書 (第 29集)

(131)青森県埋蔵文化財センター1975.『 中ノ平遺跡発掘調査報告書青函 トンネル資材運搬用道路建設工事関係発掘調査』青森県

文化財調査報告書 (第 29集 )

(132)青森県埋蔵文化財センター1982.『 山崎遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書 (第68集 )

(133)青森県埋蔵文化財センター1980。 『板留 (2)遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書 (第 59集 )
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(134)青森県埋蔵文化財センター1989.『館野遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書 (第 119集 )

(135)青森県埋蔵文化財センター1988.『上尾鮫 (1)遺跡C地区発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書 (第113集 )

(136)青森県埋蔵文化財センター1987『山本遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書 (第 105集 )

(137)青森県埋蔵文化財センター1987.『大湊近川遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書 (第 104集 )

(138)青森県埋蔵文化財センター1995.『朝日山 (3)遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書 (第 167集 )

(139)青森県埋蔵文化財センター1994.『三内丸山 (2)遺跡Ⅱ発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書 (第 157集 )

(140)青森県埋蔵文化財センター1994.欧田内遺跡 I発掘調査報告書世増ダム建設に係る埋蔵文化財発掘調査報告書』青森県埋蔵

文化財調査報告書 (第 161集 )

(141)青森県埋蔵文化財センター1992.『 鳴沢遺跡 。鶴喰 (9)遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書 (第 142集)

(142)青森県埋蔵文化財センター1996.『 四ツ役遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書 (第 188集 )

(143)青森県埋蔵文化財センター1996.『戸沢川代遺跡・熊ヶ平遺跡』青森県埋蔵文化財調査報告書 (第 192集)

(144)青森県埋蔵文化財センター1995.『熊ヶ平遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書 (第 180集 )

(145)青森県埋蔵文化財センター2000.『 野木遺跡Ⅲ青森中核工業団地整備事業に伴う遺跡発掘調査報告』青森県埋蔵文化財調査

報告書 (第 281集 )

(146)青森県埋蔵文化財センター2000.『 新町野遺跡Ⅱ青森中核工業団地遊水地建設に伴う遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化

財調査報告書 (第 275集 )

(147)青 森県埋蔵文化財センター1999.『 下馬坂遺跡国道338号道路改良事業に伴う遺跡発掘調査報告書』青森県埋蔵文化財調査

報告書 (第 253集 )

(148)青森市教育委員会2003.『稲山遺跡発掘調査報告書Ⅲ』青森市埋蔵文化財調査報告書 (第66集 )

(149)青森市教育委員会2003.『近野遺跡発掘調査報告書』青森市埋蔵文化財調査報告書 (第68集 )

(150)青森市教育委員会2003『 深沢 (3)遺跡発掘調査報告書』青森市埋蔵文化財調査報告書 (第67集 )

(151)青森市教育委員会2000。 『桜峰 (1)。 雲谷山吹 (3)遺跡発掘調査報告書』青森市埋蔵文化財調査報告書 (第51集 )

(152)青森市教育委員会1996『小牧野遺跡発掘調査報告書』青森市埋蔵文化財調査報告書 (第30集 )

(153)青森市教育委員会1995『横内遺跡・横内遺跡 (2)発掘調査報告書』青森市埋蔵文化財調査報告書 (第 24集 )

(154)八戸市教育委員会1999.『八戸市内遺跡発掘調査報告書10新井田古館遺跡 3～ 5地点 。孤平遺跡第 4次調査 。重地遺跡蟹沢

遺跡・根城跡下町第 3地点 。法霊林遺跡 1～ 3地点 。一王寺 (1)遺跡 5・ 6地点・毛合清水 (2)遺跡・根城跡岡前館

第40地点発掘調査報告書』八戸市埋蔵文化財調査報告書 (第 74集 )

(155)八戸市教育委員会2002.『重地遺跡発掘調査報告書』八戸市埋蔵文化財調査 (第 95集 )

(156)弘前市教育委員会2001.『独狐七面山遺跡発掘調査報告書弘前北部地区農林総合整備事業 (農道松ヶ沢 1号)に伴う発掘調

査』

(157)八戸市教育委員会2001.『牛ヶ沢 (4)遺跡Ⅱ石灰石採掘表土堆積場設置事業に伴う第 2～ 4次発掘調査平成 9～ 11年度』

八戸市埋蔵文化財調査 (第 89集 )

(158)十和田市教育委員会1984.『明戸遺跡発掘調査報告書』十和田市埋蔵文化財調査報告書 (第 3集 )

(159)十和田湖町2001.『中里 (2)遺跡発掘調査報告書』

(160)七戸町教育委員会2002.『矢倉遺跡発掘調査Ⅳ新規農道建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』七戸町埋蔵文化財調査

報告書 (第 36集 )

(161)上北町教育委員会1983.『上北町古屋敷貝塚 I』 上北町埋蔵文化財調査報告書 (第 1集 )

(162)脇野沢村教育委員会1983.『瀬野遺跡発掘調査報告書防災道路建設工事に伴う緊急発掘調査報告書』脇野沢村埋蔵文化財調

査報告書 (第 2集 )

(163)脇野沢村農林畜産課1998.町活平遺跡発掘調査報告書県営脇野沢地区中山間地域総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告書』

(164)脇野沢村教育委員貝1984.『貝崎遺跡発掘調査報告書』脇野沢村埋蔵文化財調査報告書 (第 3集 )

(165)秋 田県教育委員会1996.『蟹子沢遺跡東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書XX』 秋田県埋蔵文化財調査報告書 (第 261集 )

(166)秋 田県教育委員会1988.『上ノ山 I遺跡 。館野遺跡・上ノ山Ⅱ遺跡東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書Ⅱ』秋田県埋蔵

文化財調査報告書 (第 166集)

(167)秋 田県教育委員会1984.『館平館 I遺跡・館平館Ⅱ遺跡・白長根館 I遺跡・ 白長根館Ⅱ遺跡・丑森遺跡・道合 I遺跡・道合

Ⅱ遺跡・大岱Ⅱ遺跡 。大岱Ⅲ遺跡 。円川原遺跡 。大岱Ⅳ遺跡東北縦貫自動車道発掘調査報告書XII』 (第 120集 )

(168)秋 田県教育委員会1984.『 はりま館遺跡・横館遺跡・大岱 I遺跡東北縦貫自動車道発掘調査報告書X』 秋田県埋蔵文化財調
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査報告書 (第 109集 )

(169)秋 田県教育委員会1999.『 潟前遺跡 (第 1次)県営オートキャンプ場建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書 I』 秋田県

埋蔵文化財調査報告書 (第290集 )

(170)秋 田県教育委員会1999.『 池内遺跡国道103号道路改良事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書IX』 秋田県埋蔵文化財調査報

告書 (第 282集 )

(171)秋田県教育委員会1996.『 片野遺跡秋田外環状道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書IV』 秋田県埋蔵文化財調査報

告書 (第 265集 )

(172)秋田県教育委員会1993.『萩の合Ⅱ遺跡国道103号道路改良工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書VⅡ 』秋田県埋蔵文化財調

査報告書 (第 236集 )

(173)秋田県教育委員会1991.『上ノ山 I遺跡 (第 2次調査)国道103号道路改良工事に係る埋蔵文化財調査報告書 IV』 秋田県埋

蔵文化財調査報告書 (第211集 )

(174)秋 田県教育委員会2003.厨日田Ⅲ遺跡農免道整備事業金岡西部地区に係る埋蔵文化財発掘調査報告書』秋田県埋蔵文化財調

査報告書 (第 350集 )

(175)秋 田県教育委員会2001.『 根下戸 I・ ⅡoⅢ遺跡大館西道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ』秋田県埋蔵文化

財調査報告書 (第330集 )

(176)秋田市教育委員会1985.『狸崎A遺跡・下堤F遺跡秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書』

(177)秋 田市教育委員会1985.『湯ノ沢B遺跡秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書』

(178)大館市教育委員会1972.『大館市餅田根下戸道下芋掘沢遺跡発掘調査報告書』

(179)秋 田県教育委員会1981.『杉沢台遺跡・竹生遺跡発掘調査報告書』秋田県埋蔵文化財調査報告書 (第 80集 )

(180)仙台市教育委員会1994.ロ ヒ原街道B遺跡 (仙台市宮城地区)』 仙台市埋蔵文化財調査報告書 (第 181集 )

(181)宮城県教育委員会2003.『 嘉倉貝塚』宮城県埋蔵文化財調査報告書 (第 192集 )

(182)仙台市教育委員会1982.『北前遺跡発掘調査報告書』仙台市埋蔵文化財調査報告書 (第 36集 )

(183)東北大学考古学研究会1995,『縄文時代晩期貝塚の研究 2中沢目貝塚Ⅲ』

(184)山形県教育委員会1985.『吹浦遺跡第 2次緊急発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財調査報告書 (第 98集 )

(185)山形県教育委員会1987.『新山A遺跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財調査報告書 (第 109集 )

(186)山形県教育委員会1986.『大壇BoC遺跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財調査報告書 (第 103集 )

(187)山形県教育委員会1985.『 にひゃく寺遺跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財調査報告書 (第 92集 )

(188)山形県教育委員会1984.『作野遺跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財調査報告書 (第 83集 )

(189)山形県教育委員会1983.『 いるかい遺跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財調査報告書 (第 69集 )

(190)山形県教育委員会1981.『郷の浜」遺跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財調査報告書 (第 50集 )

(191)山形県教育委員会1981.『東興野B遺跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財調査報告書 (第44集 )

(192)山形県教育委員会1981.『水上遺跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財調査報告書 (第44集 )

(193)山形県埋蔵文化財センター2000.『 野向遺跡・市野野向原遺跡・千野遺跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財センター埋蔵

文化財調査報告書 (第71集 )

(194)寒河江市教育委員会2003.『 高瀬山遺跡平成14年度市道島落衣改良事業』寒河江市埋蔵文化財調査報告書 (第 25集)

(195)米沢市教育委員会1994.『塔ノ原遺発掘調査報告書』米沢市埋蔵文化財調査報告書 (第 43集 )

(196)米沢市教育委員会1986.『大清水遺跡米沢市万世町桑山団地造成地内』米沢市埋蔵文化財調査報告書 (第 17集 )

(197)福 島県教育委員会1996.『達中久保遺跡 。上森屋段遺跡・板倉前 B遺跡 。佐平林 (VI区)遺跡・魚内古墳群国営総合農地

開発事業母畑地区遺跡発掘調査報告39』 福島県埋蔵文化財調査報告書 (第 328集 )

(198)福 島県教育委員会1983.『薬師堂遺跡・蓬入遺跡栗木内遺跡国営総合農地開発事業母畑地区遺跡発掘調査報告13』 福島県埋

蔵文化財調査報告書 (第 117集 )

(199)福 島県教育委員会1982.『唐松A遺跡・又兵衛田A遺跡・戸屋塚群国営総合農地開発事業母畑地区遺跡発掘調査報告VⅢ』

福島県埋蔵文化財調査報告書 (第 106集 )

(200)福島県教育委員会1990.『 師山遺跡・双子遺跡・山中遺跡・唐崎遺跡・南川尻A。 南川尻 B。 今神遺跡・大森遺跡・古川尻

B遺跡 。明神前 B遺跡・明神前 C遺跡・鷲塚遺跡相馬開発関連遺跡調査報告Ⅱ』福島県埋蔵文化財調査報告書 (第234集 )

(201)福 島県教育委員会1994.『 六郎次遺跡・塩喰遺跡東北横断自動車道遺跡調査報告25』 福島県埋蔵文化財調査報告書 (第234

集)

(202)福 島県教育委員会1993.『小滝遺跡・滝遺跡・鴨ヶ館遺跡 (第 1次調査)東北横断自動車道遺跡調査報告21』 福島県埋蔵文
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化財調査報告書 (第 292集 )
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1 野外調査

Ⅲ 調査・整理の方法と経過

1野 外 調 査

(1)調 査 区 の 設 定 (第 7・ 8図 )

調査範囲は胆沢川により形成された河岸段丘の段丘面上に位置する。岩手県教育委員会文化課による試掘

調査および現況の地形判断等から、平成12年度当初は4,960だ が調査区として設定された。その後、野外調

査を終了し、室内整理に入ったところで、岩手県教育委員会文化課 (現生涯学習文化課)か ら遺構の配置な

らびにその連続性を考慮 し、遺跡の範囲を変更するという文書が入った (平成12年12月 26日 教文第1145号 )。

その結果、面積も当初の4,960だ から10,630rへ と変更となった。

平成13年度は前年度調査区の南側で、遺構の続きが確認されている区域約3,000だ が調査区として設定さ

れたが、更に遺構が南側と東側へ続 くことが明らかとなったことと、遺構 。遺物が予想以上に出土 したこと

から、予定期間内での調査終了が困難となり、次年度以降も調査を継続することとなった。

平成14年度は前年度未終了分1,000ポに加えて遺跡南側のため池沿いの区域2,200ピ、さらに遺跡北側の水

源涵養保安林区域8,800だ の合計12,000だ が調査区として設定された。調査の経過でも述べているが、 この

うち5,000∬の調査を終了 し、残りの7,000rに ついては精査途中 (断面まで)で調査を中断した。

平成15年度は前年度未終了分7,000ポ に新規調査区として3,000ピ を加えた合計10,000だの調査面積が設定

された。ところが、調査の経過でも述べられているように調査区域に変更が生 じることとなり、結果として

平成15年度の発掘調査面積は11,200だ となり、 7月 31日 まで調査を行った。

平成16年度は過年度調査区内を東西に走る町道分、3,000ぜ (長 さ約470m、 平均幅6.4m)ん 調ゞ査区とし

て設定された。

グリッドは公共座標第X系に基づき、西から東へA・ B…、北から南へ IoⅡ …となる大グリッドを設定

し、さらに大グリッド内を東から西へ a～ jに、北から南へ 1～ 10に それぞれ10分割 して小グリッドとし

た。大グリッドは50× 50mを単位とし、刈ヽグリッドは5× 5mが単位である。

基準点の国土座標 (日本測地系)は付図の一覧表に掲載 した通 りである。これにより、グリッドラインは

東西南北の方向と合致する。

(2)粗 掘 、 検 出、 精 査

平成12年度調査区は表採でかなりの量の土器片が確認されており、岩手県教育委員会生涯学習文化課に

よる試掘調査結果では遺物包含層という判断であった。ところが調査を開始 したところ、遺物を含んだ層は

実は耕作を受けた撹乱層であることが判明した。そこで、遺構検出のため撹乱層を除去することから作業を

はじめた。撹乱層の除去にあたっては、あらかじめ調査区を縦断するように数本設定 した幅30cmの試掘 ト

レンチにて土層を確認 し、掘 り下げる面を確認 しながら行い、遺物が大量に確認された区域 (LⅡ ～LⅢ グ

リッドの境目付近)はすべて人力により掘り下げた。また、遺物のほとんど確認されなかった調査区東端 と

西半部に関しては重機 (バ ッヽクホー)により検出面まで一気に掘 り下げた。その後、人力によリジョレンが

けをして遺構を検出し、検出されたものについて精査を行った。

平成13年度調査区については、前年度の反省と調査期間の制約からあらかじめ撹乱層の厚さを地点毎に

確認 し、一気に重機 (バ ックホー)で取り除いた後、人力でジョレンをかけ検出を行い、検出された遺構に

ついて精査を行った。

―- 20 -―



へ公
ベ

囲

躙

□

囲

／

平成12年度 調査区

平成13年度 調査区

平成14年度 調査区

平成15年度 調査区

平成16年度 調査区

第 7図 調査区全体図

Ⅲ 調査・整理の方法と経過

第 8図 グリッド配置図
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平成14年度調査区についても前年度調査の方針を踏襲 し、重機 (バ ックホー)に よる検出面までの掘り

下げと人力によるジョレンがけを行って遺構の検出を行った。遺跡北側の水源涵養保安林区域については、

業者による立木伐採の後、雑物撤去→表土除去→検出の順で作業を行ったが、伐採後残された切り株と遺構

が重複 している場合も多く、より精度の高い検出結果を求めるためには地山面より上部の切り株の除去が必

須となった。そこで、検出作業と並行 して調査区内の切り株の除去も行った。

平成16年度は町道下の調査であったため表上が非常に固くしまり、入力で撹乱層の厚さを確認すること

は困難であった。そのため、隣接する過年度調査区の検出面にあわせて重機 (バ ックホー)で掘り下げを行っ

た。 しかし長年道路を往来する車により填圧され、検出面下まで撹乱層である礫が食い込んでおり、これら

を取り除く作業を必要とした。轍部分など厚 く礫が入り込んでいる部分は重機での除去、残りは人力で行っ

た。このため、過年度検出面よりも下位での検出となってしまった (Ⅲ～Ⅳ層)。

精査は遺構の性格に応じ断面を設定している。ただし、土坑の一部については手違いにより断面を記録 し

ていないものがある。遺構内の遺物は床面、底面のものは平面位置を記録 して取り上げ、覆土中の遺物はで

きるだけ層位毎に取り上げた。遺構外の遺物については基本的にグリッド単位で層位毎の取り上げとした。

Ⅳ層以下については、フラスコ状土坑や陥し穴状遺構のように、Ⅳ層を深く掘り込んでいる遺構の底面や壁

面において縄文時代以前 (旧石器時代)の遺構や遺物は確認されなかった。 しかしながら、取り上げた遺物

の中には旧石器ではないかと疑うことのできるものが数点合まれていたため、縄文時代の遺構について精査

を終了 したのち、遺物の出土 した付近約1,000だについて、グリッドごとに2× 2m、 深さ約50cmの 升目状

の トレンチを設定し、検出を行った。検出作業の結果、旧石器期に該当すると思われる遺構 。遺物は確認さ

れなかった。

(3)実 測、 写 真 撮影

実測は簡易遣り方、平板を併用し原則として 1/20で行い、焼土・埋設土器等の平面 。断面等については

1/10で行った。写真撮影は中判カメラ 1台 (白黒)、 3511mカ メラ2台 (白黒、カラーリバーサル)を使用

した。航空写真は調査の終盤段階で年度毎に委託業務として行った。

(4)遺 構 名

平成12年度の遺構名は101番から遺構種類別、検出区域別におもに検出順に登録 した。調査区は東西に走

る町道を境として大きく南北に区画され、さらに南側の区域は調査区に隣接するため池へ水を供給するため

の水路により東西に区画され、全部で 3つの区画によって構成されている。 したがって道路北側の遺構名は

100番台、南東側は200番台、南西側は300番台の遺構名を使用した。

平成13年度の遺構名については、前年度の遺構の続きはそのままの遺構名を使用 し、それ以外に新 しく

検出した遺構については401番から登録 した。

平成14年度も同様に、前年度登録済みの遺構の続きはそのままの遺構名を使用 した。新たに検出した遺

構については区域毎に500番台 (遺跡南側)と 600番台 (遺跡北側)と に分けて登録 した。

平成15年度についても同様である。新たに検出した遺構は区域毎に700番台 (遺跡西端部)、 800番台 (遺

跡東端部)と に分けて登録した。

平成16年度についても同様に前年度登録済みの遺構 (613・ 615・ 617・ 620・ 621・ 626・ 710号陥 し穴)

の続きはそのままの遺構名を使用した。新たに検出した遺構は900番台として登録 した。

現地で登録 した遺構名は変更せずそのまま使用しているため、一部に欠番が生 じている。また、登録時に

遺構の種類の判断に迷う場面が生 じたため (円形や楕円形のシミを陥し穴とするか土坑とするか)、 基本的
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に溝状の細長いものを陥 し穴とし、それ以外はすべて土坑で一括 して登録 した。 したがって、土坑として登

録 したものの中に、陥し穴の機能を有するとおもわれるものが含まれている。

2調 査 経 過

[平成12年度]

平成12年度当初、大清水上遺跡の調査区面積は4,960だ、隣接する大清水遺跡の調査区面積が14,500だで

あった。以下調査経過について述べるが、基本的に遺跡の東から西に向かって三遺跡分にまたがる範囲を 4

月下旬から11月 下旬までかけて調査を進めていった。その後、野外調査終了後に遺跡の範囲変更が行われ

たため、最終的な調査区の面積は大清水遺跡9,120だ、大清水上遺跡10,630だ となった。本文中の遺跡名に

ついては変更後のものを使用 しているが、前述のように調査終了後の変更であったため、文中にて矛盾する

部分が若干生 じている可能性があることをつけ加えておく。結果として見るならば、平成12年度における

大清水上遺跡としての発掘調査期間は4月 18日 ～11月 22日 までであったが、実質的な野外調査期間は7月

3日 ～11月 22日 までであった。

[平成13年度]

平成13年度は前年度調査区に隣接 した南側部分3,000∬ の範囲について、 8月 1日 ～11月 16日 まで調査を

行ったが、限られた期間で検出した全ての遺構の調査を終えることはできず、結局2,000∬ の調査を終了し、

残り1,000∬ は次年度以降に繰り越すこととなった

[平成14年度]

平成14年度は前年度未終了分1,000ぜ と新規調査区11,000∬ の合計12,000だ について、 4月 11日 ～11月 19

日まで調査を行った。遺構・遺物等の出土状況もさることながら、水源涵養保安林区域の伐採許可が発掘調

査開始後となったこと、遺跡を縦断する町道の削剥手続きとその方法、あるいはこの年に発足 した「胆沢ダ

ム大清水上遺跡調査委員会」の助言に基づいた調査など、調査方法に関する種々の制約が多い年度であり、

結局調査区全体の検出は終えたものの、精査 。実測まで終了することができたのは5,000ポ で、残 り7,000ピ

は次年度繰り越 しとなった。

[平成15年度]

平成15年度調査は、前年度未終了分7,000ピ に新規調査区として3,000ポを加えた合計10,000ど の調査面積

が設定され、 4月 10日 から調査を開始 した。 この年の調査計画としては、前年度検出済みで精査途中の段

階であった遺構の完掘と新規追加分の調査を予定 していた。ところが、 5月 6日 に開かれた「大清水遺跡調

査委員会」の結果、集落北側部分にあたる検出済み区域については今年度未着手とし、かわりに集落東側の

検出区域をさらに広げ、遺跡全体の範囲を確認 してはどうかとの意見が出され、委託者、県教委に埋蔵文化

財センターが加わり協議 した結果、調査面積の変更ならびに追加が生 じることとなり、後に県教委よりその

通知を受けた (5月 29日 付教生第312号 )。 この結果、平成15年度の発掘調査面積は11,200ポ に変更となり、

7月 31日 まで調査を行った。

[平成16年度]

平成16年度調査は、過年度調査区内を東西に走る町道分3,000だ (長さ470m、 平均幅6.4m)を調査区と

した。 9月 15日 から調査を開始 し11月 5日で終了 した。
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3 室内整理 と報告書 の作成

(1)遺 構 図 面

室内整理においては、現場で記録した遺構の平面図、断面図を照合・合成し遺構図版原稿とした。また、

必要に応じ、エレベーション図の作成も行った。遺構の計測値に関しては、基本的に以下の基準に基づいて

いる。

①長径・短径 :長径は長軸方向の上端間の最大距離、短径は長軸・長辺に直交する軸で上端間の最大の距

離を計測した。

②壁高 :上端最高部と床面 (底面)最低部の差を壁高とした。ただし、周溝・柱穴等は含めていない。

③壁の角度 :基本的には断面図における底面と壁との角度をもって壁の角度とした。表現としては角度30

度未満を「緩やか」、80～45度未満を「比較的緩やか」、45～60度未満を「比較的急」、60度以上を「急」

として使用している。

④柱穴間距離 :柱痕跡の明確なものはその中心、柱痕跡が不明なものは柱穴の中心の距離を計測した。

⑤柱穴の深さ :上端で最も高い部分と底面の高低差を計測した。

⑥計測値 (規模 :径・面積など)は、完全に把握できたものについては実数で表し、調査区域外や重複な

どにより部分的にした把握できなかったものについては残存値を ( )内数値で表した。

(2)遺   物

遺物は水洗→注記→接合・復元→掲載遺物の選別→実測→ トレース→写真撮影→図版原稿作成→収納といっ

た手順で整理を行った。実測にあたっては、土器に関しては完形品の他、径を復元できる資料、立体的で採

択が困難な資料を選び実測を行ったが、一部文様等を拓影で表したものもある。石器に関しては器種毎に使

用面等を図化する方向で展開方法の選択を行った。計測値については、実測図 (写真)の縦方向の最大値を

長さ、横方向の最大値を幅として掲載している。また、土器の底面については、床面に接する部分の最大値

を底径として計測した。

(3)用 語 に つ い て

一般的に報告書中、特に遺構や遺物の事実記載において使用される用語 (考古学用語もしくは発掘調査用

語?)について考えた場合、報告書 (執筆者、調査担当者)によって、用語の意味する具体的内容が、読み

手の意図した意味と比較して、若干の (時に著しい)飢籠をきたしている場合が少なくないと考える。そこ

で、遺構あるいは遺物をより深く、正確に理解し、書き手と読み手の間に生じる誤解を極力少なくするため、

少なくとも報告書内における用語の具体的内容を明確にしておくことが必要であると考え、遺構あるいは遺

物の事実記載において使用されるおもな用語の、本報告書内における意味付けを以下に示した。

<大形住居>

本遺跡において確認された住居址の大部分は、長方形ないしは楕円形の平面形をなすいわゆる「大形住居

(大型住居)」 と呼ばれるものである。この「大形住居址」という用語については石井 (2000)も述べてい

るように、様々な方面からの規定が試みられているものの実際のところ明確な規定ならびに具体的根拠はな

く、その使用については研究者や報告者の判断にまかせられているのが現状である。同様に「大形」と「大

型」の使い分けに関する問題についても「「大形Jは一連の遺構、遺物における内的な差を示すのに対し、

「大型」はそれ自体が一つの独立した文化事象を区別する属性を示す」という小川 (1985)の主張を念頭に
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Ⅲ 調査・整理の方法と経過

置くとすれば、安易に「大型住居」という表現を使用することは躊躇せざるを得ない。 したがって、本報告

書においては前述 した点を考慮 し、「大形住居」という表現で統一することとし、引用ならびに他の遺跡の

報告書等において「大型」が用いられている場合にはそれに従って表記 している。

<小形竪穴>

大形住居と重複あるいは隣接する区域に確認された遺構で、機能的には住居跡の機能も考えられるとした

ものである。平面形は円形で掘り込みは大形住居より深い。また主柱穴を中央部に 1本だけ有 し、炉は持た

ないなどの特徴がある。

<重複・建替え・拡張・縮小>

遺構の重なりが確認された場合、それを重複とし、平面および断面観察によってできるかぎり新旧関係の

把握に努めた。さらに住居跡の場合、主柱穴、周溝、炉の配置などから主軸 (長軸)を想定し、軸線の角度

(お おむね30度以内)ん ずゞれる場合、もしくは位置が平行にずれる場合、これを建替えと呼ぶことにした。

また、軸線をほぼ同一にしつつ、床面の増減が考えられる場合、これを拡張・縮小と呼ぶことにした。これ

らの用語は後者ほど限定的な意味合いとして使用 しており、「重複 >建替え>拡張・縮小」という順で、よ

り限定的となる。

<人為堆積 。自然堆積>

観察している土層への混入物の種類 (炭化物、焼土、地山ブロックなど)と割合、堆積の状況 (分層線の

歪み具合)か ら、混入物が多 く不規則な分層線をなすものは人為堆積の要素が強いという基本的観点に立ち、

総合的に判断した。

<床面直上>

遺構あるいは覆上の状況にもよるが、基本的にはいわゆる床面に堆積 した覆土の 1層目まで (床面からの

高さ20cm以内)は床面直上扱いとした。従って遺物の出土状況などについての標記は、これに基づく。

<炉空間>

炉を中心として主柱穴に囲まれた空間を「炉空間」とした。 この名称は菅谷 (1987)に よるもので、彼

によれば住居内部の中核的な居住空間と認識されている。これは大形住居の居住者、「家族」制度、果たし

た機能などについて考察 していく上で重要な概念であると考えられる。一基の炉+主柱穴によって構成され

る空間を炉空間の一単位とした。

<員占り床>

床面の平面的観察から、地山ブロックならびに黒色土などの混入する床面を検出し、断面観察によって人

為的に貼ったものであると明確に確認できる場合に、これを貼り床と呼ぶことにした。また、断面に明確に

あらわれず、床面を貼ったとは確認できないが、他の床面に比べて硬化の度合いが異なっているような場合

には、踏みしめによる床面の硬化とした。

<時期>

本遺跡、特に集落とその周辺地域において出土 している遺物のほとんどは、縄文時代前期末大木 5式に相

当するものと考えている。 したがって、本文中における遺構・遺物の所属する時期については、大木 5式期

を大前提としているためその都度記述はしておらず、この時期から逸脱すると思われるものについてのみ記

述することとした。

(4)文 章表現 につ いて

本報告書を書きすすめるにあたっては、発掘調査ならびに考古学の専門家以外にも、一般の方の目に触れ

る可能性が十分あることを考慮しながら、以下に述べたような点に留意して執筆を行った。しかしながら、
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3 室内整理と報告書の作成

場合によっては読みにくいと感 じられる部分も存在する可能性はある。

報告書の文章については、極力平易な表現に終始できるよう努力 した。とくに日常使用することがほとん

どなく、考古学の報告書でしか目にする機会がないと思われる「…を測る」、「…・を呈する」などという言い

回しはできるだけ使用 しないようにした。また、塙 (1992)が述べているように「辞書にもないような普

通人にはとうていわからない、といって学術用語というにしてはおかしい穴掘屋の隠語」と考えられる不可

解な用語や表現についても気を遣ったつもりである。個人的見解になるが、上記のような形式的な部分の言

い回しや用語に終始 している報告書ほど、読み手側から見た場合に必要な事実記載やデータの内容に乏 しい

傾向がうかがわれると感 じることが多いためである。
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Ⅳ 検出された遺構

1住 居 跡

101号住居跡 (第 9。 10図、写真図版 3～ 5)

[位置・検出状況] KⅢ jl～ j3、 LⅢ al～ a2、 LⅢ blグ リッドにかけて位置する。当初は道路】ヒ

側部分において上部撹乱層を除去 したところ円形を基調とする大形のシミを検出したため、101号住として

登録 し精査をすすめた。ところが、その後遺構が道路下にまで延びていることがわかり、道路を剥がして調

査を行うことになった。そうしたところ、既に道路南側にて検出されていた住居跡 (204号住として登録)

と同一の大形住居跡になることが判明したため、204号住を101号住に繰り入れ登録変更した。

[重複]126号土坑、216号土坑と重複する。l里 6号土坑については断面記録を欠 くが、精査時の状況か ら

101号住の方が古いことを確認 している。また、216号土坑についても断面 。平面の観察から101号住の方が

吉いことを確認 した。

[平面形・規模]平 面形は長楕円形で、規模は長径が16.6m(確認可能部分のみ、推定最大長径は里0.6m)、

短径が最大7.4mである。

[覆土・堆積状況]自 然堆積と思われる。覆土下部の床面に近いところでは褐色土主体で炭化物粒が混入

している。その上部を黒色上が覆っている。

[壁・床面]遺 構を巡る周溝によって平面形を確認 しており、明確な掘り込みは確認 していない。周溝か

ら床面中央部に向かってはスロープ状に緩やかな傾斜がついており、徐々に高度を減じていくが、柱穴が配

置される付近を境として若干の段差が確認される。すなわち、床面中央部よりも周囲が若干高 くなリテラス

状をなしている。

[柱穴]ピ ットを19基確認 した。 これらの配置、底面 レベル等を総合的に判断 し、Pit 4・ 3・ 8・ 11・

12・ 13・ 17・ 18・ 19を この住居に伴う主柱穴と判断 した。柱穴間の距離は梁行が3.5m～4.5m、 桁行は2.5

～3.lmの 間におさまっている。

[炉]6基 確認 している。いずれも地床炉である。炉 3を除く他の炉は住居の長軸線上に配置されている。

炉空間は確認できるもので 3単位であるが、柱穴配置から推測すると4単位以上存在する可能性がある。

[出土遺物]Nα l～ 29の上器、No l～ 3の土製品、No l～ 17・ 54の剥片石器・石製品、No l～ 6・ 23の礫

石器が出土 している。住居北東端のテラス状部分において覆土中からは配18の有孔石製品が出上 している。

出土土器の大半は大木 5式であるが、一部大木 6式 と思われるものも含まれている。 (第 1・ 2・ 46～ 48。

177・ 186・ 187・ 286図、写真図版152・ 153・ 226・ 230・ 252)

102号住居跡 (第 11・ 12図、写真図版 6・ 7)

[位置・検出状況]MⅢ c4～ c6、 MⅢ d5～ d6グ リッドにかけて位置する。Ⅱ層下部まで掘 り下げた

ところ、道路際にて地山とは若干色の異なる黒っぽいシミを検出したためベル トをかけて掘り進めた。する

と当初地山と思っていた部分は、よく観察すると微妙に色が違っており移植ベラの感触もやや違うことに気

がついた。そこでこれを頼りに掘りすすめることにした。その結果、長軸に沿ってほぼ等間隔に焼土が検出

され、これが炉になることが判明し住居跡として登録 した。遺構の北側部分に関しては、標高が低 くなって

いるため明確な壁のラインを検出することはできなかった。

[重複]125号土坑と重複する。断面の観察から125号土坑が102号住居跡を切って構築されており、102号
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1 住居跡

住居跡の方が古いことを確認 した。

[平面形・規模]平 面形は長楕円形で、規模は長径が推定で12.4m、 短径が最大5,9mである。

[覆土・堆積状況]覆 土は暗褐色土主体で、炭化物粒ならびに黄褐色土粒が混入する。自然堆積と思われ

るが、それ自体が非常に薄く、また木根による撹舌しも激 しいため、地山と覆土との半J別が難しい状況であった。

[壁・床面]わ ずかながら確認できた壁の傾斜は緩やかで、高さは10～ 20cn程度である。101号住と同様

に柱穴の配置される部分を境として、床面中央付近よりも周囲のほうが若干高まってテラス状をなしている。

[柱穴]ピ ットを16基確認 した。これらの配置、底面 レベル等を総合的に判断 し、Pit l・ 2・ 5・ 6・

9010013015・ 16が 102-a住を、Pit 3・ 4・ 7・ 8・ 11・ 12・ 14が 102b住を構成するものとした。

[炉]合 計 3基確認 している。いずれも地床炉で住居の長軸線上に等間隔 (約2.7～2.8m)で配置される。

炉空間は102a住において 3単位確認される。

[出土遺物]配 30～ 39の土器、Nα 19・ 20の 剥片石器、Nα 9の 礫石器が出上 している。 (第 2・ 49・ 187・

237図、写真図版153・ 230。 252)

201号住居跡 (第 13・ 14図、写真図版 7・ 8)

[位置・検出状況]LⅢ  b4～ b6、 LⅢ c4～ c7グ リッドにかけて位置する。 Ⅱ層下部にて黒色の細長

いシミを検出した。長さにしてゆうに15mを越えるシミであったため、当初は住居跡という認識はなく、

周囲の地形や傾斜等から見て沢状の地形に流れ込んだ土ではないかと判断した。ところが、道路を挟んだ北

側で精査 していた101号住が長楕円形の大形住居になりそうであることが判明したため、こちらもベル トを

かけて掘 り進めたところ、大量の遺物とともに炉と思われる焼土が検出されたため住居跡として登録 した。

[重複]206号住、208号住、203号土坑、204号土坑、206号土坑、201号埋設土器と重複する。206号住、

208号住との新旧関係については不明である。203号土坑、204号土坑、206号土坑については断面観察等か

らいずれも当該住居より新 しく構築されたものであると判断した。

[平面形・規模]平 面形は長楕円形で、規模は長径が17.4～ 14.5m、 短径は最大で5.lmである。

[覆土・堆積状況]覆 土下部の床面付近では炭化物粒や黄褐色土粒を混入する褐色土主体で、その上を黒

色土が覆っている。自然堆積と思われる。

[壁・床面]壁 の傾斜は緩やかで高さは最大で20cm、 平均すると5～10cm程度である。床の断面を見ると、

外側から床面中央部に向かって緩やかに傾斜 してテラス状をなし、柱穴の配置される部分で若干の段差があ

り、炉の配置される床面中央付近が一段低 くなるような断面形態である。

[柱穴]ピ ットを全部で64基確認 した。これらの配置、底面 レベル等を総合的に判断し、Pit l・ 4・ 6・

9。 12・ 17・ 25・ 31・ 36・ 43・ 47・ 52・ 56・ 60・ 61・ 64が 201-a住を、Pit10 0 14・ 24・ 31・ 42・ 37・ 47・

53057・ 62が20卜 b住を構成するものとした。

[炉]8基 確認 している。いずれも地床炉で住居の長軸上に配列される。炉の間隔は住居中央部の炉が確

認されていない部分を除き、ほぼ均等 (1.9～2.3m)で ある。

[その他]住 居北端部において埋設土器を検出した (201号埋設土器)。 当初は切り株の根に挟まった撹乱

を受けた土器片という認識であったが、切 り株を取り除いたところ土器が正立 した状態で埋設されていたこ

とが判明した。 したがって土器内部の覆土堆積状況については確認できなかった。

[出土遺物]h40～ 88の土器、Nα 4・ 5の土製品、配21～37の剥片石器・石製品、Na 7・ 8・ 10～ 17の礫

石器が出土 している。 (第 2～ 4049～ 530177・ 187～ 189。 236・ 237・ 238図、写真図版153～ 155。 226・

230・ 231・ 252・ 253)
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炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%未満
焼土粒極小 1%未満

(101号 住D―D')
1 75YR4/6褐 色シル ト

しまり中 粘性弱
2 75YR4/8褐 色シル ト

しまり中 粘性弱

⑭ざ

Pit3  Pit9

(101号 住]― E')
1 75YR3/4暗 褐色ンル ト しまり中 粘性微弱

焼土粒極4ヽ～小 1%未満 (中央部)

炭化物粒極小 1%未満 (周辺部)

2 5YR5/8 明赤褐色ンル ト しまり中～強
粘性無

3 5YR5/6 明赤褐色 シル ト しまり中 粘性弱

徹上
ヽ
ュ

1 7 5YR3/4暗褐色ンル ト しまり中 粘性微弱
焼土粒極小～小 1%未満 (中央部)

炭化物粒極小 1%未満 (周 辺部)

2 5YR5/8 明赤褐色ンル ト しまり中～強
粘性無

3 5YR5/6 明赤褐色シル ト しまり中 粘性弱

苫上

Pit12

Pit14

(101号 住G― Gつ
1 5YR4/8 赤褐色ンル ト しまり中

粘性ほとんど無
2 5YR5/8 明赤褐色 ンル ト しまり中

粘性弱

―
土ヽ

ｍ

―
上ヽ

巧

もイ×<ゞ
計
も

コ
絶⑤

Pit7

キ
上

ドヽ

ヾ

∝
分

／ S
O

珍
Pitll

TM

ｔ・３
Ｑ

υ
(101号 住n― n')
1 10YR2/3黒 褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒小 1%未満

酔
蜘 Om  

呵

'Ⅷ＝

下
Σ (101号 住I― r)

1 5YR5/8 明赤褐色 ンル ト しまり中 粘性無 焼土 ブロック小～中 3%
2 75YR5/8明 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱

質
】
〇
〇
い

〇
∞
［

＝
”
ロ乃

∞19 ③③ ¶
田

が

(101号住B― Bつ
1 75YR2/1黒 色 シル ト しまり中～強 粘性微弱 炭化物粒極小～小 1%未満

責掲色土粒極小～小 1%未満
2 10YR2/3黒 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小 1%
3 10YR2/2黒 色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒小～中 1% 黄褐色土ブロック含む

0        05        1m

0       1      2m

(101号 住A― Aり
1,7 5YR2/1黒 色シル ト しまり中 粘性微弱
2 75YR4/3褐 色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小 1% 炭化物粒極小 1%

部分的に焼土粒極小を含む
3,75YR4/6褐 色シル ト しまり中 粘性なし (非現地性焼土)

4 7 5YR3/4暗 褐色シル ト しまり中 粘性微弱 炭化物粒極小 1%未満 焼土粒極満

|

(101号 住F―F')

オを
´

′
／
´

，′々
ヶ

第 9図 101号住 (1)
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砕

腑 ∞ m

(101号 住a― a')
1 10YR3/4 暗褐色 シル ト しまり中

粘性弱 炭化物粒極小 1%未満

L=280300m
d        d'
中

(101号 住d― d')
1 10YR3/3 暗褐色ンル トと10YR4/6褐 色

ンル トの混合上 しまり中 粘性中
2 10YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中

粘性弱～中

(101号 住b― b')
1 10YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中

炭化物粒極小～小 1%
2 10YR3/4暗 褐色ンル ト しまり中

炭化物粒極小 1%未満

樫
剛 0呵

(101号 住e― eつ

1 10YR4/6褐 色ンル ト しまり弱 粘性弱
2 10YR5/6 黄褐色粘土質ンル ト しまり弱

粘性中 炭化物粒極小～小 1%未満

0       1      2m

L=280300m

(101号 住c― c')

1 10YR3/3暗 褐色シル ト しまり中 粘性弱～中
炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%未満

酔
30⊇ど聖L____i'

(101号 住f― F')

1 10YR3/8 暗褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～

小 1%未満
2 10YR4/6褐 色シル ト しまり弱～中 粘性中 炭化物粒極小

～小 1%未満

Ⅳ 検出された遺構

0        05        1m

J'

坤

b

卜

b'

≒

粘性中

粘性中

(101号 住 )

Pit一No | 2 3 4 5 6 7 8 9 11

径 (cm) 23× 22 27× 26 56× 46 42X33 40× 32 28× 22 26X18 78X54 20X15 27× 24 46× 34

深さ(cm) 41 51

12 14 17

66× 48 76× 40 30X25 25X24 36× 32 34X30 62× 54 59× 51

14 78

第10図  101号住 (2)
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1 住居跡

(102号住〉 ＼
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＼咀冷
徊
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）
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鬱
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Ｄ引

Ｅ
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ゴ
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げ
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脱

Ｃ
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Ｐｉｔ７
０

Ｐｉｔ‐４③

Ｐｉｔ．Ｏ⑤ E'

イ
ー

れHc6

(102号 住A― A')
1 10YR3/3 暗褐色シル ト しまり中 粘性ほとんど無 炭化物粒極小 1%未満

黄褐色土粒極小～小 1%未満
2 10YR3/4暗 褐色シル ト しまり弱 粘性中 炭化物小 1% 黄褐色土粒小 1%
3 10YR5/6黄 褐色粘土質 ンル ト しまり中～強 粘性中～強 炭化物粒極小 1%未満 (地山との漸移層)

4 2 5YR5/8明 赤褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱～中

日

ｏ
ｏ
い
０
且

0       1      2m
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(102号 住B― Bり
1 25YR5/6明 赤褐色 ンル ト しまり弱～中

粘性弱

酔
9副Om

碑二上三二」91呵
'

L=279100m
C         C'

一

1   1

(102号 住C― Cり
1 2 5YR5/6明 赤掲色ンルト しまり弱～中

粘性弱～中

聖
猾
・ 嘲

'

(102号 住D― D')
1 2 5YR5/8明 赤掲色ンルト しまり弱～中

粘性弱～中

0        05        1m

Ⅳ 検出された遺構

E'

碧

(102号 住 )

13 15 16

33X27 64X45 44X38 33X33 33× 31

51 19

第12図  102号住 (2)

202号住居跡 (第15～ 17図、写真図版 9。 10)

[位置 。検出状況]LⅢ  d7～ 8、 LⅢ e5～ 9、 LⅢ f4～ 6グ リッドにかけて位置する。Ⅱ層下部にて

黒色の細長いシミを検出した。検出最中から遺物が大量に出土 し、隣の201号住が大形住居になりそうであ

ることから、こちらも大形の住居跡になるものと推測しベル トをかけて掘り進めた。最初はベル トに沿って

トレンチを設定 し、床面と思われる面まで掘り下げ覆上の確認を行った。この段階で、床面付近と思われる

レベルから焼土が検出され、軸方向との整合性なども考慮して住居跡であると判断し登録 した。

[重複]202号土坑、209号住、210号住、とそれぞれ重複する。新旧関係について、210号住と当該住居に

ついては覆土の状況が極めて似かよっており、断面観察から切り合い関係を把握することができなかったた

め不明である。その他、202号土坑は当該住居を切って掘り込んでいる。209号住については当該住居を切

る掘り込みは見当たらなかった。しかしながら、調査時にはいくら注意深く見ても209号住を当該住居が切っ

ているということについて確認することはできなかった。209号住の覆土上部は202号住と一連の覆土であ

り、覆土下部にあたる部分、すなわち202号住床面より若干低 くなっている部分がおそらくこの住居の覆土

と思われる。これらの情報を総合的に判断して、209号住は202号住に切 られているものと考えた。 したがっ

て、不明なものを除き、遺構は209号住→202号住→202号土坑の順で構築されたといえる。

[平面形 。規模]平 面形は長方形で、規模は長径が20.8m(推定)、 短径が5,8mと なっている。

[覆土・堆積状況]暗 褐色土～褐色土主体の覆上で、そのさらに上部を黒色上が覆っている。自然堆積で

ある。

[壁・床面]壁 の立ち上がりは比較的急で、確認できた部分の高さは10～ 25cm程度である。床面はほぼ平

坦で、南側の床面ほどかたく締まっている。

[柱穴]ピ ットを全部で45基確認 した。これらの配置、底面 レベル等を総合的に判断 しPit l・ 2・ 8・

18・ 27。 30・ 33・ 37・ 43・ 44が202a住を、Pit 5。 10・ 22・ 24・ 31・ 35・ 39・ 41が202b住を構成する

主柱穴とした。またPit 3・ 6・ 7・ 8・ 15・ 16。 17。 21・ 23・ 25が202c住を構成するものとした。

[炉]202-a住に伴う炉 4基、202b住に伴う炉 3基、202c住に伴う炉 2基と判断した。いずれも地床

炉で住居の長軸線上に配列される。

0       1      2m

Pit一No I 2 3 6 7 8 9

径 (cm) 42X34 40X38 48X33

深さ(cm)
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1 住居跡

[出土遺物]Nα89～ 117の上器、Nα38～45の剥片石器 。石製品、No18～21の礫石器が出土している。(第 4・

5・ 53～ 55。 189。 239図、写真図版155・ 156・ 231・ 253)

203号住居跡 (第 18・ 19図、写真図版11)

[位置 。検出状況]LⅢ d3～ d5、 LⅢ e4～ e5グ リッドにかけて位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]213号土坑、219号土坑、220号土坑、221号土坑と重複する。これらの重複する土坑と住居の新旧

関係については、断面観察からいずれの上坑よりも住居の方が新 しいと判断した。

[平面形・規模]平 面形は不整な楕円形で、規模は長径が10.Om、 短径が5,2mで ある。

[覆土 。堆積状況]覆 土は褐色～暗褐色土主体で、北部の別遺構と重複 している部分では炭化物粒や焼土

粒が混入している。

[壁 。床面]遺 構南側では壁は比較的急に立ち上がる。高さは25～ 30om程度である。遺構の北側では壁の

高さは低 くなり、 5～ 10c14程度の立ち上がりとなる。

[柱穴]Pitを 6基確認 している。これらのうちPit l・ 2・ 4・ 6を この住居に伴う柱穴と判断した。

[炉]な し。

[出土遺物]Nol18～ 163の上器、Nα 6の 土製品、Nα46～ 53の剥片石器、Nα22の礫石器が出土 している。

(第 5・ 6・ 55～ 60・ 1890190。 239図、写真図版156～ 159・ 226・ 231・ 253)

205号住居跡 (第 20・ 21図、写真図版12～ 15)

[位置・検出状況]平 成12年度にLⅢ a5～ a6、 LⅢ b5～ b6グ リッドに位置する部分をⅡ層下部にて

検出した。その後、平成13年度になって用水路を挟んだ西側のKⅢ i6～ 17、 KⅢ j6～ j7グ リッドでも

住居跡の一部を検出し、前年度に検出した205号住の続きであることが判明した。

[重複]用 水路東側で検出された部分については、北東端で205号土坑と重複する。また西端部の調査区

境付近で302号陥し穴と重複する。新旧関係については、断面観察から205号土坑→205号住→202号陥し穴

の順番で構築されたものと判断した。用水路西側で検出された部分については、北端壁際で412号陥し穴と、

東端で411号土坑と、西側炉付近で412号土坑と重複する。新旧関係については、断面観察等から411号土坑

→205号住→412号陥し穴・412号土坑の順番で構築されたものと判断した。また503号住居と重複 しており

新旧関係は503号住居→205号住居である。

[平面形・規模]平 面形は楕円形で、規模は長径が16.2m、 短径が最大で5。 9mである。

[覆土・堆積状況]覆 土は黒褐色土主体で、炭化物粒ならびに焼土粒が混入する。

[壁・床面]壁 はゆるやかに立ち上がる。高さは10～30cln程度である。

[柱穴]ピ ットを全部で58基確認 した。これらの配置、底面 レベル等を総合的に判断し、Pit 3・ 8・ 35・

43・ 54・ 58が205a住を、Pit l・ 9・ 11・ 22・ 28・ 45・ 56が205b住を、Pit2 0 4・ 12・ 15。 19・ 24・

55。 57が205c住を構成するものとした。

[炉]住 居全体では合計 8基確認 しているが205a住、205b住、205c住 ともに 4基ずつの炉を伴うと

判断した。いずれも地床炉で住居の長軸線上に配列される。

[出土遺物]Nα 164～189の上器、Nα 8の土製品、Nα55～ 76の剥片石器 。石製品、Nα24～34の礫石器が出土

している。 (第 7・ 8・ 60～ 62・ 177・ 190～ 192・ 240・ 241図、写真図版159・ 160・ 226・ 232・ 253・ 254)

206号住居跡 (第 22図、写真図版16)

[位置 。検出状況]LⅢ a4～ a5、 LⅢ b4～ b5グ リッドに位置する。先に201号住を検出し精査を進め
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(201号住〉A L=280700m

ー

Ⅳ 検出された遺構

A'

…

(201号 住A一 A')
1 10YR2/1 黒色ンル ト しまり弱 粘性無
2 75YR4/4褐 色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%未満

208号住

Pit4

炉 7

Pit7

(201号 住B― B')
1 10YR2/1黒 色シル ト
2 75YR4/4褐 色 シル ト

弱

中

ド
ｒ

釣

無
中

性
性

粘
粘

弱
中 炭化物粒極小 1%未満

も上

黄褐色土粒極小 1%未満

も上

陣
岬 ∞m

(201号 住C― Cり
1 10YR2/1 黒色ンル ト
2,75YR4/4褐 色ンル ト

Pit51

C
≒

粘性無
粘性中 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%未満

と上

b土

s軸 早
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206号住

酔
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-
型

囲 Om 【生=望80300m_4'
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酔 お00mゴ '

(201号 住D―ヴ )

1 5YR5/8 明赤褐色シル ト しまり弱 粘性弱
2 75YR4/6褐 色 シル ト しまり中 粘性弱

炭化物粒極小 1%未満

(201号 住E― E')
1 5YR5/8 明赤褐色シル ト しまり弱 粘性無

(201号 住 I― I')

;:II¥髭究遷糧9χイ
ト
しまう隼弱霜窪弱粘錠杞易窪底祭～泰牛物奨籍小

1%未満

(201号 住 a一 a')
1 10YR4/4褐 色 シル ト
2 10YR4/4褐 色シル ト

中

中

(201号 住 b― bつ
1 10YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中
2 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質 ンル ト

粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
粘性弱 (1層より明るい色)

粘性弱 炭化物粒極小～小 1% 黄褐色土粒極小～小 1%未満
しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未満

0         05        1m

0      1      2m

Pit18

購S  澁6

静 F〆♂  :呉

第13図  201号住 (1)

―-35・ 36-



酔
蜘 Om F'

≒

H'

-

G'

-

Ⅳ 検出された遺構

0       1       2m
|

陣
&岡Om

陣
蜘 Om

16× (14) 48× 38 (21)× 18 (18)X15

75

第14図  201号住 (2)

ていたところ、西側の一部がいつまで掘り進んでも壁にあたらないことに気がついた。201号住の検出状況

ならびに遺構の推定プランからして、既に壁が出ていてもおかしくない状況であった。さらに掘り進めたと

ころ、床面にて201号住の長軸とは異なる軸方向で炉と思われる焼土を検出 したため住居跡として登録 した。

[重複]前 述 したように201号住と重複 している。新旧関係については不明である。214号土坑、215号土

坑と重複 しており、検出状況ならびに断面観察から214号土坑→206号住→215号土坑の順で構築されたもの

と判断した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形基調で、規模は長径が9.Om(推定)、 短径が5,9mである。

[覆土・堆積状況]丹∬遺構になると予想せず掘り進めたため断面記録を欠 くが、201号住と同様に褐色土

主体の覆上である。

[壁・床面]明 確な壁の立ち上がりは確認できず、外側から床面中央部に向かって緩やかな傾斜が続 く。

床面は炉の周囲を中心としてかたく締まっている。

Pit No I 2 3 4 5 6 7 8 9 11

径 (cm) 42X35 35× 27 27× 21 23× (21) 28X25 53× 42

深さ(cm)

備考 ,06任 Pitl Ю6住 Pit12 206住 Pitl〔

13 14 15 17

38× 32 65× 45 40X30 (32)× 28 44× (32) (27)× 24 (21)X18 33× (33) (26)X23

206住 Pitl

(20)× 18 (21)× 20 28× (26) (36)× 30 28× 26 86× 56 28× (28) (32)× 30 (30)× 25 52× 40

9 17

41 47

43X38 33× 30 33× 32 21× 21 38× (36) 45X34
l] 51 14

51

30× (24) 21X(18) 20× (18) 24× (22) 30× (27) 27× (24) 56× 38 32× 26 20× (18) 23× (21〉

8 57
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1 住居跡

[柱穴]ピ ットを全部で10基確認 した。これらの配置、底面 レベル等を総合的に判断し、Pit l・ 4。 8・

10と 13・ 14(201号住Pit10、 14)が206a住を、Pit 2・ 5・ 9と 11・ 12(201号住Pit 7・ 19)が206b
住を構成する。

[炉]合 計 2基確認 している。206a住、206b住 ともに2基ずつの炉を伴うと判断 した。いずれも地床

炉である。

[出土遺物]Nα190～211の土器、Nα97の景1片石器、No.35の礫石器が出土 している。 (第 8・ 9・ 62～ 65・

192・ 241図、写真図版160～ 162・ 232・ 254)

207号住居跡 (第 23。 24図、写真図版17～ 19)

[位置・検出状況]LⅢ  a3、 LⅢ b2～ b3、 LⅢ c2～ c8、 LⅢ dl～ d2グ リッドに位置する。101号

住と202号住が道路下にまで広がる状況となったため、道路を剥ぎ取ったところ101号住の東側に隣接 して

新たに検出された。

[重複]212号土坑 、204号陥し穴と重複 している。新旧関係について、断面観察によると204号陥し穴の

覆土最上部に207号住の炉に伴う焼土が見 られ、 これを204号陥し穴が完全に埋まった後に形成されたもの

と判断 した。 このことから204号陥 し穴→207号住という順で構築されたものと考えられる。212号土坑と

207号住の新旧関係については、覆土の色や堆積状況がほぼ同様で切り合い関係を確認することができなかっ

たため不明である。

「平面形・規模]平 面形をかろうじて確認できるのは西側部分のみで、遺構全体の約 5分の 4程度と思わ

れる。平面形はほぼ長方形をなす。遺構西端部ならびに中央部付近において、途切れ途切れの周溝を確認 し

ている。規模は長径が (16.3)m、 短径が5.7mである。

[覆土・堆積状況]覆 土はにぶい黄褐色土主体で上部にわずかに黒褐色土層が確認される。

[壁・床面]明 確な壁の立ち上がりを確認できたのは西側の一部で、高さは 3～ 5 cmで ある。床面は大変

硬 くしまっており、移植ベラの刃が折れ曲がるほどであった。 しかし、このようなかたさは道路下に位置す

る他の遺構にも共通するもので、遺構自体の性格を示すものというよりは、道路として使用されていた間に

かなりの転圧を受けた結果と考えられる。

[柱穴]ピ ットを全部で83基確認 した。これらの配置、底面レベル等を総合的に判断 し、Pit l・ 6・ 24・

29・ 43・ 51・ 72・ 79が207a住を、Pitll・ 17・ 31・ 35・ 56・ 68・ 81・ 83が207b住を、Pit l・ 5。 21・

26・ 42・ 49・ 61・ 70が207c住を構成する。

[炉]全 体で 9基確認 している。207a住、207b住、207c住 ともに 3基ずつの炉を伴うと判断 した。

いずれも地床炉で住居の長軸に沿って配置される。

[出土遺物]Nα212～247の土器、Nα78～90の 剥片石器・石製品、Nα36～ 38の礫石器、h7・ 9～ 154の土

製品が出土 している。土製品のほとんどは貫通孔を有する土玉が占める。いずれも住居覆土ならびに床面直

上のほぼ一箇所からまとまって出土 した。土玉のほか棒状で貫通孔を有するものや ミニチェア土器もあわせ

て出土 している。 これらの出土状況について、住居南壁際の平面的には約50cm× 50cmの範囲から、垂直的

にも10cm程度の範囲から出土 している。一部塊状あるいは連なっているようにも見えたが、全体としては

バラバラといった印象が強い。掘り込み等についても注意深 く確認 したつもりであるがそれらしき痕跡は認

められなかった。 したがってこの場所に意図的に埋納された可能性は低いものと判断 した。 (第 9～ 11・ 65

～69・ 177～ 184・ 192・ 193・ 241・ 242図、写真図版162～ 164・ 226・ 227・ 232。 233・ 254・ 255)
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Ⅳ 検出された遺構

(202手予4差〉
A'

- 木根

(202号 住A― A')
1 10YR2/1 黒色シル ト しまり弱～中 粘性無
2 75YR4/3褐 色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～おヽ 1%未満 炭化物粒極小～Jヽ 1%未満
3 75YR3/3暗 褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 1%未満

炭化物粒極小～小 1%未満 焼土粒極小～小 1%未満
4 10YR5/6黄 褐色粘土質 ンル ト主体に75YR3/3暗褐色シル トが混入 しまり中 粘性中
5 10YR5/6黄 褐色粘土質ンル ト主体に10YR3/2黒 褐色 ンル トが混入 しまり中 粘性中

炭化物粒極小 1%未満
6 10YR2/3黒 掲色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満

上∪

Ａ
引

酔 "∞
mゴ

'

1  2

(202号 住F― F')
1 25YR6/8橙 色 ンル ト しまり中～強

粘性無
2 25YR6/6橙 色 ンル ト しまり中

粘性ほとんど無

mT

砕囲0♂捲 '

(202号 住G― G')
1 2 5YR6/8橙 色 シル ト しまり中～強

粘性無
2 25YR6/6橙 色シル ト しまり中

粘性無
3 10YR3/1 黒褐色シル ト しまり中

粘性中

酔
削 Om璃

'

(202号 住I― I')

1 5YR3/4 暗赤褐色シル ト しまり中
粘性微弱

2 75YR4/4褐 色シル ト しまり中
粘性弱 炭化物粒極小～小 1%未満

ぜ

|二

と土正三二_ぞとと?生と」2CLI璽上_」
十

'

V

(202号 住J― Jり
1 2 5YR5/6明赤褐色ンル ト

しまり中～強 粘性弱
2 10YR7/6明 黄褐色ンル ト

しまり中～強 粘性弱

X♂

酔 削0吐ゴ
'i眸聖つ哨

酔 "∞ 呵

'

(202号 住H― H')
1 25YR6/6橙 色シル ト

しまり中～強 粘性
ほとんど無

(202号 住K―K')
1 5YR6/4 にぶい橙色ンル ト

しまり中～強 粘性ほとんど無
2 5YR6/3 にぶい橙色ンル ト

しまり中 粘性弱

ヤ      0       1      2m

(202号 住a― a')
1 10YR2/3黒 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小～小 1%
2 10YR4/6褐 色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未満
3 10YR3/4暗 褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱～中 黄褐色土粒小 1% 炭化物粒極小 1%未満
4 10YR4/4掲 色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中

0        05        1m

」―
上

コヽ

〉潔5琴

/           ＼
′ 、ゝ

く、,デ
′

209号佳   /
′

/
/

留.ハ  ぃ鬱
/

第15図  202号住 (1)
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C L=280300m
l―

4                 ・

(202号 住B― B')
1 10YR2/1 黒色シル ト しまり弱～中 粘性無
2 75YR4/3褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 1%未満 炭化物粒極小～小 1%未満
3 75YR3/3暗褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 1%未満

炭化物粒極小～小 1%未満 焼土粒極小～小 1%未満
4 10YR5/6黄褐色粘土質シル ト主体に75YR3/3暗褐色シル トが混入 しまり中 粘性中
5 25YR6/6橙色 ンル ト しまり中 粘性ほとんど無

                      c,

≒

E'

≒

Ⅳ 検出された遺構

粋
m制 Om

(202号 住C― Cり
1 10YR2/1黒色 ンル ト しまり弱～中 粘性無
2 75YR4/3褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 1%未満 炭化物粒極小～小 1%未満
3 75YR3/3嗜褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 1%未満

炭化物粒極小～小 1%未満 焼土粒極小～小 1%未満
4 10YR5/6黄褐色粘土質ンル ト主体に7 5YR3/3暗褐色ンル トが混入 しまり中 粘性中
5 10YR5/6黄褐色粘土質ンル ト主体に10YR3/2黒 褐色 ンル トが混入 しまり中 粘性中

炭化物粒極小 1%未満                                D'

本               ~
根

(202号 住D―Dつ
1 10YR2/1 黒色 ンル ト しまり弱～中 粘性無
2 75YR4/3褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 1%未満 炭化物粒極小～小 1%未満

脚
300m

(202号 住E― E')
1 75YR4/3褐 色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄掲色土粒極小～小 1%未満 炭化物粒極小～小 1%未満
2 75YR4/3褐 色 ンル ト 1層 より黄色

0       1      2m

(202号 住 )

Pit No 1 2 3 4 5 6 7 8

径 (cm) 23× 28 30× 26 25× 20 27× 23 33× 28 21× (21) (20)× 18 47× 43 23× 21 30× 22 20× (18)

深さ(cm) 5

備考

12 14 21

21× (21) 20× (20) (20)× 18 54× 35 29× 25 43X34 30× 22 24× (21) (23)× 21 46× 34 33× 30 (22)X21

37X30 38× 33 (24)X21 38X23 (29)× 27 28× 22 52X38 46× 36 30X(30) 83× 58 (34)X29 42X38

14

(26)X19 43× 30 32X22 46× 40 30× 25 49× 39 40× 26 73× 57 30× 23 35X30

72

10住 Pit〕 210住Pit3

第16図  202号住 (2)
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1 住居跡

牌
80,200 rn

L'

≒ 酔
0,200 rn
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ヨ

酔
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Ｍ「
QL=280.200m

ー

Q'

≒

性L=280加 m N'

≒

砕
岬mm R'

引

攣
80.200rn

0'

当

砕
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坤

0       1       2�
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(203手子1差〉

陣
明 ∞ m

A'

坤

tma

Ⅳ 検出された遺構

(203号 住A― A')
1 7 5YR2/1黒 色ンル ト しまり中～強 粘性微弱
2 5YR3/4 暗赤褐色シル ト しまり中 粘性微弱

(汚れた焼土)

3 7 5YR2/2黒 褐色ンル ト しまり中～強 粘性弱
炭化物粒極小～小 1% 焼土粒含む

4 7 5YR3/3暗 褐色ンル ト しまり中～強 粘性弱
炭化物粒極小 1%未満 焼土粒極小 1%未満
黄褐色土粒極小 1%未満

0       1      2m

⑬
Ｐｉｔ２

Ю
Ｐｉｔ３ ｍ^

Ｔ‐
‐
―
‐
―

零
引
中
ヽ
側

tⅢ d5

(203号 住B― B')
1 7 5YR2/1黒 色シル ト しまり中～強

粘性微弱
2 10YR4/4褐 色シル ト しまり中

粘性弱～中
3 10YR3/3 暗褐色シル ト しまり中

粘性弱～中
4 10YR5/4 1こ ぶい黄褐色粘土質シル ト

しまり中～強 粘性中
5 10YR7/6 明黄褐色粘土質シル ト

しまり中 粘性弱～中

匈
′(203号住)

221号土坑  tⅢ e5

④
Pit4

Pit―No ユ 3 4 5 6

径 (cm) 40× 34 46X40 68× 49 24× 24 33X31 39× 30

深さ(cla)

第18図  203号住 (1)
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1 住居跡
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(205手チ1差〉

Ⅳ 検出された遺構

D'
r

栃

B'
r

水

路

と難ミタ

陣
=触 ∞ Om C'い五

ヨ

B'

-
陣

=別 ∞Om D'

…

(205号 住A― A' ・B一 Bり
1,75YR2/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～中10～ 20% (耕 作による撹乱土層)

2 75YR17/1黒 色シル ト しまり弱～中 粘性微弱 黄褐色土粒極小 1%未満 炭化物粒小 1%未満
3.75YR2/2黒 掲色シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒 1%未満
4_10YR2/2 黒褐色シル ト しまり弱 粘性弱 黄掲色土粒極小～小 5～10% 炭化物粒極小～小 3%
5.10YR2/2黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1～ 3% 黄褐色土ブロック小 1%
6 10YR3/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性弱 黄掲色土粒極小 3% 炭化物粒極小 1%
7 75YR2/1黒 色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄掲色土粒極小 1%未満 炭化物粒極小 1%未満
8 10YR3/2 黒褐色シル ト しまり弱 粘性弱 賞掲色土粒極小 1%未満 炭化物粒極小 1%未満
9.10YR3/3暗 褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土ブロック小～中含む (1～ 3%)
10 5YR4/8 赤褐色シル ト しまり中～強 粘性無
11 75YR4/4に ぶい赤褐色シル ト しまり中 粘性弱
12 10YR4/3 にぶい黄褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒極小～4ヽ 1% 炭化物粒極小 1%
13 75YR4/4褐 色シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満

陣
=畑 ∞ Om E'

…

(205号 住C― C' ・ D― D' ・E― E')
1_75YR2/1黒 色ンル ト しまり無 粘性ほとんど無
2,7 5YR2/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～小 1% 焼土粒極小 1%未満
3 7 5YR2/3極 暗褐色シル ト しまり中 粘性微弱 炭化物粒極小～小 1%未満
4 10YR6/3 にぶい黄橙色 ンル ト しまり中 粘性中
5 10YR7/6 明黄褐色粘土質シル ト しまり中 粘性中
6.10YR4/4褐 色ンル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小～小 1%未満
7 5YR4/8 赤褐色シル ト しまり中 粘性なし

412号陥し穴

卵〔立ナO  Se
Pit13  斬S

◎
411号土坑 翁訣學搾鑑山詢促5f承む

閣

望池郡マ境ど

63幾6‐
券ρ

ぱ q彊

炉  
〕 ⑤

Pit55   Pit4②醐 Pit50

娯 it5(Ⅲ

H協O③ パ1  ヤ
 H望8∈ぬ

(205号 住)

Pit―No I 2 3 4 5

径 (cm) 24× 24 48× 39 33× 27 39× 30 24× 24

深 さ(cl)

6 7 8 9

45× 30 33X24 45× 42 36× 30 33X30 60× 45

12 17

33× 27 27× 24 36× 30 36× 27 24× 24 27X27

46

30× 24 22X19 29× 20 33× 22 28× 22 (36)× 24

30× 27 30× 24 28× 26 35× 33 60× 46 25× 17

27× (27) 35× 29 23× 17 30X30 32X26 42× 33

37

32× 28 (39)X30 48X40 (33)× 24 32× 25 26× 24

21X19 50× 42 22X18 25× 24 15X12 26× 24

39X33 27X25 18× 16 21× 19 21× 21 23× 22

19X16 32X26 35× 28 50× 40 38× (28)

第20図 205号住 (1)
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酔 !∵。呵
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Ⅳ 検出された遺構

騨

'

ー
C205号 住I― r)上
啓掃縁協寄」R写身

シルト

L'

坤 智瓢
'絡

緞

・ 習γ路～讐継基
ト

加
Tぎ〕笹―揺議赤髄シルト

脚
ω嘲

'

2

i鯛
糧畠イ隻花物粒極小1%

2 7おYR4/4に ぶい赤褐色シルト

(2∞号住G=Gり

'尊

ほ尊

'疫

零塚慈慈停鴛I霞

響
蘇

'蘊郷
2.75YR4/6褐 色シルト

しまり強 粘性中

酔
整∞ m

“と辮轄壊母チ先て
より明和リ

黄褐色土粒小 5%

脚
       (205号 住aゴ )

士」二三ことこ」i000rn

陣
側 れ

1 10YR2/3黒 褐色シルト
しまり弱 粘性微弱生
蹴亀騨黒孟境

3 10YR5/6黄褐色粘土質ンル ト
しまり中 粘性中 央化物粒
極小 1%未満

M'

-

0'

-

N'

-

陣
000m

卵

脚
莉

哨

'

C205号住b―げ)

1 7 5YR3/4囀色シルト しまり弱
粘性弱 炭Tt物粒極小1%未満

::域 41をこ孝詈整筆趣

即 _千

'

陣
000m P'

≒

0       1       2m

上
移構耗う,こ景写身

ン銑
2 10YR4/4褐 笛シル ト

しまり中 粘性中

ざ衛辞駐静継畠ト
炭化物粒小1%未満

2 10YR4/4褐 色ンルト
しまり中 粘性弱～中
炭化物粒極小～小1%未満

0       05      ■rn

第21図 205号住 (2)
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1 住居跡
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Pit12

A'
コ

⇔
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Pit14

⑥
Ｐｉ

B'
|―

下
q

④
Ｐｉｔ‐３ ＝

‐９７

▽ ③
Pitll

C'

坤  0

B'

坤

(206号 住C― C')
1 5YR4/6 赤掲色 ンル ト しまり中 粘性無
2 5YR5/6 明赤褐色 シル ト しまり中 粘性弱

(206号 住 )

蠅

ぽ
0400m

1 2 5YR5/4に ぶい赤褐色ンル ト しまり中～強 粘性弱
2 2 5YR5/6明 赤褐色ンル ト しまり強 粘性弱

翌
0 400rn

(206号 住B― B')
1 5YR4/6 赤褐色ンル ト しまり中 粘性無
2 5YR5/6 明赤褐色ンル ト しまり中 粘性弱
3 7 5YR4/6褐 色 ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満

tⅢ c5

酔
蜘 Om

~＼
2

(206号 住A―A')

Pit No 1 2 3 4 5 6 7

径 (cm) 47× 40 37× 30 24× (22) 36X(36) 38× 31 (21)× 18 24× (23)

深さ(cm)

備 考

8 9 11 14

60× 32 27× 21 30× 21 24× 23 33× 27 40× 34 40× 30

61

201住P17 201住 Pi■ 9 201住Pit10 201住 P■ 14

―- 48 -―
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陛
狙 罰 Om 陣 靴削04__ギ '

陛
削 お

嘲

'

(207号 住N― N')
1 5YR5/8 明赤褐色シル ト

しまり強 粘性中 炭化物粒
極小 1%未満

O'

- 3

(207号 住」―J')
1 5YR6/8 橙色ンル ト しまり強 粘性弱

炭化物粒極小 1%未満
2 5YR4/6 赤褐色シル ト しまり強 粘性弱

炭化物粒極小 2%

(207号 住L― L')
1 5YR4/8 赤褐色ンル ト しまり強

粘性中 10YR2/3黒 褐色土がブロック
状に混入 炭化物粒極小 1%未満

2 75YR6/8橙 色ンル ト しまり強
粘性中 10YR2/3黒 褐色上がブロ

ック状に混入 炭化物粒極小 2%

PQ餡
ぱ硲

靱 朗

粋 Ξ器囲 Om

(207号 住O― O')
1 5YR4/8 赤褐色 シル ト しまり強 粘性中

炭化物粒極小 3%
2 10YR2/3 黒褐色 ンル ト しまり強 粘性中

黄褐色土粒小 5～ 7% 焼土粒小 1%未満
炭化物粒極小 3%

3 10YR5/8黄 褐色 ンル ト しまり強 粘性中
10YR2/3黒 褐色上が プロック状に混入

A'
ト

h89

Pit81

ゆ
B'

b―‐―‐―‐

0        05        1m

Ⅳ 検出された遺構

Pit45

蔵③毎
°

下

理
=286600m 竜をbF

」'

-

Pit10

⑥
Pitll

④

∩
下

降
靴 3呵

'

(207号 住K―Kつ
1 5YR4/8 赤褐色 シル ト しまり強

粘性中 炭化物粒極小 1%
2 7 5YR5/8明 褐色 シル ト しまり強

粘性中 炭化物粒極小 2%

托慇
湖

Pit35

L'

引

Pi

Tq P'

Pit41

(207号 住M― Mつ
1 5YR6/8 橙色 シル ト しまり強

粘性中 10YR2/3黒 褐色上がブロック
状に混入 炭化物粒極小 1%未満

2 5YR3/4 暗赤褐色 シル ト しまり強
粘性中 炭化物粒極小 1%未満

3 5YR4/8 赤褐色 シル ト しまり強
粘性中 炭化物粒極小 1%未満

4 75YR3/4暗 褐色 ンル ト しまり強
粘性中 黄褐色土粒小 7%

Pit66

Pit62

黒
靱急7

悦氏

0       1      2m

B'

(207号 住 )

Pit―No 1 2 3 4 5

径 (伽 ) 54× 48 24× 22 25× 22 28× 25 50× 28

深さ(cm)

Pit50  Pit51

38× 33 32X28 40× 37 21X(21) 22× (21) 33× 32

50 17

30× 23 46× 35 35× 30 42X40 26× 23 33× 33

12 8

28

70× 24 38X32 38X38 32× 25 26X25 36× 30

59

27× 27 87× 33 48× 42 18× 18 52× 23 48× 40

48

43× 42 44× 31 25× 19 28× 20 35× 25 24× 20

42X32 56× 32 60× 32 40X33 23× 20 25× 22

60× 48 20× 20 23X15 50× 35 21× 18 42X30

30× 28 42× 30 48× 35 28× 24 30× 22 35X31

21

20X17 32X28 36× 33 33X32 42× 40 43× 33

71

25× 25 32× 25 40× 35 38× 33 48× 35 24× 22

61

77

32× 25 30× 25 30× 28 24× 20 25X16 35× 25

30× 27 40× 40 45× 42 82× 68 40× 30 40X30

第23図 207号住 (1)
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(207手チ4差〉

隷 も8

潤

上→

(207号住T― Tり
1 10YR3/1黒 掲色シル ト しまり強 粘性弱～中 黄褐色土粒極小 1%
2 10YR5/4 にかい黄褐色シル ト しまり強 粘性中 黄褐色土粒極小～小 1%
3 10YR7/6明 黄褐色粘土質シル ト しまり強 粘性弱

酔
劇 Om

瀑 _型 3理生督

Ⅳ 検出された遺構

T'

≒

十
LⅢ b4か ら

Nlm

二〓〓一　一キ
ｒ〓〓こ

酔
劇 Om 

引

'

ヨ要Кd)― S

s)」
葺を41S

賀

c>8

の

6烏 。
L

⑥嘲__
(D
0

‖
奪

う

ワ 琴
時

(207号 住a― a')
1_10YR3/3 暗褐色 ンル ト しまり中

粘性中 炭化物粒小 1%未満
2 10YR3/3暗 褐色 ンル ト しまり中

粘性中 (1層よりやや明るい色)

型 耳
'

(207号住c― c')

1 10YR2/2黒 褐色 ンル ト しまり中
炭化物粒極小 1%未満

2 10YR2/3 黒褐色ンル ト しまり中

(207号 住b― b')
1 10YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒

極小～小 1～ 3% 炭化物粒極小 1%未満
2 10YR2/3黒 褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒

極小～小 1～ 3% 炭化物粒極小 1%未満
3 10YR4/4 褐色ンル ト しまり中 粘性弱
4 10YR5/6黄 褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中

(地 山よりやや嗜い色)

5 10YR5/6黄 褐色粘土質シル ト しまり中 粘性中
黒褐色土ブロック小～中 1%

粘性弱 黄褐色土粒極小～小 1～ 3%

黄褐色土粒極小～小 3～ 5%

鱗    V評
群 ,|《

＼              D

士破03

996  
④

          苧＼く〒====夢
炉多二丁デ=ニ

ユ土≧出土地点.   翻
と

轟 覇
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ラ
ン
//″

=姦
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~=〒

ゴ 粋静 側m C'

-
酔

0600m G'

-
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(207号住南端土玉出土状況〉

(207号 住P―Pつ
1 5YR4/8 赤褐色シル ト しまり強 粘性中
2 75YR5/8明 褐色ンル ト しまり強 粘性中

10YR3/1黒 褐色土がプロック状に混入
炭化物粒極小 1%未満

3 10YR2/2黒 褐色ンル ト しまり強 粘性中
黄褐色土粒極小～小 5% 炭化物粒小 5%

酔
削 0呵

'

(207号 住Q― Q')
1 5YR5/8 明赤褐色 ンル ト しまり強 粘性中

炭化物粒極小 1%
2 10YR3/3暗 褐色ンル ト しまり強 粘性中～強

黄褐色土粒小 3～ 5%
3 10YR3/2黒 褐色シル ト しまり強 粘性中

炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小 2%
4 10YR2/2黒 褐色ンル ト しまり強 粘性中

E'
坤

F'

≒

酔
掲∞ m呵 '

(207号 住8-S')
1_5YR4/6 赤褐色ンル ト しまり強 粘性中

炭化物粒極小 1%
2 7 5YR6/8橙 色 ツル ト しまり強 粘性中

10YR2/1黒 色土プロック 1%混入

ダ

酔
0 600 rn H'

≒

≒ +

―十LIIIb4か ら
Wlm

十

酔
剛 Om

酔
囲 Om呵

'⑫

w号住R∬ )

0       1      2m

0        05        1m

0   %   醐詐ⅢM|1専9喜4;:急:子 ||し i:拿:粘‡::墓ζ蝉|`争写
満
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◎h8

酔

孵 ∞

呵

'

(208号 住B― B')
1 5YR4/4 にない赤褐色ンル ト しまり中 粘性無

酔
孵 ∞ m卓

'

呻
1_5YR3/4 暗赤褐色 シル ト しまり中 粘性無
2_7 5YR3/3暗 褐色シル ト しまり中 粘性弱 (汚 れた焼土)

DL=230 200 m D'

中

Ｐｉ
《∪
Ｐｉｔ５

Ｏ
Ｐｉｔ４
０
Ｐｉｔ６

Ｏ
Ｐｉｔ３

208号土坑

1      2m 0

Ⅳ 検出された遺構

05 lm

Ａ
弓

穏
鶴
乃
Ｐｉｔ９

Ｐｉｔ２９◎

Ｐｉｔ２７◎Ｐｉｔ２３
◎

Pit17

(208号 住A― A')
1 75YR2/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 1%未満 炭化物粒極小 1%未満
2 10YR3/8 暗褐色ンル ト しまり中 粘性弱～中 黄褐色土ブpッ ク小 1%(貼 り床状 ?)
3 10YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%未満 炭化物粒小 1%未満

焼土粒混入
4 5YR4/4 にぶい赤褐色ンル ト しまり中 粘性弱

(208号 住D― D')
1 5YR4/4 にない赤褐色シル ト しまり中 粘性無
2 5YR5/6 明赤褐色粘土質シル ト しまり中 粘性耳母

|
|

|

H・9◎③

Ｐｉｔ‐２◎

°
Pび

°
走

Pit22

◎■t23

◎日

(208号 住 )

も 機
笹◎H

PirNo 1 2 3 4 5 6

径 (cc) 17 X ll 23× 17 20× 17 19× 13 30× 23 32X28

深さ(cII) 5 10 7 6

7 8 9 [1

27X21 27× 25 35× 29 24X19 21× 23 31× 30 17× 13

51

17 20

30X21 47× 30 31X30 38× 30 21× 20 26X23 24× 21

14

21

25X21 28× 25 23× 21 31× 30 24× 21 30X30 27× 28

第25図 208号住
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1 住居跡

208号住居跡 (第 25図、写真図版19～ 21)

[位置・検出状況]LⅢ b3、 LⅢ c3～ c4グ リッドに位置する。201号住の精査中、北側に掘り進んでいっ

たところ、道路際にて不規則なシミを新たに検出した。その後、道路を剥がしたところ楕円形の黒いシミと

なってあらわれたため、住居として登録した。

[重複]201号住、207号土坑、208号土坑と重複 している。新旧関係について、201号住と当該住居の関係

は不明である。207号土坑、208号土坑については断面によると208号住を切っていることが観察されたこと

から、208号住→207号土坑、208号土坑の順で構築されている。

[平面形・規模]平 面形は不整な楕円形で一部周溝が確認される。規模は長径7.lm、 短径4.2mである。

[覆土・堆積状況]覆 土は黒褐色土主体で、黄褐色土粒ならびに炭化物粒が混入する。その下の 2層は暗

褐色上で責褐色土ブロックが混入 し、自然堆積というよりは人為的な貼り床状をなしている。

[壁・床面]壁 は緩やかに傾斜 し、高さは5～10cm程度である。床面はかたく締まっている。

[柱穴]ピ ットを全部で29基確認 した。これらの配置、底面 レベル等を総合的に判断し、Pit 5。 10・ 11・

19。 28が208a住を、Pit 6・ 9・ 12・ 20・ 23・ 25・ 27が208b住をを構成する。

[炉]全 体で 3基確認 している。208a住、208b住ともに 2基ずつの炉を伴うと判断した。いずれも地

床炉で、住居の長軸線上に配置される。

[そ の他]住 居内部に存在する溝について、断面観察時に明確な切り合い関係を確認することはなかった

が、周溝を平面形とする小形竪穴を構成 している可能性が考えられる。

[出土遺物]Nα248～ 261の 上器、No91～94の設1片石器・石製品、No39～ 41の礫石器が出上 している。 (第

11。 12・ 69～ 71・ 193・ 242・ 243図、写真図版164。 165。 233・ 255)

209号住居跡 (第26図、写真図版20)

[位置・検出状況]LⅢ  e6～ e7、 LⅢ f6～ f7に位置する。202号住を先に検出し、精査を進めていた

ところ、202号住よりも床面が一段低 くなる部分があらわれ、周溝がめぐることが判明したため住居として

登録 した。

[重複]前 述 したように202号住と重複する。断面観察による土層区分では明確な切り合いを確認するこ

とはなかったが、掘り上がった平面形と断面図を照合し、総合的に判断して202号住よりも当該住居の方が

古い時期に構築されたものとした。

[平面形・規模]平 面形はほぼ円形で、規模は直径が4.8mで ある。周溝がめぐっているが、二重にめぐる

部分もあり、住居の拡張の可能性も考えられる。

[覆土 。堆積状況]覆 土上部はほぼ202号住の覆上である。当該住居の覆土として考えられるのは 4～ 5

層の黄褐色土と黒褐色土の混合土であり、炭化物粒が混入する。

[壁・床面]住 居南東側が重複の影響を受けていないと仮定するならば、壁の立ち上がりは緩やかで、高

さは40～50cm程度となる。

[柱穴]ピ ットを全部で21基確認 した。これらの配置、底面 レベル、周溝等を総合的に判断し、Pit 9・

10・ 11・ 16が、それぞれの住居の主柱穴を構成 し、少なくとも4回の建替・拡張があるものと判断した。

[炉]確 認 していない。

[出土遺物]Nα 42・ 43の礫石器が出土 している。 (第 12・ 243・ 244図、写真図版256)

210号住居跡 (第27図、写真図版21)

[位置・検出状況]LⅢ  f4～ f5、 LⅢ g4～ g5グ リッドに位置する。
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202号住
Pit24

―

―

―

ヽ

、

Ⅳ 検出された遺構

0       1      2m

Ａ
引

脚
Ю∞m

(209号 住A― A')
1 10YR2/1 黒色 ンル ト しまり弱～中 粘性無
2 75YR4/3褐 色 ンル ト しまり中 粘性弱 責褐色土粒極小～小 炭化物粒極小～小 1%未満
3 75YR3/3暗 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 炭化物粒極小～小

焼土粒極小～小 1%未満
4 10YR5/6黄褐色粘土質 ンル ト主体に7 5YR3/3暗褐色 シル トが混入  しまり中 粘性中
5 10YR5/6黄褐色粘土質 ンル ト主体に10YR3/2黒 褐色 ンル トが混入  しまり中 粘性中

炭化物粒極小 1%未満

(209号 住 )

熊ノ
比
講為7酎

号住

Pit―No 1 2 3 4 5 6 8 9

径 ( 38× 28 30X23 31× 25 15X10 30× 23 35× 28 33× 20 35X30 38× 25

深さ(cln) 7 43

14 17

33X22 43× 28 21X20 35X33 18X14

第26図 209号住
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1 住居跡

く210号住〉
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(210号 住A― A')
1 75YR4/3褐 色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 1%未満 炭化物粒極小～小 1%未満

0       1      2m

剛3謬
itt ν為

PitX5          ////  Pit17

H■8⑤

(210号 住 )

Pit No よ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 I〕

径 (cm) 24x33 30× 28 35× 30 33× 25 30× 28 33× 26 31× 30 33× 80 30X26 48× 33

深さ(cl)

備考

40X30 60× 4ユ

11 8

02住 Pit44
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Ⅳ 検出された遺構

[重複]202号住と重複する。新旧関係については不明である。

[平面形 。規模]平 面形は円形であり、周溝がめぐる。規模は直径4.4mである。

[覆土・堆積状況]確 認 した覆土は褐色上の単層で、黄褐色土粒ならびに炭化物粒が混入する。

[壁・床面]明 確な壁は確認することができなかったため、周溝を住居の外縁とした。床面は比較的かた

く締まっている。

[柱穴]ピ ットを全部で19基確認 した。 これらの配置、底面 レベル、周溝等を総合的に判断し、Pitll、

12が、それぞれの住居の主柱穴を構成 し、少なくとも2回の建替・拡張があるものと判断した。

[炉]な し。

[出土遺物]Nα262の上器が出土 している。 (第 1お・71図、写真図版165)

301号住居跡 (第28・ 29図、写真図版22。 23)

[位置・検出状況]KШ  f2～ f4、 KⅢ g2～ g4グ リッドに位置する。耕作による撹乱層 (Ⅳ層上部ま

で達する)を除去 したところで黒いシミを検出した。遺構は平成12年度に検出し、約 3分の 2を精査 した

が、残りの部分が調査区外となっていたため、平成13年度に残り部分の検出・精査を行った。

[重複]311号土坑、404号土坑、305号焼土と重複 している。断面観察から新旧関係については311号土坑

→301号住の順番で構築されたものと判断した。404号土坑は、301号住にかかわる柱穴の可能性も考えたが、

覆上の状況ならびに遺構の配置を総合的に判断して別遺構とした。検出状況ならびに断面観察から301号住

→404号土坑の順で構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は長方形である。壁を明確に確認することができなかったため、周溝を住居の外

縁とした。規模は長径が最大12.6m、 短径が6.Omである。

[覆土 。堆積状況]覆 土は黒褐色土主体で炭化物粒が混入する。

[壁・床面]明 確な壁の立ち上がりは確認できなかった。床面は中央部が若干 くばんでいる。

[柱穴]Pitを39基確認 している。これらの配置等を総合的に判断してPit13・ 14・ 17。 21・ 23・ 里7・ 32・

37を この住居に伴う主柱穴とした。

[炉]全 体で 4基確認 している。いずれも地床炉で住居の長軸に沿った配列となっている。

[そ の他]住 居北側から西側にかけて、住居の外縁をめぐる周溝の内側にも溝が確認された。この溝内に

Pit 5～ 11ま での柱穴が配置されている。これらは当該住居の拡張と、拡張前の壁柱穴の可能性を示唆する

ものである。

[出土遺物]Nα星63～271の土器、Nα95～ 107の剥片石器・石製品、Nα44～49の礫石器が出上 している。 (第

12・ 13072・ 193・ 194。 244・ 245図、写真図版165。 166。 233・ 256・ 257)

302号住居跡 (第30・ 31図、写真図版23～ 25)

[位置・検出状況]KⅢ  g4、 KⅢ h2～ h4、 KШ i3～ i4グ リッドに位置する。 Ⅱ層下部にて検出し

た。検出当初は隣接する排水溝を挟んで北東側に位置する101号住と一連の住居になると推測 したが、精査

を進めるうちに、住居の軸線が異なることが判明し、別遺構になることがわかった。遺構は調査区外に続い

ている。

[重複]310号土坑、405号土坑、406号土丞 407号土坑、410号土坑と重複している。検出状況ならびに断

面観察等からいずれの土坑についても当該住居よりも古い時期もしくは同時期に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は長方形である。規模は最大部分で長径9.8m、 短径5.2mで ある。

[覆土・堆積状況]覆 土は黒褐色土主体で黄褐色土粒ならびに炭化物粒が混入する。
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(30と号住A― A' 。C― C' 'D― D')
1 75YR2/2黒 褐色 ンル ト しまり中～強 粘性中

黄掲色土粒極小～小 1～ 3% 焼土粒含む
2 7 5YR2/3黒 掲色 ンル ト しまり中～強 粘性中

黄褐色土粒極小～小 3～ 5% 焼土粒含む
75YR3/3暗 掲色 シル ト しまり中～強 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 3%
5YR5/8 朋赤掲色シルト しまり強 粘性弱 10YR2/3黒 褐色ンル トがブロッ
7 5YR4/3掲色 ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小
7 5YR2/1黒 色ンル ト しまり弱～中 粘性中 黄褐色土粒極小 1%

炭化物粒極小～小 1～ 3%

炭化物粒極小～小 3～ 5%

B'

-

0      1      2m

F'

-

Ⅳ 検出された遺構

H'

坤

ク状に混入
1%

陣
捌 m

陣
200m

酔
ワ∞ m

申

酔
別 m

E'

…

(301号 住E― E')
1 5YR5/8 明赤褐色ンル ト しまり強 粘性微弱

10YR2/3黒 褐色ンル トがブロック状に混入
炭化物極小 1%未満

2 10YR4/6 掲色ンル ト しまり強 粘性微弱
炭化物粒極小 1%未満

3 5YR4/8 赤褐色シル ト しまり強 粘性弱
炭化物粒極小 1%未満

4 7 5YR5/8明 掲色ンル ト しまり中 粘性中
炭化物粒極小 1%未満

(301号 住F― F')
1 5YR4/8 赤褐色 ンル ト しまり強 粘性弱

10YR2/2黒 褐色 ンル トがブロック状に lヶ 所
2 5YR3/4 暗赤褐色 ンル ト しまり強 粘性中

炭化物粒極小 1%未満
3 10YR4/6掲 色 シル ト しまり中 粘性中

黄掲色土粒極小 1%未満 炭化物粒小 1%未 満

G'

-
(301号 住G―G')
1 5YR5/8 明赤褐色 シル ト しまり強 粘性弱

10YR2/3黒 褐色 ンル トがブロック状に混入
2 10YR3/4暗 褐色 ンル ト しまり中 粘性中

10YR5/8黄 褐色 シル トがブロック状に lヶ 所
炭化物粒小 1%未満

3 5YR4/8 赤掲色 ンル ト しまり強 粘性中
炭化物粒極小 1%未 満

陣
測 m

脚

(301号 住c― c')

1 75YR2/2黒 褐色ンル ト しまり弱
粘性弱 炭化物粒極小～小 1%未満
黄褐色土粒極小～小 1～ 3%

2 75YR3/3暗 掲色ンル ト しまり中
粘性弱～中 炭化物粒極小～小 1%
未満 黄褐色土粒極小～小 3～ 5%

(301号住H― H')
1 5YR5/6 明赤褐色シル ト しまり中

粘性弱
2 5YR5/6 明赤掲色ンル ト しまり中

粘性弱 (3層 より明るい色 )

陣
捌 0弓

'

脚 ∞ゴ
'

(301号 住a― a')
1 10YR3/2黒 褐色 ンル ト しまり中

粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
2 10YR4/4褐 色 シル ト しまり中

粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
3 10YR3/4 暗掲色 ンル ト しまり中

粘性弱 炭化物粒極小 1%未満

(301号住b― b')
1 10YR2/3黒 褐色 ンル ト しまり中

粘性弱 炭化物粒極小～小 1%未満
2 10YR3/2黒 褐色 ンル ト しまり中

粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
黄褐色上位極小 1%

3 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色ンル ト
しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未満

(301号 住d― d')
1 10YR3/4 暗褐色 シル ト

しまり弱～中 粘性中
炭化物粒極小～小 1～ 3%

2 10YR4/6 掲色 ンル ト

しまり中 粘性中 炭化物
粒含む

0        05        1m

(301号 住 )

Pit―No 1 2 3

径 (cm) 24X12 25× 18 33× 31

深さ(cm)

4 6 7

30X30 30× 80 25× 20 25× 23

23

8 9 11

35× 25 35X31 33× 31 23× 15

12 13 15

38× 30 49× 43 56× 50 30× 24

17 19

21X19 41× 39 22X19 24× 20

25

21

80× 25 33X30 23× 21 33× 27

27X2珀 51X42 27× 24 27X24

21× 18 27× 24 39× 39 27× 21

30× 27 24× 21 39× 86 33× 30

17

42× 33 30× 27 27× 21 36× 30

第29図 301号住 (2)
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(302号 住A― A' ・B― B')
1 75YR3/2黒 褐色 ンル ト しまり中～強 粘性中 炭化物粒極小～小 1% 焼土粒

黄褐色土粒極小～小 1～ 3%
2 75YR3/2黒 褐色シル ト しまり中～強 粘性中 炭化物粒極小～小 1% 焼土粒

黄褐色土粒極小～小 1～ 3%(1層 と同じだがやや暗い)

3 75YR2/2黒 褐色シル ト しまり中 粘性弱～中 黄褐色土粒小～中 3～ 5% 炭化物粒・焼土粒含む
4 75YR4/4褐 色 ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小～小 1%未満
5 7 5YR2/2黒 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱～中 黄褐色土粒極小 1%未満 炭化物粒・焼土粒含む
6 5YR5/8 明赤褐色ンル ト しまり強 粘性無
7 75YR3/3暗 褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 3～ 5% 炭化物粒含む
8 7 5YR3/4暗 褐色シル ト しまり中 粘性弱～中 黄褐色土粒小 1%未満
9 10YR4/4褐 色 ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒含む
10 5YR4/8 赤褐色シル ト しまり中～強 粘性微弱

C L=280700m C'

坤

(302号 住C― CI)
1 5YR5/8 明赤褐色シル ト しまり強 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
2 7 5YR4/6褐 色シル ト しまり強 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
3_10YR4/6褐 色シル ト しまり強 粘性中 明赤褐色の焼土粒中 1%未満
4 10YR4/8赤 褐色ンル ト しまり強 粘性中 10YR4/6褐 色シル トをプロンク

状に混入 炭化物粒極小 1%未満
5 7 5YR5/8明 掲色ンル ト しまり強 粘性中

(302号 住D―D')
1 5YR4/4 にかい赤褐色シル ト しまり中 粘性中 10YR3/2黒 褐色シル トを

プロック状に含む 炭化物粒小 1%未満
2 5YR4/8 赤褐色シル ト しまり強 粘性弱 10YR2/3黒 掲色ンル トを

ブロック状に含む 炭化物粒極小 1%未満
3 7 5YR4/6褐 色シル ト しまり強 粘性弱 10YR2/3黒 褐色シル トを

プロック状に含む

Ⅳ 検出された遺構

(302号 住E― E')
1 5YR5/8 明赤褐色 シル ト しまり強 粘性無
2 5YR4/8 赤褐色シルト しまり中～強 粘性微弱

:::::::::::it:!!i::亡
!亡!:::::::三 こ

`!;::妻

:::::ラ
テ=三

三正三i「

'

(302号 住F―F')
1 5YR5/8 明赤褐色 ンル ト しまり強 粘性無 (強い焼成)

2 5YR4/8 赤褐色ンル ト しまり中～強 粘性微弱 (焼土 )

0        05        1m

降
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≒
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咋

(302号 住a― a')
1 10YR4/4褐 色シル ト しまり強 粘性弱 炭化物粒極小1%未満
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≒

」'

坤
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(302号 住 )

Pit No 1 2 3

径(cl) 26× 26 27× 24 17X16

深さ( 102

4 5 6 7

43× 28 30× 27 27× 24 18X16

10 15

8 9 10

21X17 25× 20 35× 21 48X35

36× 31 30× 26 60× 57 27× 24

16 17

33X33 33X30 21× 21 27× 24

24X14 30X30 42× 27 86X33

36× 30 23× 20 26× 21 39× 27

11

33X27 36× 30 27× 24 27× 27

48

33× 33 27X27 24× 24 27× 24

33X33 18X18 48X39 57× 57

12
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1 住居跡

[壁・床面]明 確な壁は確認することができなかった。床面はかたく締まっており、平坦である。

[柱穴]Pitを 40基確認 した。 これらの配置、底面 レベル等を総合的に判断 し、 2棟分の建物配置が可能

であると考えた。Pit 2・ 5・ 10・ 12・ 17・ 27・ 29・ 36が 30卜 a住を、Pit 9・ 11・ 14・ 16。 27・ 32・ 39が

302b住を構成する。

[炉]全 部で 3基確認 している。302-a住 は 3基、302b住は 2基の炉を伴うと判断した。すべて地床炉

であり、住居の長軸線上に配置される。

[出土遺物]Nα272～289の上器、N6155の 上製品、Nα108～121の剥片石器・石製品、Nα50～59の礫石器が出

上している。(第 13・ 14・ 73～ 75。 183・ 194・ 195。 245～247図、写真図版166・ 167・ 228・ 233・ 257・ 258)

303号住居跡 (第32・ 33図、写真図版26・ 27)

[位置 。検出状況]KШ  c2、 KⅢ d2～ d4、 KⅢ e3～ e4グ リッドに位置する。耕作による撹乱層

(Ⅳ層上部まで達する)を除去 したところで黒いシミを検出した。

[重複]310号焼土、313号土坑、485号土坑と重複する。新旧関係について、310号焼土は当該住居より新

しいことを、313号土坑は同時期もしくは古いことを断面にて確認 した。また検出状況ならびに断面観察か

ら485号土坑→303号住の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]303-a住の平面形は隅丸長方形ないしは長楕円形で、規模は最大で長径が12.lm、 短径

が6.Omである。遺構西側から南側にかけて周溝を検出した。303b住については、303a住の床面精査中

にわずかではあるが黒っぽいシミと、周囲よりもやや硬 く締まる節囲が広がることを確認 したことなどによ

り、拡張もしくは縮小の可能性があると推測した。

[覆土・堆積状況]覆 土は褐色～暗褐色土主体で、炭化物粒ならびに黄褐色土粒が混入する。

[壁・床面]西 側の壁は比較的急であるが、東側の壁はゆるやかで周溝も確認できなかった。床面は炉の

位置する中央部付近が若千窪んだ様相を示すものの、おおむね平坦である。

[柱穴]Pitを 27基確認 した。これらの配置、底面 レベル等を総合的に判断し、 2棟分の建物配置が可能

であると考えた。Pit 2・ 4・ 9・ 10・ 14・ 20・ 22。 26・ 27が301a住を、Pit 7・ 13・ 16・ 25が302b住

を構成する。

[炉]全 体で 4基確認 している。303a住は 4基、303b住は 2基の炉を伴うと判断した。いずれも地床

炉で、住居の長軸線上に配置される。

[出土遺物]Nα290～ 297の上器、Nα156の上製品、Nα122～ 126の剥片石器・石製品、Nα60～ 63の礫石器が

出土 している。 (第 14・ 75・ 76・ 183・ 195。 247図、写真図版167・ 228・ 且33。 234・ 258)

304号住居跡 (第34・ 35図、写真図版27・ 28)

[位置 。検出状況]JⅢ j2～ j3、 KⅢ a2～ a3、 KⅢ b3～ b4、 KⅢ c3～ c4グ リッドに位置する。

■層下部で楕円形の黒いシミを検出した。

[重複]当 初は重複のないものとして掘りすすめていったが、掘り上がりの周溝の状況や断面観察などか

ら判断して、重複の可含留l■が考えられたため、大形住居の北西部分への拡張と判断した。

[平面形・規模]平 面形は不明であるが、長方形ないし楕円形と推測される。規模は確認された部分のみ

で、304a住が長径 (14.2)m、 短径5.8m、 30牛 b住が長径 (8.2)m、 短径5.lmで ある。

[覆土・堆積状況]覆 土は褐色～黒褐色土主体で、炭化物粒ならびに黄褐色土粒が混入する。

[壁・床面]周 溝のめぐる区域の壁は比較的急である。周溝のめぐらない区域の壁はゆるやかで、中軸線

すなわち炉付近がもっとも低くなっている。
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(303号住A― A'
1 75YR2/1
2 10YR4/4
8 10YR3/3
4 5YR4/8
5 10YR2/3

焼土粒含む
6 10YR3/3
7 75YR4/6
8 5YR4/4
9 75YR4/6
10 5YR3/6

C T_の

(303号 住C― C')
1 5YR3/6 暗赤褐色 ンル ト
2 5YR4/8 赤掲色 ンル ト

酔 ・
閉 Om

1 住居跡

・B― Bり
黒色 ンル ト しまり中 粘性無
褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小1%未満 黄褐色土粒極小 1% 焼土粒含む
暗褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～小 1% 黄褐色土粒極小 1%
赤褐色シル ト しまり強 粘性弱
黒褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土ブロ ック小lヶ 所 炭化物粒極小 1%

暗褐色シル ト しまり弱 粘性無
褐色 シル ト しまり中 粘性弱～中 焼土プロック小 2%
にぶい赤褐色シル ト しまり強 粘性中
褐色シル ト しまり強 粘性中
暗赤褐色シル ト しまり強 粘性中 暗掲色土ブロック3%

C'

しまり強
しまり強

粘性中 暗褐色土ブロック3%含む
粘性中 (1層より焼成弱い)

(303号 住E― E')
1 5YR4/8 赤掲色ンル ト しまり強 粘性弱 焼土ブロンク

小 3%含む
2 5YR4/6 赤褐色シル ト しまり強 粘性中
3 75YR4/6褐 色シル ト しまり強 粘性中 (漸移層的土層)

D'

(303号 住D― D')
1 10YR 3/4暗 褐色ンル ト しまり強 粘性中
2 75YR4/6褐 色 ンル ト しまり強 粘性弱
3 5YR3/4 暗赤褐色ンル ト しまり強 粘性中
4 75YR4/6褐 色 ンル ト しまり強 粘性中 (3層 より焼成が弱い)

降

脚 Om

(303号 住F― Fつ
1 5YR4/6 赤褐色 ンル ト しまり強 粘性中
2 5YR4/4 にぶい赤褐色 ンル ト しまり強 粘性中
8 7 5YR3/3暗 褐色 ンル ト しまり中 粘性中 焼土ブロック小 2%含む

G'

…

雅
別 制 Om

世
脚 ∞ m 」'

坤

0        05        1m

0       1       2m

H'
≒

I'

≒陛
路
・

帥 Om

L=281200m

(303号 住 )

Pit No と 2 3

径 (cu) (23)× 21 46X42 42X25

深さ (cm) 24

4 5 6 7

32× (28) 40× 35 23× 22 42X33

9 11

26× 23 29× 22 46X30 18× 17

17

13

と5× 15 40× 30 29× (29) 30× 24

16 17

30X27 42× 27 42X39 30× 24

61

30.X27 30× 27 24× 24 27X27

73

36× 33 27× 27 33× 33 33X33
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(304号住〉

枷一〕サ(304号 住a― a')

1 10YR5/8黄 褐色粘土質シル ト主体に
10YR2/3黒 褐色ンル トが混入
炭化物粒極小 1%未満

Ⅳ 検出された遺構

(304号 住c― c')

1 10YR3/4暗 褐色シル ト しまり強 粘性弱
炭化物粒極ノ〕ヽ1%未満

2 10YR4/6褐 色 ンル ト しまり強 粘性中
黄褐色土粒小 5% 炭化物粒小 1%未満

3 10YR4/4褐 色シル ト しまり弱 粘性中
黄褐色土粒小～大 1%未満 炭化物粒小 1%未満

酔
劇 0咽

'

酔
000m

坤

(304号 住b― bり
1 10YR3/4 暗褐色 ンル ト
2 10YR4/4褐 色ンル ト

黄褐色土粒極小 1%未満
3 10YR4/6褐 色ンル ト

炭化物粒小 1%未満

しまり強 粘性弱
しまり強 粘性弱
炭化物粒極小～小 1%未満

しまり弱 粘性中

◎
Ｐｉｔ・４

Ａ引
◎B,7

фI■ 8

○
部 ひ

A'
ト

だ

脚
③

⑥
Ｐｉｔ‐２

Ｐｉｔ‐９⑮

舗
埓
イ

Ｐｉｔ‐３⑨

b一‐―‐―‐

牛L=282300m

Qだ

Pit15

酔
削 Om

B'

≒ 酔
劇 OmJ'

酔
劇 Om

F'

坤

中
中

性
性

粘
粘

中
弱

(304号 住F―F')
1 75YR4/4褐 色粘土質シル ト しまり弱 粘性強

(304号 住E― E')
1 5YR4/4 にぶい赤褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性強

焼土ブロック小 1% 暗褐色土ブロック混入
2 7 5YR4/4褐 色粘土質ンル ト しまり中 粘性強

0        05       1m 0        1        2m

(304号 住A― A' ・B― B')
1 10YR2/3黒 褐色シル ト
2 10YR3/4 暗褐色 シル ト
3 10YR4/4褐 色ンル ト
4 7 5YR3/3暗 褐色シル ト

焼土粒極小 1%
5 10YR2/2黒 褐色 シル ト
6 75YR4/6褐 色ンル ト

しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%
しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒極小 1～ 2%

しまり中 粘性弱 炭化物粒小1%未満
しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小 1%

しまり弱 粘性無 炭化物粒極小 1%未満
しまり弱 粘性弱

D'

坤 酔
Ю∞ m

E'

コ

(304号 住D―D')
1 5YR4/8 赤褐色ンル ト しまり強 粘性弱
2 5YR4/6 赤褐色ンル ト しまり強 粘性中 暗褐色土粒極小～小 5%
8 7 5YR3/4暗 褐色ンル ト しまり強 粘性中 (暗褐色土主体に焼上が混入)

4 7 5YR3/3暗 褐色ンル ト しまり中 粘性中 焼土粒小20%
5 7 5YR4/6褐 色粘土質シル ト しまり強 粘性強

(304号 住C― C')
1 75YR3/4暗 掲色 シル ト
2 75YR3/2黒 褐色シル ト

黄褐色土粒極小 5%

酔
劇 Om

第34図 304号住 (1)
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Ⅳ 検出された遺構
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(304号 住)

P■―N。 1 2 3 J 5 6 7 8 9 11

径 (on) 26× 22 25× 20 38X22 26X24 43X33

深さ(cm) 47

12 13 [7

56X54 43X42 48× 36 38× 34 42X38 40X40 34× 28 28× 26

20
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1 住居跡

[柱穴]Pitを 21基確認 した。これらの配置、底面 レベル等を総合的に判断し、 2棟分の建物配置が可能

であると考えた。Pit10・ 11・ 13・ 14・ 17・ 21が304b住を、これらにPit l・ 2・ 407を加えて304-a

住を構成する。

[炉]全 部で 5基確認 している。304b住は東側 3基の炉を伴うと判断した。いずれも地床炉である。

[出土遺物]No,298～ 315の 上器、Nα 127～ 148の剥片石器・石製品、N664～ 74の礫石器が出土 している。

(第 15・ 16・ 76～ 78。 195～ 197・ 248・ 249図、写真図版167・ 168・ 234・ 258。 259)

305号住居跡 (第 36～ 38図、写真図版29～ 31)

[位置・検出状況]JⅢ  i3～ i4、 JⅢ j3～ j5、 KⅢ a4～ a5、 KⅢ b4～ b5、 KⅢ c4～ c5グ リッ

ドに位置する。平成12年度に耕作による撹乱層を除去 したところで検出したが、精査をすすめるうちに遺

構が調査区外にまで延びていることがわかり、遺構の南東側約 4分の 1は平成13年度になってから検出・

精査を行った。

[重複]調 査の段階において、床面 レベルがほぼ一定で段差等が確認されないことから、床面をめぐる周

溝の状況をおもな判断材料とし1棟の大形住居の中心付近に小形の方形基調をなす住居が重複 しているか、

あるいは住居内の間仕切りという認識で精査をすすめた。その後、室内整理の段階で図面等を検討 したとこ

ろ少なくとも2棟の住居が重複 しているという判断に至った。新旧関係については断面から東側の住居→西

側の住居という順に構築されたものと判断した。また、316号土坑、317号土坑、402号土坑、403号土坑、

486号土坑とそれぞれ重複 している。構築順は次のとおりである。316号土坑317号土坑、403号土坑はいず

れも重複する住居部分よりも古い。402号土坑、486号土坑は不明。隣接する302号土坑と重複 している可能

性が考えられるが、遺構を検出した時点ではすでに判断できない状況であった。

[平面形・規模]西 側に位置する住居 (305b)の平面形は長方形で周溝がめぐる。規模は長径10.6m、

短径5.5mである。東側に重複する住居 (305a)の平面形はやや不整な長方形で規模は長径16.7m、 短径

5.6mである。305c住居と305d住居の規模については壁もしくは周溝の範囲が特定できなかったため、

柱穴を結ぶ線で計測 した。その結果305c住は長径9.2m、 短径3.Om、 で305d住 は長径10.5m、 短径3.5

mであった。

[覆土 。堆積状況]黒 褐色土主体で炭化物粒が混入する。覆上のほとんどが撹乱を受けていたため、堆積

状況を確認することができたのは、床面からわずかの高さにすぎない。

[壁・床面]西 側の住居では床面中央付近がもっとも低 く、ゆるやかな高まりを示 しながら周縁部へと向

かい周溝の外縁がそのまま壁をなす壁自体の傾斜は急である。周溝は深いところで上端との高低差が25cm

程度を示す。

[柱穴]Pitを 77基確認 した。これらの配置、底面 レベル等を総合的に判断し、 4棟分の建物配置が可能

であると考えた。Pit34・ 40・ 45・ 52・ 60・ 67・ 71が 305-a住 を、Pit l・ 2・ 4・ 8・ 10・ 13・ 26・ 35。

41が305b住を、Pit21・ 23・ 33・ 39・ 36・ 43・ 49・ 51・ 55が305c住を、Pit44・ 48・ 53・ 58・ 62・ 69・

73が305d住をそれぞれ構成する。

[炉]こ の範囲において全部で 8基の炉が確認された。一部共通 して使用された炉も存在すると仮定し、

305a住は 4基、305b住が 4基、305c住が 4基、305d住が 3基の炉を伴うと判断した。炉が検出さ

れた床面 レベルに違いはほとんど無 く、どの炉がどの住居に該当するものなのかということについては判断

が難 しかった。

[出土遺物]No316～ 332の 上器、地149～ 159の剥片石器・石製品、Nα75。 76の礫石器が出土 している。

(第 16・ 17・ 78・ 79。 197・ 198・ 250図、写真図版168・ 169・ 234・ 235・ 259)

―- 68 -―



Ⅳ 検出された遺構
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口

1

②
Pit39

⑭
Ｐｉｔ５７

営

③
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び
486号土坑

302号土坑

Pit37   唱
T

下■t8
KⅢ a5

Pit26

○
Pit27

撹  乱

(305号 住A―A' ・B― B' ,C― C')
1 10YR2/3 黒褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土ブロック小～中 1% 炭化物粒小 1%未満
2 10YR4/6褐 色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土ブロック小～中 1% 炭化物粒極小 1%未満
3 10YR3/4 暗褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
4 10YR2/3黒 褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%未満 炭化物粒極小～小 1%
6 10YR2/2黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
6 10YR4/6褐 色ンル ト しまり弱～中 粘性中 (漸移層的土層)

7 10YR2/3黒 褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%未満 炭化物粒極小～小 1%
黒褐色土粒中～大含む

8 10YR5/6黄 褐色粘土質シル ト ブロック状 (撹乱による)

9 10YR3/3 暗褐色シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土ブロック中～大 3%
10 5YR5/8 明赤褐色ンル ト しまり中～強 粘性無
11 5YR5/8 明赤褐色ンル ト しまり中～強 粘性無
12 5YR5/8 明赤褐色ンル ト しまり中 粘性中
13 5YR5/8 明赤褐色ンル ト しまり中 粘性弱
14 5YR4/8 赤褐色ンル ト しまり中 粘性弱 10YR3/4暗 褐色 ンル トがブロック状に混入
15 75YR5/8明 褐色シル ト しまり強 粘性中 炭化物粒極小 1%未満
16 75YR5/8明 褐色シル ト しまり中 粘性中 10YR3/4暗 褐色シル トがブロック状に混入
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鼈
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第36図 305号住 (1)
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正 三 三 三 :!li'

木根

(305号 住D― D')
1 5YR5/8 明赤褐色シル ト しまり中～強
2 7 5YR5/8明 褐色ンル ト しまり強 粘性中

酔
と∞ Om

陣
別 ∞ mず

'

陣
弦 側 OHぶ

'

1

(305号 住B―E')
1 5YR4/6 赤褐色ンル ト しまり弱～中 粘性微弱

陛
能 劇 Om

Ⅳ 検出された遺構

G'

≒

(305号 住H―H.)
1_5YR6/8 橙色ンル ト
2 5YR4/6 赤褐色ンル ト

陣
Z∞Om

しまり強 粘性無
しまり中 粘性弱

粘性無
炭化物粒極小 1%未満

F'

≒

しまり中 粘性強
炭化物粒極小 1%

(305号 住I― r)
1 5YR5/8 明赤褐色シル ト しまり強 粘性弱

10YR3/4暗 褐色シル トがプロック状に混入
2 75YR5/8明 褐色シル ト しまり強 粘性中

10YR3/4暗 褐色ンル トがプロック1大に混入
炭化物粒極小 1%未満

」'

当

粋
路と∞ Om K'

…

(305号 住K―K')
1 10YR3/4暗 褐色ンル ト しまり弱 粘性中

焼土粒小 1%未満
2 5YR4/8 赤褐色 ンル ト しまり中 粘性弱

10YR3/4暗 褐色シル トがブロック状に混入
3 5YR4/4 にぶい赤掲色シル ト しまり中

10YR3/4暗 褐色 ンル トがブロック状に混入

L=282 100 rn

b          b'

炭化物粒極小 1%未満

粘性強
炭化物粒極小 1%未満

0        05        1m

「一〕イⅥヽ‐‐ＨＵ

(305号 住b― b')
1 10YR3/4暗 褐色ンル ト しまり強 粘性中

炭化物粒小 1%未満
2 10YR3/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性弱
3 10YR2/3黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性中

黄褐色土粒極小 1%未満 炭化物粒小 1%未満

日

' ?:翡

設譜 ξ泥

')暗

褐色 ン,レ ト しまり弱 粘性中
黄褐色土ブロック混入 炭化物粒極小～小 1

%未満

1

(305号 住G― G')
1 5YR5/8 明赤褐色ンル ト しまり中 粘性中～強
2 5YR4/6 赤褐色シル ト しまり中 粘性弱

酔
Ю∞ m弓

'

〕Ｖ

(305号 住c― cり

1 10YR3/2黒 褐色シル ト
黄褐色土粒極小 1%未満
未満

(305号 住F―F')
1 5YR5/8 明赤褐色シル ト しまり中～強 粘性無
2 5YR4/6 赤褐色 ンル ト しまり中 粘性弱

(305号 住」―Jり
1 5YR5/8 明赤褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
2 7 51rR5/8明 褐色ンル ト しまり中 粘性中

10YR3/4暗 褐色ンル トがブロック状に混入 炭化物粒極小 1%未満

3 10YR5/8黄 掲色粘土質ンル ト しまり強
粘性強 炭化物粒極小 1%未満

第37図 305号住 (2)
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1 住居跡

畦
雅 則 Om L'

≒

陸
崩 範Om M'

≒

性
期 櫛 Om N'

坤

O'
坤粋

2824∞ m

P  L=282400m

ー

P'

…

(305号 住 )

Pit―No 1 2 3 4 5 6 7 8 11

径 (cn) 21× (18) 19× (18) 38× 20 38X29 13X(13) 34X34 42X33 21× (19)

深 さ(cm) 7

12 [3 17 18

33× 31 25× 17 19× 18 15X13 20X18 31× 25 18X15

67 16

30× 23 16× (15) 29× 25 25× (23) 15× (14) 40× 38 30× 23 30× 29 25× 24 34× 28

14 17

47

40× 24 18× (16) 20× (20) 33× 23 54× 46 28× 22 18× (18) 28X28

60 37 18 5

8

25× (25) 24× 24 35× 28 28× 26 33X30 32× 30 27× 26 38× 24 30× 30

71

36× 36 27× 27 33× 80 45X39 27× 27 33X30 36× 30 86× 27 27× 21 朱番

48

77

42X57 0       1      2m

―- 72 -―
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Ⅳ 検出された遺構

(306手許4差〉

′

Ⅲイ

(306号 住F― Fり
1 5YR5/8 明赤褐色ンル ト しまり中～強
2 75YR4/6褐 色シル ト しまり中 粘性弱
3 10YR4/6褐 色シル ト しまり中 粘性弱

G L=282000m

ー

木根     
ヤ

粘性無

炭化物粒極小 1%未満

G'
≒炉

(ζここ】)
じ
ｒ

Ｐｉｔ５０Ｃ
卵

(306号 住G―G')
1 5YR6/8 橙色シル ト
2 5YR4/6 赤褐色シル ト
3 10YR2/3黒 褐色 シル ト

L=282000m

無性
弱
弱

粘
性

性

粘
粘

強一
中
中

中

り
り

H'

木根

A'

ト

Ａ
引 Pitl 炉 7

0
⑤ 炉 8 騨鱒 ヾ蝉

ニ

Φ
炉 4

‖
e   e' f   f'
円  中

サ
炉 5

廻 t,

Ｐｉｔ７０
d'

性

弱

粘
性粘

弱
　
　
　
弱

り
中

　
　
り
中

炭化物粒極小 1%未満

粘性弱 炭化物粒小 3～ 5%(柱痕 ?)
粘性中 黄褐色土粒小10%(掘 り方 ?)

しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小～小10%
しまり中 粘性中 炭化物粒極小3%

しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小 1%

しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%

しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1%

団

Q35

仁上ぎ32300m

い
下

D'

坤

2

(306号 住A― A'
1 10YR2/3
2 10YR4/6
3 10YR3/4
4 10YR4/4
5 10YR5/6
6 5YR5/8

A'
当

E'

…

' L=282300mー 2

C  L=282000m
トーー

坤 ・B― B')
黒褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%
褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱 (漸移層)

暗褐色シル ト しまり弱 粘性無 黄褐色土粒極小～小 1%
褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 3～ 5%
黄褐色粘土質ンルト (地山プロック)

明赤褐色ンル ト しまり中 粘性微弱

0       1      2m

C'

…

粋 ゼ財000m

雅

路 細 Om

(306号 住D―Dり
1 5YR4/6 赤褐色シル ト しまり中 粘性弱
2 10YR4/4褐 色ンル ト しまり弱～中 粘性微弱

黄褐色土粒極小 1% 炭化物粒小 1%未満

(306号 住E― E')
1 7 5YR6/8橙色シル ト しまり中～強 粘性無
2 5YR5/8 明赤褐色ンル ト しまり中 粘性微弱
3 7 5YR4/6褐 色シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒小 1%未満
4 10YR2/3黒 褐色シル ト しまり弱 粘性微弱 黄褐色土粒極小 1%

0        05        1m

(306号 住H― H')
1 75YR4/6褐 色シル ト しまり中～強 粘性弱

炭化物粒極小 1%未満
2 10YR3/4暗 褐色シル ト しまり弱 粘性弱

L=281900m Lと 281900m L=281900m L=282 100 m L=282 100 m L=282100m

a        a'  b b'c    c'

―

 卜引  

―

鰯
(306号 住a― a')
1 10YR3/4暗 褐色シル ト
2 10YR4/6褐 色シル ト

(306号 住b― b')
1 10YR3/4暗 褐色ンル ト
2 10YR4/4褐 色ンル ト

(306号 住c― c')

1 75YR3/3暗 褐色ンル ト
2 7 5YR4/3褐 色ンル ト

(306号 住d― d')
1.10YR4/6褐 色ンル ト

(306号te― e')

1 7 5YR3/3暗 褐色ンル ト

(306号 住f― r)
1 75YR3/4暗 褐色ンル ト

黄褐色土粒極小 1%未満

ｄｄ出予
Ｐｉｔ２

〔

）

。

フ

(306号 住C― Cり
1 5YR5/8 明赤褐色ンル ト

粘性微弱
2 5YR4/8 赤褐色ンル ト

粘性弱
3 75YR5/6明 褐色ンル ト

粘性弱

しまり中

しまり中

しまり中

(306号 住)

Pit―No 1 2 3 4 5 7 8 9

径 (cll) 42X36 33× 33 33X30 48× 39 36X36 33× 30 42X39 42× 36 30× 27 57× 51

深 さ(cal) 53

第39図 306号住
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Ⅳ 検出された遺構

306号住居跡 (第 39図、写真図版32・ 33)

[位置・検出状況]KⅢ al～ a2、 KⅢ bl～ b2グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]調 査の段階において 1棟の大形住居と認識 し精査をすすめたところ、北側の林道下にまで遺構が

延びることが判明した (306b住 )。 床面の段差は確認 していないが、不規則な平面形と炉の配置から306

aと 306bの 2棟の大形住居が重複しているものと判断した。

[平面形 。規模]平 面形は長方形で、規模は確認できた部分のみで長径 (11.0)m、 短径 (4.8)mである。

[覆土・堆積状況]黒 褐色土主体の覆土であるも

[壁 。床面]306-aは住居西端部分に巡る周溝から壁が立ち上がるが、東端部分の壁がはっきりせず、長

軸方向の規模が不明確である。南側の壁の傾斜はゆるやかである。北側は別住居 (306-b住)と重複して

いるため、壁を確認できていない。

[柱穴]Pitを 10基確認 した。これらの配置、底面 レベル等を総合的に判断し、 2棟分の建物配置が可能

であると考えた。Pit l・ 2・ 9・ 10が306a住を、Pit 3・ 4・ 8・ 10が306b住をそれぞれ構成する。

[炉]全 部で 8基確認 した。306a住は 6基、306-b住 は2基の炉を伴うものと判断した。全て地床炉で

ある。

[出土遺物]陥 333～359の土器、h160～ 165の剥片石器、Nα77～80の礫石器が出土 している。 (第 17・ 80

～81・ 198・ 250図、写真図版169・ 1700235。 259・ 260)

307号住居跡 (第40図、写真図版34・ 35)

[位置・検出状況]JⅢ h2～ h3、 JⅢ i2～ i3グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]検 出段階では 1棟の住居として精査をすすめたが、掘り進めるうちに周溝が二重にめぐることが

判明した。 したがって拡張ないしは建て替えが行われている可含静l■が高い。

[平面形・規模]平 面形は円形で規模は径4.4mである。内側の周溝は径約3.3mで めぐると推定される。

[覆土・堆積状況]黒 褐色土主体である。住居の拡張や建て替えを示す堆積状況は断面観察からは確認す

ることができなかった。

[壁・床面])ヒ側の壁は周溝の外縁から立ち上がり、傾斜は緩やかである。南側の壁については明確な立

ち上がりを確認することはできない。

[柱穴]Pitを 6基確認 した。このうち中央部のPit2 0 4を この住居にともなう主柱穴とし、 2回の建替

えないしは拡張が行われたものと判断した。

[炉]な し。

[出土遺物]Nα360～364の上器、Nα 166・ 167の剥片石器が出上 している。 (第 17・ 82・ 198図、写真図版

170・ 171・ 235)

308号住居跡 (第41図、写真図版35)

[位置・検出状況]」Ⅲ il～ i2、 JⅢ jl～ j2グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]南 西側で351号土坑と接する。

[平面形・規模]平 面形は円形で、南東側に不整な張り出しが見られる。張り出しを含めると不整なひょ

うたん形として認識できる。規模は張り出し部を除き径約3.3mで ある。

[覆土・堆積状況]黒 褐色土主体で炭化物粒ならびに黄褐色土粒が混入する。床面ないし壁際には前述の

上層よりも薄い褐色土層が堆積 していた。

[壁・床面]西 側の壁は周溝から急に立ちあがるが東側の傾斜は緩やかである。

―- 75 -―



1 住居跡

(307号 住a― a')
1 10YR3/3暗 褐色シル ト しまり弱 粘性弱

炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%未満

(307手予4差〉

報色

Ａ引

(307号 住A― A' ・B― B')
1 10YR2/3黒 褐色 シル ト しまり弱～中 粘性微弱

炭化物粒極小～小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%未満
2 10YR4/4褐 色シル ト しまり弱 粘性弱

(漸移層的土層)

0       1      2m

螂

'

M蝙 絨簸 獄
黄褐色土粒極小 1%未満

しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%
しまり弱 粘性弱
炭化物粒極小 1%未満

0        05        1m
(307号 住 )

Pi←No 1 2 3 4 5 6

径(ca) 42X35 38X31 30× 25 35X30 40× 32 23X20

深 さ(cm) 58

―- 76 -一
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Ⅳ 検出された遺構

Ｅ

ｏ
ｏ
Φ
∞
且

A'

坤

∞

３６５

　

　

　

　

　

　

　

　

　

３６９

＼

0      1      2m

(308号 住A―A')
1 10YR2/3黒 褐色 シル ト しまり弱 粘性微弱 炭化物粒小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%
2 10YR2/2黒 褐色 シル ト しまり中 粘性微弱 炭化物粒極小～小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%未満
3 10YR4/4褐 色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小 1%未満
4 10YR2/3黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小1%未満

(1層 より暗く2層より明るい)

5 10YR2/3黒 褐色 シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%未満

(308手許准差〉

撹■,か郊2ns3い

荒.,か郊24

◎
P.1

£誤鰐D

撹■,か郊2°S8い

第41図 308号住
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1 住居跡

[柱穴]Pitを 1基確認 しており、この住居にともなう主柱穴とした。住居のほぼ中心に位置する。周溝や

壁についても丹よに検出を行ったがその他のPitは確認していない。

[炉]な し。

[出土遺物]配 365～ 374の 上器、配81の礫石器が出土 している。 (第 18・ 82～ 84・ 250図、写真図版171・

172・ 260)

401号住居跡 (第42・ 43図、写真図版86) ―

[位置 。検出状況]KⅢ i4～ i6、 KⅢ j4～ j5、 LⅢ a4～ a5グ リッドに位置する。用水路西側で耕

作による撹乱層を除去 したところで検出した。用水路によって分断されている。

[重複]確 認 していない。

[平面形・規模]平 面形は長方形で、規模は長径12.6m、 短径5.5mである。

[覆土・堆積状況]黒 褐色土～褐色土主体で炭化物粒ならびに黄褐色土粒が混入する。

[壁・床面]明 確な壁の掘り込みを確認することはできなかったが、精査をすすめるうちに検出したプラ

ンの外縁に周溝がめぐることが判明したためこれを住居のプランとした。床面はほば平坦であるが、住居中

央軸すなわち炉の付近が若干低まっている。

[柱穴]Pitを 30基確認 している。これらの配置、底面 レベル等を総合的に判断し、 2棟分の建物配置が

可能であると考えた。Pit l・ 4・ 6・ 10。 15。 16・ 23・ 28が401a住を、Pit 7・ 8・ 15・ 17・ 24・ 27が

402-b住 を構成する。

[炉]2基 確認 している。いずれも地床炉である。

[出土遺物]No375～393の上器、Nα168～ 176の剥片石器・石製品、No82～88・ 90の礫石器が出上 している。

(第 18・ 19・ 84～ 86・ 198・ 199・ 250・ 里51図、写真図版172・ 173・ 235・ 260)

402号住居跡 (第44・ 45図、写真図版37)

[位置・検出状況]KⅢ i7～ 18、 KⅢ j7～ j8グ リッドに位置する。用水路西側で耕作による撹乱層を

除去 したところで検出した。検出時、周囲の土と住居の覆土との違いがほとんどなく、遺構としての判断に

迷ったが、精査をすすめるうちに炉と思われる焼土を検出したため住居として登録 した。

[重複]403号住、416号土坑、401号陥 し穴と重複する。新旧関係については断面観察等から402号住→

401号陥し穴、402号住→403号住の順で構築されたものと判断した。401号陥し穴と403号住の新旧関係につ

いて、断面図よれば401号陥し穴→403号住という堆積の順番が読み取れ、この順番で遺構が構築されたも

のと解釈される。 しかしながら401号陥し穴はいわゆる溝状の陥し穴であり、各住居の時期 (大木 5式期)

と比較 した場合、より新 しい時代に構築されたものと解釈されるのが一般的である。 したがってこの部分に

関しては、土層断面の分層の仕方に問題があったものと考えている。416号土坑との新旧関係は不明である。

[平面形・規模]平 面形は楕円形と推測される。規模は推定部分を含め長径 (8.0)m、 短径 (6.1)mで

ある。

[覆土・堆積状況]黒 褐色土主体で、炭化物粒が混入する。

[壁・床面]壁 はほとんど確認することができなかった。遺構の北端部に周溝と思われる溝が一部確認さ

れている。床面は平坦であるが、住居外縁までの間にある柱穴と思われるPit付近にわずかながら段差をと

もなっている。

[柱穴]402号住と403号住あわせてPitを43基確認 している。これらのうちPit 2・ 15・ 32・ 34・ 36を この

住居にともなう主柱穴とした。
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0       1      2m

Ⅳ 検出された遺構

日

則

用

水 圏

　

＜

　

匿

聰

く401号住〉

cs  炉 1

浄ざ
簸

鰯

t17

瞥
田
るP型

駄 ⑪Pit28

第42図 401号住 (1)
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1 住居跡

(401号 住A― A' ・B― B')
1 7 5YR2/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極打ヽ～中10～ 20%(耕作による撹乱土層)

2 7 5YR2/3極 暗褐色 ンル ト しまり中～強 粘性弱 黄掲色土粒極小 1%未満 炭化物粒極小 1%未満
3 10YR2/2黒 掲色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 5～10% 炭化物粒極小～小 3%
4 7 5YR4/4褐 色ンル ト しまり弱 粘性弱 焼土粒極小～小 1%未満
5 5YR5/8 明赤褐色ンル ト しまり中～強 粘性微弱
6 5YR4/6 赤褐色シル ト しまり中 粘性弱
7 10YR3/3暗 褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土ブロック小～中含む (1～ 3%)
3 10YR3/3暗 褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小 5～10% 炭化物粒極小 1%
9 5YR4/4 にぶい赤褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱 焼土粒小～中 3%
10 5YR4/8 赤褐色シル ト しまり中 粘性弱 焼土粒小 1%
11 75YR2/1黒 色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小～小 1～ 3%
12 75YR3/3暗 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1% 焼土粒極小 1%
13 75YR4/6褐 色ンル ト しまり中 粘性弱～中
14 10YR3/3 暗褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%未満

L=280800m

―
予

Ａ静

0       1      2m

(401号 住a―が )

1 7 5YR2/3極 暗褐色 ンル ト しまり中～強 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%未満 炭化物粒極小 1%未満

(401号 住b― ∫)

1 75YR3/2黒 褐色ンル ト しまり中～強 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%未満
2 10YR4/6褐 色ンル ト しまり中 粘性中

(401号 住c― c')

1 75YR3/2黒 褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
2 10YR4/6褐 色シル ト しまり中 粘性中

0         05

(401号 住)

P■―No 2 3 4 5 6 7 8 9 10

径 (cnl) 66× 54 36X30 27× 24 54× 48 42× 36 45X39 51× 33 60X54 21X18 36× 27 33X33

深 さ(cl)

17

30× 24 45X33 21× 21 36X30 45× 42 33× 27 27X24 33X27 27× 24 45× 42 21× 21 69× 66

13

28

30× 27 33X30 24× 24 27× 24 30× 27 48X39 27× 21
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Ⅳ 検出された遺構

蝋  
く402・ 403号住〉

⑤

９２

Ｐｉｔ３４④ Pit35

◎
Ｐｉｔ３６

A'

-

Q02・ 403号 住A― A')
1.(耕作による撹乱)

2 75YR2/2黒 掲色ンル ト
3 75YR2/1黒 色シル ト
4 75YR3/4暗 褐色ンル ト
5 75YR2/3黒 褐色シル ト
6 75YR3/2黒 掲色シル ト
7 75YR4/4褐 色ンル ト
8 75YR2/2黒 褐色シル ト
9 75YR3/2黒 褐色シル ト
10 75YR2/3黒 褐色シル ト
11 75YR17/1 黒色ンル ト
12 75YR2/2黒 掲色シル ト
13 75YR2/2黒 褐色シル ト
14 75YR3/4暗 褐色シル ト

しまり弱 粘性弱
しまり弱 粘性弱

しまり弱～中 粘性弱
しまり弱～中～小 1

しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%
しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 3%

しまり中 粘性弱 (2層 より暗い)

しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小～4ヽ 3%
しまり中 粘性中 炭化物粒極小～小 5～10% 黄褐色土粒極小 1～ 3%
しまり弱～中 粘性微弱
しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1～ 3%
しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1～ 3%(8層 より明るい)

しまり中 粘性中 炭化物粒極小 3～ 5%

Xヾ⑥

，Ｏ

Ｐｉｔ‐２
　
　
　
　
　
　
伊
に

ュ
◎
甘
⑮

Ｄ

「

(402・ 403号住 )

Pit一No 1 2 5 6 7

径 (cl) 33× 27 36× 36 39× 30 39× 36 42X39 45× 39 42× 36

深 さ(ol) 4

9 11

33× 30 36× 33 51x30 33X30 42X39 27× 24 42× 39 30× 27

17 18

18X15 24X18 33× 27 54× 42 33X30 69× 21 33× 30 45× 42

51× 39 60× 30 39× 30 27× 24 39× 30 39× 24 39× 36 39× 27

23 27

34

42X42 39× 33 30× 27 30× 27 30× 30 39× 36 36× 30 39× 39

30

42X39 33× 21 42X33 33× 27

34

第44図 402・ 403号住 (1)
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L=280 600 m    L=280600m
a           a'    h            b'

―

  

―Vv Vv
(402・ 403号住a―。')

1 10YR3/3 暗褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～小 1% 黄褐色土粒極小 1%
2 7 5YR5/6明 褐色ンル ト しまり中 粘性弱 (掘 り方 ?)

(402・ 403号住b― b')
1 7 5YR3/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 1%未満 黄褐色土粒極小～小 1～ 3%

((402“ 03号住c― c')

1 10YR2/3黒 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小 5～ 10%
2 10YR2/3黒 褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1～ 3% 黄褐色土粒極小 5%

(1層より暗い)

3 10YR3/4 暗褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒小 1%未満

(402・ 403号住d― d')
1 10YR2/3黒 褐色 ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極4ヽ～月ヽ 3% 黄褐色土粒極小～小 5%
2 75YR4/3褐 色シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小～小 1～ 3% 黄褐色土粒極小～小 5%

(402・ 403号住e― e')

1 10YR3/3褐 色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小 1～ 3%

μ 三型 ∈3堅些坐___ギ
'千

些互
・

皇坐二墾聖翌上千

'杵
哩 鯉 呵

0        05

Ⅳ 検出された遺構

(402・ 403号住B― B' ・C― C')
1 7 5YR2/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性弱
2 7 5YR3/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小～ 3%
3 7 5YR2/3黒 褐色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小～小 5～10% 黄褐色土粒極小 1～ 3%
4 10YR4/4褐 色シル ト しまり弱 粘性弱～中 黄褐色土ブロック中～大 3%
5 7 5YR3/2黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
6 5YR4/6 赤褐色ンル ト しまり中 粘性微弱
7 7 5YR4/4褐 色シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満

P L=280 600m   P'

本根

牌

靴 削 Om

:J!ゼ
80500m E'

ン「
~~→

0       1      2m

(402・ 403号住D―D')
1 5YR4/6 赤褐色 ンル ト しまり中～強 粘性無
2 75YR4/6褐 色ンル ト しまり中 粘性弱

(402・ 403号住E― Eり
1 5YR4/8 赤褐色 シル ト しまり中～強 粘性無
2 5YR5/6 明赤褐色シル ト しまり中 粘性弱

(402・ 403号住F― Fつ
1 5YR4/8 赤褐色 シル ト しまり中～強 粘性徴弱
2 5YR5/6 明赤褐色シル ト しまり中 粘性弱

(402・ 403号住G― G')
1 5YR5/8 明赤褐色シル ト しまり中 粘性微弱
2 7 5YR5/8明 褐色シル ト しまり中 粘性弱

(402・ 403号住H― H')
1 5YR4/4 にぶい赤褐色 シル ト しまり中 粘性弱

酔
哨 ∞ mゴ

'p蝦
o呵

'

1

H'

-

第45図  402・ 403号住 (2)
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1 住居跡

[炉]2基 確認 している。いずれも住居の中軸線上に配置される。

[出土遺物]Nα394・ 395の上器、h177～ 183の剥片石器、No,89の 礫石器が出土 している。(第 19・ 86・ 199・

251・ 252図、写真図版173・ 235・ 261)

403号住居跡 (第44・ 45図、写真図版38。 39)

[位置 。検出状況]KⅢ i8～ i9、 KⅢ j8～ j9グ リッドに位置する。調査開始時に設定した試掘 トレン

チにてあらかじめ遺構として確認 していたものである。その後、耕作による撹乱層を除去 しⅡ層下部まで掘

り下げたところで全体像を把握 した。

[重複]402号住、414号陥し穴と重複 している。新旧関係については検出状況ならびに断面観察から402

号住→403号住→414号陥し穴の順番で構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなすものと推定される。規模は推定を含め長径 (7.2)m、 短径 (5.2)

mである。

[覆土・堆積状況]褐 色から黒褐色土主体である。覆土最下層には炭化物粒 5～10%を含み、他の層より

も炭化物の混入割合が高い。自然堆積である。

[壁・床面]】ヒ側の壁は比較的緩やかに立ち上がっている。南側の壁については、地形の関係と一部風倒

木による撹乱により遣構が切られているため、明確に把握することができない。床面については、住居の縁

(壁際)に比較 して中央部付近がやや低まってくばんだ状態になっている。

[柱穴]402号住と403号住あわせてPitを43基確認 している。これらのうちPit 6・ 13・ 24・ 30・ 40を この

住居にともなう主柱穴とした。Pit24と 40に ついては住居の上端から更に外側にはみ出して位置しており、

当該住居の主柱穴と認定すべきか否か迷うところであったが、炉空間と主柱穴間の距離などを総合的に判断

した結果、このようになった。住居の平面形を優先すれば、Pit24と 40の代わりにPit27と 38の可能性も考

えられる。

[炉]3基 確認 している。これらのうち 2基は住居の長軸線上に位置するが、 1基 (G一G')については

壁際に位置しており、やや不規則な位置取りといえる。

[出土遺物]Nα396～ 417・ 419の上器、NQ184～ 201の剥片石器・石製品、No91～99の礫石器が出土 してい

る。 (第 19。 20・ 86～ 87・ 200・ 201・ 252～254図、写真図版173・ 236・ 261・ 262)

404号住居跡 (第46・ 47図、写真図版40。 41)

[位置・検出状況]KⅢ  g8～ g9、 KⅢ h8～ h9グ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除去 しⅢ層

まで掘り下げたところ、褐色のシミを確認 した。地山との判別が難しく、検出状態でのプランもやや不整で

あったが、地山とはわずかながらも土色が異なり、炭化物粒が混入することなどから遺構の覆土であると判

断した。

[重複]遺 構の南側で408号住、412号住、437号土坑、416号陥し穴と重複する。新旧関係については、

437号土坑は不明であるが、これ以外では404号住が最も新 しい。

[平面形・規模]平 面形は不整な楕円形をなす。規模は長径8.2m、 短径5.8mで ある。

[覆土・堆積状況]暗 褐色土による単層である。

[壁・床面]明 確な壁の立ち上がりは確認することができない。住居中央部から外側に向かって緩やかに

傾斜している。

[柱穴]Pitを 11基確認 した。これらのうちPit 2・ 3・ 4・ 5・ 8で404a住を、Pit 2・ 3・ 4・ 5・

12で404-b住を構成するものとした。
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Ⅳ 検出された遺構
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第46図  404・ 408・ 412号住
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く404号住〉

Ⅳ 検出された遺構

0       1      2m
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(404号 住A― A' ・B― B' ,C― Cり
1 75YR3/8暗 褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～小 3～ 5% 黄褐色土粒小 1%
2 75YR3/2黒 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小～小 3%
3 10YR4/4褐 色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
4 75YR4/3褐 色ンル ト しまり弱～中 粘性中 炭化物粒極小 1%(風倒木の地山部分 ?)
5 10YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～中 3～ 5% 黄褐色土粒極小～小 1%
6 75YR4/4褐 色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未 満
7 5YR4/8 赤褐色 ンル ト しまり弱 粘性無

416号陥し穴

PirNo 1 2

径 (cm) 33× 30

深さ(em)

備考

3 4 5

42× 33 51× 48 42X36

18

6 7 8

54× 42 86× 36

9

39× 36 36X27 33× 27

第47図 404号住
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1 住居跡

[炉]3基 確認 している。いずれも地床炉である。

[出土遺物]No418・ 420～428の上器、Nα157の土製品、Nα202～ 230の 設1片石器・石製品、Nα100～ 103の

礫石器が出土している。(第 20・ 21・ 87・ 88・ 183・ 201～ 203・ 254・ 255図、写真図版173・ 174・ 228・ 236・

237。 262・ 263)

408号住居跡 (第46・ 48～ 50図、写真図版42・ 43)

[位置・検出状況]KⅢ g10～ h10、 KⅣhl～ 11グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。遺構の位

置する区域は南側のため池に向かい緩やかに傾斜 しており、他の遺構や捨て場との重複が激しい。このよう

な状況であったため、検出時に住居のプラン全体を把握することは困難であったが、わずかに確認すること

のできた住居の東側の壁のラインを頼りに掘り進めていった。当初は 1棟の大形住居という認識であったが、

完掘後、炉を結ぶ線すなわち住居の長軸線のずれなどから、少なくとも2棟以上の住居が重複 しているもの

と判断し、408a住、408b住 とした。

[重複]404号住、412号住、409号住、437号土坑と重複 している。新旧関係について、404号住、409号住

と412号住、は当該各住居よりも新 しい①437号土坑は古い。

[平面形 。規模]平 面形は長方形と推測される。規模は408a住が推定で長径9.5m、 短径5.Om、 408b

住が長径9,Om、 短径4.5mである。

[覆土・堆積状況]】ヒ西から南東に向かって順番に堆積している。(9・ 7・ 6・ 5・ 2の順)7層 (別遺

構もしくは408号住覆土)の上に 6層 (焼土粒を含む褐色土層)が被っており、さらにその上に 5層 (遺物

包含層)が被る。そのさらに上層に 2層 (408号住南側の覆土)がある。 9層は人為堆積、 7層 は自然堆積、

6層 は人為堆積、 5層は人為堆積、 2層は自然堆積と考えられる (7層は人為堆積の可能性もある)。

[壁 。床面]壁 は明確な立ち上がりを見せず、床面中央部付近から緩やかに立ち上がっている。

[柱穴]Pitを31基確認 している。これらの配置、底面 レベル等を総合的に判断し、Pit19・ 23・ 26・ 28・

30・ 31で408a住を、Pit 2・ 5。 9。 12・ 17。 20と 404住Pit 2・ 8で 40併 b住を構成するものとした。

[炉]全 部で 6基確認 している。40併 a住は 3基、408b住 も3基の炉を伴うものと判断した。いずれも

地床炉で住居の長軸線上に配置される。

[出土遺物]Nα429～472の上器、Na158・ 159の土製品、No231～ 240・ 244の設1片石器・石製品、Nα104～

117の礫石器が出土している。(第21～ 23・ 88～ 96・ 183・ 203・ 204。 255～257図、写真図版174～ 178・ 228・

237・ 238・ 263・ 264)

409号住居跡 (第 51図、写真図版44。 45)

[位置・検出状況]KⅣ gl～ hlグ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。遺構が密集 している区域

であったが、周囲の覆土と若干色合いが異なって (やや明るい色)お り、掘り進めたところ住居であると認

定した。

[重複]408号住と重複 し、新旧関係は408号住→409号住である。また南側約 3分の 1程度は風倒木と思

われる撹乱層によって破壊されていた。

[平面形・規模]平 面形は正円形で規模は直径3.4～ 2.8mで ある。深さは60cnlで ある。

[覆土・堆積状況]暗 褐色土～極暗褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁・床面]残 存する壁の立ち上がりは急である。床面は平坦で比較的硬く締まっている。

[柱穴]Pitを 7基確認 した。このうちPit 3を この住居に伴う主柱穴と判断した。

[炉]な し。
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住居跡
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枷一〕　一」Ｍ）
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枷一〕ヽヽ
中「刊Ｈ〕
(408号住e― e')

1 7 5YR3/4 暗褐色 ンル ト

しまり中 粘性中
炭化物粒小～中 7%

(408号 住a― a')
1 75YR2/3 暗褐色 ンル ト

しまり中 粘性中
黄褐色土 ブロック中30%
炭化物粒極小 2%

2 7 5YR4/4 褐色 ンル ト

しまり弱 粘性中
黄褐色上粒大 2%
炭化物粒極小 1%未 満

(408号 住b― b')

1 5YR3/8 暗赤掲色ンル ト

しまり中 粘性中 赤褐色焼土粒
(2 5YR4/6)極 小10%

黄褐色土粒小10%
2 75YR3/1 黒褐色シル ト しまり弱

粘性中 黄褐色土粒極小～中15%
3 75YR3/3 暗褐色粘土質シル ト

しまり中～強 粘性中
黄褐色土粒小10%

(408号 住 c― c')

1 75YR3/2 黒褐色 ンル ト

しまり中
粘性弱 炭化物粒極小 2%
黄褐色土粒小～中25%

2 75YR3/3 暗褐色粘土質シル ト
しまり中 粘性中
黄褐色土粒極小～小15%

(408号 住d― d')

1 7 5YR3/3 暗褐色粘土質シル ト

しまり中 粘性中
黄掲色土粒極小～小15%

2 7 5YR4/6 褐色粘土質シル ト
しまり中 粘性中

0        05 lm

(408号 住 )

Pit―No 1 2 3

径 (cm) 27× 24 39× 33 33× 30

深 さ(cm) 18

4 5 6 7

24× 21 42× 30 45× 42 27× 27

9

27X27 24× 18 30× 30 78× 15

12 13 15

27× 27 21× 15 30× 24 27× 18

14

降
瑯 ∞ m

17

27X24 24× 21 33× 30 42X33

48× 42 39× 30 24× 24 39× 33

47

18X18 21× 21 39X33 86× 27

15

31

45× 36 33X30 30× 24 33× 30
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L=280200m
f       f'

―

(408号住f― f')

1 7 5YR3/3 暗褐色シル ト
しまり中 粘性中
黄褐色土粒中10% 炭化物
粒極小～小 2%

2 7 5YR4/3 褐色粘土質 シル ト
しまり弱～中
粘性中 暗掲色土プロック
中10%

L=279800m
k       k'

(408号 住k― に')

1 75YR3/1 黒褐色 ンル ト
しまり中 粘性中
明褐色土プロック中30%

2 7 5YR2/1 黒色 ンル ト
しまり弱 粘性中
明褐色土粒小10%

;_二
と三二と坐塾生≧±さと4とど

;'

L=280500m
h        h'

一

蜘
'

L=280400m
l       l
l―

(408号 住g― g')

1 7 5YR4/6 褐色シル ト しまり中
粘性中 炭化物粒極小 1%

2 7 5YR3/3 暗掲色ンル ト しまり弱～中
粘性中 黄褐色土ブロック小～中15%
炭化物粒極小～小 2%

3 75YR4/4 褐色粘土質ンル ト しまり中
粘性中 炭化物粒極小 2%

L=279800m
ι     と'

中

L=280000m

―

L=280200m

l―

〕Ｖ
(408号 住1-r)
1 75YR3/3 暗褐色ンル ト

しまり中 粘性弱
炭化物粒小20%

2 75YR2/2 黒褐色ンル ト
しまり弱 粘性弱
明褐色土粒小～中15%

(408号 住o― o')
1 75YR3/3 暗褐色シルト

しまり中 粘性中
黄褐色土 プロック中25%

2 75YR4/4 褐色ンル ト
しまり弱 粘性中

3 75YR4/4 褐色ンル ト
しまり弱 粘性中
炭化物粒極小 2%

:_」
 とこ三二2色⊇ど聖聖巳二聖二____― ―

ギ

'

【
と些ビ三と望怪怪L三⊇⊇どとLI'

騨
'

枷一〕十ⅢＶ

,こ
と 二 三 二 ≧ 廷 ≦ と 埜 廷 近 と 里 l_〒

'

(408号 住p― p')

1 75YR3/3 暗褐色シル ト しまり弱 粘性中
明褐色土粒大40%

2 75YR3/3 暗褐色シル ト しまり中 粘性中
明褐色土プロック中～大20%

8 75YR3/3 暗褐色シル ト しまり中 粘性中
明褐色土粒小～中25%

4 75YR4/4 褐色 ンル ト しまり中～強 粘性中
暗褐色土粒小～中10%

(408号 住q― q')

1 75YR3/3 暗褐色 ンル ト
しまり中 粘性中
炭化物粒小 5%

2 75YR3/4 暗褐色粘土質 ンル ト
しまり中 粘性弱

(408号 住r― r')

1 75YR3/3 暗褐色ンル ト
しまり中 粘性中
炭化物粒極小 2%
黄褐色上粒極小～小10%

(408号 住s― sつ
1 75YR3/4 暗褐色 シル ト

しまり弱 粘性弱
炭化物粒小～大 5%

1 75YR4/6 褐色ンル ト しまり弱
粘性中 炭化物粒小 2%

2 75YR4/4 褐色ンル ト しまり弱
粘性弱～中

3 7 5YR4/4 褐色シル ト しまり弱
粘性弱～中
炭化物粒小 2%

L=280300m

l引

l~

(408号 住v― vつ
1 75YR 4/4 褐色 ンル ト

しまり弱 粘性弱
暗褐色土 ブロック中25%

0        05 lm

(408号 住h― と')

1 7 5YR3/3 暗褐色ンル ト
しまり弱～中 粘性中
明褐色土粒中20%

,

L=280600m

l―

(408号 住u― u')
1 7 5YR4/4 褐色ンル ト

しまり弱 粘性弱
暗褐色土ブロック中25%

しまり中 粘性中
黄掲色土粒極小～中35%

2 75YR4/6 褐色ンル ト
しまり中 粘性中
暗褐色土プロック中10%

(408号 住j― j')

1 75YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中 粘性中
明褐色土粒小～中10% 炭化物粒極小 2%

2 75YR4/6 褐色ンル ト しまり中 粘性中
炭化物粒極小 1%

3 7 5YR4/4 褐色ンル ト しまり弱 粘性中
黄掲色土プロック小10% 炭化物粒極小～小 2%

4 75YR4μ  褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中

Ⅳ 検出された遺構

第50図 403号住 (3)
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遵
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1 住居跡

く409号住〉

(409号 住A― A' ・ B― B)
1 7 5YR3/4 暗褐色 シル ト

2 7 5YR2/3 極暗褐色 シル ト
炭化物粒極4ヽ～中10% 黄褐色土粒極小 2%

炭化物粒極小 3% 黄褐色土ブロック小 2%

L=280.200m
a     a'         

ギ)中       (409号 住a―
,6 褐色シルト1 7 5YR4` 粘性弱しまり
1ブロ ンク小15%l‐ ~    

暗褐色土

L=280.200m
b      b'

(409号 住b― も')
/2 黒褐色ンル ト中  1 75YR3`粘性弱しまり空粒小～中蒟%明褐色」

サ

L=280200m

響9臨ガ暗褐色ンルトしまり弱～中
粘性弱 極暗褐色土ブロック中25%

o       1      2m

h上 エ
望Cn猪

ゼ々

Ａ碧

〕
了

携
性

別 ∞ Om

m下

A'
≒

弱
性

性
粘

粘
中

中

り

く411号住〉

苫上

=辞ふ ＼

Ｔ

Ｉ

Ｉ

卒ｍ

＊

鞘

琥

日
ｏｏ∞ｏ∞［　‐‐‐――‐．‐削‐‐‐・・‐呼

ｒト

mT

性
狙 削 Om A'

-

与:『ξξ7:gg:身イキと!ョ喜:毎とこ吾憂骨うを急鳥宮
「

:liサ

%炭

弓壕急壱年Iliξ

'5%

(409号 住 )

Pit―No 1 2 3

径 (cn) 18× 15 18X15 24X18

深 さ (cla)

4 5 6 7

21X15 24X15 12X12 12X12

17
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Ⅳ 検出された遺構

[出土遺物]NM73～476の土器、Nα241の石製品、No,118～ 120の礫石器が出上 している。(第 24・ 96・ 204・

257・ 258図、写真図版178～ 179・ 237・ 264)

411号住居跡 (第51図、写真図版45)

[位置・検出状況]周 囲の覆土に比べて、色合いの若干明るい部分が円形ないし楕円形に広がることから

遺構であることを予測 し掘り進めたところ、壁の立ち上がりならびに炉を確認 したため住居とした。

[重複]414号住と遺構西側で重複する。断面観察から414号住に切られる住居であると判断した。したがっ

て遺構の構築順は411住→414住の順となる。

[平面形・規模]遺 構南側部分のプランを明確に把握することができなかったため、平面形は正円形ない

しは楕円形をなすものと推定される。

[覆土・堆積状況]黒 褐色土主体である。自然堆積と判断した。

[壁・床面]遺 構の北西側の壁がわずかに立ち上がる。この立ち上がりを手がかりとして掘り進めていっ

たが、南側まで壁を確認することができなかった。 したがって遺構のプランならびに規模を正確に把握して

いない。床面は平坦で周囲に比べやや硬 くしまっている。

[柱穴]注 意深 く探 したが、確認することができなかった。

[炉]1基 確認 している。地床炉である。

[出土遺物]h477～ 480の土器、Nα242・ 243・ 245の剥片石器、No121～ 123の礫石器が出土 している。 (第

24・ 97・ 204・ 205・ 258図、写真図版179・ 238・ 264・ 265)

412号住居跡 (第46・ 52・ 53図、写真図版46。 47)

[位置 。検出状況]KⅢ  f10～ KⅣ fl、 KⅢ g9～KⅣ glグ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除

去し、Ⅱ層下部まで掘り下げたところで、楕円形の黒色のシミとその周囲を取り囲む褐色のシミを検出した。

[重複]404号住、408住、413号住、464号土坑、465号土坑、419号陥し穴、405号埋設土器と重複 してお

り、これらの中で本遺構が最も新 しい。

[平面形 。規模]平 面形は隅丸長方形をなしている。規模は長径7.4m、 短径4.7mで ある。

[覆土・堆積状況]上 層は黒色土、下層は褐色土が堆積 している。自然堆積である。

[壁・床面]西 側の壁は地山粘土層を掘り込んでおり、比較的急である。東側の壁については、他遺構の

覆土もしくはそれに近い黒褐色～褐色土を掘り込んでいる。床面は平坦で、一部途切れるものの壁際全体に

周溝が巡る。

[柱穴]Pitを 24基確認 した。これらのうちPit l・ 3・ 9。 12・ 18・ 22を この住居に伴う主柱穴とした。

[炉]2基 確認 している。いずれも地床炉で、住居の長軸線上に配置される。

[出土遺物]Nα481～512の上器、Nα246～267の景1片石器・石製品、配124～ 131の礫石器が出上 している。

(第 24～ 26・ 97～ 100・ 205～207・ 259・ 260図、写真図版179～ 181・ 238・ 239・ 265・ 266)

413号住居跡 (第 54図、写真図版48)

[位置・検出状況]KⅢ  f10～ g10、 KⅣ fl～ glグ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]412号住、414号住、416号住、480号土坑、406号埋設土器とそれぞれ重複する。検出状況ならび

に断面観察から412号住、414号住、416号住に切られることが判明した。480号土坑、406号埋設土器との新

旧は不明である。

[平面形・規模]現 存する部分から、平面形は長方形をなすものと推定される。規模は残存する部分で長
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1 住居跡

く412号住〉
ヤ
上‘。

Ｐｉｔ．③

Pit7

わЧ

暇⊂∋Pit8

Ｐｉｔ９③

生o励93

私紗 卜が

Ｐｉｔ‐７◎♪

Pit21 P,

(412号 住A― A' ・B― B' ・C― C'〉

1 75YR1 7/1 黒色ンル ト しまり弱 粘性微弱
焼土ブロック小～大 1%未満

2 75YR5/4に ぶい掲色シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
黄褐色土粒極小～小 3%

3 7 5YR4/4褐 色シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小～小 5%
黄掲色土粒極小～小 5% 焼土粒極イヽ～小 1%

4 7 5YR4/4褐 色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%
黄褐色土粒小 3%(3層 より明るい色)

7 5YR2/3極 暗褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 1%未満
5YR4/4 にぶい赤褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中 炭化物粒極小～小 3%
焼土粒極小～小 3%
75YR3/4暗 褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1% 焼土粒小 1%未満
10YR4/3 にぶい黄褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 1～ 3%
黄褐色土粒極小～小 3%(413号 住埋土)

10YR3/4 暗褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～小 3%(漸移層 ?)
10YR3/4 暗褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
黄褐色土粒極小～小 3% 焼土粒小 1%未満
5YR5/8 明赤褐色シル ト しまり中 粘性弱 (焼土)

414号住

５

６

　

７

８

　

９

１０

　

Ｈ

0百

0       1      2m
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く412号住〉

Ⅳ 検出された遺構

弾
'

(412号 住a一 aり
1 75YR4/3褐 色 ンル ト しまり中 粘性弱

炭化物粒極小～小 5% 黄褐色土粒極小～小
10%(柱痕 )

2 10YR4/6掲 色 ンル ト しまり中 粘性中
(流 れ込み ?)

3 10YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり中 粘性中
(掘 り方 ?)

L=280600m
b            b'

―

一
引

V
(412号 住b一 も')

1 75YR4/8褐 色 ンル ト しまり中 粘性弱
炭化物粒極小～小 5% 黄褐色土粒極小～小 5%

L=280600m

V
(412号 住c― c')

1 10YR4/4褐 色 シル ト しまり弱 粘性弱
炭化物粒極小～小 5% 黄褐色土粒小 5%

L=280600m

中

レ
(412号 住e― e')

0        05        1m

刷
0つ

ざ

ぎ
)

鶴 窃ジ
孫

駕

〔
何
Ｖ

懲
∃
留
げ
２６５

暗

⑫⇔

413号佳

0       1      2m

L=280600m
d      d'

―

▼

(412号 住d― d')
1 10YR4/4 褐色 ンル ト     1 10YR4/4 褐色 シル ト

しまり弱～中 粘性弱       しまり弱 粘性弱

黄褐色土粒極小 3～ 5%     黄褐色土粒極小 3%

(412号 住 )

Pit―No 1 2 3 4 5 6 7

径 (cn) 36× 86 51× 48 54× 45 39X36 25× 24 18× 13 36× 29

深さ(cm) 16

備考

8 9 10 11 12 14

26× 24 36× 36 30× 27 42× 30 42× 39 27× 15 27× 24 27× 24

17 21

23× 21 86× 30 39× 30 24X21 36× 24 36× 24 39X33 36X33

12

18住 Pitよ 413住 Pit9 113住Pitll

第53図 412号住 (2)
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1 住居跡

径6.2m、 短径4.4mで ある。

[覆土・堆積状況]黒 褐色土主体であり、黄褐色上の粒やブロックが不規則に混入する。また、炭化物粒、

焼土粒などが 5%程度混入する。これらから人為堆積と判断した。

[壁・床面]残 存する壁は比較的急で、床面は平坦である。

[柱穴]Pitを 10基確認 している。このうちPit 2・ 11・ 12・ 13についてはをこの住居にともなう主柱穴と

なる可能
Jl■がある。

[炉]2基 確認 した。いずれも地床炉である。最も北側にある炉は412号住の周溝によリー部切られてい

る。

[出土遺物]N6513の土器、Nα268～271の 剥片石器、Nα 132の礫石器が出土 している。 (第 26・ 100・ 207・

260図、写真図版181・ 239。 265)

414号住居跡 (第 55～ 57図、写真図版49・ 50)

[位置・検出状況]KⅣ fl～ f3、 KⅣ g2～ g3グ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除去 しⅡ層

下部まで掘り下げたところ、西側壁のラインを検出した。東側の壁については遺構の重複が激 しく、平面的

な検出では確認できなかったが、その後この部分には風倒木痕もかかわっていることが判明した。

[重複]411号住、413号住、480号土坑、481号土坑と重複 している。これらの中で本遺構が最も新 しい。

[平面形・規模]住 居南側のプランを明確に捉えることができなかったが、確認できた状況からして楕円

形ないしは樽型をなすものと推定される。規模は長径13.lm、 短径6.2mである。

[覆土・堆積状況]暗 褐色～極暗褐色土主体である。自然堆積と判断した。

[壁 。床面]】ヒ西側の壁の残存状況は良好であった。傾斜は比較的緩やかである。床面は平坦であるが、

両側の壁が緩やかに立ち上がっているため中央部付近がややくばんでいるようにも見受けられる。

[柱穴]Pitを48基確認 している。これらのうちPit10・ 19・ 25・ 30・ 31・ 34が414-a住を、Pit 3・ 8・

17・ 27・ 33・ 43が414b住を、Pit14・ 28・ 32が414c住をそれぞれ構成するものとした。

[炉]全 部で 8基確認 しており、床面 レベルはほぼ同じである。これらのうち414-a住 は 4基、414-b住

と414c住 はそれぞれ 3基の炉を伴うと判断した。いずれも地床炉で住居の長軸線上に配置される。

[出土遺物]Nα514～548の上器、Nα 160～ 168の上製品、Nα272～298の剥片石器 。石製品、Nα138～ 153の

礫石器が出土 している。 (第26～ 28・ 100～ 104・ 183・ 207～ 209・ 260～263図、写真図版181～ 183・ 228・

239・ 240・ 266-268)

416号住居跡 (第 58～ 60図、写真図版51～ 53)

[位置 。検出状況]KⅢ  e9～ e10、 f9～ f10、 KⅣ el～ flグ リッドに位置する。耕作による撹乱層を

除去 したところで検出した。

[重複]413号住、417号住、421号土坑、4里2号土坑と重複 している。住居は、413号住→416号住、417号

住→416号住、土坑は422号土坑→416号住→421号土坑の順に構築されている。

[平面形・規模]平 面形は不整な隅丸長方形 (コ ーナーを有すると判断した)で、規模は長径8.5m、 短径

5.2mで ある。

[覆土・堆積状況]黒 褐色～褐色土主体である。自然堆積と判断した。

[壁・床面]西 側の壁は比較的急で、深さは20cm程度である。東側の壁についてはわずかに立ち上がりが

確認できる程度の深さである。床面はほぼ平坦である。

[柱穴]416号住と417号住でPitを41基確認 した。これらのうち、Pitll・ 14・ 23・ 27。 36で416a住居を、
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Ⅳ 検出された遺構

0      1      2m

一―
一
ｍ

mT

A'

-

(413号 住A― A' ・ B― B')
1 75YR3/2 黒褐色 シル ト

焼土粒大～極大 2%
2 75YR2/3 黒掲色 シル ト

3 75YR4/4 掲色 ンル ト
4 75YR4/3 掲色 ンル ト

5 75YR4/3 褐色 シル ト
6 75YR3/4 暗褐色 シル ト
7 75YR3/4 暗褐色 シル ト
8 75YR3/2 黒褐色 シル ト

しまり中 格性中 黄褐色土粒小～中20% 炭化物粒中 5%

粘性中 黄褐色土粒小～中30% 炭化物粒小 2%
粘性中 暗褐色土ブロック小～大25%
粘性弱～中 暗褐色土粒小～中15%
粘性中 明褐色土粒極小～小 2%

粘性中 黄褐色土粒小～中10% 炭化物粒小 5%
粘性中 黄褐色土粒小20% 炭化物粒小～大15%
粘性中 黄褐色土粒中～大15% 炭化物粒大10%

弱
　
　
　
中
中
強

り
中
中
強

り

り
り

(413号 住a― a')
1 75YR4/3 掲色 ンル ト しまり中

粘性弱～中 暗褐色土粒小～中15%
2 75YR4/3 掲色シル ト しまり強

粘性中 明褐色土位極小～小 2%

(413号 住b一 b')
1 75YR4/4 掲色 シル ト しまり中 粘性中

黄褐色上粒小～中 3%
2 75YR4/3 褐色 シル ト しまり中 粘性中

黄褐色土粒小～中 1% 炭化物粒小～中 1%

0         05

(413号 住 )

Pit No 1 2 3 4 5 6

径 (伽 ) 42X39 21× 21 33X30 33× 33 21× 18 21X21

深さ(cm) 22 17

備考 414住 Pit4 414住Pitl

7 8 9 11

24× 21 27× 24 36× 24 86× 24 26× 33 24× 21 24× 21

17 3 16

414住Pit3 414住 Pit2 12住 Pit21 12住 Pit21 12住 Pit2 14住P■ 1 14任 Pit2,

第54図 413号住
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Ⅳ 検出された遺構

0       1      2m

B'

-

聖
=別 ∞Om C'

-

性
別 ∞ Om D'

-

(414号住A― A' ・B― B' 。C― C' ・D― D')
1 75YR3/3 暗褐色ンルト しまり中 粘性弱 黒褐色土ブロック大～極大45% 黄褐色土粒小7%

炭化物粒極小～小2%
2 75YR3/4 暗褐色ンルト しまり中 粘性中 黄褐色土粒小～中10% 炭化物粒小5%
8 75YR3/4 暗褐色シルト しまり中 粘性中 責褐色土粒中～大20% 炭化物粒小～大15%
4 75YR3/2 黒褐色シルト しまり中～強 粘性中 黄褐色土粒小～中10% 炭化物粒大10%
5 75YR4/6 褐色ンルト しまり中 粘性弱 暗褐色土ブロック中～大40%
6 75YR2/3 極暗褐色ンルト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小3% 炭化物粒極小～小3%
7 75YR3/2 黒褐色ンルト しまり中 粘性中 炭化物粒小～中5～10% 黄褐色土粒小～中3%
8 75YR2/1 黒色ンルト しまり弱 粘性弱
9 75YR2/2 黒褐色ンルト しまり弱 粘性弱
10 75YR3/4 暗褐色シルト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小5%
■ 75YR4/6 掲色シルト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小5%
12 75YR3/2 黒褐色シルト しまり中 粘性中 黄褐色土粒極小～小3%
13 5YR4/8 赤褐色ンルト しまり中～強 粘性なし (焼土)

(414号 住)

Pit No l 2 3 4 5 6 7 8 9 11

径 (cm) 21× 21 27× 24 24× 21 21X18 24X18 27× 24 27× 27 51× 45 33× 24 36X30 24× 21

深 さ(cn) 17 28

備考 413住Pit6 413住Pit8 413住Pit7 413住Pit5 13住 P■ 1

18X15 18X15 30× 30 24X18 30× 24 30× 24 21X18 27× 24 27× 21 30× 21 21× 21 21X18

15 17 13 37

30

30× 27 24× 21 30× 24 48X39 30× 30 30X27 30× 27 30× 27 28× (28) (32)× 30 (30)X25 52× 40

t3住P■ 1

27× 24 18X15 24X18 18× 15 27× 24 21× 18 24× 21 39X33

第56図 414号住 (2)

―- 99 -―



1 住居跡

L=280300m

トーーーー引

(414号 住a― aり
1 75YR4/3 褐色 ンル ト

しまり中

(414号 住f― f')

1 7 5YR4/3 褐色 ンル ト しまり弱
粘性中 黄褐色土粒小～中20%

2 7 5YR2/1 黒色 ンル ト しまり弱
粘性中 黄褐色土粒混入 (埋め戻 し?)

3 7 5YR5/4 鈍褐色ンル ト しまり中
粘性中 炭化物粒極イヽ 3%

L=280300m
i     j'
トー  ‐―一―――→

(414号 住j― j')

1 10YR3/3 暗掲色シル ト しまり中
粘性弱 炭化物粒小～中 5%
黄褐色土粒小～中10%

L=280400m

―

(414号 住m―mり
1 10YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中 粘挫弱

責褐色土粒イヽ～中20% 炭化物粒小～中10%
2 10YR4/6 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱

炭化物粒極小～小10%

弾
'

L=280300m
b         b'

―

卿
　
弱

陰靭］

Ｑ

ｌ

　

２

砕二塾型処耳

養彬覇避鴨揚   Y:福毎Sユ撒 中▼廃り中
山形軽石の粒を含む (埋め戻 し?)

枷中〕　一Ｍ円Ｎ四田田ＷＵ

(414号 住 c― c')

1 10YR3/4 暗褐色 ンル ト
しまり中 粘性中
黄褐色土粒中10%
炭化物粒極小～小5%

2 10YR4/6 褐色 ンル ト
しまり中 粘性中
炭化物粒極小 5%

(414号 住 c― e')
1 75YR4/3 褐色 ンル ト

しまり弱 粘性中
炭化物粒極小～小 5%

ボ
入

ぐ
混

弱
粒

性
土

粘
焼

/ボ ツの土 )

(埋め戻 し?)

L=280.200m
g     g'
中

(414号 住g― g')
1 10YR3/4 暗褐色シル ト

しまり中 粘性弱
黄褐色土粒小～中20%
炭化物粒極小～小10%

(414号 住k―k')
1 10YR4/4 褐色ンル ト しまり弱 粘性中 炭化物粒極小～中心%

黄褐色土粒小～中10%(柱 穴埋土)

2 10YR5/6 黄褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性中
炭化物極小 1%未満

3 10YR3/4 暗褐色ンル ト しまり弱 粘性弱
4 10YR3/8 暗褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱
5 25YR7/8 黄色シル ト しまり中～強 粘性弱
6 10YR3/3 暗褐色 シル ト しまり弱～中 粘性弱

L=280500m

中

誓
(414号 住n― n')
1 10YR3/4 暗褐色ンル ト しまり中

粘性弱 炭化物粒極小～小10%

洋壁翌些型坐上ゴ

(414号住1-1')
1 75YR4/3 褐色 ンル ト

しまり弱～中
粘性弱 炭化物粒極小 5%
黄褐色土粒極小～小 10%
炭化物粒極小 5%

L=280200m
J     J'

(414号住ι―ど')

1 10YR3/3 暗褐色シル ト しまり中
粘性弱 黄褐色土粒小～中20%
炭化物粒小～中10%

(414号住o― o')
1 10YR3/4 暗褐色ンルト しまり中

粘性弱 炭化物極小～小 5%

0        05        1m
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(414号 住h― h')
1 7 5YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり弱

粘性弱 黄褐色土粒小～中10%
2 7 5YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中

粘性弱 炭化物粒小～中 5%
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Ⅳ 検出された遺構
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1 住居跡
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(416・ 417号住 )

Pit―No 1 2 3 4 5 6 7 8 9

径 (cm) 45× 36 42X36 36× 33 45× 86 48× 36 30× 30 48× 45 42X33

深 さ(cm)

⑧Ⅷ⑧
Φ    157

0       1      2m

13 14

30× 27 42X30 33X30 21× 18 24× 24 42X42 48× 42

17

30× 27 45× 39 45× 39 33× 21 33X30 21× 13

17

30× 24 30× 27 33X27

21
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(416・ 417号住A― A' ・B― B' ・C― C')
1 7 5YR4/4褐 色 ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%
2 7 5YR3/2黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 1% 黄褐色土粒極小～小 1～ 3%

焼土粒小 1%未満
3 7 5YR4/3褐 色 ンル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小～小 5～10% 黄褐色土粒極小～小 5%
4 7 5YR4/4褐 色 シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小 1%未満
5 7 5YR5/6明 褐色シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未満
6 7 5YR4/8褐 色シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～中10～ 20%
7 10YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小～小 5%
8 10YR4/4褐 色ンル ト しまり中～強 粘性中 黄褐色土粒小～中 5～ 10%
9 10YR2/3黒 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒極小～4ヽ 3% 炭化物粒極小 1%未満
10 10YR5/4 にない黄褐色ンル ト しまり中 粘性中
11 10YR2/2黒 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 5～ 10%
12 10YR4/4褐 色シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 5～ 10%
1&5YR5/6 明赤褐色ンル ト しまり中 粘性弱
14 5YR4/3 にぶい赤褐色シル ト しまり中 粘性弱
15 5YR4/6 赤褐色ンル ト しまり中 粘性弱
16 5YR5/6 明赤褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱

酔
W∞ m

(416・ 417号住a― aり
1 10YR4/6褐 色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極刀ヽ 1%未 満
2 10YR5/6黄 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
3 10YR3/4暗 褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%
4 10YR5/6黄 褐色ンル ト しまり中 粘性中 (掘 り方 ?)

郭

(416・ 417号住c― cり

1 75YR3/4暗 褐色ンル ト しまり中 粘性弱
炭化物粒極小～小 1% 黄褐色土粒極小～小 5%

2 75YR5/6明 褐色粘土質 ンル ト しまり中
粘性中 炭化物粒極小 1%未満

Ⅳ 検出された遺構

0      1      2m

F'

…

【L=281000m_キ
'

(416・ 417号住b― も')

1 7 5YR3/3暗褐色シル ト しまり中 粘性弱
炭化物粒極小～小 3% 黄掲色土粒極小～小 5～ 10%

2 75YR5/6明 褐色粘土質シル ト しまり中 粘性中
炭化物粒極小 1%未満 (掘 り方 ?)

:__」
 とf三ととととと」 」 OO塑 堅と__千

'

(416・ 417号住d― dり
1 7 5YR4/4掲 色ンル ト しまり中 粘性弱～中

炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小～月ヽ 3～ 5%
2 7 5YR5/6明 褐色粘土質シル ト しまり中 粘性中

炭化物粒極小 1%未満

lm0         05

第60図 416。 417号住 (3)
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1 住居跡

Pit 3・ 17・ 20・ 31033で416b住居を、Pit 2・ 9・ 15・ 21・ 26・ 38。 40で416c住居をそれぞれ構成す

るものと判断した。

[炉]5基 確認 した。いずれも地床炉である。416a住居にともなうもの 2基、416b住居にともなうも

の 1基、416c住居にともなうもの 1基と判断した。

[出土遺物]Nα549～563の土器、No169の上製品、陥299～314の剥片石器・石製品、Nα154～ 160の礫石器

が出上 している。 (第 28029・ 104・ 105。 183・ 209・ 210。 264・ 265図、写真図版183・ 184。 228・ 240・

268・ 里69)

417号住居跡 (第58～ 60図、写真図版51～ 53)

[位置・検出状況]KⅢ  e9～ f9グ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除去 したところで検出した。

当初は416号住の一部と認識 して掘り進めたが、床面の段差と掘り上がりのプランなどから重複住居である

と半1断するに至った。

[重複]416号住、421号土坑、422号土坑と重複 している。417号住→416号住、422号土坑→417号住→421

号土坑の順で構築されている。

[平面形・規模]平 面形は不整な楕円形で、規模は長径6.7m、 短径4.2mと推定される。

[覆土・堆積状況]検 出時において、覆土自体ほとんど残存 していない状況であった。かろうじて残って

いた覆土は明褐色土が主体でわずかに炭化物粒を含むため、これを手がかりとして掘り進めた。地山との判

丹Jが非常に難 しかった。

[壁・床面]壁 は削られてほとんど残っていない。床面はほぼ平坦である。

[柱穴]416号住と417号住でPitを41基確認 した。このうちPit 2・ 6・ 15・ 25。 29を この住居にともなう

主柱穴とした。

[炉]1基 確認 している。地床炉である。

[出土遺物]Nα315の石製品が出土 している。 (第29・ 210図、写真図版・ 241)

418号住居跡 (第 61・ 62図、写真図版53)

[位置 。検出状況]KⅣ  dl～ d2、 el～ e2グ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除去 したところ

で炉を確認するとともに、わずかながら周囲と土の色調の異なる区域を検出したため、住居とした。この時

点で断面を観察できるほど覆上の厚みはなかったため、断面による土層観察は行っていない。

[重複]433号住、424号土坑、410号陥し穴、411号陥し穴、418号陥 し穴と重複 している。いずれも新旧

関係は不明である。

[平面形・規模]平 面形は不明である。規模については焼土列ならびに柱穴から判断しておよそ長径 (9.8)

m、 短径 (5.0)m程度になるものと推測される。

[覆土・堆積状況]覆 土はすべて撹乱層であったため確認できていない。

[壁・床面]壁 の立ち上がりについても確認できていない。床面は平坦であるが、場合によっては耕作時

の削平により、本来の床面よりも下がっている可台酵l■ も考えられる。

[柱穴]418号住と433号住でPitを 120基確認 している。これらのうち、Pit 2・ 4・ 5。 6・ 8020・ 89

をこの住居にともなう主柱穴とした。

[炉]4基 確認 している。いずれも地床炉である。

[出土遺物]Nα566の上器、Nα316～318の剥片石器 。石製品が出土 している。 (第29・ 105・ 210図、写真図

均反184・ 241)
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Ⅳ 検出された遺構
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即
bL=281 100m b'

一

Ⅳ 検出された遺構

(418号 住c― c')

1 10YR3/3暗 褐色 ンル ト

しまり弱～中 粘性弱

皮化物粒極小 1%
黄褐色土粒極小～小 5%

(418号 住a― a')
1 10YR3/4暗 褐色 シル ト

しまり弱 粘性弱 炭化物
粒極小 1% 黄褐色土粒

極小～小 5%

(418号 住b― b')
1 10YR3/4暗 褐色 ツル ト

しまり弱～中 粘性弱
炭化物粒極小 1% 黄褐
色土粒極小～小 1～ 3%

『一一一中‐ｉ／日Ｈυ
A

樫
200m

A'

-
411号

粋 翌 1200m C'

-

D'

-

-

0         05 lm

0       1      2m

(418・ 433号住 )

Pit―No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 13 15

径 (cm) 38× 30 27× 24 45× 30 42X39 39× 33 33× 31 33× 30 27× 24 33X(30) 42× 23 27X25 30× 28 30× 28 30× 30 36× 36

深 さ(cn) 49 16 15

17 31

30× 25 33× 24 15X13 14× 14 48× 36 22× 21 21× 21 21× 18 36× 30 36× (36: 21× 20 48× 45 36× 31 42× 29 27× 24

57 71 14 11 23

35 45

23× 21 30× 27 27× 24 21× 20 20× 18 36× 21 24× 23 42X33 48× 21 30X30 33× 30 45× 42 19× (20) 33× 21 25X23 66× 60

41 9 19

51 61

23× 23 24× 21 36× 30 22× 20 30× 27 30X(25) 45× 40 30× 22 25X21 27× 24 (30)× 27 24X23 27× 24 33× 25 24× 14 24× 21

21 21

67 71 72 77

42× 31 32X30 32× 25 21× 21 86× 19 25× 23 (18)× 10 15× 15 43× 12 28X25 39X15 36× 20 30× 23 23X18 23× 22 22× 20

13 18 9 11

18× 16 t6X12 19× 17 21× 21 45又 33 42× 25 27× 24 36× 21 48× 42 27× 24 24× 23 47× 21 27× 25 33× 30

6 8 41 12

97

27× 25 28× 22 36× 33 24× 23 16× 15 17× 15 20× 16 18X15 20X18 39× 14 46× 36 13X13 27× 23 26× 21 33× 24 24× 23

18 14 10 10 17 26

115 117

24× 21 24× 21 43× 39 (33)× 27 16× 14 30× 23 24× 22 33× 30 33× 27

47 19

第62図 418・ 433号住 (2)
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1 住居跡

421号住居跡 (第68～65図、写真図版54～ 56)

[位置・検出状況]KⅢ  e8～ e10、 d8～ d10、 KⅣ dlグ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除去

したところで検出した。検出された遺構のシミには、 5× 5m程度の広さの範囲に格子状のベル ト痕跡が残

されており、以前に一部掘削を受けたことが確認された。

[重複]422号住、459号土坑、460号土坑、461号土坑と重複 している。また、住居西側に斜めに張 り出す

ように別遺構が重複 している。422号住を切っており422号住→421号住の順で構築されたものと判断 した。

土坑は459号土坑・460号土坑→421号住→461号土坑の順に構築された。

[平面形・規模]平 面形は長方形をなす。規模は長径15,2m、 短径5.8mで ある。

[覆土・堆積状況]上 層部は撹乱層によって覆われていたが、下部の覆土は大部分生き残っていた。撹乱

層以外は自然堆積と判断した。

[壁・床面]壁 の立ち上がりは、西側の壁は急であるが、東側の壁については緩やかでだらだらと上がっ

ていく。床面について、中央部付近はほぼ平坦であるが、壁際にむかって若干傾斜がついてゆるやかに上っ

ている。

[柱穴]421号住と422号住でPitを 62基確認 した。このうちPit 8。 9。 14・ 15・ 21・ 30・ 47・ 51で421-a

住居を、Pit 2・ 年・ 12・ 18・ 20・ 28で421b住居を、Pit19・ 25・ 39で421c住居をそれぞれ構成するも

のと判断 した。

[炉]421号住と422号住全で16基確認 し、これらのうち421号住にかかわるものは 7基と判断 した。いず

れも地床炉である。

[出土遺物]Nα564・ 565・ 567～ 603・ 605の土器、Nα320～ 348の剥片石器・石製品、Nα161～ 1710173の

礫石器が出土 している。 (第29～ 31・ 105～ 108。 210～ 213・ 265。 266・ 267図、写真図版184～ 186・ 241・

242・ 269・ 270)

422号住居跡 (第63～ 65図、写真図版57)

[位置 。検出状況]KⅢ b10～ d10、 KⅣ bl～ b2、 cl～ c2グ リッドに位置する。耕作による撹乱層を

除去 したところ、楕円形の黒いシミと、その周辺にひろがる褐色のシミを検出した。なお、黒色のシミ部分

には格子状にベル トがかけられたような痕跡が確認されており、以前の調査時に掘削を受けた場所であるこ

とが判明 した。

[重複]少 なくとも421号住、423号住、432号住と重複 している。新旧関係については422号住→421号住

の順で構築されたことを確認 したが、その他は不明である。

[平面形・規模]残 存する周溝等から長方形基調の平面形と推測される。

[覆土・堆積状況]撹 乱層を除去 した時点で炉と思われる焼上が確認される状況であり、覆土は残存 して

いなかった。よって堆積状況については不明である。

[壁・床面]壁 は確認できていない。床面は平坦であるが、削平を受けていることを考慮するならば、必

ずしもそうとは言い切れない可含多性もある。

[柱穴]421号住と422号住でPitを62基確認 した。このうちPit42・ 49・ 57。 58・ 60が422a住を、Pit36・

37・ 55・ 56・ 59が422b住をそれぞれ構成する主柱穴とした。

[炉]全 部で 9基確認 しており、いずれも地床炉である。一部配列が不規則で、焼成の状況が弱いものが

含まれる。

[出土遺物]Nα172の礫石器が出土 している。 (第31・ 267図、写真図版270)
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L=281.200m
b        b'
トーーーーー引

L=281400m
f    f'
中

サ

(421・ 422号住f― r)
1 10YR3/4暗 褐色 ンル ト

しまり中 粘性弱～中
炭化物粒極小 1%

iと
一___!!二三:_:スBI咽

Ⅳ 検出された遺構

L=281200m
d      d'

(421・ 422号住d― d')
1 7 5YR4/4ネ ロ色 ツル ト しまり中
粘性弱 炭化物粒極小 1%
黄褐色土粒極小 1%

(421・ 422号住h― h')
1 75YR3/4暗褐色 ンル ト

しまり中 粘性弱 炭化物
粒極小 1～ 3% 黄褐色土
粒極小～小 1%
焼土粒極小 1%未満

2 10YR4/4褐色 シル ト
しまり中 粘性弱
炭化物粒極小 1%未満

3 10YR5/6黄褐色粘土質
シル ト しまり中 粘性中
(地山 ?)

〕
Ｖ

(421・ 422号 住a― a')
1 10YR4/6褐 色 ンル ト

しまり弱～中 粘性中
炭化物粒極小 1%
責褐色土粒小 1%

(421・ 422号住e― e')

1.75YR4/4褐 色 ンル ト しまり中
粘性弱～中 炭化物粒極小～小 1%
未満 黄褐色土粒極小～小 1%

2 75YR5/6明 褐色粘土質シルト
しまり中 粘性中 炭化物粒極小
1%未満

(421,422号住 i-1')
1 10YR3/4暗 褐色 シル ト しまり中

粘性弱～中 炭化物粒極小 1%
黄褐色土ブロック小～中 1%

(421■ 22号住c― ざ)

1 7 5YR4/4褐 色ンル ト しまり中
粘性弱 炭化物粒極小～小 3%
黄褐色土粒小 1～ 3%(柱痕)

2 10YR4/6 褐色シル ト しまり中
粘性弱～柱 炭化物粒極小 1～ 3%
黄褐色土粒小 1～ 3%(掘 り方 ?)

L=281400m
g     g

(421・ 422号住g― gつ

1 10YR3/4 暗褐色ンル ト
しまり中 粘性弱～中
炭化物粒極小 1%

〕
〉

」〓２８．，４００ｍ中〕苛

『一一〕訂

L=281400m
τ    J'
|≒
ア

1

(421・ 422号住ι―ι')

1 7 5YR4/4褐 色シル ト しまり弱
粘性弱 炭化物粒極小～小 1%

L=281.400m

日

y

(421・ 422号住m― m')
1 75YR4/6褐色 ンル ト しまり中

粘性弱～中 炭化物粒極小 1%

L=281400m
k      k'
中

(421・ 422号住k― k')
1 10YR3/2黒 褐色シル ト しまり弱～中

粘性弱 炭化物粒極小 1～ 3%
黄褐色土粒極小～小10%

0        05       1m

枷一一））
(421・ 422号住j― デ)

1 10YR3/4暗 褐色 シル ト しまり中
粘性弱 炭化物粒極小 1～ 3%
黄褐色土粒極小 8%

第64図 421・ 422号住 (2)
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1 住居跡
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≒
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第66図 423・ 432号住
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1 住居跡

423号住居跡 (第66図、写真図版58)

[位置・検出状況]KⅣ  b2～ b3グ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除去 したところで検出した。

覆土とおもわれるシミには風倒木と思われる撹乱層も含まれていたため、不整な形での検出となった。

[重複]432号住、422号住 ?と 重複 している。断面観察から432号住→423号住と判断したが、422号住と

の新旧関係については不明である。

[平面形・規模]平 面形は不整な円形である。規模は長径5.3m、 短径3.7mである。

[覆土 。堆積状況]明 褐色土主体でそのなかに暗褐色土のブロックが25%程度混入する。これらの状況か

ら人為堆積と推測 した。

[壁・床面]明 確な壁は確認 していない。床面はほぼ平坦である。

[柱穴]な し。

[炉]な し。

[出土遺物]Nα604～ 606の上器、Nα349～356の剥片石器・石製品が出上 している。 (第31・ 108。 109・ 213

図、写真図版186。 242)

424号住居跡 (第67図、写真図版59)

[位置 。検出状況]JⅣ j2～ j3グ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除去 したところで検出した。

住居の平面プランの約4分の 1程度を風倒木による撹乱層が切っている。

[重複]479号土坑と重複 している。断面観察から424号住→479号土坑の順に構築されたものと判断 した。

[平面形 。規模]平 面形は円形で、規模は径4.4m、 深さ34cmである。

[覆土・堆積状況]褐 色土主体の覆上である。炭化物、黄褐色土粒が混入する。自然堆積と推測される。

[壁・床面]壁 の立ち上がりは急である。床面は平坦で硬 くしまっている。

[柱穴]Pitを 7基確認 しており、Pit 3を この住居にともなう主柱穴とした。

[炉]な し。

[出上遺物]Nα607～611の土器、No170の土製品、h357～359の設1片石器、Nα174～ 176の礫石器が出土 し

ている。 (第31・ 109・ 183・ 213・ 且67図、写真図版186・ 邑28・ 242・ 270)

425号住居跡 (第67図、写真図版60)

[位置・検出状況]」Ⅳ i3～ i4、 j3～ j4グ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除去 したⅡ層下部

にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形で、規模は径3.9m、 深さ87cmである。

[覆土・堆積状況]褐 色土主体の覆上である。炭化物ならびに黄褐色土粒が混入する。

[壁・床面]壁 の立ち上がりは急である。床面は平坦で硬 くしまっている。

[柱穴]Pitを 4基確認 しており、Pit 2を この住居にともなう主柱穴とした。

[炉]な し。

[出土遺物]配 177の礫石器が出土している。 (第31・ 267図、写真図版・270)

426号住居跡 (第68～71図、写真図版61)

[位置 。検出状況]KⅢ  b8～ b9グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところⅣ層で検出した。検出

時、写真のように十字形にベル トをかけて掘ったような痕跡が確認されたため、この区域が以前に発掘調査
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Ⅳ 検出された遺構
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479号土坑
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Ｉ
Ｉ

ヽ
∩

騨
∽m

-

Ｃ
璃

日

ｏ
ｏ
∞
且

∞

d          d'

申

0        05

勲
劇 Om

∩
可    A'

坤

lm

(424号 住A― A' ・ B-31 ・ a― a')
1 75YR4/3 暗褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒小10%
2 75YR4/4 褐色 ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小～小10%

黄褐色土粒小～中 5%
8 7 5YR4/4 褐色 シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒小 1%
4 7 5YR4/3 褐色 シル ト しまり中 粘性中
5 7 5YR4/3 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒小10%

(425号 住C― C' ・D―D' ・b― b' 。c― c' ・ d~ざ )

1 75YR3/3 暗褐色 ンルト しまり中 粘性弱 炭化物粒4ヽ～中 5%
黄褐色土粒極小 2%

2 75YR4/3 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小20%
炭化物粒極小 3%

二:れ評 雛 握 要糧色り寿軍
ン

とまり吊
ま
絶荏冒計 隻宿色写掃雫歩ご;歩 ふ定響推%

5 75YR4/3 掲色粘土質シル ト しまり中～強 粘性中 炭化物粒極4ヽ 2%
6 75YR3/4 暗褐色ンルト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 5%

黄褐色土ブロック中35%
7 75YR4/6 褐色ンル ト しまり中 粘性中 暗褐色土プロック中25%

0      1      2m

―
主

毀愕xどこ‐宅(424号 住 )

PirNo 1 2 3

径 (cm) 21× 21 27× 24 24× 21

深 さ(cn) 17

4 5 6

21X18 24× 18 27× 24 27× 27

39

(425号 住 )

Pit No I 2 3 4

径 (cll) 21 21 27× 2沼 24× 21 24× 21

深さ (cm)

第67図 424・ 425号住
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1 住居跡

を受けた場所である可含旨性が高いと推測 した。

[重複]427号住、403号陥し穴と重複する。断面観察から427号住→426号住→403号陥 し穴の順に構築さ

れたものと半1断 した。

[平面形・規模]平 面形は不整な円形で、規模は最大直径が3.3m、 最小直径は3.Omで ある。壁際に周溝

が巡る。

[覆土・堆積状況]検 出時十字形に残存 していたベル ト痕を使って行った断面観察によると、覆土は炭化

物粒ならびに黄褐色土粒を含む褐色土を主体とする。

[壁・床面]壁 の立ち上がりは急である。床面は平坦で比較的硬 く締まっている。

[柱穴]床 面中央付近にあるPit9を この住居にともなう主柱穴とした。

[炉]な し。

[出土遺物]な し。

427号住居跡 (第 68～ 71図、写真図版61～64)

[位置・検出状況]JⅢ  h9～ h10、 i9～ i10、 j8～ 10、 KⅢ a8～ 9、 b7～ 8グ リッドに位置する。

耕作による撹乱層を除去 したところで約25mの長さにおよぶ黒色～褐色のシミを検出した。検出時点でこ

れらのシミの一部にトレンチないしはベル トをかけたような十字形のプランを確認 しており、以前に掘削を

受けた区域であることが判明した。

[重複]当 初は超大形住居の可能性を考えたため 1棟 として登録 したが、その後掘り進めるうちに複数棟

(少なくとも3棟以上)が縦方向に重複 しているという判断に至った。その他、426～ 4邑 9号土坑、456号土

坑、457号土坑、403号陥し穴、404号陥し穴、403号埋設土器、404号埋設土器と重複する。426～ 428号土坑

→427号住→429号土坑、403号陥し穴、404号陥 し穴の順で構築されたものと判断 した。456号土坑、457号

土坑、403号埋設土器、404号埋設土器との新旧関係は不明である。また442号土坑と隣接する。

[平面形・規模]部 分的に残っている周溝などを手がかりとすれば、いずれの住居も平面形は長方形基調

である。

[覆土・堆積状況]覆 土は褐色～黄褐色土を主体とする。検出時に残存していた覆土は非常に薄 く、加え

て過去に掘削を受けていたこともあり、自然堆積か人為堆積かの判別はできなかった。

[壁・ 床面]ヽ ず`れの住居も明確な壁の立ち上がりを確認することはできない。壁は削平を受けたものと

考えられる。床面はいずれも平坦である。

[柱穴]Pitを 58基検出した。これらのうちPit20・ 21・ 24・ 27・ 31。 37・ 41で427a住を、Pit30・ 39・

42・ 49・ 50・ 56・ 58で 427b住を、Pit 2・ 5。 7・ 8・ 1里・ 14・ 20・ 21・ 24で 427-c住 を構成するもの

と判断した。

[炉]427-a住に伴うものとして 3基、427b住に伴うものとして 2基、427c住に伴うものとして 4基

確認 している。いずれも地床炉である。

[出土遺物]Nα612～657の上器、No360～ 392・ 397の剥片石器・石製品、Nα178～ 188の 礫石器が出土 して

いる。 (第31～ 34・ 109～ 113・ 214～里17・ 268～270図、写真図版186～ 189・ 242～ 243・ 271～ 273)

428号住居跡 (第 72～74図、写真図版65～67)

[位置 。検出状況]」Ⅲj6～KШ b6グ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除去 したところで検出し

た。検出当初から複数の遺構が重複 していることを確認することができた。また、遺構中央部の黒色土に覆

われた部分に、ベル トをかけて掘ったような十字形の痕跡も確認 した。
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(427号 住A― A' ・B一 B' ・C― C' ・ D― D' ・E― E' ・ F― Fつ
1 10YR2/3黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性微弱 炭化物粒・黄褐色土粒・焼土粒含む (撹乱・埋め戻 し上)

2 10YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極旭ヽ 1% 黄褐色土粒極小 3%
3 7 5YR4/4褐 色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～小 1～ 3% 黄褐色土粒極小～小 3～ 5% 焼土粒含む
4 7 5YR3/2黒 褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～小 3% 黄褐色土粒極小～小 5%
5 10YR5/6黄 褐色 シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小～小 1%未満
6 10YR3/2黒 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒小 1%未満 黄掲色土粒小 1%未満
7 7 5YR4/4褐 色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒小 1%未満 黄褐色土粒小 1%未満
8 10YR3/4暗 褐色ンル ト しまり弱 粘性微弱 黄褐色土粒極小～小 1～ 3%未満
9 5YR4/8 赤褐色ンル ト しまり中 粘性微弱 (焼土)

10 5YR4/6 赤褐色ンル ト しまり中 粘性弱 (汚れた焼土)

11 5YR4/6 赤褐色シル ト しまり中 粘性弱 (焼土)

12 5YR4/4 にぶい赤褐色ンル ト しまり中～強 粘性微弱 (弱 い焼成)

13 5YR4/8 赤褐色ンル ト しまり中 粘性微弱 (焼土)

14 25YR5/8明 赤褐色ンル ト しまり中～強 粘性無 (強い焼成)

15 25YR4/8赤 褐色ンルト しまり中 粘性弱 (焼土)

16 5YR5/6 明赤褐色ンル ト しまり中 粘性弱 (弱 い焼成)

17 75YR3/4暗 褐色ンル ト しまり弱 粘性微弱 炭化物粒極小 3% 黄褐色土粒極小～小 5%
18 75YR4/4褐 色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極打ヽ～小 5% 黄褐色土粒極小～小10%
19 10YR4/4褐 色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小～中 3%
20 10YR5/4 1こ ぶい黄褐色ンルト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極4ヽ 1%
21 75YR3/8暗褐色シルト しまり弱～中 粘性弱 (撹乱・埋め戻 し?) 焼土ブロック・黄褐色土プロック含む
22 75YR17/1 黒色 シル ト しまり弱 粘性弱
23 75YR4/4褐 色 シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1～ 3%
24 10YR5/3 にぶい黄褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
25 10YR5/6黄褐色粘土質ンルト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小 1%
26 75YR3/2黒褐色シルト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小～小 1～ 3% 黄褐色土粒極小～小 1%

辟
路 2郷Om I'

坤

Ⅳ 検出された遺構

H'

≒

0      1 2m

粋
路 2閉Om

G'

坤

」'

坤

K'

-

雅
努 と郷 Om

辟
%と問Om

雅

路 と郷 Om

第69図 426・ 427号住 (2)
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1 住居跡

騨
=財 郷 Om

伴二望里型Щ型年
'

脚
'

L'

-

(427号 住a― a')
1 10YR3/4暗 褐色シル ト しまり中 粘性弱

炭化物粒極4ヽ～小 1%未 満 黄褐色土粒極小
～小 1%

2 10YR5/6黄 褐色粘土質ンル ト しまり中
粘性中 炭化物粒極小 1%未満

(427号 住d― d')
1 10YR3/3暗 褐色シル ト しまり中 粘性弱

炭化物粒極小 1～ 3% 黄褐色土粒極小～小
1%(柱痕)

2 10YR5/4 すこぶい黄褐色 ンル ト しまり中
粘性弱 炭化物粒極小 1%(掘 り方)

即 F'

(427号 住g― g')

1 7 5YR3/4暗 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱
炭化物粒極小 1～ 3% 黄褐色土粒小 1%

2 7 5YR5/6明 褐色シル ト しまり中 粘性中
炭化物粒極小 1%(掘 り方)

(426号 住b― b')
1 10YR4/4褐 色 シル ト しまり弱～中 粘性弱～中

炭化物粒極小～小 1% 黄褐色土粒極小～小 1～ 3%
2 10YR5/6黄褐色粘土質 シル ト しまり中 粘性中

炭化物粒極小 1%未満 (掘 り方)

(427号 住e― e')

1 10YR4/4 褐色ンル ト しまり中 粘性弱
炭化物粒極小 1%未満 (柱痕)

2 10YR5/6黄褐色ンル ト しまり中 粘性中
炭化物粒極小 1%未 満 (掘 り方)

(427号 住h― h')
1 75YR4/4褐 色 シル ト しまり弱～中

粘性弱 炭化物粒極オヽ 1%
黄褐色土粒極小～小 5%

(427号 住c― c')

1 10YR5/4 にぶい黄褐色ンル ト しまり弱～中
粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小 1%

2 10YR5/6 黄褐色 ンル ト しまり中 粘性弱
炭化物粒極小 1%未 満

型 ∞呵
'

(427号 住f― r)
1 7 5YR4/4褐 色ンル ト しまり中 粘性弱

炭化物粒極小～小 1% 黄褐色土粒極小 1%未 満
2 75YR5/6明 褐色ンル ト しまり中 粘性中

炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小～小 1%
(掘 り方)

弾

(427号住 i― i)
1 75YR4/4褐 色ンル ト しまり中 粘性弱

炭化物粒極小 1～ 3% 黄褐色土粒極小～小 3%
2 75YR4/6褐 色シル ト しまり中 粘性弱

皮化物粒極小 1%未満 (掘 り方 )

0        05        1m
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Ⅳ 検出された遺構

L=281800m

に

li'

V
(427号 住j― jり

1 75YR4/4掲 色 ンル ト しまり中
粘性弱 炭化物粒極小 1%

L=281800m

(427号 住m― m')
1 10YR4/4掲 色 ンル ト

しまり中 粘性弱

炭化物粒極小 1%
黄褐色土粒極小～小 1%

L=281800m
k     k'
中

サ

(427号 住k― k')
1 10YR4/6褐 色 ンル ト しまり弱～中

粘性弱～中 炭化物粒極小 1%未満

L=281800m
ι   ど'

騨

π
(427号 住1-1')
1 7 5YR3/4暗 褐色 シル ト しまり中

粘性弱～中 炭化物粒極小 1%

lm

第71図 426・ 427号住 (4)

[重複]429号住居、431号土坑、438号土坑、434号土坑と重複している。平面検出ならびに断面観察から

いずれも428号住よりも古い時期に構築されている。

[平面形・規模]住 居の縁を巡る周溝から判断して平面形は長方形基調であるが、明確な長方形とはなら

ない。周溝埋土の色合いは地山と非常によく似ており、精査中も何度となく周溝を見失ってしまうことがあっ

た。 したがって、実際には長方形をなしている可含蟄l■ も考えられる。

[覆土 。堆積状況]覆 土は褐色土で構成され、炭化物粒を含む。自然堆積と判断した。

[壁 。床面]壁 の明確な立ち上がりを確認することはできない。床面中央部付近から外側にだらだらと立

ち上がって行き、その末端に周溝が存在するという格好である。

[柱穴]428号住と429号住でPitを31基確認 した。このうちPit l・ 5。 7・ 9。 15。 19・ 22・ 29を、この

住居に伴う主柱穴とした。

[炉]こ の住居にともなうものとして 2基確認 している。いずれも地床炉である。

[出土遺物]Nα658の上器、Nα393.394.396の 剥片石器が出上 している。 (第340113・ 216図、写真図版

189。 244)

429号住居跡 (第72～ 74図、写真図版65～ 68)

[位置 。検出状況]」Ⅲ j7、 KⅢ a6～ b6、 a7～ b7～KⅢ b6グ リッドに位置する。耕作による撹乱

層を除去 したところで検出した。

[重複]428号住、431号土坑、433号土坑、434号土坑と重複 している。428号住より古いことを確認 して

いるが、他の上坑との新旧関係は不明である。

(427号 住 )

Pit No 1 2 3 4 5 6 7 8 11

径 (cm) 54× 42 48× 42 42× 39 42× 39 30× 27 30× 27 24× 21 30× 27 42× 39

深さ(el)

12 13 17

39× 36 42X39 42× 36 39X36 48× 36 39× 30 48× 45 42× 42

77 15 15

27

48X39 33× 27 42× 36 36× 36 39× 33 42× 30 45× 39 45× 33 48× 48

12 19 11 15

44 47

51× 45 54× 39 42× 33 33× 33 45× 42 45× 39 24× 21

19 21

51

39× 33 63X54 33X33 33× 30 36× 27 45× 45 66× 57

19
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431号土坑

第72図 428・ 429号住 (1)
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(428・ 429号住D― D')
1 2 5YR4/8赤 褐色ンル ト しまり中～強 粘性無
2 5YR4/8 赤褐色 ンル ト しまり中 粘性弱
3 5YR4/6 赤褐色ンル ト しまり中 粘性弱

陛
畑・製m嘲 '

翌 "∞
mゴ '

;:【RttψΥ糧畳シ打
～
震解

～
羅性銘七謂雛靱経継ぶ球,ザ擁

3 7 5YR5/6明 褐色ンル ト しまり中 粘性中 (掘 り方)

!:8,ヽそ邑拷

b覇

僧曽し舟 卜 をま雷亭
中
粘極幣要掘琴砦留

粒極小～小 1%未満

(428,429号住c― cl)

1 10YR3/8 暗褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～小 1%

::〔醍憩す亀躍糧色し寿軍
ン
とまり単

ま
絶荏弱 撓屁物粒極小1%未満

Ⅳ 検出された遺構

0       1      2m

0        05        1m

(428・ 429号住A― A'・ B― B'・ C― Cつ
1 75YR2/1黒 色 ンル ト しまり弱～中 粘性微弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小～小 8～ 5%

焼土粒微量含む
2 75YR3/3暗 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小～小 3%

黄褐色土粒極小～小 1～ 3%
3 7 5YR3/2黒 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小～小 3%

黄褐色土粒極小～小 5～ 10%
4 10YR5/6黄 褐色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小～小 8～ 5%
5 7 5YR3/4暗 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%
6 10YR2/3 黒褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小～小 5～ 10%
7 7 5YR4/4褐 色 ンル ト しまり弱～中 粘性中 炭化物粒極小～小 3%
8 10YR5/6黄 褐色粘土質シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未満

(428・ 429号住E― E')
1 5YR4/6 赤褐色ンル ト
2 5YR5/8 明赤褐色ンル ト

粋
躙 0呵

'

しまり中
しまり中

粘性弱
粘性弱

(428・ 429号住F― F')
1 5YR4/4 にぶい赤褐色 ンル ト しまり中～強 粘性無

昨
狙
甥
d4'

(428・ 429号住G―G)
1 5YR5/8 明赤褐色シル ト しまり中 粘性無
2 5YR4/3 にぶい赤掲色ンル ト しまり弱 粘性弱
3 5YR5/8 明赤褐色シル ト

,

(428・ 429号住H― Hり
1 5YR4/6 赤褐色ンル ト しまり中 粘性弱
2 75YR5/6明 褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中

牌
凱つ∞ m呵 '

第73図 428・ 429号住 (2)
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1 住居跡

世

努 � Om 」
ア

坤

I'

-

粋
雅 ∞ Om

Ｋ・

柳中〕）
(428・ 429号住d― d')
1 10YR4/4褐 色 ンル ト しまり弱～中 粘性中 炭化物粒極小 1%

(428・ 429号住e― e')

1 10YR5/6 明褐色 シル ト しまり弱～中 粘性中 炭化物粒極小 1%

(428単 29号住f一 f')

1 10YR4/4褐 色シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1%

μ
路 � Om

L=281800m

―]ヽ ノ

L=282000m
f      F'
中

2m 0

第74図 428・ 429号住 (3)

[平面形・規模]壁 際を巡る周溝の形から、平面形は楕円形と判断した。規模は長径11.5m、 短径4.5mで

ある。

[覆土 。堆積状況]暗 褐色土主体の覆土で、層厚は厚いところで20cm程度、薄いところでは 1～ 2 cm程度

である。覆土最上部には、過去の発掘調査によるものと思われる人為的な埋め戻 しの痕跡が撹乱層として確

認された。

[壁・床面]壁 はほとんど立ち上がらない。周溝と炉の存在によってかろうじて住居としてのブランが判

断できる状況であった。

[柱穴]428号住と429号住でPitを 31基確認 した。このうちPit 3・ 5・ 6・ 12・ 17・ 里8・ 30。 31を この住

居にともなう主柱穴とした。

[炉]こ の住居にともなうものとして 4基確認 している。いずれも地床炉である。

[出土遺物]h659～664の土器、Nα 171の上製品、Nα399～ 406。 408～411の剥片石器・石製品、Nα 189～

195の礫石器が出土 している。 (第34・ 113・ 114・ 183・ 217・ 218・ 270。 271図、写真図版189・ 228・ 244・

272・ 273)

431号住居跡 (第75図、写真図版69)

[位置 。検出状況]JⅢ  j10、 」Ⅳ jl～ j2、 KⅣ al～ a2グ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除

去 した時点で焼土の列を確認 したため住居として登録した。

(428・ 429号住 )

Pit No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 11

径 (cm) 57× 48 30X24 39X36 48× 42

深さ(cI) 47

13 14 [5 16 18 21

45× 45 36X33 39× 33 39× 36 48X42 33× 33 36× 33 42X39

19

36× 30 33× 27 27× 27 36X36
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Ⅳ 検出された遺構

[重複]447号土坑、405号陥し穴と重複する。新旧関係は不明である。

[平面形・規模]周 溝など平面形を推測する判断材料を確認することができなかったため不明である。規

模は焼土列から長径 (9.6)m、 短径 (51)m程度と推測される。

[覆土・堆積状況]検 出面がほぼ床面と考えられるため、覆土ならびにその堆積状況については確認でき

ていない。

[壁・床面]壁 の立ち上がり等は確認 していない。床面の硬化の程度などは周囲とほとんど変わらない。

[柱穴]遺 構と思われる区域からPitを 17基確認 している。このうちPit l・ 3・ 6。 8・ 12・ 13・ 16を こ

の住居にともなう主柱穴とした。

[炉]3基 確認 した。いずれも地床炉である。

[出上遺物]No,412・ 413の剥片石器・石製品、Nα196～ 198の礫石器が出土 している。 (第35・ 218・ 272図、

写真図版244・ 274)

432号住居跡 (第66図、写真図版70)

[位置・検出状況]KⅣ  b2～ b3、 c2～ c3グ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除去 した時点で

検出した。

[重複]422号住、423号住、423号陥し穴と重複 している。いずれも新旧関係は不明である。

[平面形 。規模]平 面形は円形で、規模は径3.5mで ある。

[覆土・堆積状況]褐 色土主体である。自然堆積と推定される。

[壁・床面]壁 際に周溝が巡る。床面は比較的硬い。

[柱穴]中 央部付近に主柱穴を 1本確認 している。

[炉]な し。

[出土遺物]Nα665の上器、Nα414の剥片石器、Nα199の礫石器が出土 している。 (第35。 114・ 218・ 272図、

写真図版189・ 244・ 274)

433号住居跡 (第61・ 62図、写真図版68)

[位置・検出状況]KⅣ  dl～ d3、 KⅣ el～ e3グ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除去 した時

点で炉を検出した。この時点ですでに壁は残存していなかった。その後周囲を再検出したところ、周溝の一

部と思われる溝が検出されたことから住居跡とした。

[重複]418号住、410号陥し穴と重複 している。新旧関係については、覆土の断面観察ができなかったこ

とに加え、平面的観察からも重複関係を示す情報が得 られなかったため不明である。

[平面形・規模]平 面形は長方形で、規模は長径 (13,2)m、 短径5.lmで ある。

[覆土・堆積状況]撹 乱層を除去 した時点で床面であったため、確認 していない。

[壁・床面]壁 際と思われるところに一部周溝が巡る。床面は比較的硬い。

[柱穴]418号住と433号住でPitを 120基確認 している。これらのうち、Pit10・ 25・ 26。 35・ 46・ 66・ 73・

88・ 94・ 102・ 114・ 120を この住居にともなう主柱穴とした。

[炉]全 部で 4基確認 している。いずれも地床炉である。

[出土遺物]出 土 していない。

501号住居跡 (第 76図、写真図版71)

[位置・検出状況]LⅢ  b9～ b10グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。当初は大形住居の一部と
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Ⅳ 検出された遺構

いう認識であったが、掘り進めるうちに円形の小形竪穴の重複であるらしいことが判明した。

[重複]501-b住と重複 している。新旧関係は、501b住 (北側)→501a住 (南側)の順。

[平面形・規模]約 半分ほどが用水路によって切られているため、全体像は不明であるが、平面形は両住

居とも円形と推測される。規模は501a住が径 (3.6)mと 推測される。

[覆土・堆積状況]覆 土は黒色～黒褐色土主体で黄褐色土粒ならびに炭化物粒を混入する。

[壁 。床面]壁 の立ち上がりは急で、壁際に周溝が巡る。床面とくに中央部付近は踏みしめによるものと

思われる硬化が確認された。         ‐

[柱穴]床 面中央部付近からやや南側に主柱穴と思われるPit 2を確認 した。

[炉]な し。

[出土遺物]陥 667～669の土器、NM20の剥片石器、Nα200・ 201礫石器が出土している。(第 35。 114・ 115。

218・ 272図、写真図版189。 244・ 274)

503号住居跡 (第77図、写真図版72)

[位置・検出状況]LⅢ  a6～ b7グ リッドに位置する。205号住の精査を終了したのち、周囲を丁寧にク

リーニングしたところ、住居の端と思われる部分が検出されたため住居として登録 した。

[重複]205号住、311号焼土と重複している。新旧関係は503号住→205号住→311号焼土の順と判断した。

[平面形・規模]平 面形は長方形と推測され、規模は確認できた部分のみ長径 (4.5)m、 短径36mであ

る。

[覆土・堆積状況]覆 土は黒褐色土であるが、地山と非常に近い色合いの覆土であり、層厚は数センチ程

度と非常に薄い。

[壁・床面]壁 の立ち上がりはほとんど確認できなかった。かろうじて覆上の広がりから遺構のプランを

確定したのみである。床面は平坦で、周囲に比べやや硬 く締まっている。

[柱穴]Pitを 3基確認 した。深さ等の情報から、少なくともPit 3は主柱穴と推測される。

[炉]な し。311号焼土が当該住居の炉である可能性も疑ったが平面プランならびにレベルなどを総合的

に検討 した結果、この住居に伴う炉ではないという判断に至った。

[出土遺物]No670・ 671の土器が出土 している。 (第 35。 115図、写真図版190)

505号住居跡 (第78図、写真図版73)

[位置 。検出状況]JⅣ g7～ i7グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]無 いと判断したが、住居東側の壁と周溝の関係から拡張ないしは建て替えの可能性も考えられる。

[平面形・規模]平 面形は楕円形ないしは円形で、規模は長径6.lm、 短径4.5mである。

[覆土 。堆積状況]褐 色～暗褐色土主体で炭化物が混入する。自然堆積である。

[壁・床面]西 側の壁は明確に立ち上がるが、東側の壁については不明瞭である。深さは40cm。 床面は周

囲の地山より若干硬い。

[柱穴]周 溝が巡るプランの中央部にPitを 1基確認 した。住居に伴う主柱穴と考えられる。

[炉]な し。

[出土遺物]比 672～677の上器、配421・ 422の剥片石器・石製品、Nα202～205の礫石器が出土 している。

(第 35・ 115。 116・ 218・ 272・ 273図、写真図版190・ 244・ 274)
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1 住居跡

(501号住〉

A'
ト

Ｔ
Ｉ
Ｉ

ヽ
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口】〇〇ΦＯ∞∞・――‐判劇‐‐‐‐剖̈
性

別 ∞ Om 梯傷ぢ A'

-

(501号 住A― A'
1 7 5YR2/2
2 7 5YR2/1
8 75YR2/3
4 75YR2/2
5 75YR2/3
6 75YR3/4
7 75YR2/1
8 75YR3/2
9 7 5YR4/4

L=279600m

中

V
1

(501号 住c― c')

1 10YR3/4 暗褐色シル ト
しまり中 粘性中
黄褐色土粒極小～小 5～ 10%

0      1      2m

(501号 住d― dり
1 7 5YR4/3 褐色ンル ト

しまり中 粘性中
黄褐色土粒極小～小 5～ 10%

0         05        1m

L=279600m

(501号 住a― a')

1 7 5YR2/2 黒褐色ンル ト しまり弱
粘性弱 炭化物粒極小～小 3～ 5%
黄褐色土粒極小～小 3～ 5%

枷中〕〉

床面硬化範囲

・B― B)
黒色シル ト しまり弱 粘性ほとんど無 し 黄褐色土粒小～中 5%(耕作による撹乱層)

黒色シル ト しまり弱～中 粘性ほとんど無 し 炭化物粒極小～小 3%
極暗褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 1%
黒褐色シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%
極暗掲色シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒小 5～10% 黄褐色土粒極小 8～ 5%
暗褐色シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 焼土粒極小～小 5%
黒色ンル ト しまり弱 粘性弱～中 炭化物粒小 5%
黒褐色シル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小～小 3～ 5%
褐色粘土質シル ト しまり中～強 粘性中 (地山との漸移層)

枷一〕　戸／／‐‐Ｍ(501号 住b一 bつ
1 10YR2/3 黒褐色ンル ト

しまり中 粘性弱
黄褐色土粒小 1～ 3%

(501号 住)

Pit No 1 2

径 (cl) 30× 27 24X18

深さ(cld)
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311号焼土〉

Ⅳ 検出された遺構
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(503号住a― a')
1 10YR3/3 暗褐色 ンル ト しまり中

粘性弱 炭化物粒極小～小 5%
黄褐色土粒極小～小 3%

(503号住 )

0        05        1m

1       2m

mT

酔
0 600 Fn

A'

-

(503号 住A― A' ・B― B')
1 75YR3/2 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 褐色土プロック大～極大40% 炭化物粒大15%

第77図 503号住・ 311号焼土

506号住居跡 (第161図)

[位置・検出状況]KⅣ i2グ リッドに位置する。捨て場として掘り進め、断面観察によって住居跡である

ことを確認 した。

[重複]捨 て場と重複する。断面観察ならびに遺物の出土状況から、本遺構が使用されなくなって埋積さ

れる過程において覆± 3層を構成する遺物廃棄層が形成されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は円形で、規模は3.5m、 短径3.lmで ある。

[覆土 。堆積状況]極 暗褐色～黒色主体で炭化物が混入する。 4・ 5層は自然堆積である。

[壁・床面]断 面観察によると壁は比較的急に立ち上がる。

[柱穴]な し。

[炉]な し。

[出土遺物]血 678・ 679の上器、Nα423・ 424の剥片石器、Nα206の礫石器が出土 している。 (第36・ 117・

218・ 219。 273図、写真図版1900244。 245。 274)

507号住居跡 (第 79図、写真図版74)

[位置・検出状況]KⅣ  h2～ i2グ リッドに位置する。同グリッド上層に存在 した遺物包含層の精査を終

えたところで住居の周溝と思われる部分を検出したため登録 した。

Pi■ No 1 2 3

径 (cn) 60X57 39× 33

深 さ(cl)
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1 住居跡
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h土
〈505号住〉

しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～小20% 黄褐色土粒極小～小10%
しまり中 粘性弱 炭化物粒極小10% 黄褐色土粒極小～小 5%
しまり中 粘性中 炭化物粒極小～小10%
しまり中 粘性中 黄褐色土粒小～中30%(周 溝埋土)
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(505号 住a― a')
1 75YR4/4 褐色粘土質 ンル ト しまり弱

粘性弱 暗褐色土プロック中15%
2 75YR5/8 明褐色粘土質 ンル ト しまり中

粘性中 暗褐色土粒小10%
3 75YR5/6 明褐色粘土質 ンル ト しまり中

粘性中
4 75YR4/6 褐色粘土質 ンル ト しまり弱

粘性中 暗褐色土粒極打ヽ 5%

(505号 住居A― A' ・B― B')
1 75YR3/3 暗掲色シル ト
2 75YR4/4 褐色シル ト
3 75YR4/3 褐色シル ト
4 75YR4/4 褐色ンル ト

S  Pitl   〃     融)

諄
メ
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(507号 住A―A' ・B― B')
1 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 5%
2 75YR2/2 黒褐色 シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒小10%
3 75YR3/4 暗褐色 シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 5～ 10% 黄褐色土粒極小～中10%
4 7 5YR3/2 黒褐色 シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒小～中10%～20%
5 75YR2/1 黒色シル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物極小 5%
6 7 5YR3/4 暗褐色 シル ト しまり中～強 粘性弱 炭化物極打ヽ～小20% 黄褐色土粒小～中30%
7 7 5YR2/1 黒色ンル ト しまり中 粘性中

第79図 507号住

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形をなすと推測される。規模は最大で直径3,9mである。

[覆土 。堆積状況]黒 褐色土～暗褐色上が堆積する。 3層の暗褐色土中に含まれる遺物が多い。

[壁・床面]壁 の立ち上がりは比較的急である。床面は傾斜に沿って南側ほど低まる。

[柱穴]Pitを 2基確認 している。底面中央付近と推測される位置にあるPit 2を この住居にともなう主柱

穴と判断した。

[炉]な し。

[出土遺物]出 土 していない。

Ⅳ 検出された遺構

(507号住 )

Pit― No 1 2

径 (cn) 24× 21 27× 24

深 さ(cm) 16

0       1      2m
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2 土坑

2土  坑

人為的な掘り込みの確認される穴で、他の遺構すなわち竪穴住居跡、陥し穴状遺構、溝跡、焼土、以外の

ものを一括 して土坑とした。これらの中には貯蔵穴と思われるもの、その他 (墓媛など)が含まれる。なお、

一部土坑の断面図ならびに覆上の記録については割愛 したものもある。遺構の事実記載については以下に示

した表に項目ごとにまとめた。

101号土坑 (第80図、写真図版75)

[位置 。検出状況]LⅢ  clグ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除去 したところで検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が2.32× 1.88m、 底部が1.86× 1.54mで 深さは23cm

である。

[覆土・堆積状況]黒 褐色上の単層で炭化物粒を含む。人為堆積と推測される。覆土に多量の遺物を含む。

[壁]残 存 している壁は比較的ゆるやかな傾斜である。

[出土遺物]h680～ 686の上器、Nα174の上製品が出土 している。 (第 36・ 117・ 118・ 184図、写真図版191・

228)

102号土坑 (第80図、写真図版75)

[位置 。検出状況]L Ⅱ d10グ リッドほかに位置する。耕作による撹乱層を除去 したところで検出した。

[重複]覆 上の断面観察から単独の土坑と判断したが、東側に棚状の一段高い掘り込みが確認され、別遺構

(土坑)ん 重ゞ複 している可能性も推測できる。また、103号土坑と重複 している可能性も考えられるが検出

ならびに断面観察からその事実を把握することは出来なかったため不明である。

[平面形 。規模]平 面形は円形基調であるが不整である。規模は開口部が2.68× 2.58m、 底部が1.22× 1.lm

で深さは45calで ある。

[覆土 。堆積状況]黒 褐色土主体の覆上で炭化物粒ならびに黄褐色土粒を含む。人為堆積と推測される。覆

土上部から下部まで遺物を含んでいる。

[壁]】ヒ側の壁の傾斜は比較的急であるが、南側の壁は緩やかである。

[出土遺物]Nα687～694の上器、Nα173の上製品、Nα207の礫石器が出土 している。(第36・ 118・ 119・ 184・

273図、写真図版191～ 192・ 228。 274)

103号土坑 (第80図、写真図版75)

[位置 。検出状況]L Ⅱ d10グ リッドほかに位置する。耕作による撹乱層を除去したところで検出した。

[重複]102、 104号土坑と重複 している可含徴l■があるが検出状況ならびに断面観察からはわか らなかった

ため不明である。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が2.42× 1.9m、 底部が192× 13mで深さは31clnで ある。

[覆土・堆積状況]黒 褐色土主体の覆土で炭化物粒ならびに黄褐色土粒を含む。人為堆積と推測される。覆

土上部から下部まで遺物を含んでいる。

[壁]残 存する壁の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]Nα695～ 709の 上器、Na425～429の剥片石器、配208の礫石器が出土 している。 (第36。 119・
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Ⅳ 検出された遺構

く101号上坑〉 . (104号土坑〉

103号土坑

105号土坑

卜
τころ80100m

(104号 土坑A― A')
1 75YR2/2黒 褐色 シル ト しまり中
2 10YR2/2黒 褐色 ンル ト しまり中

黄掲色土粒極小 1%
3 10YR3/2黒 褐色ンルト しまり弱

黄褐色土粒極小～小5%

(101号 土坑A― A')
1 10YR3/2黒 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%

黄褐色土粒極小 1%

(102・ 103・ 105号土坑〉
103号土坑

102号土坑

LI d10か ら

ISlmE2m

・ LⅢdl

N2m

A'tttelヵ燎
ト

控
賜 ∞ m A'

-

厩

６８０
粘性微弱
粘性弱 炭化物粒極小～小 3%

粘性弱 炭化物粒小 1%未満

〕脚『

６９５　期御〕７０６

Ａ
引

Ⅷ
701

104号土坑

酬隆27

性
路α閉Om
2

709

A'卜_

B'

-

105号土坑

性
努0“Om

(102・ 103・ 105号 土坑A― A')
1 10YR2/2 黒褐色シル ト
2 10YR3/3暗 褐色ンル ト

粘性弱 炭化物粒小 1%未満
粘性弱 炭化物粒極小 1%未満

弱

中

黄褐色土粒極小～小 1%
3 10YR2/2 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性弱～中 炭化物粒極小 1%

未満 黄褐色土粒極小 1%
4 10YR3/2 黒掲色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒小 1%未満

黄褐色土粒極小 1%
5 10YR2/3 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満

黄褐色土粒極小 1～ 3%
10YR4/6褐 色ンル ト しまり中 粘性中
10YR2/2 黒褐色シル ト しまり中～強 粘性微弱 炭化物粒極小 1

%未満
上部に10YR5/6黄 掲色粘土質シル トが板状に混入
10YR2/2 黒褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄
掲色土粒極小 1%

木根
′

(102・ 103,105号土坑B― B')
1 10YR2/2 黒褐色 シル ト しまり中～強 粘性微弱 炭化物粒極小 1%未満

黄褐色土 ブロック中～大 3%
2 10YR5/6責 褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中

0        1        2m

(3)

♪    ょ ^

蓄シ 倉◇

s毬

綿

鞠 Ⅷ 瑚

8

第80図 101～ 105号土坑
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2 土坑

120・ 219。 273図、写真図版192・ 245・ 274)

104号土坑 (第 80図、写真図版76)

[位置 。検出状況]L Ⅱd10グ リッドほかに位置する。耕作による撹乱層を除去 したところで検出した。

[重複]103号土坑と重複する可能性があるが、検出状況・断面観察からはわからなかったため不明である。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が豊.7× 1.66m、 底部が1.94× 1.26mで 深さは45cal

である。                  ´

[覆土・堆積状況]黒 褐色土主体の覆土で、炭化物粒を若干含んでいる。人為堆積と推測される。

[壁]残 存する壁の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]No710～ 716の上器、No480・ 431の剥片石器が出土 している。 (第37・ 120・ 219図、写真図版

192・ 193。 245)

105号土坑 (第80図、写真図版75)

[位置・検出状況]L Ⅱ c10グ リッドほかに位置する。耕作による撹乱層を除去 したところで検出した。

[重複]103号土坑と重複する可能性があるが、検出状況 。断面観察からはわからなかったため不明である。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が168× 1.48m、 底部が 1× 0.86mで深さは36cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土ブロックを不規則に含む。人為堆積であるが、堆積の状況ならびに堆積層から

判断して極めて新しい時代に形成された撹乱の可含旨l■が高い。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである。

[出土遺物]Nα 717・ 718の上器が出上している。 (第 37・ 120図、写真図版198)

106号土坑 (第 81図、写真図版76)

[位置 。検出状況]LШ  clグ リッドほかに位置する。耕作による撹乱層を除去したところで検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形基調であるが不整である。規模は開口部が1.68× 0.92m、 底部が0,98× 0.36

mで深さは56cmである。風倒木痕の可能性も考えられる。

[覆土・堆積状況]覆 土は黒褐色土主体である。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 土していない。

107号土坑 (第81図、写真図版76)

[位置 。検出状況]LШ  blグ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除去したところで検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が2.24× 1.56m、 底部が1.98× 124mで深さは17clll

である。

[覆土・堆積状況]覆 土は褐色土主体である。自然堆積と判断した。

[壁]残 存する壁の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 土 していない。
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(106号 土坑A― A')
1 75YR3/2黒 褐色シル ト しまり中

粘性弱 炭化物粒小 1%未満 黄褐
色土粒極小 1%未満

2 10YR2/2 黒褐色シル ト しまり弱
粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色
土粒極小～小 3%

性
別 蠅 Om 

ゴ

'

(107号 上坑A一 A')
1 10YR3/3 暗褐色シル ト しまり中

粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄
褐色土粒極小 1%未満

2 10YR4/6褐 色 ンル ト しまり中
粘性中 炭化物粒極小 1%未満

Ⅳ 検出された遺構

(110号土坑〉

悴
路凹 Omゴ

'

2

(110号 土坑A― A')
1 7 5YR2/2黒 褐色ンルト しまり中

粘性ほとんど無 し
2 75YR5/6明黄褐色粘土質 ンル ト

しまり中～強 粘性中

(108号土坑〉

0        1        2m

(106号土坑〉

(109号土坑〉

h上

悴
路囲 Om

(107号土坑〉 ×鱗

A'
ト

A'
コ

Ａ
引

×ぽ餃

皆
朗 ∞

吋

'

訛醤浦
Ａ

引 Ａ
引

圭縄″かキ

(108号 土坑A― Aつ
1 10YR3/3 暗褐色 シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極4ヽ 1%

責褐色土粒極小～小 5%
2 10YR5/6黄 褐色粘土質 シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極

小 1%

(109号 土坑A― A')
1 75YR2/2黒 褐色ンル ト しまり中～強 粘性弱
2 10YR2/2 黒褐色シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%未満
3 10YR2/1 黒色 ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%
4 10YR2/3 黒褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 3%
5 10YR4/4褐色 ンル ト しまり弱 粘性中 (8層より明るい色)

6 10YR3/1 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性弱～中 黄褐色土粒極小 1%未満
7 10YR4/6褐 色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中
8 10YR4/4褐 色粘土質 シル ト しまり中～強 粘性中

占d7カ】

第81図  106～ 110号土坑
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2 土坑

108号土坑 (第81図、写真図版76)

[位置・検出状況]L Ⅱ c10グ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除去 したところで検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形基調であるが不整である。規模は開口部が 2× 1.54m、 底部が0.91× 0.84m

で深さは39cmで ある。

[覆土・堆積状況]覆 土は暗褐色土主体である。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである。

[出土遺物]出 上 していない。

109号土坑 (第81図、写真図版77)

[位置・検出状況]LⅡ c6グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開田部が1.56× 1,24m、 底部が1,08× 0,82mで深さは94cmで ある。

[覆土・堆積状況]壁 の崩落によると推定される 7～ 8層を除き、覆土は黒色～黒褐色土が主体である。自

然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 上 していない。

110号土坑 (第81図、写真図版77)

[位置・検出状況]LⅡ c6グ リッドほかに位置する。耕作による撹乱層を除去したところで検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.29× 1.15m、 底部が058× 038mで深さは23cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒 褐色土主体である。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである。

[出土遺物]出 土 していない。

111号土坑 (第82図、写真図版77)

[位置 。検出状況]LⅡ c4グ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除去 したところで検出した。

[重複]な し。遺構北西側が撹乱によって切 られている (隣接する電柱の埋設に関連するものと思われる)。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開回部が3.08× 2.87m、 底部が2.18× 2.14mで 深さは122cmで ある。

[覆土・堆積状況]覆 土は黒色～黒褐色土主体である。断面観察によると、覆土中位付近においてやや不規

則な堆積の仕方が確認される。人為堆積の可能性が高い。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出上遺物]No482の剥片石器が出土 している。 (第37・ 219図、写真図版・ 245)

112号土坑 (第82図、写真図版77)

[位置・検出状況]LⅡ c5グ リッドに位置する。耕作による撹乱層を除去 したところで検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は円形、規模は開口部が2.3× 2.23m、 底部が1.68× 1.4mで深さは101cmで ある。

[覆土 。堆積状況]覆 土は黒褐色～暗褐色土主体である。人為堆積の可含旨性が高い。
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Ⅳ 検出された遺構

×鱗

く117号土坑〉

斜ゝ准

く115号土坑〉
(111号土坑〉

(115号土坑A―Aり
1 7 5YR2/1黒 色シル ト しまり弱 粘性弱

炭化物粒小 1%未満 黄褐色土粒極小 3～ 5%
2 10YR2/2黒 褐色シル ト しまり中 粘性弱

炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%

(116号土坑〉

キ｀
訪

切

Ａ
引

調査区外

田

．

―
―
―
―
上

(111号 土坑A― A')
1 7 5YR2/1黒 色シル ト しまり中 粘性ほ

とんど無 炭化物粒小 1%未 満 黄褐色土
粒極小 3%

2 7 5YR3/3暗 褐色シル ト しまり中 粘性
微弱 炭化物粒小 1%未満

3 7 5YR3/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性
ほとんど無 炭化物粒小 1%未満 黄褐色
土粒極小～4ヽ 3%

4 10YR4/4褐 色シル ト しまり弱 粘性微弱
炭化物粒極小～小 1%未満 黄褐色土粒極小～

小 5%
5 75YR5/6明 褐色ンル ト しまり弱～中 粘

性弱 黄褐色土粒極小～小 5%
6 10YR4/3 にない黄褐色粘土質ンル ト しま

り中 粘性中 黄褐色土粒極小 5%
7 7 5YR5/6明 褐色ンル ト しまり中 粘性中

(5層 より明るい色)

(112号土坑〉

峰
側望∞ m

牌
冊 200m A'

≒

(116号 土坑A― A')
1 7 5YR2/2黒褐色ンル ト しまり中

粘性微弱 炭化物粒極小 1%未満
2 10YR4/4褐 色粘土質 ンル ト しまり

中 粘性中

(118号土坑〉

liFF8から
LId5か盈

彎
A

A'
ト

卜
だ

Ａ「
(117号 土坑A― A')
1 10YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中

粘性微弱 炭化物粒極小 1%
黄褐色土ブロック中～大 2ヶ 所

牌
的 900m

A'

-

4

(118号 土坑A― A')
1 10YR2/3黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 3%
2 10YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小～小 3%
3 10YR3/3 暗褐色 シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
4 10YR5/6黄 褐色粘土質 シル ト しまり中 粘性中 (地山よりもろい土)

(112号 土坑A― A')
1 10YR2/3黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
2 10YR3/4 暗褐色 シル ト しまり中 粘性弱 (木根 ?)
3 10YR3/2黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%
4 10YR3/3 暗褐色 シル ト しまり弱～中 粘性弱～中 炭化物粒極小 1%

黄褐色土粒極小～4ヽ 1～ 3%
5 10YR4/6褐 色 シル ト しまり弱 粘性中 (7層よりしまり弱い)

6 10YR4/4褐 色粘土質 シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未 満
7 10YR4/6褐 色粘土質 ンル ト しまり中～強 粘性中
8 10YR3/3 暗褐色 シル ト しまり中～強 粘性弱～中 黄褐色土粒小～中 1%未満

0        1        2m

脚
'

第82図  111・ 112・ 115～ 118号土坑
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2 土坑

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出上遺物]配 209～212の礫石器が出土 している。 (第37・ 273図、写真図版 。274・ 275)

115号土坑 (第82図、写真図版78)

[位置・検出状況]LⅡ a9グ リッドほかに位置する。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.38× 1.09m、 底部が0.92× 0.86mで深さは25cmである。

[覆土・堆積状況]覆 土は黒褐色主主体で、炭化物粒を含む。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 土 していない。

116号土坑 (第82図、写真図版78)

[位置 。検出状況]K Ⅱj10グ リッドに位置する。

[重複]な し。

[平面形・ 規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が0。 76× 0.6m、 底部が0.35× 0.3mで深さ

は13cmで ある。

[覆土・堆積状況]覆 土は黒褐色土主体で、炭化物粒を含む。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである。

[出土遺物]出 上 していない。

117号土坑 (第82図、写真図版78)

[位置・検出状況]KⅡ j10グ リッドに位置する。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が0.63× 0.54m、 底部が0.26× 0.2mで深さ

は28cmである。

[覆土・堆積状況]覆 土は黒褐色土で、炭化物粒を含む。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 上 していない。

118号土坑 (第82図、写真図版78)

[位置・検出状況]LⅡ e7グ リッドに位置する。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1,24× 1,17m、 底部が0.59× 0.48mで 深さは39cmで ある。

[覆土・堆積状況]底 面付近は黄褐色の地山ブロックを含む層で埋め戻され、その上に暗褐色土主体の層が

堆積 している。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

119号土坑 (第88図、写真図版79)

[位置・検出状況]LⅡ e6グ リッドほかに位置する。
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Ⅳ 検出された遺構

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は上端が円形で、底面は長方形をなす。規模は開口部が1.2Xl.12m、 底部が0.94

×0.78mで深さは85cmである。

[覆土・堆積状況]覆 土は黒褐色土主体で、底面ならびに壁際の一部に地山崩落土を含む。自然堆積である

と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

120号土坑 (第88図、写真図版79)

[位置 。検出状況]LⅡ e6グ リッドほかに位置する。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形、規模は開回部が1.14× 0.84m、 底部が0.64× 0.5mで深さは33cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒 褐色土に黄褐色土の地山ブロックを含む。人為的埋め戻しと判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである。

[出土遺物]出 上 していない。

121号土坑 (第83図、写真図版79)

[位置 。検出状況]LⅡ f8グ リッドに位置する。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が1.86× 1.82mで、底部が0.96× 0.5m深 さ

は47cmである。

[覆土・堆積状況]地 山ブロックを含む黒褐色土によって人為的に埋め戻されている。

[壁]南 側の立ち上がりは緩やかであるが、】ヒ側は

'ヒ

較的急である。

[出土遺物]出 土 していない。

122号土坑 (第83図、写真図版79)

[位置 。検出状況]LⅡ HOグ リッドに位置する。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が0。 92 XO.82m、 底部が0.55× 0.55mで深さは44cmである。

[覆土・堆積状況]地 山ブロックを含む黒褐色土によって埋め戻されている。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出 +潰物]出 上 していない。

123号土坑 (第83図、写真図版80)

[位置・検出状況]LⅢ  g2グ リッドほかに位置する。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.9× 1.36m、 底部が1.06 X O.8mで深さは53cmで ある。

[覆土・堆積状測  地山ブロックによる層と黒色土層との互層になっており、埋め戻されている。

[壁]西 側は比較的緩やかであるが、東側は比較的急である。

[出土遺物]出 土 していない。
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2 土坑
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Ⅳ 検出された遺構

124号土坑 (第 83図、写真図版80)

[位置 。検出状況]KⅢ jlグ リッドに位置する。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形基調であるが不整である。規模は開口部が(2.00)× (0.98)m、 底部が(1.06)

×(0.74)mで深さは51cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒 (地山粒)を多く含む黒褐色土ないしは暗褐色土によって埋め戻されている。

[壁]引ヒ側の壁はほぼ垂直に立ち上がるが、南側ならびに東側の立ち上がりは比較的緩やかである。

[出土遺物]N6719～ 721の上器が出土 している。 (第 37。 121図、写真図版193)

125号土坑 (第84図、写真図版80)

[位置・検出状況]MⅢ c6グ リッドに位置する。

[重複]102号住を切って重複 しており、102号住→125号土坑の順で構築された。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が1.51× 1,33m、 底部が0.94× 0.62mで深

さは96cmである。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒や黄褐色土粒を含む黒褐色土～暗褐色土が堆積 している。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

126号土坑 (第83図)

[位置 。検出状況]KⅢ jlグ リッドほかに位置する。

[重複]101号住と重複 している。101号住→126号土坑の順で構築されたと判断した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.14× 0,71m、 底部が0.56× 0.48mで深さは72cmで ある。

[覆土・堆積状況]断 面を記録することができなかったため不明である。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 上 していない。

201号土坑 (第 84図、写真図版80)

[位置・検出状況]LⅢ  c6グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な楕円形をなす。規模は開口部が2.51× 1.96m、 底部が1.8× 143mで深

さは50clnで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒を含む黒褐色土ならびに黄褐色土粒を含む灰黄褐色土が堆積 している。とくに

1層には埋土上位から下位にかけて多量の遺物が含まれている。

[壁]西 側の立ち上がりは比較的急であるが、東側は階段状になっており比較的緩やかである。

[出土遺物]Nα722～ 746の土器、Nα438～435の剥片石器・石製品が出土している。 (第37・ 121～ 1230219

図、写真図版193・ 194・ 245)

202号土坑 (第 84図、写真図版81)

[位置 。検出状況]LⅢ e5グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]202号住を切って重複しており、202号住→202号土坑の順で構築されている。
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2 土坑

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.42× 1.22m、 底部が0,98× 0.86mで深さは61cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒 (地山粒)を多 く含む暗褐色上によって埋め戻されている。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

203号土坑 (第84図、写真図版81)

[位置・検出状況]LⅢ  c7グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]201号住を切って重複 しており、201号住→203号土坑の順で構築されている。

[平面形 。規模]平 面形は円形、規模は開口部が1,74× 1.52m、 底部が1.32× 1.13mで 深さは58cmである。

[覆土 。堆積状況]黄 褐色土粒 (地山粒)を含む暗褐色土である2層で埋め戻され、その上に 1層が堆積 し

た。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

204号土坑 (第 84図、写真図版81)

[位置・検出状況]LШ c5グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]201号住を切って重複 しており、201号住→204号土坑の順で構築された。

[平面形 。規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.53× 1.16m、 底部が0.88× 0.75mで深さは51cmである。

[覆土・堆積状況]下 層は炭化物粒ならびに黄褐色土粒を含んだ暗褐色土によって埋め戻されている。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

205号土坑 (第 85図、写真図版81)

[位置 。検出状況]LⅢ b5グ リッドほかに位置する。205号住床面付近にて検出した。

[重複]205号住と重複している。検出状況ならびに土層断面観察から、205号土坑→205号住の順に構築さ

れたものと半J断 した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1.6× 1.52m、 底部が1.42× 0.62mで 深さは1.08cm

である。底面中央付近に小穴を持つ。深さは20cmである。

[覆土・堆積状況]最 下層に黒褐色上が薄 く堆積 しその上に極暗褐色～褐色上が堆積 している。 4層は黄褐

色土粒 (地山粒)の混入具合から人為的に埋め戻されている可含酵l■_がある。

[壁]壁 の立ち上がりは急で、底面付近ではややオーバーハングしている。

[出土遺物]Nα 747の上器が出土 している。 (第37・ 123図、写真図版194)

206号土坑 (第85図、写真図版82)

[位置 。検出状況]LⅢ c4グ リッドに位置する。201号住床面付近で検出した。

[重複]201号住と重複 している。土層断面の状況から201号住→206号土坑の順に構築されたものと判断し

た。

[平面形・規模]平面形は楕円形基調であるが不整である。規模は開口部が102× 0,72m、 底部が0.71× (034)

mで深さは23cmで ある。東西の壁際に小穴を確認することができ、201号住の柱穴痕跡の可能 l■ も考えられる。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土層の上に黒色～黒褐色上が堆積 している。自然堆積である。
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2 土坑

[壁]壁 の立 ち上が りは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

207号土坑 (第85図、写真図版82)

[位置・検出状況]LⅢ  c4グ リッドに位置する。調査区を横断 していた町道を剥ぎ取ったところ (Ⅱ 層下

部)で検出した。

[重複]208号住を切って重複 している。従って208号住→207号土坑の順で構築された。

[平面形 。規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.6× 1.52m、 底部が1.44× 1.26mで深さは72cmで ある。

[覆土・堆積状況]最 上層の 1層以外は黄褐色土 (地山)の粒やブロックを含んだ上によって人為的に埋め

戻されている。

[壁]壁 の立ち上がりは急で、ほぼ垂直である。

[出土遺物]No748の上器が出土 している。 (第37・ 123図、写真図版194)

208号土坑 (第85図、写真図版82)

[位置・検出状況]LⅢ  c4グ リッドほかに位置する。調査区を横断 していた町道を剥ぎ取ったところ (Ⅱ

層下部)で検出した。

[重複]208号住を切って重複 している。従って208号住→208号土坑の順で構築された。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.6× 1.32m、 底部が1.45× 1.13mで深さは51omで ある。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土 (地山)粒ないしはブロックを含む土により人為的に埋め戻されている。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]Na749の 土器、Nα486の剥片石器が出上 している。 (第37・ 1里 3・ 219図、写真図版194・ 245)

209号土坑 (第85図、写真図版82)

[位置 。検出状況]LⅢ  d3グ リッドほかに位置する。調査区を横断 していた町道を剥ぎ取ったところ (Ⅱ

層下部)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が1.66× 1.46m、 底部が1.32× 1,lmで深さ

は18claで ある。

[覆土・堆積状況]確 認ですることのできた覆土は、炭化物ならびに黄褐色土粒を含んた単層である。自然

堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは緩やかである。

[出土遺物]配 750～754の上器が出土 している。 (第37・ 38・ 123図、写真図版194。 195)

210号土坑 (第86図、写真図版83)

[位置 。検出状況]LⅢ  d3グ リッドに位置する。調査区を横断していた町道を剥ぎ取ったところ (Ⅱ 層下

部)で検出した。

[重複]218号土坑を切って重複 しており、218号土坑→210号土坑の順に構築された。

[平面形・規模]平 面形は楕円形基調であるが不整である。規模は開口部が2.48× 1.64m、 底部が1,98× 1.29

mで深さは19cmで ある。

[覆土・堆積状況]覆 土は炭化物ならびに黄褐色土粒を含んでいる。自然堆積と判断した。
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(205号土坑〉

性
28α 700m

(207号土坑〉

A
|―

mす

|

|

A'(205号 土坑A― A')

-  1 75YR2/1黒
色シル ト しまり弱 粘性中

黄褐色土粒極小 1%未満

満未％
弱
極

，
　
　
　
　
　
　
　
　

性
粒

号

１０

”

Ｑ

ｌ

(211号 土坑 A―A')
1 10YR3/3 暗褐色 シル ト しまり中 粘性弱

炭化物粒極小～小 1%未満

(206号土坑〉

Ⅳ 検出された遺構

粘性ほとんど無
粘性無 炭化物粒極

Ａ
引

日
§
員

＝
「
澱

ｒ
卜
　
　
　
　
節ぎ

しまり弱
しまり中

2 75YR3/2黒褐色 ンル ト しまり弱 粘性
中 黄褐色土粒極小 1%未満

3 10YR2/8 黒褐色 シル ト しまり中 粘性中
4 10YR3/2黒褐色 シル ト しまり弱 粘性中

黄褐色土粒極小 1%未満
5 75YR2/3極暗褐色シル ト しまり弱 粘

性中
6 75YR4/4掲色シル ト しまり弱 粘性中
7 10YR2/1 黒褐色シル ト しまり弱 粘性弱

～中

(208号土坑〉

ここ騨

型

(207号 土坑A― A')
1 7 5YR2/1黒 色 ンル ト しまりほとんど無 粘性無 黄褐色土粒極小 3%
2 7 5YR2/2黒 褐色 シル ト しまりほとんど無 粘性微弱 黄褐色土粒極小

～小 3～ 5%
3 10YR2/3 黒褐色 シル ト しまり弱 粘性微弱 黄褐色土粒極小 1%未満
4 10YR2/2 黒褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 5% 黄

褐色土プロック中～大 1%

A'

-

×ゞ

Ａ
引

A'
卜

だ
ト

麟からX
A'
ト

(206号 土坑 A― A')
1 10YR2/1 黒色 シル ト
2 10YR2/2黒 褐色 シル ト

小 1%未満
3 10YR5/6黄褐色粘土質ンルト しまり中 粘性中 (地 山

よりもろい)

(209号土坑〉

性
努αЮ Om 

ゴ

'

(209号 土坑A― A')
1 75YR2/2黒褐色ンル ト しまり中 粘性弱～中

炭化物粒極小～小 3% 黄褐色土粒極小 3%

(208号 土坑A― A')
1 75YR2/1黒色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒

極小 1%未満 黄褐色土粒極ツト～小 1% 焼土粒含む
2 75YR2/2黒褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱 黄

褐色土粒極小～小 1%未満 炭化物含む (3層 よりやや

暗い色)

3 75YR2/2黒褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭
化物粒極小～小 1%未満 黄褐色土粒極小～小 3～ 5%

4 75YR17/1 黒色 ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土
粒極小～小 3% 炭化物粒含む

5 75YR3/4暗褐色 ンル ト しまり弱 粘性微弱 黄褐色
土粒極小～小 1% 焼土ブロック中 lヶ 所含む 炭化物
粒含む

6 10YR2/3 黒褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐
色土粒極小～小 3% 炭化物粒極小 1%未満

7 10YR3/2 黒褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土
粒極小 1%未満 炭化物粒小 1%未満 焼土粒含む

8 75YR2/2黒褐色ンル ト しまり中～強 粘性弱 炭化
物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小～小 1%未満

9 10YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中 粘性弱～中 黄褐
色土ブロック小 1%

0        1        2m

都螺が

第85図 205～ 209・ 211・ 212号土坑
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2 土坑

[壁]壁 の立ち上がりは緩やかである。

[出土遺物]210・ 218号土坑一括としてNα437の剥片石器が出上 している。 (第38・ 219図、写真図版245)

211号土坑 (第85図、写真図版83)

[位置 。検出状況]LⅢ  a4グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.48× 1,32m、 底部が1.17× 0.95mで深さは33cmで ある。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒を含んだ暗褐色土が堆積 している。自然堆積と判断 した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

212号土坑 (第85図、写真図版83)

[位置 。検出状況]LⅢ  a3グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]207号住と重複 している。新旧関係については把握することができなかった。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が0.92× 0.75m、 底部が0.68× 0.37mで深さは27cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土が堆積 している。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]土 器が出土するが小片のため掲載 していない。

213号土坑 (第86図、写真図版83)

[位置 。検出状況]LⅢ  d8グ リッドに位置する。203号住床面にて検出した。住居のみという判断で掘 り

進めたところ、その下に土坑が存在することが判明し、さらに土坑は複数存在するという結果となった。

[重複]203号住ならびに219・ 220号土坑と重複 している。検出状況等から、219・ 220号土坑ならびに213

号土坑よりも203号住が新 しい。断面観察から220号土坑→213号土坑の順に構築されたものと判断したが、

219号土坑との新旧関係については、平面ならびに断面等を慎重に観察 したつもりであるが、確認できなかっ

た。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなすものと推定される。規模は開口部が2.72× 2.50m、 底部が

1,71× 1.65mで深さは38cmである。

[覆土 。堆積状況]黒 褐色土を主体として堆積 している。

[壁]壁 の立ち上がりは緩やかである。

[出土遺物]Nα175～ 178の土製品が出土 している。213・ 219。 220号土坑一括としてh755～ 772の土器、Nα

438～441の 剥片石器・石製品、Nα213の礫石器が出上 している。 (第380124・ 125。 184・ 219・ 220・ 274図、

写真図版195・ 196・ 228・ 245・ 275)

214号土坑 (第86図、写真図版84)

[位置 。検出状況]LⅢ  a4グ リッドに位置する。206号住床面付近にて検出した。

[重複]206号住と重複 している。検出状況ならびに断面観察から214号土坑→206号住の順で構築されたも

のと判断した。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開回部が1.04× lm、 底部が0.74× 0.56mで 深さは18cmで ある。

[覆土・堆積状況]2層 は炭化物粒ならびに焼土粒が混入する明褐色土で、人為的に埋め戻されている。
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(210・ 218号土坑〉 (214号上坑〉

Ⅳ 検出された遺構
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280弼Om_A'
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(210・ 218号土坑A― A')
1 10YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%
2 10YR4/6褐 色粘土質ンル ト しまり中 粘性中

(213・ 219・ 220号土坑〉

粋
=触 罰Om

(214号 土坑A―A')
1 7 5YR3/3暗 褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱

炭化物粒極イヽ 1% 焼土粒極小 1%未満
2 7 5YR5/6明 褐色 シル ト しまり弱～中 粘性弱

炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%未満
焼土粒極小 1%未満

3 10YR5/6黄 褐色粘土質 シル ト しまり弱～中 炭
化物粒極小 1%未満

・ LⅢ e4から
NlmElm

・ LⅢ e4カち
Elm

A'

…

0        1        2m

A'
≒

(213・ 219・ 220号 土坑A―A')
1 75YR2/2黒 褐色シル ト
2 7 5YR2/2黒 褐色シル ト
3 75YR2/2黒 褐色シル ト
4 10YR3/3暗 褐色シルト
5 10YR2/2黒 褐色シル ト
6 10YR3/2黒 褐色シル ト

中
中
中
中
中
中

粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小 1%
粘性弱 黄褐色土ブロック中 2ヶ 所 炭化物粒含む
粘性弱～中 炭化物粒極オヽ 1% 黄褐色土粒極小 1% 焼土粒極小 1%
粘性弱 黄褐色土ブロック中 2ヶ 所 炭化物粒含む
粘性弱 炭化物粒極小 1%未満

第86図 210・ 213・ 214・ 218～ 220号土坑
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2 土坑

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 土 していない。

215号土坑 (第87図、写真図版84)

[位置・検出状況]LⅢ  a5グ リッドに位置する。206号住床面付近で検出した。

[重複]206号住と重複 している。206号住の覆土を検出した状態で、215号土坑を検出したことから206号

住→215号土坑の順で構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は不整な楕円形をなす。規模は開□部が1,16× 0,77m、 底部が0.91× 0.4mで深さは

38cmである。

[覆土 。堆積状況]断 面記録を欠 くが、調査時には黄褐色土粒を多量に含んだ上によって人為的に埋め戻さ

れていたことを確認 している。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

216号土坑 (第87図、写真図版84)

[位置・検出状況]KⅢ j2グ リッドほかに位置する。調査区を横断する町道を剥ぎ取ったところ (Ⅱ 層下

部)で検出した。

[重複]101号住と重複 している。断面観察から101号住を切っていると判断 した。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が2.5× 2.38m、 底部が1.52× 1,04mで深さは77cmである。

[覆土・堆積状況]お もに黄褐色土ブロックならびに炭化物粒を含んだ褐色土が堆積 している。東側の壁付

近は木根により撹乱を受けている可能性が考えられる。

[壁]壁 の立ち上がりは緩やかである。

[出土遺物]出 上 していない。

217号土坑 (第87図、写真図版84)

[位置 。検出状況]LⅢ  d5グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は不整形、規模は開口部が2.9× 2.16mで、底部が1.14× 0.86m深さは35cmで ある。

[覆土 。堆積状況]明 黄褐色～黄褐色土の上に炭化物を含んだ黒褐色～暗褐色土が堆積 している。不規則な

堆積の仕方であるため、人為的埋め戻 しのもしくは風倒木痕などの撹乱の可台静l■が考えられる。

[壁]壁 の立ち上がりは緩やかである。

[出土遺物]出 上 していない。

218号土坑 (第86図、写真図版83)

[位置・検出状況]LШ  d3グ リッドほかに位置する。調査区を横断する町道を剥ぎ取ったところ (Ⅱ 層下

部)にて検出した。

[重複]210号土坑と重複 している。検出状況ならびに断面観察から218号土坑→210号土坑のlllaで構築 され

たものと半J断 した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形基調であるが不整である。規模は開口部が2.66× 1.64m、 底部が2.36× 1,32

mで深さは22cmである。
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(216号 土坑A― A')  ~
1 7 5YR2/2黒 褐色 シル ト しまり中 粘性弱
2 75YR4/3掲 色ンル ト しまり中 粘性弱
3 10YR5/6黄 褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未満
4 10YR5/6黄 褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中 黒褐色上粒極小 1%未満

黄掲色土ブロック小 3%
5 10YR4/6褐 色 ンル ト しまり中 粘性中 (7層 より明るい色)

6 10YR5/6黄 褐色粘土質 ンル ト
7 10YR4/6褐 色ンル ト しまり中 粘性中
8 10YR4/6褐 色 シル ト しまり弱～中 粘性弱 黒色土粒極小 1～ 3%
9 10YR4/6褐 色 シル ト しまり弱 粘性弱 (8層よりやや明るい色)

10 10YR4/6褐 色 シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1% 焼土粒 lヶ 所含む
n 10YR2/8黒褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土プロック中 1%
12 10YR6/8地山ブロック

(221号土坑〉

A'
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キ
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中
強
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性

粘
粘

弱
中

中
中

中

り
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炭化物小 1%
黄褐色土 ブロック小 3%

粘性強
粘性強 (地 山 ?)
粘性強 (4層 よ り明るい

Ａ
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ｒ
卜

咎
別 罰 Om

(221号 土坑A― A')
1 75YR2/1黒 色ンル ト しまり中～強 粘性微弱
2 10YR4/4褐 色ンル ト しまり中 粘性弱～中
3 10YR3/3暗 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱～中
4 10YR5/4 1こ ぶい黄褐色粘土質 ンル ト しまり中～強 粘性中
5 10VR7/6明 黄褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性弱～中

(217号土坑 A― A')
1 10YR2/2黒 褐色 シル ト
2 10YR3/3 暗褐色 シル ト

黒褐色土 ブロック含む
3 10YR5/8黄褐色粘土質 シル ト
4 10YR6/8明黄褐色粘土質 シル ト
5 10YR6/8 明黄褐色粘土質 ンル ト

色)(地山)

A'

-

0        1        2m

Ⅳ 検出された遺構

第87図 215～ 217・ 221号土坑
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2 土坑

[覆土・堆積状況]炭 化物ならびに黄褐色土粒を含んだ黒褐色土が堆積 している。

[壁]壁 の立ち上がりは緩やかである。

[出土遺物]210・ 218号土坑一括としてNα487の剥片石器が出土 している。 (第38・ 219図、写真図版245)

219号土坑 (第86図、写真図版83)

[位置・検出状況]LⅢ  d3グ リッドほかに位置する。203号住床面にて検出した。住居のみという判断で

掘り進めたところ、その下に土坑が存在することが判明し、掘り上げたところ、さらに土坑は複数存在する

という結果となった。従って、掘り進む段階で新たな事実に対応できるような修正を加えながら調査を行っ

たつもりではあるが、本遺構のように、断面図を言己録できなかった土坑もある。

[重複]203号住ならびに213号土坑と重複 している。検出状況等から、219号土坑ならびに213号土坑より

も203号住が新 しいと判断した。213号土坑と219号土坑の新旧関係については、平面ならびに断面等を慎重

に観察したつもりであるが、確認できなかった。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなすものと推定される。規模は開口部が1.98× 1.64m、 底部が (1.58)×

1.18mで 深さは24clllで ある。

[覆土・堆積状況]断 面記録を欠 くため、根拠に乏 しいが213号土坑とほぼ同様に黒褐色土を主体として堆

積 している。

[壁]壁 の立ち上がりは緩やかである。

[出土遺物]213・ 219・ 220号土坑一括としてNα755～ 772の上器、Nα438～ 441の 剥片石器・石製品、配213

の礫石器が出上 している。 (第 38。 124・ 125・ 219・ 220・ 274図、写真図版195・ 196・ 245・ 275)

220号土坑 (第86図、写真図版83・ 84)

[位置・検出状況]LⅢ  d4グ リッドに位置する。203号住床面にて検出した。

[重複]203号住ならびに213号土坑と重複 している。平面ならびに断面観察から220号土坑→213号土坑→

203号住の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が (2.62)× 1.56m、 底部が1.48× 0,92mで深さは

38cl■ である。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含んだ暗褐色土が堆積 している。混入物の状態など分層

された土層を総合的に観察 した結果、人為堆積であると判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは緩やかである。

[出土遺物]213。 219・ 220号土坑一括としてNα755～772の上器、Nα438～441の剥片石器・石製品、Nα213

の礫石器が出土 している。 (第 38。 124・ 125。 219。 220・ 274図、写真図版195。 196・ 245・ 275)

221号土坑 (第87図 )

[位置 。検出状況]LⅢ d4グ リッドほかに位置する。203号住床面にて検出した。

[重複]里03号住と重複 している。平面ならびに断面観察から221号土坑→203号住の順に構築されたものと

判断した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形基調であるが不整である。規模は開回部が3.44× 2.06m、 底部が豊.62× 1.22

mで深さは62cmで ある。

[覆土・堆積状況]暗 褐色土ならびに黄褐色土を主体として堆積 している。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである。
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Ⅳ 検出された遺構

[出土遺物]出 上 していない。

301号土坑 (第88図、写真図版85)

[位置・検出状況]KⅢ elグ リッドほかに位置 し、301号焼土に隣接する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]301号焼土と部分的に重複 している。平面 (検出状況)な らびに断面観察から301号土坑→301号焼

上の順で構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1,34× 0,92m、 底部が1.01× 0.48mで深さは104

041で ある。

[覆土 。堆積状況]黄 褐色土粒を含んだ黒色～黒褐色土が主体となって堆積 している。断面観察から自然堆

積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[そ の他]遺 構が住居域に存在することから、当初は住居にかかわる貯蔵穴と考え掘り進めたが、掘 り上が

りの平面形などからして、陥し穴の可含酵性も考えられる。

[出土遺物]Nα773の上器が出土 している。 (第38・ 125図、写真図版196)

302号土坑 (第88図、写真図版85)

[位置・検出状況]」Ⅲ i4グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。305号住に隣接する。

[重複]な し。隣接する305号住と重複 している可能性が考えられるが、遺構を検出した時点ではすでに判

断できない状況であった。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.4× 1.27m、 底部が1.16× 1,04mで深さは31cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含んだ褐色～黄褐色土が主体となり堆積 している。断面

観察から人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

303号土坑 (第88図、写真図版85)

[位置・検出状況]KⅢ  clグ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]3且6号土坑と重複 している。303号土坑→326号土坑の順に構築されたと判断した。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が3.05× 2.64m、 底部が2.57× 2.49mで深さは32cmで ある。

[覆上・堆積状況]暗 褐色土主体の上層が 2層にわたって堆積 している。下層には比較的大きめの黄褐色土

ブロックが混入する。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]3030326号土坑一括としてNα774～776の上器、Nα218の礫石器が出土 している。 (第38・ 126・

274図、写真図版196・ 275)

304号土坑 (第88図、写真図版85)

[位置・検出状況]」Ⅲ h2グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1.7× 1.65m、 底部が1.28× 1.2mで深さは89cmであ

る。底面中央付近に小穴を持つ。深さは58cmで ある。
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2 土坑

[覆土・堆積状況]覆 土は黒褐色土主体である。断面観察から自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急で、全体の 3分の 2ほどはオーバーハングしている。

[出土遺物]Nα442剥片石器、No214の礫石器が出上 している。 (第38・ 220。 274図、写真図版245・ 275)

305号土坑 (第89図、写真図版86)

[位置・検出状況]」Ⅲ g2グ リッドに位置する。当初、単独の遺構との判断で掘り進めたが、南側部分が

掘り下がり、結果として別遺構 (307号土坑)と 重複 していることが判明した。

[重複]307号土坑と重複 している。検出状況では305号土坑 しか確認することができなかったので、307号

土坑→305号土坑の順に構築されたものと判断 した。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形基調であるが不整である。規模は開回部が2.78× 2.22m、 底部が2.28× 1.78

mで深さは38cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土ブロックを含む黒褐色土が堆積 している。断面観察から自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである。

[出土遺物]配 777～779の上器が出土 している。 (第38・ 126図、写真図版196)

306号土坑 (第89図、写真図版86)

[位置・検出状況]」Ⅲ f2グ リッドほかに位置する。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1.82× 1.16m、 底部が0.82× 0.46mで深さは100

cmである。底面中央付近に小穴が確認される。小穴の深さは27cmである。

[覆土 。堆積状況]黄 褐色土粒を含む褐色～黒褐色土が堆積 している。断面観察から自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[そ の他]遺 構が住居域に存在することから、当初は貯蔵穴の可含Zl■ を考えて掘り進めたが、掘り上がりの

平面形から判断して陥し穴の可含蟄l■が高い。

[出土遺物]出 土 していない。

307号土坑 (第89図、写真図版86)

[位置 。検出状況]」Ⅲ g2グ リッドに位置する。当初は305号土坑の一部として精査を進めたが、途中か

らこの部分だけさらに掘り下がることが判明し、掘り進めたところ結果として別遺構となった。

[重複]305号土坑と重複 している。検出状況では305号土坑 しか確認することができなかったので、307号

土坑→305号土坑の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は不整な円形をなす。規模は開口部が1.5× 1.39m、 底部が1.13× 0。 94mで深さは94

cmである。底面中央付近に小穴がある。小穴の深さは50cmで ある。

[覆土・堆積状況]断 面記録を欠くため不明である。

[壁]壁 の立ち上がりは急である

[そ の他]遺 構が住居域に存在することから、当初は貯蔵穴の可能性を考えて掘り進めたが、掘り上がりの

平面形から判断して陥し穴の可能性が高い。

[出土遺物]出 土 していない。
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(304号土坑〉 (302号土坑〉

Ⅳ 検出された遺構

しまり中 粘性中
しまり中 粘性中 黄褐色土粒極小 1%未満
しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%

しまり中 粘性中
しまり中 粘性中

しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%
しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%

0        1        2m
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(304号 土坑A― A')
1 10YR6/8 明黄褐色 ンル ト しまり強 粘性弱 10YR3/4暗 掲色 ンル トがブロ ック状に混入

炭化物粒小 1%未満
2 10YR2/3黒 褐色 シル ト しまり強 粘性中 黄褐色土粒極小～小 7% 炭化物粒極小～小 1%
3 10YR2/3黒 褐色 シル ト しまり中 粘性中 明黄褐色上が小 ブロック状に混入

黄褐色土粒極小～小 3% 炭化物粒極小～小 1%未満
4 10YR4/6褐 色 ンル ト しまり弱 粘性強 10YR3/2黒 掲色上が斑状に混入

炭化物粒極小～小 1%未満
5 10YR2/3黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性中 10YR5/8黄 褐色 ンル トが斑状に混入 黄褐色土粒

極小～小 5% 炭化物粒極小～小 2%
6 10YR3/3暗 褐色 シル トと10YR5/8黄 褐色粘土質 ンル トの混合上  しまり強 粘性中～強

炭化物粒小 1%未満
7 10YR4/6褐 色 シル ト しまり弱 粘性強 10YR2/3黒 褐色 シル トがプロ ック状に微量混入
8 10YR3/2黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性強 10YR5/8黄 褐色粘土質 ンル トが ブロック状に 2ヶ

所混入 炭化物粒小 2%

咎
加 400m

(302号 土坑A― A')
1 10YR2/3黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小

1%未満 黄褐色土粒極小 1%未 1商

2 10YR3/4 暗褐色 シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒
極小 1%未満 黄褐色土粒極小 1～ 3%

3 10YR4/6褐 色 ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小～

小 1%未満 黄褐色土粒極小～小 1%未満
4 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物

粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%未満
5 10YR3/3 暗褐色 ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1

%未満
6 10YR4/6褐 色 シル ト しまり中 粘性中

rEIT

昨
282600m

く303号土坑 。326号土坑〉

上麟
ひ

牌
=加 ∞ Om
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(301号土坑〉
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(303・ 326号土坑A― Aり
1 10YR2/2黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 1%
2 10YR3/8 暗掲色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱
3 10YR2/3黒 褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小～小 1%

黄褐色土粒極小～小 1%未満
10YR3/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
10YR3/3 暗掲色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土ブロック中～大 1%含 む
10YR3/4 暗褐色ンル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小 1%未満
黄褐色土粒小～中 5%(埋め戻 し?)

×
ぜ ゝ

A'
ト

A'

-

性 生鉤Om

(301号 土坑A― A')
1 10YR2/3 黒褐色シルト しまり中 粘性弱 炭化物粒小 1%未満 黄褐

色土粒極小 1%未満 焼土粒極小 1%未満
2 10YR4/4 褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄褐

色土粒極小 1%未 満 焼土粒極小 1%未満
7 5YR4/6褐 色シル ト しまり中 粘性強 (汚れた焼土 )

7 5YR2/1黒 色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1～ 3%
10YR3/2 黒掲色シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 1～ 3%
焼土粒含む
10YR4/4掲 色シル ト
10YR3/8 暗褐色シル ト
10YR2/8黒 褐色シル ト
10YR4/4褐 色シル ト
10YR4/6 褐色シル ト
10YR2/2黒 褐色シル ト
7 5YR2/1黒 色ンル ト

第88図 301～ 304・ 326号上坑
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2 土坑

308号上坑 (第89図、写真図版86)

[位置 。検出状況]GⅢ  g8グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形、規模は開田部が2,38× 1.68m、 底部が2.04× 1.33mで深さは25cmで ある。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒を比較的多く含む黒褐色土が堆積 している。断面観察から人為堆積の可能性

が考えられる。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。   ―

[出土遺物]出 上 していない。

309号土坑 (第 89図、写真図版86)

[位置 。検出状況]FⅢ  h8グ リッドに位置する。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は精円形、規模は開口部が1.08× 0.70m、 底部が0.38× 0.36mで深さは33omである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒を含んだ黒褐色上の上に暗褐色土が堆積 している。覆土上部にやや大きめの

礫が含まれている。断面観察から自然堆積と判断した。

[壁] 壁の立ち上がりは比較的急である。

[出上遺物]出 土 していない。

310号土坑 (第 90図、写真図版87)

[位置 。検出状況]KⅢ  h3グ リッドに位置する。302号住床面付近にて検出した。

[重複]302号住と重複 している。新旧関係については、断面観察ならびに検出状況から310号土坑→302号

住の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.86× 1.22m、 底部が1.27× 0.73mで 深さは34omである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに地山ブロックを含んだ褐色土が下層に堆積 し、その上に黒褐色上が薄

く堆積している。断面図 2層は人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである。

[出土遺物]Nα 215。 216の礫石器が出土 している。 (第 38・ 274図、写真図版・ 275)

311号土坑 (第 90図、写真図版87)

[位置・検出状況]KⅢ  f3グ リッドに位置する。301号住床面付近にて検出した。

[重複]301号住と重複 している。311号土坑→301号住の順に構築されたと判断した。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.8× 159m、 底部が1.11× 0.84mで深さは32cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒を含む黄褐色土によって埋め戻されており、その上に301号住の炉に関連する

と思われる焼土粒を含んだ黒褐色土ならびに褐色土が堆積 している。

[壁]壁 の立ち上がりは全体として緩やかである。

[出土遺物]Nα443の 剥片石器が出土 している。 (第 39。 220図、写真図版・245)

312号土坑 (第 90図、写真図版87)

[位置 。検出状況]KⅢ  dlグ リッドほかに位置する。327号土坑をⅡ層下部にて検出し、単独の遺構であ

るとの判断で掘り進めたが、断面観察ならびに掘り上がりの状況から、土坑の重複とした。
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(305・ 307号土坑〉

(306号土坑〉
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Ⅳ 検出された遺構

(305,307号 土坑A― A')
1 10YR2/2黒 褐色シル ト しまり中 粘性強 責褐

色土 ブロック微量 炭化物粒極小～小 3%
2 10YR2/3黒褐色シル ト しまり中 粘性中 黄褐

色土が斑状に混入 炭化物粒小 lヶ 所
3 10YR5/8糞 褐色粘土質 ンル ト しまり強 10YR2/8

黒褐色 ンル トが斑状に混入 炭化物粒小 1%未満
4 10YR3/2黒褐色シル ト しまり中 粘性中 10YR

4/6褐色粘土質 シル トが斑状に混入 炭化物粒極小～

小 2%
5 10YR2/8 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性中 10YR

5/8黄褐色粘土質ンル トがプロック状に混入 炭化物
粒河ヽ 1%未満

(308号土坑〉
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(308号 土坑A― A')
1 10YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒極小～小 7%
2 10YR2/3 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒極小～小10%

(309号土坑〉

挙
咎

路&∞Omゴ
'

xゞ
叶

ｒ
ト

(306号 土坑A― A')
1 7 5YR2/1黒 色 シル ト
2 10YR4/4褐 色 シル ト
3 10YR4/6褐 色 ンル ト
4 10YR2/3黒 褐色 ンル ト
5 10YR2/3黒 褐色 シル ト

(4層よりやや暗い色)

6 10YR4/4褐 色シル ト
黒色土粒極小 1%未満

しまり弱 粘牲弱 黄褐色土粒極小 1%
しまり弱 粘性弱 黄掲色土粒極小 3%
しまり中 粘性中 黒色土粒含む

しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 3%
しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 3%

しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%未満

(309号 土坑A― A')
1 10YR3/4 暗褐色シルト
2 10YR2/3黒 褐色シルト
3 10YR2/3黒褐色ンルト

中

中
中

性
性
性

粘
粘
粘 黄褐色土粒極小～小20%

0        1 2m

第89図 305～ 309号土坑
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2 土坑

[重複]327号土坑と重複 している。断面観察から312号土坑→327号土坑の順で構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1.3× 1.06m、 底部が1.08× 0.84mで深さは91cm

である。底面中央部付近に小穴を持つ。深さは29cmである。

[覆土・堆積状況]最 下層に炭化物粒ならびに黒褐色上を含んだ黄褐色土層があり、その上に褐色～黒褐色

土が堆積 している。最下層の 8層は人為堆積と判断 した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[その他]遺 構が住居域に存在することから、当初は貯蔵穴の可能性を考えて掘 り進めたが、掘り上がりの

平面形から判断して陥し穴の可含旨l■が高い。

[出土遺物]312・ 327号土坑一括としてNα 780・ 781の 土器、Nα444の石製品、Nα219の礫石器が出土 してい

る。 (第39・ 126・ 220・ 274図、写真図版196・ 245・ 275)

313号土坑 (第90図、写真図版87)

[位置・検出状況]KⅢ  e3グ リッドに位置する。308号住床面付近にて検出した。

[重複]303号住、485号土坑と重複する。検出状況ならびに断面観察から313号土坑→303号住、313号土坑

→485号土坑の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は隅丸方形をなす。規模は開口部が1.34× 1.02m、 底部が1.3× 0,84mで深さは59

cmである。底面中央部付近に小穴を 2つ持つ。深さは60cmと 210mで ある。

[覆土・堆積状況]壁 の崩落に伴うと考えられる 7・ 8層の上に、黒褐色土から暗褐色土が堆積 している。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[その他]遺 構が住居域に存在することから、当初は貯蔵穴の可含多陛を考えて掘り進めたが、掘り上がりの

平面形から判断して陥し穴の可能性が高い。

[出土遺物]出 土 していない。

314号土坑 (第91図、写真図版88)

[位置・検出状況]FⅢ g8グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1.3× 1.08m、 底部が0.98× 0.79mで深さは113cmで

ある。底面中央付近に小穴を持つ。深さは49cmで ある。

[覆土・堆積状況]壁 の崩落に伴うと思われる 6層の上に、黄褐色土粒を含んだ黒褐色上が堆積 している。

自然堆積と判断した。底面に近い覆上下部から炭化材が出土 している。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[その他]遺 構が住居域に存在することから、当初は貯蔵穴の可能性を考えて掘り進めたが、掘り上がりの

平面形から判断して陥し穴の可能性が高い。

[出土遺物]出 上 していない。

315号土坑 (第 91図、写真図版88)

[位置・検出状況]EⅢ g10グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が 2× 1.7m、 底部が1.44× 1.3mで深さは90cnlで ある。

[覆土・堆積状況]壁 の崩落に伴うと思われる 7・ 8層の上層に黒褐色土を主体とする層が堆積する。自然
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(310号土坑〉

Ⅳ 検出された遺構

〈311号土坑〉
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(311号 土坑A― A')
1 10YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり強 粘性中

5 YR4/8赤褐色焼上がブロック状に混入
黄褐色土粒極小～小 1%未満 炭化物粒小 1%
未満

2 7 5YR4/6褐 色ンル ト しまり強 粘性弱
炭化物粒極小 1%未満 焼土粒含む

3 10YR5/8 黄褐色粘土質シル ト しまり強
粘性強 10YR2/3黒 褐色シル トがブロック状に
lヶ 所 炭化物粒極小～中 1%未満

Ａ
引

A'
卜

町ヽ
―
ｌ
ｇ
８善
鴇
叫
割ユ

陣
&細 m A'

坤

町

日

ｏ
ｏ
聟
Ｈ
∞
且

Ａ
引

議翠
御3号土め
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致駄
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(312・ 327号 土坑A― Aつ
1 10YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性中 10YR5/8黄 褐色 シル トがブロ

ック状に lヶ 所混入 炭化物粒極小～小 1%
2 10YR2/3黒 褐色 ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色シル トが斑抹に混入

炭化物粒小 1%未満
3 10YR3/2黒 褐色 シル ト しまり中 粘性強 10YR5/8黄 褐色シル トが斑状

に混入 黄褐色土粒小 1%未満 炭化物粒極小～中 2%
10YR4/6 褐色 シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小～小 1%未満
10YR5/8黄 褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性強 10YR3/4暗 褐色ンル トが
斑状に混入 炭化物粒極小 1%未満
10YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中 粘性強 黄褐色土粒小 1%未満 炭化物
粒小～中 1%未満
10YR4/4褐 色ンル ト しまり中 粘性強 炭化物粒極小～小 1%
10YR5/8黄 褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性強 10YR2/8黒 褐色シル トが
斑状に混入 炭化物粒小 1%未満
10YR6/8 明黄掲色粘土質シル ト しまり強 粘性中 10YR3/3暗 掲色 ンル ト
がブロック状に混入 炭化物粒極小 1%未満

(313号 土坑A― A')
1 10YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり強 粘性弱

褐色土粒極小～小 1%未満 炭化物粒極小～

中 1%未 満
2 10YR4/4褐 色 ンル ト しまり弱 粘性中

(木根 ?)
3 10YR3/2黒 褐色 ンル ト しまり強 粘性中

黄褐色土粒極小～小 1% 炭化物粒極小 1%
未満

4 10YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性中
黄褐色土粒極小～小 2%

5 10YR3/4暗 褐色シル ト しまり中 粘性中
10YR2/2黒 褐色 ンル トがプロ ック状に lヶ 所
混入 黄褐色土粒極小～」ヽ 1% 炭化物粒極小
～小 1%未満

6 10YR2/3黒 褐色ンル ト しまり強 粘性強
下部に10YR4/6褐 色シル トが混入
黄褐色土粒極小～中 1% 炭化物粒小 1%未満

7 10YR4/4褐 色粘土質 ンル ト しまり強 粘性
強 炭化物粒極小 1%未満

8 10YR5/8黄 掲色粘土質 ンル ト しまり強 粘
性強 炭化物粒極小 1%未満

0        1        2m
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(312号土坑・ 327号土坑〉
+

掃殿縄畜h上

(310号 土坑A―A')
1 7 5YR2/2黒 褐色 シル ト しまり中 粘

性弱～中 炭化物粒極小 1%未満 黄褐
色土粒極小 1%未満 焼土粒極小 1%未満

2 10YR4/6褐 色粘土質 シル ト しまり強
粘性中 炭化物粒小 1%未満 黄褐色土
粒小～中 8～ 5%

田
T

性
281400甲

ゴ

'

2 2

9

第90図 310～ 313・ 327号土坑
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2 土坑

堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

316号土坑 (第91図、写真図版88)

[位置・検出状況]KⅢ  b4グ リッドほかに位置する。305号住床面付近にて検出した。

[重複]305号住と重複する。新旧関係については、検出状況ならびに断面観察から316号土坑→305号住の

順に構築されたものと判瞬した。

[平面形 。規模]平 面形は円形、規模は開口部が172× 1.41m、 底部が1.26× lmで深さは48cmである。

[覆土・堆積状況]焼 土ブロックを含む褐色土～黄褐色土によって埋め戻されている。人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]Nα785の土器が出土 している。 (第39。 126図、写真図版196)

317号上坑 (第91図、写真図版88)

[位置・検出状況]KⅢ  a4グ リッドほかに位置する。305号住床面付近にて検出した。

[重複]305号住と重複する。新旧関係については検出状況ならびに断面観察から317号土坑→305号住の順

に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.22× 1.08m、 底部が 1× 0,74mで深さは46cmで ある。

[覆土 。堆積状況]覆 土は炭化物粒ならびに黄褐色土ブロック・暗褐色土ブロックを含む人為堆積である。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

と出土遺物]m217の礫石器が出土 している。 (第39。 274図、写真図版275)

318号土坑 (第 91図、写真図版89)

[位置・検出状況]」Ш i4グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅲ層 ?)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開回部が1.65× 1.55m、 底部が1.51× 1,42mで 深さは92cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色～暗褐色土が堆積 し、自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]Nα 782～784の上器、Nα445の石製品が出土 している。 (第39・ 126・ 220図、写真図版196。 245)

319号土坑 (第92図、写真図版89)

[位置・検出状況]IⅢ f4グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1.54× 1.15m、 底部が1.3× 1.06mで 深さは119cm

である。底面中央付近に小穴を持つ。深さは47cnlで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む暗褐色～黒褐色土が堆積 している。自然堆積と判断

した。

[壁]壁 の立ち上がりは急で、底面付近ではオーバーハングしている。

[その他]当 初は貯蔵穴の可含〕ltを考えて掘 り進めたが、掘り上がりの平面形から判断して陥し穴の可含静陛

が高い。
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Ⅳ 検出された遺構

(314号土坑〉 (315号■坑〉
輸 盆

ら く316号土坑〉 ぐ
よ

■

魂
g∂みら

Ａ
引

A'
ト

Ａ
引 ｒ

卜
牌

脱 ∞ mゴ
'

A'
≒

(314号 土坑A― Aり
1 10YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり中

粘性中 10YR5/8黄 褐色土 ブロック
20%混入

2 10YR3/3 暗褐色粘土質 シル ト しま

り中 粘性強 黄褐色土粒小～中 3%
3 10YR2/3黒 褐色 シル ト しまり弱

粘性中 黄褐色土粒小～中 7%
4 10YR2/3黒褐色 ンル トと10YR4/4掲 色

ンル トの混合上  しまり中 粘性強
5 10YR3/4暗 褐色 シル ト しまり弱

粘性強 炭化物粒極小～小 7%
6 7 5YR5/8明 黄褐色粘土質 ンル ト し

まり弱 粘性強 黒色土 ブロ ンク混入

(317号土坑〉

(315号 土坑A― A')
1 10YR1 7/1黒色シル ト しまり弱 粘性中 炭化

物粒小 2%
2 10YR7/6 明黄褐色砂質ンル ト しまり中 粘性無
3 7 5YR3/4暗 褐色ンル ト しまり中 粘性中 炭化

物粒小～中 5% 黄褐色土ブロック小 2%
4 10YR2/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性強 炭化物

粒極小 3% 黄褐色土粒小15%
10YR2/1 黒色 ンル ト しまり弱 粘性強 黄褐色土

位極小～小20%
10YR2/3黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性強 黄褐色

土粒極小～小 3%
10YR5/8黄 褐色粘土質 ンル ト しまり強 粘性強
暗掲色土 ブロック 5%
10YR2/2黒 褐色 ンル トと10YR5/6黄 褐色粘土質 ンル ト
の混合土  しまり中 粘性強 (壁崩落土 ?)

(316号 土坑A― Aり
1 7 5YR3/4暗 褐色シル ト しまり強 粘性中 黄褐色

土粒小 1%未満 炭化物粒極小～小 1%未満
2 7 5YR5/8明 褐色シル ト しまり強 粘性中 黄褐色

土粒小～中 1%未満 焼土粒含む
3 10YR5/6黄 褐色ンル ト しまり強 粘性中 炭化物

粒極小～小 1%未満
4 5YR5/8 明堰褐色ンル ト しまり強 粘性弱 黄褐色

土粒小～中 1%未満 焼土ブロック小 1%未満 炭化物
粒極小～小 1%未満

5 10YR4/6 褐色シル ト しまり強 粘性弱 黄褐色土粒
中～大 2% 焼土ブロック小含む 炭化物粒小 1%未満

0        1        2m
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(318号 土坑A― A')
1 10YR3/4暗 褐色ンル トと10YR5/8黄 褐色粘土質 ンル トの混合土

(撹乱層)

2 10YR3/2 黒褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小
～小 1%未満 炭化物粒極小～小 1%未満

3 10YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒極小
～中 1%未満 炭化物粒極小～小 1%未満

4 10YR3/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小
～中 1%未満 炭化物粒小～中 1%未満

5 10YR3/2 黒褐色シル ト しまり強 粘性中 黄褐色土粒極小
～大 3% 炭化物粒極小～小 1%未満

6 10YR2/3黒 褐色シル ト しまり強 粘性中 黄褐色土粒極小
～小 1%

7 10YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり中 粘性中 10YR5/8
黄褐色ンル トが斑状に混入 黄褐色土粒極小～極大10%
炭化物粒極小～中 1%未満

8 10YR2/3黒 掲色 シル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒極小
～小 1% 炭化物粒極小 1%未満

9 10YR3/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性強 黄褐色土粒極小
3% 炭化物粒極小 1%未満

10 10YR3/4 暗褐色 シル ト しまり強 粘性中 10YR5/8
黄褐色粘土質 ンル トがブロック状に lヶ 所混入
責褐色上粒極小～中 2% 炭化物粒極小～中 1%

11 10YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中 粘性中 10YR5/8
黄褐色粘土質 シル トがブロック状に lヶ 所混入
黄褐色土粒極小～小 1%未満 炭化物粒極小 1%未満

12 10YR5/6黄 褐色シル ト しまり弱 粘性弱に10YR3/4暗 褐色
ンル トが斑状に混入 炭化物粒極小 1%未満

13 10YR3/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性強 黄褐色土粒極小
～大 1% 炭化物粒極小 1%未満

14 10YR5/2黄 褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性強 10YR3/4
暗褐色 シル ト斑状に温入 炭化物粒小 1%未満

15 10YR2/3黒 褐色ンル ト しまり中 粘性強 黄褐色土粒極小
～中 1% 炭化物粒小 1%未満

16 10YR4/6褐 色粘土質シル ト しまり中 粘性強 10YR5/8
黄褐色粘土質ンル トがプロック状に2ヶ 所

17 10YR3/2 黒褐色粘土質シル ト しまり強 粘性強 10YR5/8
黄褐色粘土質 ンル トがプロック状に混入 黄掲色土粒極小
～極大 2% 炭化物粒小 1%未満
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(317号 土坑A― A')
1 10YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり中

粘性強  10YR5/8黄 褐色 ンル トが プロ

ンク状に混入 黄褐色土粒極小～小 1

%未満 炭化物粒小 1%
2 10YR5/8黄 褐色 ンル ト しまり弱

粘性強  10YR3/4暗 褐色 ンル トが斑状
に混入

3 10YR2/3 黒褐色 ンル ト しまり中
粘性中 炭化物粒極小～小 1%未満

4 10YR5/8黄 褐色粘土質 ンル ト しまり
強 粘性強 10YR3/4暗 褐色 ンル トがブ
ロック状に混入 炭化物粒極小～小 1%
未満

第91図 314～ 318号土坑
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2 土坑

[出土遺物]出 土 していない。

320号土坑 (第92図、写真図版89)

[位置 。検出状況]IⅢ f4グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1.6× 1.34m、 底部が1.1× 0.85mで深さは115cm

である。底面中央付近に小穴を持つ。深さは40cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒ならびに炭化物粒を含んだ黒褐色土～暗褐色上が堆積 している。自然堆積と

判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急で、底面付近ではオーバーハングしている。

[そ の他]当 初は貯蔵穴の可能性を考えて掘り進めたが、掘り上がりの平面形から判断して陥し穴の可含静l■

が高い。

[出土遺物]出 土していない。

321号土坑 (第 92図、写真図版89)

[位置・検出状況]GⅢ j7グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1.16× lm、 底部が0.9× 0.7mで深さは106cmであ

る。底面やや南寄りに小穴を持つ。深さは40cmである。

[覆土 。堆積状況]黄 褐色土粒ならびに炭化物粒を含んだ黒色～黒褐色土が堆積 し、自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[そ の他]当 初は貯蔵穴の可台隊l■を考えて掘り進めたが、掘り上がりの平面形から判断して陥し穴の可能性

が高い。

[出土遺物]出 土 していない。

322号土坑 (第92図、写真図版90)

[位置・検出状況]GⅢ  f7グ リッドに位置する。■層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1.58 X l.52m、 底部が1.22X l mで深さは118cmで

ある。底面やや北寄りに小穴を持つ。深さは (46)cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒を含んだ黒色～黒褐色上が堆積している。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[そ の他]当 初は貯蔵穴の可台旨l■ を考えて掘り進めたが、掘り上がりの平面形から判断して陥し穴の可能性

が高い。

[出土遺物]Nα446 0 447の 剥片石器が出土 している。(第39・ 220図、写真図版245)

323号土坑 (第93図、写真図版90)

[位置 。検出状況]GⅢ  e8グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1.5× 1,3m、 底部が1.18× 0。 95mで深さは110cmで
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Ⅳ 検出された遺構

(321

(321号 土坑A― A')
1 10YR2/1黒 色ンル ト しまり中 粘性やや強 黄褐色土粒極小～小 7%
2 10YR3/1黒 褐色 シル ト しまり中 粘性強 10YR6/8明 黄褐色粘土質 ンル トがブロック

状に3ヶ 所 黄褐色土粒極小～小15%
3 10YR3/1 黒褐色シル ト しまり中～強 粘性強と10YR5/8黄褐色粘土質シル トが30%の

混合土
4 10YR5/8 黄褐色粘土質シル ト しまり弱～中 粘性強 10YR2/3黒褐色シル トがブロッ

h盈 翁賜児介黒褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性強 則 ヒ物粒小 3%黄 褐色土粒極小～小
3%

(322号土坑〉
十

GⅢ g7からSlmNVIIn

(319号 土坑A― A')
1 10YR2/3黒 掲色 シル ト しまり弱 粘性弱

炭化物粒極小 1%未満 責褐色土粒極小 8%
2 10YR2/1 黒色 ンル ト しまり弱 粘性弱

黄褐色土粒極小 1% 焼土粒極小含む
3 7 5YR2/2黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱

黄褐色土粒小 1%未満
4 75YR3/3暗 褐色 シル ト しまり中 粘性弱
5 10YR3/4 暗褐色 シル ト しまり弱 粘性弱～

中 黒色土粒極小 1～ 3%

(320号土坑〉
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(322号 土坑A― A')
1 10YR1 7/1黒色 ンフレト
2 10YR2/1 黒色ンフレト
3 10YR2/1黒 色 ンル ト
4 10YR1 7/1黒 色 ンル ト
5 10YR3/1 黒褐色ンル ト
6 10YR4/4褐 色 ンル ト

しまり弱 粘性強 責褐色土粒混入
しまり弱 粘性強 黄褐色土粒混入
しまり弱 粘性強 黄褐色土ブロック小～中10%
しまり中 粘性強 黄褐色土粒混入

しまり中 粘性強
しまり中 粘性強 黄褐色土ブロック含む

Ａ一
(320号 土坑A― A')
1 10YR2/2黒 褐色ンル ト

10YR2/1黒 色ンル ト
10YR2/2 黒褐色 ンル ト
10YR2/3黒 褐色 ンル ト
10YR3/3 暗褐色ンル ト
10YR3/3 暗褐色シル ト
10YR3/2黒 褐色 シル ト
10YR3/2黒 褐色ンル ト

しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%未満 炭化物粒極小 1%未満
しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～おヽ 1%未満

しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%未満 黄褐色土ブロック中～大 1%
しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%未満
しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 3%
しまり弱 粘性弱 黄褐色土ブロック中 1%未満
しまり中 粘性弱 黄褐色土ブロック中 1%未満
しまり中 粘性中 黄褐色土粒極小 1%未満

0         1

第92図 319～ 322号土坑
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2 土坑

ある。底面中央付近に小穴を持つ。深さは49cmである。

[覆土・堆積状況]壁 の崩落に伴うものと思われる 6・ 7層の隙間を埋めるように黒色～黒褐色土が堆積 し

ている。自然堆積と判断 した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[その他]当 初は貯蔵穴の可能性を考えて掘り進めたが、掘り上がりの平面形から判断して陥し穴の可能性

が高い。

[出土遺物]出 土 していない。

324号土坑 (第98図、写真図版90)

[位置 。検出状況]FⅢ j9グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.3× 1.24m、 底部が0。 9× 0,85mで深さは62cmである。

[覆土・堆積状況]壁 の崩落に伴うものと思われる4層の隙間を埋めるように黒色土ならびに暗褐色土が堆

積 している。自然堆積と判断した。

[壁]壁 は底面付近で一旦緩やかに立ち上がってから、内側にオーバーハングしている。

[出土遺物]出 土 していない。

325号土坑 (第 93図、写真図版90)

[位置 。検出状況]GⅢ  d7グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.68× 1.52m、 底部が1.88× 1.62mで深さは120cmである。

[覆土・堆積状況]覆 土下部 5。 6層は褐色土主体で上部は黒褐色土主体に堆積 し、自然堆積と判断 した。

[壁]壁 は底面から内側にオーバーハングし、上部 3分の 1ほ どのレベルで外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

326号土坑 (第 88図、写真図版85)

[位置・検出状況]KⅢ clグ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]303号土坑と重複する。検出状況ならびに断面観察から、303号土坑→326号土坑の順に構築された

ものと判断した。

[平面形 。規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.88× 1.66m、 底部が1.71× 1.56mで 深さは64c14で ある。

[覆土 。堆積状況]断 面観察によると、 6層は地山ブロックの混入状況などから人為的に埋め戻 したと推定

される。その上層に黒褐色土が堆積 している。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]303・ 326号土坑一括としてN6774～ 776の土器、配218の礫石器が出土 している。 (第38・ 126・

274図、写真図版196・ 275)

327号上坑 (第 90図、写真図版87)

[位置・検出状況]KⅢ elグ リッドに位置する。■層下部にて検出した。

[重複]312号土坑と重複 している。断面観察から312号土坑→303号土坑の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開田部が1.15× 1.14m、 底部が1.14× 1.14mで深さは94cmである。
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Ⅳ 検出された遺構

田
千

質】〇〇∞∞∞『‐‐‐旧判引
・⌒―畔

ｒ
卜

(325号土坑〉

(323号 土坑A― Aつ
1 10YR2/1黒 色ンル ト しまり弱 粘性強

黄褐色土粒含む
2 10YR2/3黒 褐色 ンル ト しまり中 粘性強

黄褐色土ブロックイヽ 7% 黄褐色土粒極小含
む

3 10YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性強
黄褐色土ブロック4ヽ～中40% 黄褐色土粒極
小含む

4 10YR2/1黒 色 ンル トと10YR3/31音褐色ンル
トの混合土 しまり弱 粘性強 黄褐色土粒
極小20%

5 10YR3/1 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性強
6 10YR5/6黄 褐色粘土質 ンル ト しまり弱

粘性強
7 10YR4/6 掲色粘土質ンルト しまり中 粘

性強 黒褐色上がプロック状に混入 (壁崩落土 )

(351号土坑〉

(324号 土坑A―A')
1 10YR1 7/1黒 色 ンルト しまり中 粘性強

黄褐色土粒極打ヽ～小 2%
2 10YR3/3暗 褐色 ンル ト しまり強 粘性中

炭化物粒微量に混入
3 10YR3/4暗 褐色 ンル ト しまり弱 粘性強

黄褐色土粒小 5% 炭化物粒極小～小 3%
4 10YR4/6褐 色粘土質ンル ト しまり弱 粘性

強 暗褐色土プロック小～中 5%
5 10YR3/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性強

炭化物粒極小～小 3%

＋胎

蒔 |

Ａ
引
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粋
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(350号 土坑A― A')
1 10YR2/3黒 褐色シル ト しまり弱 粘性弱

炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小 3%

第93図 323～ 325・ 350・ 351号土坑

(351号 土坑A― A')
1 75YR2/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性弱

黄褐色土粒極小～4ヽ 1%
2 75YR2/1黒 色シル ト しまり中～強 粘性

弱 黄褐色土粒小10%
3 7 5YR2/2黒 掲色 ンル ト しまり弱～中 粘

性弱 炭化物粒極小～小 5% 黄褐色土粒極小
～小 3%
7 5YR3/2黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱
黄褐色土粒極小10%
75YR2/2黒褐色シル ト しまり弱 粘性弱
黄褐色土粒極小 3%
75YR3/3暗 褐色シル ト しまり弱 粘性弱
黄掲色土粒極小 5%
75YR3/2黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱
黄褐色土粒極小～小10%
7 5YR3/3暗 褐色シル ト しまり弱～中 粘性
弱 黄褐色土粒極小～小 5%
7 5YR4/6褐 色ンル ト しまり弱～中 粘性中
(地山崩落土 ?)

0        1       2m

(350号土坑〉

KⅡ C2から

N2瞥

(325号 土坑 A―Aり
1 10YR2/2黒 褐色 シル ト しまり弱 粘性中
2 10YR2/3黒 褐色 シル ト しまり中 粘性強

黄褐色土 ブロック小～中 3%
3 10YR3/2黒 褐色 シル ト しまり弱 粘性強
4 10YR3/4暗 褐色 シル ト しまり強 粘性強
5 10YR4/6褐 色 ンル ト しまり中 粘性強 暗

褐色上が ブロック状に混入
G 10YR4/6褐色ンルトと10YR2/2黒 褐色シル ト

の混合上 しまり強 粘性強

4

5

6

7

8

9

牌
肌
・
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'
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2 土坑

[覆土・堆積状況]黒 褐色土～褐色土を主体として堆積 している。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]312・ 327号土坑一括としてNα780。 781の上器、Nα444の石製品、Nα219の 礫石器が出上 してい

る。 (第39。 126・ 220・ 274図、写真図版196・ 245・ 275)

350号土坑 (第93図、写真図版91)

[位置 。検出状況]KⅢ  blグ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が lm× o.91m、 底部が0。 74m× 0,73mで 深さは29cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含んだ黒褐色土が堆積 している。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

351号上坑 (第98図、写真図版91)

[位置 。検出状況]」Ⅲjlグ リッドに位置する。

[重複]308号住と接する。

[平面形・規模]平 面形は楕円形基調であるが不整である。規模は開口部が1.53m× 1.3m、 底部が0.94m

×0.6mで深さは97c14で ある。底面中央付近に小穴を持つ。深さは45cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む暗褐色ないし黒褐色土が堆積している。自然堆積と

判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[その他]当 初は貯蔵穴の可含Zl■ を考えて掘り進めたが、掘 り上がりの平面形から判断して陥 し穴の可能性

が高い。

[出土遺物]出 土 していない。

401号土坑 (第94図、写真図版91)

[位置・検出状況]KⅢ  d5グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1.26× 1.16m、 底部が1.24× 0.69mで深さは80omで

ある。底面中央付近に小穴を 2つ持つ。深さはそれぞれ34cmと 35cmである。

[覆土・堆積状況]壁 の崩落に伴う黄褐色土層の 9層の上に、炭化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色ない

し黒褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急で、長軸方向の壁はややオーバーハングしている。

[そ の他]当 初は貯蔵穴の可能性を考えて掘り進めたが、掘り上がりの平面形から判断して陥 し穴の可能性

が高い。

[出土遺物]出 土 していない。

402号土坑 (第94図、写真図版92)

[位置 。検出状況]KⅢ  c5グ リッドに位置する。305号住東端部にて検出した。

[重複]305号住と重複する。新旧関係は不明である。
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(401号 土坑A― A')
1 10YR2/2黒 褐色 シル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色

土粒極イヽ～小 3%
2 10YR3/2黒 褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 黄掲色土粒

極小～小 5～ 7% 炭化物粒極小 1%
3 7 5YR2/1黒 色 ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極

小～小 3%
4 10YR2/2 黒褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒

極小～小 7～ 10%
5 75YR2/1黒 色 シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極

小～小 5%
6 10YR3/2黒 褐色 シル ト しまり中 粘性中 黄掲色土粒

極小～小 1%
7 10YR3/3暗 褐色 シル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒

極小 1% 黄褐色土 ブロック中～大 1%
8 10YR4/4褐 色 ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒極

小～小 1～ 3%
9 10YR5/6黄 褐色粘土質 ンル ト しまり中～強 粘性中

(403号土坑〉

(403号 土坑A― A')
1 75YR3/4暗 褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～

小 1%未満 焼土粒極小～小 1%未満
黄褐色土粒極小～イヽ 1%(埋 め戻 し)

2 75YR4/6褐 色ンル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小
～小 1%未満 焼土粒極小～小 1%未満 黄褐色土粒極小～小 1

%(埋め戻 し)

3 5YR4/8 赤褐色ンル ト しまり中～強 粘性弱～中 炭化物粒
含む

4 75YR5/6明 褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土
ブロック小 8～ 5%含む
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Ⅳ 検出された遺構

く402号土坑〉

性
別 500m

(402号土坑A― A')
1  0YR4/4褐色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極イヽ 1%未満

黄褐色土粒極小～小 3～ 5%
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(404号土坑A― Aり
1 75YR3/3暗褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～小 1%

黄褐色土粒極小～小 1% 焼土粒含む
2 75YR5/6明褐色シル ト しまり中 粘性弱～中 黄褐色土粒小 3～ 5%
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ヾ

糸が
｀

だ
卜

Ａ
引

Ａ「
咎

狙 罰 Om

(405号土坑A― Aり
1 75YR2/2黒褐色ンル ト しまり中
2 10YR4/4 褐色シル ト しまり中～強

黄褐色土プロック小 3%

粘性弱 炭化物粒極小 1%
粘性中 炭化物粒極小～4ヽ 1%

0        1       2m

第94図 401～ 405号土坑
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2 土坑

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.62× 148m、 底部が1,42× 1.28mで 深さは23calで ある。

[覆土・堆積状況]覆 土は褐色土の単層である。断面観察から人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]No220の礫石器が出土 している。 (第39・ 275図、写真図版275)

403号土坑 (第94図、写真図版92)

[位置 。検出状況]KⅢ  c5グ リッドに位置する。305号住床面付近にて検出した。

[重複]305号住と重複する。検出状況から、403号土坑→305号住の順で構築されたものと判断 した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形基調であるが不整である。規模は開口部が2.1× 1.26m、 底部が1,78× 0,76

mで深さは61clllで ある。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土ブロックを含む 4層の上に炭化物粒を含んだ赤褐色土が堆積 し、さらにその上

層に焼土粒ならびに炭化物粒を含んだ層が堆積する。断面観察から人為堆積と判断した。

[壁]南 側の壁の立ち上がりは急である。北側の壁の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 土 していない。

404号上坑 (第94図、写真図版9且)

[位置 。検出状況]KⅢ  f3グ リッドに位置する。301号住床面付近にて検出した。

[重複]301号住と重複 している。301号住にかかわる柱穴の可能性も考えたが、覆上の状況ならびに遺構

の配置を総合的に判断して別遺構とした。検出状況ならびに断面観察から301号住→404号土坑の順で構築

されたものと判断した。

[平面形 。規模]平 面形は円形、規模は開回部が0.68× 0.56m、 底部が0,46× 0.36mで 深さは38cmで ある。

[覆土・堆積状況]覆 上の大部分は黄褐色土粒 (地山粒)を含んだ明褐色上である。人為堆積 と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土していない。

405号土坑 (第 94図、写真図版92)

[位置・検出状況]KⅢ  h3グ リッドほかに位置する。302号住床面付近にて検出した。遺構東端部が一部

窪んでおり、この部分は住居に伴う柱穴の可含Zl■ も考えられる。 しかしながら、断定できる根拠が無いため、

窪み部分を含めて一括の遺構とした。

[重複]302号住と重複する。検出状況ならびに断面観察から、405号土坑→302号住の順に構築されたもの

と判断した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.72× 1.2m、 底部が1.38× 0,72mで 深さは20cmで ある。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒を含む褐色土が主体となって堆積 している。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]Nα221・ 222の礫石器が出土 している。 (第39・ 275図、写真図版275)

406号上坑 (第95図、写真図版93)

[位置 。検出状況]KⅢ  h4グ リッドに位置する。302号住床面付近にて検出した。住居に伴 う柱穴の可能

性も考えられるが、覆上の状況等を総合的に判断して別遺構とした。

[重複]302号住と重複する。断面観察から406号土坑→302号住の順に構築されたものと判断 した。
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Ⅳ 検出された遺精

[平面形 。規模]平 面形は円形、規模は開口部が11× 0。 72m、 底部が0.62× 0.53mで深さは44cmで ある。

[覆土・堆積状況]覆 土の大部分は黄褐色土粒 (地山粒)を含んだ明褐色土で、人為堆積と判断 した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

407号土坑 (第95図、写真図版93)

[位置・検出状況]KⅢ h4グ リッドに位置する。302号住床面付近にて検出した。

[重複]302号住と重複する。検出状況ならびに断面観察から、407号土坑→302号住の順に構築されたもの

と判断した。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開回部が1.14× 1,06m、 底部が0.77× 067mで深さは59claで

ある。底面中央部付近に小穴を持つ。深さは22cmである。

[覆土・堆積状況]覆 上の下半は明褐色土であり、人為堆積と判断した。その上に黒褐色土から褐色上が堆

積している。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[そ の他]当 初は貯蔵穴の可含静陛を考えて掘り進めたが、掘 り上がりの平面形から判断して陥し穴の可含旨l■

が高い。

[出上遺物]Nα223・ 224の礫石器が出土 している。 (第39・ 275図、写真図版275)

409号土坑 (第95図、写真図版93)

[位置・検出状況]KⅢ i6グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層 ?)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開回部が0.65× 0.6m、 底部が0.4× 0.4mで深さは15cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土が堆積 している。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 土 していない。

410号土坑 (第95図、写真図版94)

[位置 。検出状況]KⅢ  h4グ リッドほかに位置する。302号住床面付近にて検出した。検出当初は住居に

かかわる柱穴という想定で掘り進めたが、掘り上がりの状況から柱穴と土坑が重複 したものとの判断に至っ

た。

[重複]302号住と重複 している。検出状況ならびに断面観察等から土坑は住居よりも古い時期に構築され

たものと半1断 した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開回部が0。 76× 0.48m、 底部が0.7× 0.48mで 深さは47cmである。

[覆土・堆積状況]断 面記録を欠 くが、精査時に炭化物ならびに黄褐色土粒を含んだ黒褐色土～褐色土が堆

積していたことを確認 しており、自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急で、北側の壁はややオーバーハングしている。

[出土遺物]出 土 していない。

411号土坑 (第95図、写真図版94)

[位置 。検出状況]KⅢ j6グ リッドに位置する。205号住床面付近にて検出した。
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2 土坑

[重複]205号住と重複 している。411号土坑→205号住の順に構築されたものと判断 した。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形をなすと推定される。規模は開口部が1.26× (0.89)m、 底部が 1× (07)

mで深さは88cnlで ある。

[覆土・堆積状況]最 下層は地山ブロックをを含む黄褐色土による人為的な堆積である。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

412号土坑 (第95図、写真図版94)

[位置・検出状況]KⅢ i7グ リッドに位置する。205号住床面付近にて検出した。

[重複]205号住と重複 している。検出時、205号住の炉を一部切って構築されていることを確認した。 し

たがって205号住→412号土坑の順で構築されている。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が0.97× 0.94m、 底部が0。 76× 0.69mで深さは20c14である。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む褐色土が堆積 している。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]NQ786の土器が出土 している。 (第39・ 126図、写真図版196)

413号土坑 (第 95図、写真図版94)

[位置・検出状況]KⅢ i7グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.04× 0,78m、 底部が0.84× 0.6mで深さは16cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒を含む黒褐色土が主体の堆積である。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである。

[出土遺物]出 土 していない。

414号土坑 (第 96図、写真図版94)

[位置・検出状況]KⅢ j7グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が0,94× 0.92m、 底部が0.7× 0.45mで深さは82cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色上が堆積している。断面観察から自然堆積と

判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 上していない。

416号土坑 (第 96図、写真図版95)

[位置・検出状況]KⅢ j8グ リッドに位置する。撹乱層を除去 した後、402号住床面付近にて検出した。

[重複]402号住と重複している。新旧関係は不明。

[平面形 。規模]平 面形は円形をなす。規模は開田部が0,74× 0,72m、 底部が0.63× 0.46mで深さは45cmで

ある。断面はいわゆるフラスコ形をなす。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒を含む黒褐色土～暗褐色土を主体とした堆積である。断面観察から自然堆積と

判断 した。
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(406号 土坑A― A')
1 10YR2/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性中

炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小～小
1%

2 75YR4/3褐 色 ンル ト しまり中 粘性中
炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小～小
1%

3 7 5YR5/6明 褐色粘土質ンル ト しまり中
粘性中 黄褐色土粒極小 1%
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(407号 土坑A―A')
1 75YR3/2黒 褐色シル ト しまり中～強 粘性中 炭化物粒

極小 1% 黄褐色土粒小～中 1%
2 75YR3/3暗 褐色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小

1%未満 黄褐色土粒極小 1%未満
3 75YR4/3褐 色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%

黄褐色土粒極小～小 1%
4 75YR3/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1

%未満 黄褐色土粒極小 1%
5 75YR3/3褐 色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小～小

1%
6 7 5YR4/4褐 色ンル ト しまり中 黄褐色土粒小 1～ 3%
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1 7 5YR3/2黒 褐色 ンル ト

炭化物粒極小～小 3～ 5%
色土プロック中～大 2ヶ 所
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しまり弱～中 粘性弱～中
黄褐色土粒小 1% 黄褐

1        2m

第95図 406・ 407・ 409～414号土坑
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2 土坑

[壁]底 面から一旦110度ほどオーバーハングし、その後外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

417号土坑 (第 96図、写真図版95)

[位置・検出状況]KⅢ  h8グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]418号土坑と重複している。断面観察から417号土坑→418号土坑の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開回部が2.3× 2.08m、 底部が1.9× 1.78mで深さは42cmであ

る。底面中央付近に小穴を持つ。深さは40cmである。

[覆土・堆積状況]覆 土下層に炭化物粒ならびに黄褐色土粒を含む褐色土が堆積 し、その上層に黒褐色土が

堆積 している。断面観察から人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]Nα787の上器が出土 している。 (第 39。 127図、写真図版197)

418号土坑 (第 96図、写真図版95)

[位置・検出状況]KⅢ i9グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]417号土坑と重複する。断面観察から417号土坑→418号土坑の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は不整な円形をなす。規模は開口部が1.16× 0,9m、 底部が0.66× 0.52mで深さは34

clllである。底面中央付近に小穴を持つ。深さは20cmで ある。

[覆上・堆積状況]炭 化物粒ならびに責褐色土粒を含む極暗褐色土～褐色土が堆積 している。自然堆積と判

断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 土 していない。

421号土坑 (第 96図、写真図版95)

[位置・検出状況]KⅢ  f9グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]416号住、417号住と重複する。検出状況ならびに断面観察から、416号住・417号住→421号土坑の

1頂に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.54× 1.48m、 底部が1.21× 1.16mで深さは38cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～暗褐色土を主体とした堆積である。自然

堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]Nα 789の上器、No225の 礫石器が出土 している。 (第 39。 127・ 275図、写真図版197・ 276)

422号土坑 (第 96図、写真図版96)

[位置・検出状況]KⅢ  e9グ リッドほかに位置する。416号住床面付近にて検出した。

[重複]416号住、417号住と重複する。検出状況ならびに断面観察から、422号土坑→416号住・417号住の

順に構築されたものと判断した。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.28× lm、 底部が0.98× 0.73mで 深さは27cmで ある。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒を含む褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。
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(416号 土坑A― A')
1 10YR2/2黒 褐色 シル ト しまり弱

粘性弱
2 75YR3/2黒 褐色 ンル ト しまり弱

～中 粘性弱 炭化物粒極小 1%
3 10YR3/4暗 褐色 シル ト しまり弱

粘性微弱 炭化物粒極小 1%
4 10YR3/4暗 褐色シル ト しまり弱

粘性微弱 炭化物粒極小 1%
5 7 5YR3/2黒 掲色ンル ト しまり中

粘性弱
6 10YR4/4褐 色 ンル ト しまり弱～中

粘性弱～中 炭化物粒小 と%未満

(418号 土坑A―Aつ
1 10YR3/4暗 褐色シル ト

しまり弱 粘性微弱
2 75YR2/3極 暗褐色ンル ト

しまり弱～中 粘性弱 炭
化物粒極小 3% 黄褐色土
粒小～中 3%

3 7 5YR4/3褐 色シル ト し
まり中 粘性弱 炭化物粒
極小 1%未満 黄褐色土粒
極小 1%未満

4 10YR4/4掲 色ンル ト しま
り中 粘性中 炭化物粒小 1

%未満

く418号土坑〉

Ⅳ 検出された遺構

(422号 土坑A― A')
1 7 5YR4/4褐 色シル ト

しまり中 粘性中 炭化
物粒極小 1～ 3%

性
路α8∞ m

ぁ上

しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 3% 黄褐

しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄掲色

しまり弱 粘性弱～中 炭化物粒極小 3～ 5% 黄

しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 3%未 満

(421号土坑〉

性
別 ∞ Om

(421号 土坑A― A')
1 75YR4/4褐 色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～中 5%
2 75YR3/2黒褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒小～中 3% 黄

褐色土粒小 1%
8 75YR3/4暗褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極打ヽ～小 5%
4 10YR4/4褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満

黄褐色土粒極小～小 5%
5 10YR5/4 1こ ない黄褐色ンル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小～

小 3～ 5% 黄褐色土粒極小～小 3～ 5%

(422号土坑〉
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日
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削
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引

性 280800ボ T

く423号土坑〉

陣 牲

Ａ「
(417号 土坑A― A')
1 7 5YR3/2黒褐色ンル ト

色土粒極小～小 3～ 5%
2 7 5YR4/4褐 色ンル ト

土粒極小 1%
3 10YR4/4褐 色シル ト

褐色土粒小～中 3%
4 10YR3/4暗 褐色ンル ト

軋
Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

＾
ｍ

降
Ａ

引
A'
ト

Ａ
引

質】〇〇』出∞い‐――‐「削‐
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牌
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…

(423号 土坑A―A'全て撹乱もしくは埋め戻 し上)

1 7 5YR3/3暗 褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 5% 黄褐色土粒極小～小10%
焼土粒極小 1%

2 5YR5/8 明赤褐色 シル ト しまり中 粘性無 (非現地性焼土)

3 75YR3/4暗 褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 5% 黄褐色土粒極小～小 5%
4 75YR5/6明 褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
5 7 5YR5/6明 褐色 シル ト しまり弱 粘性弱～中 炭化物粒極小～小 3% 焼土粒極小～小 5%
6 10YR5/6黄 褐色粘土質シル ト しまり弱 粘性弱～中 炭化物粒極小 3～ 5%

`:1馨

視亀塊明藉糧羅笙著写彰て
卜し堂彦隼中粘権幣中炭花物絶継承全ホ皆% 焼土粒含む

0        1        2m

教

性 281700m T

第96図 416～ 418・ 421～ 423号土坑
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2 土坑

[出土遺物]出 土 していない。

423号土坑 (第96図、写真図版96)

[位置 。検出状況]KⅢ  b9グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が2.11× 1.89m、 底部が176× 1.34mで 深

さは65cmである。

[覆土・堆積状況]覆 土は炭化物粒、黄褐色土粒ならびに焼土粒・ プロックを含む土により埋め戻されてい

る。人為堆積である。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]Na790の土器、Nα226の礫石器が出土 している。 (第39。 127・ 275図、写真図版197・ 276)

424号土坑 (第97図、写真図版96)

[位置・検出状況]KⅣ  elグ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な しと判断したが、場合によって南側に位置する418号住と重複 している可含酵陛もある。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.11× 0.58m、 底部が0.72× 0.36mで深さは14cmで ある。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む暗褐色土が堆積 している。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 土していない。

425号土坑 (第97図、写真図版96)

[位置 。検出状況]KⅢ e10グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開田部が0。 94× 0.68m、 底部が072× 0.51mで深さは13cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒をわずかに含む褐色上が堆積している。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 上 していない。

426号土坑 (第97図、写真図版97)

[位置 。検出状況]KⅢ b7グ リッドほかに位置する。427号住床面付近にて検出した。

[重複]427号住と重複する。断面観察から426号土坑→427号住の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が1.55× 1,29m、 底部が1,16× 0,92mで深

さは42cmである。

[覆土・堆積状況]図 中 1・ 2・ 4層は427号住の覆上であり5層は同住居の炉である。従って 3・ 6・ 7

層が本遺構の覆土となる。断面観察から人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]土 器が出土するが小片のため掲載 していない。

427号上坑 (第 97図、写真図版97)

[位置・検出状況]KⅢ b8グ リッドほかに位置する。427号住床面付近にて検出した。
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く424号土坑〉

ト

L=281100m
A― A'

予
(424号 土坑A一 Al)
1 75YR3/4暗 褐色 ンル ト

炭化物粒極小～小 5%
3%

(427号土坑〉

しまり中 粘性弱
黄褐色土粒極小～小

く425号土坑〉

Aドニ■ttlttA'

ー(425号 土坑 A― A')
1 10YR4/4褐 色 ンル ト しまり中

炭化物粒極小 1%未満

キぽ
Ⅳ

Ⅳ 検出された遺構

醍
キ
那 〉

／
　
ｒ
ト

A暫
キ
謬

引
涸
Ａ
引性粘

(428号土坑〉

だ
卜

Y鑑 手謹沙戸能

'玩

マ
)し

まり中 tb14弱 ～中 鋭 色土

粒極小～小 1% 炭化物粒極小～小 3%
2 10YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり中～強 粘性弱 炭化物

粒極小～小 1%未満 黄掲色土粒小～中 1%
3程

ポュ紫t場集繕
ル
豊褐差逸雁講3坊

性羅土姪皆惣粒
4 10YR2/3黒 褐色シルト しまり弱 粘性微弱 炭化物粒・

黄褐色土粒・焼土粒含む (撹乱・埋め戻し上)

l iR髯奪な老琶号彰伊爵4串粘権与籍岳荘甥と七4Ч
%未満

0        1        2m

沐魏

(427号 土坑A― A'・ B-3')
1 10YR3/4 暗褐色ンル ト しまり中～強 粘性弱

炭化物粒極小～小 1%未満 黄褐色土粒小～中 1

%
2 5YR4/6 赤褐色ンル ト しまり中～強 粘性弱

(焼土)

3 10YR3/4 暗褐色ンル ト しまり中～強 粘性弱
炭化物粒極小～小 1%未満 黄褐色土粒小～中 1

%
4 7 5YR4/6褐 色 ンル ト しまり中～強 粘性中

炭化物粒小～中 1%未満 焼土粒小 1%未満 黄
褐色土粒小～中10～ 15%

5 10YR4/6褐 色ンル ト しまり中 粘性中 黄褐
色土粒小～中 1～ 8% 炭化物粒極小～小1%

6 10YR2/3 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性微弱
炭化物粒・黄褐色上粒・焼土粒含む (撹乱・埋め

戻 し上)

7 10YR4/6褐 色 ンル ト しまり中 粘性弱～中
炭化物粒極小 3%

8 5YR4/6 赤褐色ンル ト しまり中 粘性弱 (汚れ
た焼土)

伊〃

‐A L=28150j■ fや
 め、も小'

十~

(428号 土坑A― A'・ B― B')
1 75YR3/2黒 褐色シル ト しまり弱～中

粘性弱 炭化物粒極小 1～ 3%
2 75YR4/6褐 色 ンル ト しまり中～強

粘性中 炭化物粒小～中 1%未満 焼土粒
小 1%未満 黄褐色土粒小～中10～ 15%

3 10YR2/3黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性
微弱 炭化物粒・黄褐色土粒・焼土粒含む
(撹乱・埋め戻 し上)

4 10YR3/4暗 褐色 ンル ト しまり中 粘性
弱 炭化物粒極小 1% 責褐色土粒極小 3%

5 5YR4/4 にない赤褐色ンル ト しまり中～

強 粘性微弱 (弱 い焼成)

(426号土坑〉

ー
`g

第97図 424～ 428号上坑
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2 土坑

[重複]427号住と重複する。断面観察から427号土坑→427号住の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形基調であるが不整である。規模は開口部が1,76× 1.2m、 底部が1.48× 0.77

mで深さは38cmである。

[覆土・堆積状況]図 中 4・ 7層が本遺構の覆土であり、残りは427号住の覆土と同住居の炉である。断面

観察から人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 土 していない。        ´

428号土坑 (第97図、写真図版97)

[位置 。検出状況]KⅢ  b8グ リッドほかに位置する。427号住床面付近にて検出した。

[重複]427号住と重複する。断面観察から428号土坑→427号住の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な楕円形をなす。規模は開口部が1.52× 1.16m、 底部が1.2× 0,9mで深

さは56cmで ある。

[覆土・堆積状況]図 中 2層が本遺構の覆上であり、残りは427号住の覆土である。断面観察から人為堆積

と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出上遺物]Nα 395・ 398の剥片石器が出土している。 (第 39・ 里20図、写真図版245)

429号土坑 (第 98図、写真図版97)

[位置・検出状況]」Ⅲ i9グ リッドほかに位置する。427号住床面付近にて検出した。

[重複]427号住と重複する。断面観察から427号住→429号土坑の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開田部が2.1× 1,84m、 底部が1.76× 1.46mで深さは58cmで ある。

[覆土・堆積状況]覆 土最下層にあたる 6層ならびに 7層は、炭化物粒、焼土粒、黄褐色土粒を含むにぶい

黄褐色上で構成される。その上層に遺物を大量に含んだ黒褐色土～褐色土が堆積 している。遺物は 5層以上

から出土するが、出土量が多く、かつ個体としてのまとまりを持つ遺物が多いのは 4～ 5層付近である。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]Nα791～805の土器、Nα407の剥片石器、h227～且3と の礫石器が出土している。 (第39・ 4001里 7

～129・ 220・ 276図、写真図版197。 198・ 245・ 276)

430号土坑 (第 98図、写真図版98)

[位置 。検出状況]」Ⅲi10グ リッドに位置する。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.32× 1,14m、 底部が1.02× 0.84mで深さは31cmで ある。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む褐色上が堆積 している。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

431号土坑 (第 98図、写真図版98)

[位置・検出状況]KⅢ  a6グ リッドに位置する。429号住床面付近にて検出した。

[重複]428号住、429号住と重複する。新旧関係については検出状況ならびに断面観察から、431号土坑→
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Ⅳ 検出された遺構

く429号土坑〉
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(429号 土坑A― A'・ B一 B')                           793
1 10YR2/2黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 1%
2 7 5YR3/4暗 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～中 3%
3 10YR3/3 暗褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～中 5%
4 10YR4/4掲 色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～小 5% 黄褐色土粒極小 1～ 3%
5 10YR3/2黒 褐色 ンル ト しまり中～強 粘性弱 炭化物粒極小～中10% 黄掲色土粒極小～小 3%

焼土粒極小～小 1%
6 10YR4/3 にぶい黄褐色 ンル ト しまり中～強 粘性弱 炭化物粒極小～小 1% 黄褐色土粒小 1%
7 10YR5/4 にない黄褐色 ンル ト しまり中～強 粘性中 炭化物粒極小 1%未 満 焼土粒含む
8 10YR5/3 1こ ぶい黄褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
9 10YR5/6黄 褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小 1%
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く432号土坑〉
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①
２２３

廻

十

靴 監

(433号土坑とざ

〆
ト

Ａ
引
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娩
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十

KⅣ elか ら

NlmWlm
A'
ト

(430号 土坑A― A')
1 75YR4/3褐 色 ンル ト しまり中 粘性弱

炭化物粒極小 5～10% 黄褐色土粒極小～小
3%

(433号 土坑A― A')
1 5YR4/6 赤褐色シル ト しまり中 粘性弱 (汚 れた焼土)

2 5YR5/8 明赤褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 (焼土)

3 7 5YR4/6褐 色 ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未満
4 7 5YR5/6明 褐色シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未 満
5 7 5YR5/6明 褐色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未満

(4層 よりやや暗い色)

A
引

(431号 土坑A― A')
1 7 5YR3/2黒 掲色 ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物

粒極小～小 1% 黄掲色土粒極小～小 1～ 3% 焼土

粒小 1%未満
2 7 5YR4/8褐 色 シル ト しまり中 粘性弱～中 炭化

物粒極小～小 5～ 10% 黄褐色土粒極小～小 5%
3 5YR4/6 赤掲色 シル ト しまり中 粘性弱 (焼土 )

4 5YR5/6 明赤褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱 (焼

土 )

5 7 5YR4/4褐 色 シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒
極小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%

(432号 土坑A― A')
1 7 5YR4/3褐 色ンル ト しまり中

粘性弱 炭化物粒極小 3～ 5%
黄褐色土粒極小 3%

2 10YR4/6褐 色ンル ト しまり中
粘性弱 炭化物粒極小 1%

0        1        2m
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路
・

削
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'

第98図 429～ 433号土坑
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2 土坑

428号住→429号住の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が1.04× 0.94m、 底部が06× 0.53mで 深さ

は55cnである。

[覆土・堆積状況]5層 が本遺構の覆上であり、その上に429号住の覆上が堆積する。自然堆積と判断した。

尚、 3・ 4層については床面の高さを考慮すると429号住の炉という可能性が高い。 しかしながら、住居の

長軸線を考慮すると428号住の炉という可含静陛も考えられる。これを裏付ける明確な根拠は確認 していない。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。   ´

[出土遺物]出 上していない。

432号土坑 (第 98図、写真図版98)

[位置 。検出状況]KⅢ d10グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が0,95× 0.9m、 底部が062× 0.47mで深さは22cmで

ある。土坑底面に石棒状の巨礫 2点が確認された。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む褐色土が堆積 している。底面付近から巨礫が出土 し

たこともあり、人為堆積を疑ったが混入物や層序などから総合的に判断して自然堆積とした。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 上 していない。

433号土坑 (第 98図、写真図版98)

[位置 。検出状況]KⅢ  a7グ リッドに位置する。429号住床面付近にて検出した。住居の炉断面を確認 し

ようとトレンチを入れたところ、土坑が存在することが判明した。

[重複]428号住、429号住と重複する。新旧関係については、検出状況ならびに断面観察から433号土坑→

429号住の順に構築されたものと判断した。428号住と本遺構との新旧関係については不明である。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が0.8× 0,76m、 底部が0.46× 0.42mで深さは45cmである。

[覆土・堆積状況]図 において、覆上下部にあたる 4・ 5層は明褐色土であり、埋め戻されている (人為堆

積)。 その上に褐色上が堆積 している。 1・ 2層は429号住の炉である。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

434号土坑 (第 99図、写真図版99)

[位置・検出状況]KⅢ a6グ リッドに位置する。429号住床面付近にて検出した。

[重複]428号住、429号住と重複する。新旧関係については、検出状況ならびに断面観察から434号土坑→

429号住の順に構築されたものと判断した。428号住と本遺構との新旧関係については不明である。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な楕円形をなす。規模は開口部が1.58× 1.26m、 底部が1.15× 0.86mで

深さは54calで ある。

[覆土・堆積状況]図 において、覆土下部にあたる 4・ 5・ 6層は炭化物粒などを含む黄褐色上であり、埋

め戻されている (人為堆積)。 その上に褐色上が堆積 している。 1層は429号住の炉である。

[壁]壁 の立ち上がりは急であるが、北側はやや緩やかになる (比較的急)。

[出土遺物]出 上 していない。
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観換
く434号土坑〉

ぁ上
郡 ゞか弊
N独■

(434号 土坑A― A')
1 5YR3/4 暗赤褐色ンル ト しまり中～強 粘性弱 焼土粒極小～小20～30%(廃 棄焼土 ?)
2 75YR4/4褐 色 ンル ト しまり中～強 粘性弱 黄褐色土粒小～中20% 焼土粒極小～小 5%
3 10YR4/6褐 色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 5% 焼土粒極小～小 3%
4 10YR5/6黄 褐色粘土質シル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒小～中 5%
5 10YR5/6黄 褐色粘土質 ンル ト しまり中～強 粘性中 炭化物粒極小 1%未満
6 10YR5/6黄 掲色粘土質 シル ト しまり中～強 粘性中 炭化物位極小～小 3～ 5%

く435号土坑〉

A
引

(438号土坑〉

(435号 土坑A― A')
1 10YR4/6褐 色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 5%

く436号上坑〉
+

隠 氣
ら
h上

A
引

柳 嗣mmT A'

…

(437号 土坑A― A')
1 10YR3/3 暗褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
2 7 5YR4/4掲 色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
3 10YR4/6 掲色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1～ 3%
4 7 5YR5/4に ぶい掲色 ンル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小～小 1%
5 7 5YR4/3褐 色シル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小～小 3%

焼土粒極小～小 1%未 満
6 5YR3/4 暗赤褐色ンル ト しまり中 粘性弱 (汚れた焼土)

7 10YR4/6 褐色ンル ト しまり中 格性弱～中 炭化物粒極小～小 1%
8 10YR4/6 掲色ンル ト しまりほとんど無 粘性弱 炭化物粒小～中 3%
9 7 5YR5/6明 褐色粘土質ンル ト しまり弱～中 粘性中 炭化物粒極小 5%

(438号 土坑A― A' 1～ 5撹乱・埋め戻し)

1 5YR2/1 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性弱
黄褐色土粒小～中30～ 50%

私上

A    mT
烈

800m l

Ⅳ 検出された遺構

しまり弱 粘性弱

しまり中 粘性弱

しまり中 粘性中
しまり弱 粘性弱

〆
ト

ヾ
町
日編
澱A'

-

+凱1,斧

日

ｏ
ｏ
∞

且

7 5YR2/2黒 褐色 ンル ト

炭化物粒極小～小 5～ 10%
10YR2/2黒 褐色 ンル ト

黄褐色土粒極小～中 5%
7 5YR4/2灰褐色ンルト
10YR3/2 黒褐色ンルト

2

3

4

5

6

7

8

9

(436号 土坑A― Aり
1 10YR3/2 黒褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒小 3% 黄褐色土位極小 1%未満
2 10YR3/3暗 褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小～中10% 黄褐色土粒極小～中 5%
3 10YR3/2 黒褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒小～中10% 黄褐色土粒極小～中 5%
4 7 5YR3/2黒 褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～中 5% 黄褐色土粒極小～中 3%
5 10YR2/3黒 褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%
6 75YR4/4褐 色ンル ト しまり中～強 粘性弱 炭化物粒極小～中 1% 黄褐色土粒小～中 5%

0        1        2m

×韓

賞

黄褐色土粒極小～小50%
10YR4/6褐 色 シル ト しまり弱 粘性中
10YR2/3 黒褐色ンルト しまり中 粘性中
10YR3/2 黒掲色ンルト しまり弱～中 粘性中
炭化物粒極小～中5%
10YR4/2灰 黄褐色ンルト しまり弱 粘性中

第99図 434～ 438号土坑
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2 土坑

435号土坑 (第 99図、写真図版99)

[位置 。検出状況]KⅢ  a9グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.5× 1.33m、 底部が1.38× 1.15mで深さは19cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒を含む褐色土が堆積 している。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 土 していない。        ´

436号土坑 (第 99図、写真図版99)

[位置・検出状況]KⅢ b10グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開田部が1.42× 1.3m、 底部が1.14× 1.01mで 深さは68cmで

ある。底面中央付近に小穴を持つ。深さは21cmである。また、小穴から四方に向かって小溝が確認された。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色土が堆積している。自然堆積と判断

したが、 6層 は人為堆積の可能性もある。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]Nα666・ 806～808の土器、L415～ 418の剥片石器、Nα179の 土製品が出土 している。 (第40・

129・ 184・ 220・ 221図、写真図版198・ 229・ 245)

437号土坑 (第 99図、写真図版99)

[位置・検出状況]KⅢ  g9グ リッドほかに位置する。408号住床面付近にて検出した。

[重複]404号住、408号住と重複する。検出状況ならびに断面観察から、437号土坑→408号住 ?の順に構

築されたものと判断した。404号住居との新旧関係は不明である。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が1.23× 0.98m、 底部が 1× 0,74mで 深さ

は104cmで ある。底面中央付近に小穴を持つ。深さは30cmである。

[覆土・堆積状況]図 中 7、 8、 9層が本遺構の覆上である。 6層は408号住 ?の炉である。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[そ の他]当 初は貯蔵穴の可含旨l■ を考えて掘り進めたが、掘り上がりの平面形から判断して陥し穴の可含静l■

が高い。

[出土遺物]Nα809の上器、No419の 剥片石器が出土 している。 (第40・ 130・ 221図、写真図版198・ 246)

438号土坑 (第 99図、写真図版100)

[位置 。検出状況]」Ⅳ flグ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。検出時点

で遺構覆土が撹乱を受けていることは確認 していたが、掘り進めると遺構の最下部まで撹乱土層であること

が判明した。この段階で、本遺構が過去 (昭和58・ 59年度)に胆沢町教育委員会によって発掘調査が行わ

れた区域ではないかとの疑いが生 じ、詳 しく調べたところ、胆沢町から発刊された大清水上遺跡発掘調査報

告書にあるE6号 (Cf03)土坑に合致すると思われる遺構であることがわかった。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1.59× 1.81m、 底部が1.12× 0.82mで 深さは0,97

cmである。底面中央付近に小穴を持つ。深さは30cmで ある。
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Ⅳ 検出された遺構

[覆土 。堆積状況]過 去の報告書の図面等と照合したところ、床面まで掘 りきっていたため、覆土に関する

記述はそちらを参照されたい。ただし、小穴についての図面への表示ならびに記述が無かったことから、小

穴の覆土についてはプライマリーな状態であったと判断している。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

439号 A土坑 (第 100図、写真図版100)

[位置・検出状況]」Ⅳ flグ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。検出

時点で遺構覆土が撹乱を受けていることは確認 していたが、掘り進めると遺構の最下部まで撹乱土層である

ことが判明した。この段階で、本遺構が過去 (昭和58、 59年度)に胆沢町教育委員会によって発掘調査が

行われた区域ではないかとの疑いが生 じ、詳 しく調べたところ、胆沢町から発刊された大清水上遺跡発掘調

査報告書 (1984)にあるE7号 (Cg03Nαl)土坑に合致すると思われる遺構であることがわかった。

[重複]439号 B土坑と重複 している。断面観察によると439号 B→439号 Aの順に構築されたように判断で

きるが、前述のとおり過去に調査を受けた後埋め戻された遺構である。参考までに当時の発掘調査報告書に

は439号 A土坑→439号 B土坑の順に構築されたという表現で図示されている。 したがって新旧関係は不明

である。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1.52× 0.88m、 底部が1.33× 043mで深さは113

cmである。

[覆土・堆積状況]地 山ブロックを含む黒褐色土などが堆積 している。現代の埋め戻し土である。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[そ の他]当 初は貯蔵穴の可有酵l■ も考えて掘り進めたが、掘り上がりの平面形から判断 して陥し穴の可台酵陛

が高い。

[出土遺物]A・ B一括でNα232の礫石器が出上 している。 (第40・ 276図、写真図版276)

439号 B土坑 (第 100図、写真図版 100)

[位置 。検出状況]JⅣ  flグ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。検出

時点で本遺構が過去 (昭和58、 59年度)に胆沢町教育委員会によって発掘調査が行われた区域ではないか

との疑いが生 じ、詳 しく調べたところ、胆沢町から発刊された大清水上遺跡発据調査報告書にあるE7号

(Cg03Nα2)土坑に合致すると思われる遺構であることがわかった。

[重複]439号A土坑と重複 している。断面観察によると439号 B→439号 Aの順に構築されたように判断で

きるが、前述のとおり過去に調査を受けた後埋め戻された遺構である。参考までに当時の発掘調査報告書に

は439号 A土坑→439号 B土坑の順に構築されたという表現で図示されている。 したがって新旧関係は不明

である。

[平面形 。規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1.2× lm、 底部が0.85× 0.8mで深さは108cmであ

る。底面中央付近に小穴を持つ。深さは43cmである。

[覆土・堆積状況]最 下層の12層以外は過去の調査後埋め戻された現代の埋め戻 し上である。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[その他]当 初は貯蔵穴の可能性も考えて掘り進めたが、掘り上がりの平面形から判断 して陥し穴の可能性

が高い。

[出土遺物]A・ B一括でNa232の礫石器が出土 している。 (第40。 276図、写真図版276)
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2 土坑

440号土坑 (第 100図、写真図版100)

[位置・検出状況]」Ⅲe10グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。検出

時点で本遺構が過去 (昭和58、 59年度)に胆沢町教育委員会によって発掘調査が行われた区域ではないか

との疑いが生 じ、詳 しく調べたところ、胆沢町から発刊された大清水上遺跡発掘調査報告書 (1984)に あ

るE5号 (Ce00)土坑に合致すると思われる遺構であることがわかった。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1.52× 1.43m、 底部が1.12× 0.8mで深さは1 19clnで

ある。底面中央付近に小穴を持つ。深さは31cmで ある。

[覆土・堆積状況]最 も下層にある 6・ 7層を除いては現代の埋め戻し上である。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[そ の他]当 初は貯蔵穴の可能性も考えて掘り進めたが、掘り上がりの平面形から判断して陥し穴の可有静l■

が高い。

[出土遺物]出 土 していない。

441号土坑 (第 100図、写真図版100)

[位置・検出状況]」Ⅳ g2グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。検出時点

で本遺構が過去 (昭和58・ 59年度)に胆沢町教育委員会によって発掘調査が行われた区域ではないかとの

疑いが生 じ、詳 しく調べたところ、胆沢町から発刊された大清水上遺跡発掘調査報告書 (1984)に あるE9

号 (Ch06)土坑に合致すると思われる遺構であることがわかった。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な楕円形をなす。規模は開田部が1.68× 1,2m、 底部が0.96× 0.8mで深

さは113c■lである。底面中央付近に小穴を持つ。深さは32cmである。

[覆土・堆積状況]最 下層の 7層を除いては現代の埋め戻 し上である。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[その他]当 初は貯蔵穴の可含Zl■ も考えて掘 り進めたが、掘り上がりの平面形から判断して陥し穴の可能性

が高い。

[出土遺物]出 土 していない。

442号土坑 (第101図、写真図版101)                           .

[位置 。検出状況]」Ⅲi10グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。掘り進め

たところ、床面中央付近 (覆土最下層)で一部焼成を受けた角礫のまとまった配置を確認 した。

[重複]427号住に隣接 している。壁の一部が重複 していると思われるが新旧関係が判別できるほどではな

かったため、不明である。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.29× 1.14m、 底部が1.02× 0,92mで深さは22cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒を含む黒褐色土が堆積 している。人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]No238の礫石器が出土 している。 (第40・ 277図、写真図版277)

444号土坑 (第 101図、写真図版101)

[位置 。検出状況]JⅣ g3グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。
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く440号土坑〉

Ъ上

w上 438号土坑

Ⅳ 検出された遺構

(439号 土坑A・ B A― A' 1～ 3・ 10～ 11撹乱・埋め戻 し)

1 75YR2/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性微弱 黄褐色土粒小～大50%
2 10YR2/3黒 褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒小～大50%
3 10YR3/4暗 褐色シル ト しまり弱 粘性弱
4 10YR2/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 5%

黄褐色土粒小～中20%
5 10YR4/6褐 色 ンル ト しまり中 粘性中
6 10YR5/6黄 褐色シル ト しまり中 粘性中
7 10YR3/2黒 褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%
8 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質シル ト しまり中 粘性中
9 10YR6/6明 黄褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中
10 75YR4/2灰 褐色ンル ト しまりほとんど無 粘性弱
11 10YR3/1黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱
12 10YR3/2黒 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1%
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(440号 土坑A― A' 1～ 5撹乱・埋め戻 し)

1 10YR3/2黒 掲色 シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒
極小～小 8% 黄褐色土プロック中～大 3%

2 7 5YR4/4褐 色 ンル ト しまりほとんど無 粘性無
黄褐色土粒小～中 5%

3 10YR2/3黒 掲色 ンル ト しまりほとんど無 粘性弱
黄褐色土粒小 5% 炭化物粒極小～中 3%

4 10YR4/4褐 色 ンル ト しまり弱 粘性中
5 10YR5/6黄 掲色粘土質ンル ト しまり弱～中 粘性中
6 10YR5/8黄褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中

炭化物粒極小 1%未満
7 10YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性弱～中 (441号 土坑A― A' 撹乱・ 埋め戻 し)

1 10YR3/2黒 褐色 シル ト しま り中 粘性賜
炭化物粒極小～小 1% 黄褐色土粒・ 焼土粒含む

2 10YR3/3暗 褐色シル ト しまり弱 粘性弱
3 10YR4/6褐 色ンル ト しまり弱～中 粘性中
4 10YR2/2 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性弱
5 10YR5/6黄 褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中
6 10YR4/4褐 色ンル ト しまり弱 粘性弱～中
7 10YR2/3 黒褐色シル ト しまり中 粘性弱

0        1        2m
|

第100図  439～ 441号土坑
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2 土坑

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1.62 X l.54m、 底部が1.04× 0.78mで深さは113c14

である。底面中央付近に小穴を持つ。深さは46cmである。

[覆上 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色～黒褐色土が堆積する。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

446号土坑 (第 101図、写真図版101)

[位置・検出状況]」Ⅳ i3グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が2.1× 1.78m、 底部が1.5× 1.2mで深さは

18cmで ある。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む暗褐色上が堆積 している。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである。

[出土遺物]出 土 していない。

447号土坑 (第 101図、写真図版101)

[位置・検出状況]」Ⅳ jlグ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]431号住と重複している。新旧関係は不明である。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1.04× 1.04m、 底部が0.69× 0.66mで 深さは62cmで

ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄掲色土粒を含む黒褐色土が堆積する。断面観察から人為堆積と判断

した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

448号土坑 (第 101図、写真図版102)

[位置・検出状況]」Ⅳ f4ほかグリッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。覆土

の状況から人為的埋め戻 しが行われたことが推測され、過去の発掘調査にかかわる遺構ではないかと疑い、

報告書で確認 したところ、報告書の配置図に合う遺構は確認することができなかった。

[重複]408号陥し穴と重複する。検出状況ならびに断面観察から408号陥 し穴→448号土坑の順に構築され

たものと半J断 した。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が2.12× 1.93m、 底部が0,74× 0,7mで深さは100clnで ある。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土ブロックを含む黒褐色土ならびに黄褐色土を主体とした堆積である。断面観察

から人為堆積と判断した。遺構の重複状況 (溝状陥し穴より新 しい遺構であること)な どからみて現代の埋

め戻 し土の可能性も考えられる。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]Nα 810・ 811の土器が出土 している。 (第40・ 130図、写真図版198)
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Ⅳ 検出された遺構
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(442号 土坑A― A')
1 10YR3/2黒 褐色 シル ト しまり弱～中

粘性弱 炭化物粒極小 1～ 3%

く446号土坑〉

(446号 土坑A― Aつ
1 10YR3/4 嗜褐色 ンル ト しまり中

粘性弱 炭化物粒極小～小 1%
黄褐色土粒小 1～ 3%

(444号 土坑A― A')
1 75YR2/1黒 色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒

極小～小30%
2 75YR2/2黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒

極小 1～ 3% 黄褐色土粒極小～小10%
3 7 5YR3/3暗 褐色シルト しまり弱 粘性弱 炭化物粒

小 1%未満 黄褐色土粒小 3%
4 7 5YR3/2黒 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化

物粒極小 3%
5 10YR5/6 明褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中
6 7 5YR3/2黒 掲色ンル ト しまり弱 粘性弱 (4雇 より

暗い色)

7 7 5YR3/2黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土
ブロック中～極大40%

8 10YR6/8と 10YR1 7/1の 混合上 しまり中 粘性中

く448号土坑〉
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(448号 土坑A― A')
1 75YR2/2黒 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱
2 10YR5/6黄 褐色粘土質ンル ト しまり弱～中 粘性中
3 75YR2/2黒 褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐

色土ブロック大 3%
4 10YR3/4暗 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱
5 10YR3/3暗 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒

極小 1%(408号陥 し穴覆土)
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(447号 土坑A― A')
1 7 5YR3/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性弱

炭化物粒極小～小 1% 黄掲色土粒小 1%未満
2 7 5YR2/2黒 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性

弱 炭化物粒小 1%未満 黄褐色土粒極小～小
20%

3 75YR3/2黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱
炭化物粒小 1%未満 黄掲色土粒極小～小40%

4 75YR3/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性弱～中
炭化物粒極小～小 1%未満

様 4溢

」Wg4か ら
.Slmvュ m

第101図 442・ 444・ 446～448号土坑
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2 土坑

449号土坑 (第 102図、写真図版102)

[位置 。検出状況]JⅣ g4グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]450号土坑と重複する。検出状況ならびに断面観察から449号土坑→450号土坑の順に構築されたも

のと判断した。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開回部が1.94× 1.73m、 底部が1.06× 0.83mで深さは117cm

である。底面中央付近に小穴を持つ。深さは30cmである。

[覆土・堆積状況]覆 土中位から下位にかけて黄褐色土ブロック (地山ブロック)を含む黒色土～褐色上が

確認されるため、人為堆積の可能性が考えられる。上位部分は自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[そ の他]当 初は貯蔵穴の可能性も考えて掘り進めたが、掘り上がりの平面形から判断して陥し穴の可能性

が高い。

[出土遺物]出 土 していない。

450号土坑 (第 102図、写真図版102)

[位置・検出状況]」Ⅳ h4グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]449号土坑と重複する。検出状況ならびに断面観察から449号土坑→450号土坑の順に構築されたも

のと判断した。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が122× 1.2m、 底部が0.78× 0,77mで深さは31cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]土 器が出土するが小片のため掲載 していない。

451号土坑 (第 102図、写真図版102)

[位置 。検出状況]」Ⅳ g5グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が2.36× 1,84m、 底部が1,79× 1.28mで深さは77cmで ある。

[覆土・堆積状況]覆 土最上層 (1層)は火山灰を含む。覆土下層にあたる 9～ 10層 には多量の地山粒、

焼土粒、炭化物粒が混入する。また10層からは炭化材も複数確認されている。断面観察から人為堆積と判

断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

452号土坑 (第 103図、写真図版103)

[位置 。検出状況]」Ⅳ g6グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]453号土坑と重複する。検出状況ならびに断面観察から452号土坑→453号土坑の順に構築されたも

のと判断した。

[平面形 。規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が2.14× 1.68m、 底部が167× 1.23mで深

さは28cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒、焼土粒、黄褐色土粒を含む暗褐色土～褐色土が堆積 している。自然堆積と判

断した。
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Ⅳ 検出された遺構
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(449号 土坑・450号土坑A― A')
1 10YR2/2 黒褐色 ンル ト
2 10YR2/1 黒色ンフレト  し

土粒極小～小 3%

粘性弱 黄褐色土粒極小～小 5%
粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色

10YR2/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 1～ 3%
10YR3/2 黒褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土
粒極小 5%
75YR4/3褐 色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
10YR3/4暗 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1%
75YR2/1黒 色ンル ト しまりほとんど無 粘性弱 黄褐色土ブロック中～大
8%
10YR3/4暗 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 3%
7 5YR5/6明 褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中 (地山崩落プロック)

10YR4/4褐 色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 3% 黄褐色土粒極小
～小 5%
7 5YR3/2黒 褐色シル ト しまり中～強 粘性弱～中
7 5YR2/2黒褐色ンル ト しまりほとんど無 粘性弱 炭化物粒極小 1%
10YR2/2黒 掲色シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小～小 3% 黄褐
色土粒極小～小10%
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3 10YR4/4褐 色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 8% 黄褐色土粒極小～小 5%
4 7 5YR2/2黒 福色シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 と% 黄褐色土粒極小 5%
5 7 5YR2/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 1%未満

黄褐色土粒極小～小20～30%
6 75YR3/4暗 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小30%
7 75YR5/4に ぶい褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄掲色土粒極小40～ 50%
8 75YR2/3極 嗜褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小～小10%

黄褐色土粒極4ヽ～小30%
9 75YR4/4褐 色シルト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 1%未満 黄褐色土粒極小～小20%

焼土粒小 1%未満
10 75YR3/4暗 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒小～中5% 焼土粒小～中 1%
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2 土坑

[壁]壁 の立ち上がりは緩やかである。

[出土遺物]Na812～816の上器が出土 している。 (第40・ 130図、写真図版198)

453号土坑 (第 103図、写真図版103)

[位置・検出状況]JⅣ e6グ リッドはかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]452号土坑と重複する。検出状況ならびに断面観察から452号土坑→453号土坑の順に構築されたも

のと判断した。                 ´

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が1.4× 1,14m、 底部が0.96× 074mで深さ

は27cmで ある。

[覆上・堆積状況]炭 化物粒を含む褐色土を主体とした堆積である。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

454号土坑 (第 103図、写真図版103)

[位置 。検出状況]KⅢ a10グ リッドに位置する。撹乱層を除去したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が156× 1.24m、 底部が1.12× 0.94mで 深

さは46clllで ある。底面中央付近に小穴を持つ。深さは 9 cmで ある。

[覆土・堆積状況]覆 土下半は地山粒を含む黄褐色上で、その上に焼土ブロックの 3層、褐色土の 2層、暗

褐色土の 1層が堆積する。断面観察から人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]NQ817・ 818の土器が出上 している。 (第40・ 130図、写真図版199)

455号 A土坑 (第 103図、写真図版103)

[位置 。検出状況]KⅢ b10グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]455号 B土坑と重複する。当初は単独の遺構との判断で掘り進めたが、掘り上がりの状況から2つ

の遺構が重複 しているという判断に至った。新旧関係については不明である。

[平面形・規模]平 面形は楕円形基調であるが不整である。規模は開口部が0.94× 0,82m、 底部が0.6× 0.48

mで深さは38cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒を含む極暗褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである。

[出土遺物]出 土 していない。

455号 B土坑 (第 103図、写真図版103)

[位置 。検出状況]KⅢ b10グ リッドに位置する。

[重複]455号A土坑と重複する。当初は単独の遺構との判断で掘り進めたが、掘り上がりの状況から2つ

の遺構が重複 しているという判断に至った。新旧関係については不明である。

[平面形・規模]平 面形は楕円形基調であるが不整である。規模は開口部が0.98× 0,74m、 底部が0.56×

(0.34)mで深さは34cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒を含む極暗褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。
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Ⅳ 検出された遺構

(452 0 453号」L坑〉

静働ち
く454号土坑〉

聴 翠 γ

Ａ
引

Ａ一
陣

税つ∞ m
2

(452“ 53号土坑A― A')
1 7 5YR3/2黒 褐色ンル ト
2 75YR4/4褐 色ンル ト
3 75YR3/3暗 褐色ンル ト

黄褐色土粒極小 5%
4 75YR3/3暗 褐色ンル ト

焼土粒小含む
5 75YR4/6褐 色ンル ト

しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%
しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%

しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小 1%

しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 3%

しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1%

鱗
洋

B〉

(454号 土坑A― A')
1 7 5YR3/4暗 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1%

黄褐色土粒極小～中 5%
2 10YR4/6褐 色シル ト しまり弱 粘性弱～中 炭化物粒極小 1%未満
3 5YR4/8 赤褐色シル ト しまり弱 粘性弱 (焼土ブロック)

4 10YR5/6黄 褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱～中 炭化物粒極小～
小 3% 黄褐色土粒小10～ 20%

く457号土坑〉

A'
ト

A'
≒

(457号 土坑A― Aり
1 10YR4/6褐 色ンル ト しまり中 粘性中

炭化物粒極小～オヽ 1～ 3% 黄褐色土粒
極小～小 1%

く455号土坑A・

艶
ら

h上

く456号土坑〉

牌
雛 900m

Ｔ
Ｉ
Ｉ

455f]
土坑 B

質【〇〇ΦＨ∞『‐旧判劇^^―呼
陣 .濡脆ゴ

,

(455号 土坑A・ B A― A')
1 7 5YR2/3極 暗褐色シル ト しまり弱

粘性弱 炭化物粒極小～小 1% 黄褐
色土粒極小～小 3%

(456号 土坑A― Aり
1 7 5YR3/4暗 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱

炭化物粒極小～小 3%
2 75YR4/4褐 色シル ト しまり弱 粘性弱

炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小 3%
3 75YR5/6明 褐色 シル ト しまり中 粘性中

炭化物粒極小 1%

0         1         2m

第103図  452～ 457号土坑
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2 土坑

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである。

[出土遺物]出 土 していない。

456号土坑 (第 103図、写真図版103)

[位置・検出状況]」Ⅲ i9グ リッドほかに位置する。427号住床面付近にて検出した。

[重複]427号住と重複する。新旧関係は不明である。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.64× 1.4m、 底部が1.38× 1.14mで深さは26cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒を含む明褐色上である 3層の上に暗褐色上の 1層が堆積 している。遺物の大半

はこの 1層 と3層の境目付近から出土 している。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]Nα819～824の土器が出土 している。 (第40。 130。 131図、写真図版199)

457号土坑 (第 103図、写真図版104)

[位置 。検出状況]」Ⅲj9グ リッドほかに位置する。427号住床面付近にて検出した。

[重複]427号住床面の縁と隣接する。新旧関係については不明である。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が 1× 0.64m、 底部が0.6× 0.49mで深さは61cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む褐色土が堆積 している。断面観察から自然堆積と判

断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

458号土坑 (第 104図、写真図版104)

[位置・検出状況]JⅣ  glグ リッドほかに位置する。撹乱層を除去したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形はやや不整な楕円形をなす。規模は開回部が1.5× 1.17m、 底部が1.03× 0.61mで深

さは49cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～暗褐色土が堆積する。断面観察から自然

堆積と判断した。

[壁]】ヒ側の壁の立ち上がりは急であるが、南側の壁の立ち上がりは比較的緩やかである。

[出土遺物]出 土 していない。

459号土坑 (第 104図、写真図版104)

[位置 。検出状況]KⅢ  d9グ リッドに位置する。421号住床面付近にて検出した。

[重複]421号住と重複する。検出状況から459号土坑→421号住の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が0,87× 0.7m、 底部が0.56× 0.46mで 深さは33cmである。

[覆土・堆積状況]2層 は炭化物粒、地山粒、焼土粒を含む埋め戻 し土である。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。
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Ⅳ 検出された遺構

460号土坑 (第104図、写真図版104)

と位置 。検出状況]KⅢ  d8グ リッドほかに位置する。421号住床面付近にて検出した。

[重複]421号住と重複する。検出状況から460号土坑→421号住の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は隅丸方形をなす。規模は開口部が1.66× 1.34m、 底部が1.26× 1.12mで深さは56

C14で ある。底面中央付近に小穴を持つ。深さは38cmである。

[覆土・堆積状況]覆 土は暗褐色土～黒褐色上を主体とし、壁際に地山崩落ブロックを含む。断面観察から

自然堆積と判断した。

[壁]壁 は床面からオーバーハングしており、床上40cm程度から上は外反する。

[出土遺物]出 上 していない。

461号土坑 (第104図、写真図版105)

[位置・検出状況]KⅢ d10グ リッドに位置する。421号住床面付近にて検出した。

[重複]421号住と重複する。検出状況から421号住→461号土坑の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が0.85× 0.82m、 底部が1.14× 0,95mで 深さは80cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色土～黒褐色土が堆積する。断面観察から自然堆

積と判断した。

[壁]壁 はオーバーハングしたまま掘り込み面 (精査時の掘り込み面)ま で達する。

[出土遺物]出 土 していない。

464号土坑 (第 104図、写真図版105)

[位置 。検出状況]KⅢ g10グ リッドに位置する。412号住床面にて検出した。

[重複]412号住と重複する。検出状況から464号土坑→412号住の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.18× 0.94m、 底部が0.8× 0.66mで 深さは26cmで ある。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色土が堆積する。断面観察から自然堆

積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである。

[出土遺物]出 上 していない。

465号土坑 (第 104図、写真図版105)

[位置・検出状況]KⅢ g10グ リッドに位置する。412号住床面付近にて検出した。

[重複]412号住と重複する。456号土坑→412号住の順に構築されたと判断した。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な楕円形をなす。規模は開口部が1.34× lm、 底部が0,75× 0.62mで深

さは25cl■である。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む褐色土を主体とする堆積で、自然堆積と判断した。

[壁]東 西の壁の立ち上がりは比較的緩やかである。南北の壁の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 土 していない。

466号土坑 (第 105図、写真図版105)

[位置 。検出状況]KⅢ j10グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。
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2 土坑
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(459号 土坑A― A')
1 7 5YR4/4褐 色 シル ト しまり弱～中

粘性弱 炭化物粒極小～4ヽ 1%未満
黄褐色土粒小 3%

2 75YR5/6明褐色シル ト しまり中
粘性中 炭化物粒小 1%未満 黄褐色
土粒小 3% 焼土粒小 1%

陣 を紹

(460号 土坑A―A')
1 7 5YR4/4褐 色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～小 1%

黄褐色土粒極小～4ヽ 1% 焼土粒極小～小 1%未満
2 7 5YR3/4暗 褐色ンル ト しまり中～強 粘性弱 黄褐色土粒極小

～小 1%
3 10YR4/6褐 色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未 満

黄褐色土粒極小 1%
4 10YR3/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒極小～小

3%
5 75YR2/3極 暗褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～小

1% 黄褐色土粒極イヽ～小 1%
6 10YR5/6黄 褐色粘土質ンル ト しまり中～強 粘性中 炭化物粒

極小 1%未満 (地山崩落土)

7 10YR3/2 黒褐色ンル ト しまり中～強 粘性中 黄褐色土粒極小
1%(4層 より明るい)

S 10YR2/2黒 褐色ンル ト しまり中～強 粘性中 炭化物粒極小～

小 1% 黄褐色土粒極小～小1%未満
9 10YR4/4褐 色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%(地山

崩落ブロック)

10 10YR3/2黒 褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱
11 10YR5/6黄 褐色粘土質シル ト しまり中 粘性中

Ａ〕
(458号 土坑A― A')
1 10YR2/2黒 褐色 シル ト しまり弱 粘性弱

黄褐色土粒極小20～ 30%
2 75YR2/2黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱

炭化物粒極イヽ 1%未満 黄褐色土粒極小 10%
3 10YR3/4 E音 掲色 シル ト しまり弱 粘性弱

炭化物粒極小 1%

(461号土坑〉

(464号土坑〉

KIIIg10か ら

s2mE2m、

(461号 土坑A― A')
1 75YR2/2黒 掲色 シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小～小40%
2 75YR2/1黒色 ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 5～ 10%
3 75YR2/3極暗褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小 5%
4 75YR2/2黒褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物乾極小 1% 黄褐色土粒極小～小20%
5 75YR2/2黒褐色シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小10%(4層 より明るい色 )

6 75YR2/2黒褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小 5%
7 75YR2/2黒褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小30%
8 75YR2/1黒色 シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%
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(464号土坑A― A')
1 10YR3/2黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱

炭化物粒極小 1～ 3%
2 7 5YR4/3褐 色 シル ト しまり弱 粘性弱～中

炭化物粒極小～小 3% 黄褐色土粒小 5%

(465号 土坑A― Aり
1 7 5YR4/3掲色ンル ト しまり弱 粘性弱～中

炭化物粒極小～小 5% 黄褐色土粒小 5%
2 10YR5/4 1こない黄褐色シル ト しまり弱～中

粘性中 炭化物粒極小 1～ 3%

0        1 2m
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Ⅳ 検出された遺構

[平面形・規模]平 面形はやや不整な楕円形をなす。規模は開口部が1.55× 13m、 底部が1.19× 0,79mで 深

さは38cnIで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む極暗褐色土～黒色土が堆積 し、自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]Nα234の 礫石器が出土 している。 (第400477図、写真図版277)

467号土坑 (第 105図、写真図版106)

[位置 。検出状況]KⅣ jlグ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]420号陥し穴と重複する。検出状況から467号土坑→420号陥し穴の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は隅丸方形から楕円形をなす。規模は開口部が131× 1.02m、 底部が1.55× 1.05m

で深さは110c14で ある。

[覆土・堆積状況]壁 際に地山崩落と思われる堆積層が確認され、中央部付近に黒色～黒褐色上が堆積する。

断面観察から自然堆積と判断した。

[壁]壁 は底面付近からオーバーハングしている。

[そ の他]当 初は貯蔵穴の可能性も考えて掘り進めたが、掘り上がりの平面形から判断して陥し穴の可含Z陛

も考えられる。

[出土遺物]出 土 していない。

468号土坑 (第105図、写真図版106)

[位置 。検出状況]KⅣ ilグ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.35× 1.lm、 底部が1.48× 1.26mで 深さは1.08cmである。

[覆土・堆積状況]責 褐色土粒を含む黒色土～黒褐色土を主体とした堆積である。自然堆積と判断した。

[壁]壁 は底面から掘り込み面 (精査時)ま でオーバーハングしている。

[出土遺物]出 上 していない。

469号土坑 (第 105図、写真図版106)

[位置・検出状況]KⅣ  e3グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な楕円形をなす。規模は開口部が1.37× 1.31m、 底部が1.32× 0.83mで

深さは98cmである。底面中央部付近に小穴を持つ。深さは35cmで ある。

[覆土・堆積状況]底 面近くの壁際に褐色土～明褐色上が堆積 し、その上に黄褐色土粒を含む黒褐色土が堆

積する。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急で、一部オーバーハングしている。

[その他]当 初は貯蔵穴の可能性も考えて掘り進めたが、掘り上がりの平面形から判断して陥し穴の可能性

が高い。

[出土遺物]出 土 していない。

470号土坑 (第105図、写真図版106)

[位置 。検出状況]KⅣ  b3グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。
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2 土坑

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形はやや不整な楕円形をなす。規模は開口部が26× 2m、 底部が2.37× 1.7mで深さ

は58cmで ある。

[覆土・堆積状況]最 下層の 9層は人為的埋め戻 し上である。層中から炭化材が出土 している。 6層以上の

層は自然堆積と判断した。 1層はTo a火山灰と推測される。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]底 面付近から炭化材がまとまって出土 した。その他遺物は出上 していない。

471号土坑 (第 106図、写真図版107)

[位置 。検出状況]KⅣ  a3グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]472号土坑と重複する。検出状況から472号土坑→471号土坑の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が(1,95)× 1.62m、 底部が1.48× 1.47mで深さは43cnlで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～暗褐色土が堆積する。断面観察から自然

堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]Nα826の上器、Nα448石器が出土 している。471・ 472号土坑一括としてNα825の土器が出土 して

いる。 (第40。 131・ 221図、写真図版199。 246)

472号土坑 (第 106図、写真図版107)

[位置 。検出状況]KⅣ  a4グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]471号土坑と重複する。検出状況から472号土坑→471号土坑の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は円形をなすと思われる。規模は開田部が1.27× (0.66)m、 底部が1.15× (0.57)m

で深さは22cnlで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む暗褐色上が堆積する。自然堆積と判断 した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]471・ 472号土坑一括として配825の土器が出土 している。 (第400131図、写真図版199)

473号土坑 (第 106図、写真図版107)

[位置 。検出状況]KⅣ  a4グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]474号土坑と重複する。検出状況ならびに断面観察から474号土坑→473号土坑の順に構築されたも

のと判断した。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形をなすと思われる。規模は開田部が(1.55)× (0,8)m、 底部が(1.1)× (0.5)

mで深さは (18)clllで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む灰褐色上が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである

[出土遺物]出 土 していない。

474号土坑 (第 106図、写真図版107)

[位置 。検出状況]KⅣ  a4グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)にて検出した。

[重複]473号土坑、424号陥 し穴と重複する。検出状況ならびに断面観察から、474号土坑→473号土坑・
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(466号 土坑A―A')
1 7 5YR2/3 極暗掲色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色上位

小～中 1% 炭化物粒極小～小 1%
2 7 5YR2/2 黒掲色 シル ト しまり中 粘性弱 黄掲色土粒極

小～小 1% 炭化物粒極小 1%
3 10YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒

極′卜～小、 ブロ ック大 5%
4 7 5YR2/1 黒色 ンル ト しまり中～強 粘性中 炭化物極小 1

～3%＼

讀ざ
468号上坑〉     ざ

(468号 土坑A― A')
1 5YR2/1 黒褐色ンル ト しまり中 粘性中

炭化物粒極小 1%未満
2 5YR1 7/1 黒色シル ト しまり中 粘性中
3 75YR17/1 黒色ンル ト しまり弱 粘性中

黄褐色土粒極小 5%
4 75YR2/1 黒色 ンル ト しまり弱 粘性中
5 75YR3/2 黒褐色ンル ト しまり弱～中 粘

性中
6 7 5YR2/2 黒掲色ンル ト しまり弱 粘性中

黄褐色土粒極小25%
10YR1 7/1 黒色 ンル ト しまり弱 粘性中
7 5YR3/2 黒褐色 シル ト しまり弱 粘性中
10YR5/8 黄褐色粘土質 ンル ト しまり中～強
粘性中～強 (地 山崩落 ブロック)

75YR17/1 黒色 ンル ト しまり弱 粘性弱
7 5YR3/8 暗褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱
黄褐色土粒極小 15%
7 5YR2/1 黒色 シル ト しまり弱 粘性中
7 5YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中～強 粘
性中 黄褐色土粒極小～中25%
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Ⅳ 検出された遺構

(467号 土坑A― A')
1 75YR17/1 黒色 ンル ト しまり中 粘性中 黄褐

色土粒小～中 3% 炭化物粒小 1%
2 7 5YR2/1 黒色 ンル ト しまり中 粘性中 暗褐色

土 プロ ノク大25% 黄褐色土粒小 2%
3 7 5YR3/1 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性中 暗掲

色土 ブロック中15% 黄掲色土粒小～大10%
4 7 5YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性中

黄掲色土粒小～大30% 黒色土 ブロ ック小10%
5 7 5YR3/2 黒掲色 シル ト しまり弱～中 粘性中～強

黄褐色土 ブロ ック中～大35%
G 75YR4/6 掲色 ンル ト しまり中 粘性中～強 黒色

土 ブロ ノク大20% 暗掲色土位小 10%
7 7 5YR2/1 黒色 ンル ト しまり強 粘性強 黄褐色土

粒極小 2%
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(470号 土坑A― A')
1 75YR4/3 褐色 ンル ト しまり中～強 粘性弱

To a火 山灰を含む (60%以 上) 炭化物粒中 2%
2 7 5YR3/4 暗褐色シル ト しまり中～強 粘性弱

炭化物粒大 3% 黄褐色土粒中 1%
3 7 5YR3/2 黒掲色ンル ト しまり中～強 粘性弱

～中 黄褐色土粒小～大30% 炭化物粒中 5%
4 7 5YR3/1 黒褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中

黄褐色土粒極小 2% 炭化物粒中 2%
5 7 5YR2/2 黒掲色 ンル ト しまり弱～中 粘性中

炭化物粒中～大15% 黄褐色土粒極小～中 3%
6 7 5YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性中

黄褐色土粒極小～中80% 炭化物粒中～大20%
7 7 5YR3/3 暗褐色シル ト しまり中 粘性中 黄

褐色土粒小～極大10% 炭化物中～大10%
8 7 5YR5/6 明褐色シル ト しまり中 粘性中～強

炭化物粒大 2%
9 7 5YR2/2 黒褐色ンル ト しまり中～強 粘性中

～強 炭化物大35% 黄掲色土粒ブロック大10%
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(469号 土坑A― A')
1 7 5YR4/3 褐色 ンル ト しまり中～強 粘性弱

黄褐色土粒極小 5%
2 7 5YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄

褐色土 ブロック極小～大15% 炭化物粒極小 2%
3 7 5YR3/1 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄

掲色土粒小～中 2%
4 75YR5/6 明掲色粘土質 ンル ト しまり中～強

粘性中～強 暗褐色土 ブロ ノク大20%
5 75YR2/2 黒褐色 シル ト しまり弱～中 粘性中

黄褐色土 ブロ ノク中～大15%
6 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性中

黄褐色土粒小45%
7 75YR5/8 明褐色粘土質 ンル ト しまり中～強

粘性中～強  黒色土 ブロ ック小～中
8 75YR4/6 褐色粘土質 ンル ト しまり弱～中 粘

性中～強 暗褐色土粒小～中40%
9 7 5YR4/3 褐色粘土質 シル ト しまり中～強 粘

性強 黒色土粒小 5%
10 75YR3/4 褐色粘土質 ンル ト しまり強 粘性強
11 10YR5/6 黄褐色粘土質 シル ト しまり中 粘性中
12 10YR4/6 掲色 ンル トンル ト  しまり弱 粘性中
13 10YR5/6 黄褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中

(山 形軽石YP粒含む)

※ 底面は山形軽石層で覆われるが、小穴部のみこれを掘
りぬいている。 2層 は、地山層に比べてボツボッ感が

強 く、 しまりがほとんど無い。色 も若干黒色を帯びる。

号陥し穴

陣
躙 00m

第105図  466～ 470号土坑
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2 土坑

424号陥し穴の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が(2.1)× 2.Om、 底部が(2.18)× 1.55mで

深さは68cmである。底面中央付近に小穴を持つ。深さは (40)cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒ならびにブロックを含む褐色土を主体とした堆積である。断面観察から人為

堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]Nα235の礫石器が出上 している。 (第 41・ 277図、写真図版且77)

475号土坑 (第106図、写真図版107)

[位置 。検出状況]KⅣ b3グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]422号陥し穴と重複する。検出状況から422号陥し穴→475号土坑の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.8× 1.2m、 底部が145× 1.05mで深さは18c14である。

[覆土 。堆積状況]黄 褐色土粒ならびに炭化物粒、焼土粒を含む黒褐色土が堆積する。人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急であるが、壁自体ほとんど残存 していない。

[出上遺物]出 土 していない。

476号土坑 (第 107図、写真図版108)

[位置 。検出状況]KⅣ  a2グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1.79× 1.78m、 底部が1.6× 16mで深さは48clnで あ

る。底面中央付近に小穴を持つ。深さは28c14で ある。

[覆土・堆積状況]最 下層に炭化物粒ならびに黄褐色土粒を含む褐色土～明褐色土が堆積する (4～ 5層 )。

上層の 1層 は黄褐色土粒を比較的多く含む黒褐色土であり、土器片などの遺物を多く出土する。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出上遺物]Nα827の土器が出土 している。 (第 41・ 131図、写真図版199)

477号土坑 (第 107図、写真図版108)

[位置 。検出状況]KⅣ a3グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が 1× 0,91m、 底部が0.59× 0.58mで深さは43cmである。

[覆土 。堆積状況]黄 褐色土粒ならびに炭化物粒を含む褐色土が堆積する。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]土 器が出土するが小片のため掲載 していない。

478号土坑 (第 107図、写真図版108)

[位置 。検出状況]KⅣ  b2グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は不整な楕円形をなす。規模は開口部が1.21× 0.87m、 底部が0.53× 0.43mで 深さ

は40cnlで ある。

[覆土・堆積状況]黒 褐色土～極暗褐色上が堆積する。
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(471号 土坑A― A')
1 75YR2/2 黒褐色 シル ト
2 75YR3/2 黒褐色 ンル ト
3 75YR3/4 暗褐色 ンル ト

(472号 土坑B― B')
1 75YR3/3 暗褐色 シル ト

(473

＼

黄褐色土粒極小～小 5% 炭化物粒極小 2%
黄褐色土粒小～大15% 炭化物粒小 5%
黒褐色土粒極小 2% 炭化物粒中 3%

しまり中 粘性中 黄褐色土粒小～中15% 炭化物粒極小～中 5%

Ⅳ 検出された遺構

(475号土坑〉

性
路
・

刺 Omゴ '

(475号 土坑A― A')
1 75YR 3/1 黒褐色ンル ト しまり中～強 粘性弱 黄褐色土粒極小

10% 炭化物粒ア
1ヽ ～中 5% 焼土粒 (1%程 度)土 器含む

(473・ 474号土坑A― Aり
1 7 5YR4/2 灰褐色シル ト しまり強 粘性弱 黄褐色土粒中10%

炭化物粒小 3%(473号 土坑覆土)

2 75YR3/2 黒褐色 シル ト しまり弱～中 粘性弱～中 黄褐色土粒
小～大20% 炭化物粒極小～中10%(424号 陥し穴覆上、 2層 に対応)

3 7 5YR4/6 褐色粘土質 ンル ト しまり中～強 粘性中～強
鈍褐色土ブロック大35%

4 75YR4/4 褐色ンル ト しまり強 粘性弱 黄褐色土粒小20%
炭化物粒小～中 5%

5 75YR3/4 褐色シル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒小～中 5%
炭化物粒極小 2%
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2 土坑

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである。

[そ の他]当 初は貯蔵穴の可含酵l■ も考えて掘り進めたが、掘り上がりの平面形から判断して陥し穴の可能性

が高い。

[出土遺物]No828の 土器が出土 している。 (第41・ 131図、写真図版199)

479号土坑 (第 107図、写真図版108)

[位置・検出状況]」Ⅳ j3グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]4邑4号住と重複する。検出状況ならびに断面観察から424号住→479号土坑のI頂 に構築されたものと

判断 した。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な楕円形をなす。規模は開口部が1,79× 1.6m、 底部が1.54× 077mで深

さは38cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒 (地山粒)な らびに炭化物粒を含む褐色土が堆積する。覆土最上部は現代の

撹乱層である。人為堆積と判断 した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

480号土坑 (第 107図、写真図版109)

[位置 。検出状況]KⅣ  flグ リッドに位置する。414号住床面付近にて検出した。

[重複]413号住、414号住と重複する。新旧関係については、414号住の検出時ならびに精査時にはこの土

坑を検出できていないことから、480号土坑→414号住であるが、413号住との新旧関係は不明である。

[平面形・規模]平 面形は不整な円形をなす。規模は開口部が1.41× 1.29m、 底部が1.2× 1.01mで深さは42

cmである。底面に小穴を持つがすべて重複する住居に伴うと判断した。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒 (地山粒)を含む黒褐色土～褐色土が堆積する。断面観察から人為堆積と判

断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である

[出土遺物]出 土 していない。

481号土坑 (第 108図、写真図版109)

[位置 。検出状況]KⅣ  f3グ リッドほかに位置する。 Ⅱ層下部にて検出した。検出当初は414号住に重複

する大形住居という認識であったが、炉や柱穴が確認されないことや床面の状況などから土坑に変更した。

[重複]414号住と重複する。断面観察から481号土坑→414号住の順に構築されたものと判断した。また

482号土坑とも部分的に重複するが、検出状況から判断することはできなかったため新旧関係は不明である。

[平面形・規模]平 面形は楕円形基調であるが不整である。規模は開口部が3× 2.5m、 底部が2.46× 1.96m

で深さは45cmである。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒 (地山粒)を含む黒褐色土を主体とする堆積である。図中

2層～ 6層まで、満遍なく遺物が出土する。中間付近にあたる4層には焼土粒 も含まれる。断面観察から人

為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは緩やかである。

[出土遺物]Nα829。 830の上器、Nα449～456の剥片石器・石製品、Na236の 礫石器が出土 している。481・

482号土坑一括としてNa831～862の上器、h457～ 466の 剥片石器・石製品、Nα237～245の礫石器が出土 して
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Ⅳ 検出された遺構

(476号土坑A― Aつ
1 75YR3/1 黒掲色 ンルト しまり中 粘性弱

黄褐色土粒小～大10% 炭化物粒極小 5%
土器多

2 75YR5/8 明褐色 ンル ト しまり中 粘性中
黒色土ブロック小20%

3 75YR5/8 明褐色シル ト しまり中 粘性中
掲色土粒小～中30% 炭化物粒中～大 2%

4 75YR4/3 褐色 ンル ト しまり中 粘性中 黄
褐色土粒中～大10% 炭化物粒小 2%

5 75YR5/6 明褐色粘土質シル ト しまり中～強
粘性中～強

6 75YR4/6 褐色 ンル ト しまり弱 粘性中 褐
色土粒極小～小20%

7 75YR5/6 明褐色粘土質シル ト しまり中 粘
性中～強

牌
税 嗣 m

(479号 土坑A― A')
1 75YR4/4 褐色シル ト しまり中 粘性中

黄褐色土粒小～中15% 炭化物粒極小 5%

く476号土坑〉
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(477号 土坑A― A')
1 75YR4/3 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱

黄褐色土粒小10% 炭化物粒極小～小 3%
2 75YR4/4 褐色ンル ト しまり中 粘性弱

黄褐色土粒小 5%
3 75YR4/3 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱

黄褐色土粒極小～小 5%(1層 よりやや暗い)

く480号土坑〉

(478号土坑A― A')
1 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱

黄褐色土粒極小～小10%
2 75YR2/3 極暗褐色シル ト しまり弱 粘性

弱 黄褐色土粒極小～小20%
8 75YR 5/6 明褐色粘土質ンル ト しまり中

粘性中 (地山ブロックor掘 り過ぎ)

(480号 土坑A― A')
1 75YR3/2 黒褐色シル ト しまり強 粘性弱 炭化物粒中～大20% 黄褐色土粒小～大30%
2 75YR4/8 褐色ンル ト しまり強 粘性中 炭化物粒大 5% 黄褐色土粒中～大10%
3 75YR5/6 明褐色シル ト しまり強 粘性中～強 暗褐色土ブロック小10%

0        1        2m

く479号土坑〉

牌
飢 600m聟

'

第107図 476～ 480号上坑
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2 土坑

いる。 (第 41・ 42・ 131～ 136・ 221～ 222・ 277・ 278図、写真図版199～ 202・ 246・ 277・ 278)

482号土坑 (第 108図、写真図版109)

[位置・検出状況]KⅣ e3グ リッドに位置する。Ⅱ層下部～Ⅲ層付近で検出した。検出当初は414号住に

重複する大形住居という認識であったが炉や柱穴が確認されないことや床面の状況などから土坑に変更した。

[重複]481号土坑と部分的に重複するが、検出状況から判断することはできなかったため新旧関係は不明

である。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が(2.64)× (2.18)m、 底部が226× 176mで深さは

27cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む褐色土主体の堆積である。人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは緩やかである。

[出土遺物]481・ 482号土坑一括としてNα831～862の上器、Nα457～466の剥片石器 。石製品、No237～245

の礫石器が出土 している。 (第41・ 42・ 131～ 136・ 222・ 277・ 278図、写真図版199～202・ 246・ 277・ 278)

483号土坑 (第 108図、写真図版109)

[位置 。検出状況]KⅣ  d4グ リッドに位置する。Ⅱ層下部～Ⅲ層にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]開 口部は楕円形、底面は長方形をなす。規模は開田部が(1.32)× 0.88m、 底部が(0,78)×

0,96mで 深さは122cmである。底面中央付近に小穴を持つ。深さは48cmで ある。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒を含む褐色土～黒褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急で、底面から開口部に向かいオーバーハングしている。

[出土遺物]出 土 していない。

484号土坑 (第108図、写真図版109)

[位置・検出状況]KⅣ  e3グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところで検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.30× 0.86m、 底部が1.10× 0,6mで深さは34omである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～暗褐色土が堆積する。断面観察から自然

堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 上 していない。

485号土坑 (第 109図、写真図版109)

[位置・検出状況]KⅢ  e3グ リッドに位置する。303号住床面付近で検出した。

[重複]303号住、313号土坑と重複する。検出状況ならびに断面観察か ら313号土坑→485号土坑→303号住

の順に構築されたものと判断 した。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が(0.94)× 0。 94m、 底部が (5。 8)× (3.4)で深さは35c14で ある。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒 (地山粒)を含む褐色土により埋め戻されている。人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]土 器が出土 しているが小片のため掲載 していない。
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Ⅳ 検出された遺構
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(481号 土坑A― A')
1 75YR2/1 黒色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 5% 黄褐色

土粒極小～小30%
2 75YR3/2 黒褐色 シル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小 5%

黄褐色土粒極小10%
3 75YR3/2 黒褐色 シルト しまり中  粘性弱～中 炭化物粒極小 5%

黄褐色土粒極中～大20%
4 75YR2/2 黒褐色シルト しまり中 粘性中  炭化物粒極小 5% 焼土

粒含む 黄褐色土粒小10%
5 7 5YR3/2 黒褐色シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒小～中10% 黄

褐色土粒小～中10%
6 7 5YR3/3暗 褐色シル ト しまり中～強 粘性中 炭化物粒
7 7 5YR4/4褐 色シル ト しまり中 粘性中 (漸移層的土層)

8'7 5YR3/2 黒褐色シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 5%

(482号 土坑A― A')
1 7 5YR3/3暗 褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 5%
2 7 5YR4/3褐 色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 5% 黄褐

色土粒小～中10%
3 75YR4/3褐 色 シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 5%
4 75YR3/3暗褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 5%
5 75YR4/3褐 色 シル ト しまり中 粘性中

(484号 土坑A― A')
1 75YR3/2黒褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小

10% 黄褐色土粒極小～小10%
2 75YR3/3暗褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小

5%
3 75YR4/3褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 5%

黄褐色土粒極小～小10%
4 75YR4/4褐色ンル ト しまり中 粘性弱

0        1        2m

く483号土坑〉ざ

洋
(483号 土坑A― A')
1 7 5YR2/2 黒褐色 シル ト しまり中 粘性弱

xじ
守 友

瓢 婚#章詩
力 外 しまり中 粘性弱

3 10YR4/6褐 色 ンル ト しまり中 粘性中
4 75YR2/3暗 褐色シル ト しまり中 粘性弱

黄褐色土粒極小～中30%
5 7 5YR2/2 黒褐色シル ト しまり中 粘性弱

黄褐色土粒極小 3%
6.10YR4/6 褐色ンル ト しまり中 粘性中
7 7 5YR2/1黒 色ンル ト しまり弱 粘性弱
8 10YR4/4褐 色ンル ト しまり中～弱 粘性中

黄褐色土粒中10%
9 10YR6/6褐 色シル ト しまり中 粘性中
10 10YR4/6褐色シル ト しまり弱～中

Ａ
引

だ
ト

第108図 481～ 484号土坑
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(486号土坑A一 A')
1 7 5YR4/4褐 色ンル ト しまり中～強 粘性弱 炭化物粒小～中 5%

黄偶色土粒小～中 5% 焼土粒中～大 3%

(485号 土坑A― A')
1 10YR4/6褐 色 ンル ト しまり中～強 粘性中 炭化物・焼土含む
2 10YR4/4褐 色 ンル ト しまり中～強 粘性中 黄褐色土粒中～大10%

o        1        2m

第109図 485・ 486号土坑

486号土坑 (第109図、写真図版109)

[位置・検出状況]KⅢ c5グ リッドに位置する。305号住東端部付近で検出した。

[重複]305号住と重複する。新旧関係は不明である。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が(1.12)Xl.08m、 底部が(0,48)× 0,98mで深さは26

cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに焼土粒を含む褐色土が堆積する。人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

501号土坑 (第110図、写真図版110)

[位置・検出状況]LⅢ  c9グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形はやや不整な楕円形をなす。規模は開口部が2.23× 1.26m、 底部が1.87× 1.07mで

深さは38cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒 (地山粒)な らびに黒色土ブロックを含む黒褐色土～暗褐色上が堆積する。

断面観察から人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]h867の土器が出上している。 (第42・ 186図、写真図版202)

502号土坑 (第110図、写真図版■0)

[位置 。検出状況]LШ  b8グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。ただし南側 3分の 1程度は風倒木痕によって破壊されている。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.4× (1.4)m、 底部が1.0× (0,8)mで深さは55cmである。

Ａ一
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(501号 土坑A― Aり
1 7 5YR3/3 暗褐色 シル ト しまり中 粘性中 黒色土プロック中～大35%
2.7 5YR3/1 黒褐色 シル ト しまり中 粘性中～強 黄褐色土粒極小～小 2%
3 7 5YR2/2 黒偶色ンル ト しまり中 粘性中～強 黄褐色上粒小～極大10%

黒褐色粘土板状プロック (固 く締まっている)20%

く503号土坑〉
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(502号 土坑A― A')
1 75YR3/2 黒褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒極小～

小20% 炭化物粒極小 5%
2 7 5YR4/3 褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒小～中30%

卸ぎ 洋 管 理

早説れVII

粋
脱 ∞ m

卸轟 (504号 土坑A―A')
1 75YR4/4 褐色シル ト しまり中

粘性弱 極暗褐色土プロック小～中
20%(炭化物粒、焼土粒を含む)責

任
よ

維 ジ 僧陥 3紡
り強

暗褐色土プロック小15%

牛'■rynf8ヵちvlm

瞥醍
辞

(505号 土坑A― A')
1 75YR3/1 黒褐色シル ト しまり中

粘性弱 炭化物粒小～中15% 黄掲
色土粒中 2%

2 75YR3/2 黒褐色シル ト しまり中
粘性中 黄褐色土プロック中15%
炭化物粒極小 2%

0        1        2m
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(503号 土坑A― A')
1 75YR3/2 黒褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土

粒極小～小20% 炭化物粒極小～小 3%
2 75YR3/3 暗褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土

粒極小30% 炭化物粒極小～Jヽ 1%
3 75YR4/3 褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色

土粒中～極大40%
4 75YR5/6 明褐色シル ト しまり強 粘性弱 褐色土ブ

ロック20%
5,75YR4/3 褐色 シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土ブ

ロック極小～中 炭化物粒極小 1%

第110図 501～ 505号土坑

A'
コ
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2 土坑

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土を主体とした堆積である。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

503号土坑 (第110図、写真図版110)

[位置・検出状況]LⅢ  e9グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。               ′

[平面形・規模]平 面形はやや不整な楕円形をなす。規模は開口部が1.95× 1.56m、 底部が1.8× 1.47mで深

さは41cmである。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～暗褐色土を主体とした堆積である。断面

観察から人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

504号土坑 (第110図、写真図版110)

[位置 。検出状況]LⅢ  e8グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平面形は円形をなす。規模は開口部が1,7× 1.6m、 底部が1.22× 1.2mで深さは60cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒、焼土粒などを含む褐色土～明褐色土によって埋め戻されている。検出状況な

らびに断面観察から人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

505号土坑 (第 110図、写真図版111)

[位置 。検出状況]LⅢ  b8グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な楕円形をなす。規模は開田部が1,79× 1.14m、 底部が1.35× 0,7mで深

さは30cmである。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土が堆積する。断面観察から自然堆積と判断

した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]No863の 上器、h467の剥片石器が出土 している。(第42・ 186・ 223図、写真図版202・ 246)

506号土坑 (第■1図、写真図版111)

[位置 。検出状況]LⅣ  dlグ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部～Ⅲ層にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が1.5× 1,35m、 底部が1.65× 1.41mで深さ

は128cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～明褐色上が堆積する。断面観察から自然

堆積と判断した。
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Ⅳ 検出された遺構

(506号土坑A― A')
1 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 暗褐色土プロック中40%
2 75YR3/4 極暗褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒中～大10% 炭化物粒極ガヽ 2%
3 75YR5/6 明褐色 シル ト しまり中～強 粘性中～強 黄褐色土粒小～中40% 炭化物粒極小 3%
4 75YR2/3 極暗褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒中～極大15% 炭化物粒中10%
5 75YR3/1 黒褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 黒色土プロック小～中20%
6 75YR3/3 暗褐色 ンル ト しまり中 粘性中 黒色土ブロック小～中20%
7 75YR4/3 褐色 シル ト しまり中 粘性中～強 責褐色土粒中10%
8 75YR3/3 暗褐色 ンル ト しまり中～強 粘性中 黒色土粒小～極大20% 黄褐色土粒小～中 5%
9 7 5YR4/4 褐色 シル ト しまり中～強 粘性中～強 黄褐色土粒小～大20% 黒色土 ブロック小10%
10 75YR2/2 黒掲色 シル ト しまり弱 粘性中 黒色土粒小～大20% 黄褐色土粒中～極大15%
11 75YR5/6 明褐色 シル ト しまり中～強 粘性中～強 黒色土粒中～大10%
12 75YR2/3 極暗褐色シルト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒中～大2%
18 75YR3/2 黒褐色 シル ト しまり弱 粘性強 黄褐色土粒中 5%
14 75YR4/4 褐色 シル ト しまり中～強 粘性中～強 黒色土粒中20%
15 75YR2/3 極暗褐色 シル ト しまり弱 粘性中～強 黒色土プロック大10%
16 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり強 粘性強 黄褐色土粒中5% 土器を含む

〈508号土坑〉

(508号 土坑A―A')
1 75YR3/2 黒褐色シル ト

しまり強 粘性弱 黄褐色
土粒小～極大15% 炭化物
粒小 2%

2 75YR4/4 褐色 ンル ト し
まり強 粘性中 黒色土ブ
ロック小20% 褐色粘土ブ
ロック大15%

3 75YR5/8 明褐色 ンル ト
しまり中 粘性中 暗褐色
土ブロック中30%

牌
的 帥 Om A'

…

〈507号土坑〉

ｒ
ト

(507号 土坑A― A')
1 7 5YR3/1 黒褐色 ンル ト

しまり中 粘性弱 黄褐
色土粒極小 1%未満

2 75YR3/2 黒褐色 ンル ト
しまり弱～中 粘性弱
黄褐色土 プロック中～大
25% 炭化物粒極小 2%

牌
躙 ∞

蛸

'

攣
制 嗣 m

(510号 土坑A― Aつ
1 75YR3/1 黒褐色ンル ト しまり中～強 粘性弱 黄褐色土

粒中～大35% 炭化物粒極小 2%
2 7 5YR5/6 明褐色 ンル ト しまり強 粘性中～強 黒色土粒

大～極大20% 炭化物粒極小～大10%
3 7 5YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒大

40% 黒色土粒小～極大20%

牌
帥 制 m

く509号土坑〉

牌
8αЮOm A'

≒

(509号 土坑A― A')
1 75YR 3/1 黒褐色シル ト しまり中 粘性中 焼土(5YR4/8)ブ ロック大40% 炭化

翠

Ａ一

2

3

4

5

物粒中～大10%
75YR2/2 黒褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中 焼土粒小～大 5% 炭化物粒小～
極大20%黄褐色土粒小～中10%
7 5YR3/4 暗褐色ンル ト しまり弱 粘性弱～中 黄褐色土ブロック中10% 黒色土
粒大 3% 炭化物粒極小 2%
75YR4/3 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中～強 黄褐色土粒4ヽ～大25% 黒色土
粒大10% 焼土粒中～大 3%
75YR5/6 明褐色ンル ト しまり中～強 粘性中～強 黒色土粒極刀ヽ～小10%

0         1         2m

く510号土坑〉

第111図 506～ 510号土坑
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2 土坑

[壁]壁 は底面からオーバーハングして立ち上がる。

[出土遺物]土 器が出土 しているが小片のため掲載 していない。

507号土坑 (第111図、写真図版111)

[位置・検出状況]LⅢ  b8グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形、規模は開田部が1.32× 1.2m、 底部が0,91× 0.4mで深さは18clnで ある。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色上が堆積する。断面観察から自然堆積と判断

した。

[壁]壁 の立ち上がりは緩やかである。

[出土遺物]出 土 していない。

508号土坑 (第111図、写真図版111)

[位置・検出状況]LⅢ  b8グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところで検出した。

[重複]な し。遺構東端部が現代の撹乱により破壊されている。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が2.1× 1.55m、 底部が1.5× 0.95mで深さは32cmである。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色土が堆積する。

[壁]壁 の立ち上がりは緩やかである。

[出土遺物]出 土 していない。

509号上坑 (第111図、写真図版112)

[位置 。検出状況]LШ i7グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.8× 1.71m、 底部が1.56× 1.4mで深さは54cmで ある。

[覆土・堆積状況]覆 土には炭化物粒のほか焼土粒、焼土ブロックを含む。 1～ 2層には黒褐色上が、 3～

4層には暗褐色土～褐色土が堆積する。検出状況ならびに断面観察から人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

510号土坑 (第111図、写真図版112)

[位置 。検出状況]LⅢ  g8グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が2.08× 1.78m、 底部が1.72× 1.45mで 深さは48cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土 (地山粒)を含む黒褐色土～明褐色土が堆積する。検出状況

ならびに断面観察から人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

601号土坑 (第 112図、写真図版113)

[位置・検出状況]EⅢ  e6グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。
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Ⅳ 検出された遺構

[重複]605号陥し穴と重複する。601号土坑→605号陥し穴の順で構築されたと判断した。遺構東半は風倒

木痕による撹乱で破壊されている。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなすと思われる。規模は開口部が (1.92)× (1.32)m、 底部が(0.5)× 0。 7

mで深さは32cmである。

[覆土 。堆積状況]黒 褐色土～暗褐色上が堆積する。 1層には焼土ブロックが混入する。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである。

[出土遺物]出 土 していない。

602号土坑 (第112図、写真図版■3)

[位置・検出状況]EⅢ  e5グ リッドほかに位置する。■層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が1.36× 1.lm、 底部が1.24× 1.12mで深さ

は40cIIIで ある。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒ならびに明褐色土粒を含む極暗褐色土～暗褐色土が堆積する。断面観察から

自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。遺構の東側半分程度については壁がオーバーハングする。

[出土遺物]出 土 していない。

603号土坑 (第 112図、写真図版113)

[位置 。検出状況]EⅢ  e2グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.56× 1.32m、 底部が0.96× 0.76mで 深さは45cmである。

[覆土・堆積状測  黒褐色土～明褐色土が堆積する。断面観察から自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的緩やかである。

[出土遺物]出 土 していない。

604号土坑 (第 112図、写真図版113)

[位置・検出状況]FⅢ  f3グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が1,3× 1.06m、 底部が1.5× 1.24mで 深さ

は79cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～暗褐色土が堆積する。

[壁]壁 はほとんどが底面からオーバーハングしている。

[出土遺物]出 土 していない。

605号土坑 (第 112図、写真図版■4)

[位置・検出状況]FⅢ  g3グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.1× 0.84m、 底部が0.98× 0.88mで 深さは85cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む暗褐色土を主体とする堆積である。少なくとも1層
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2 土坑

以外は埋め戻 し上の可含Zl■が高い。

[壁]ゴヒ狽1の壁の立ち上がりは急である。南側の壁はオーバーハングしている。

[出土遺物]覆 上下位 (5層)力>ら完形の壷 2点 (Nα .869と 870)が出上 している。 (第 42・ 186図、写真図

版202)

606号土坑 (第112図、写真図版114)

[位置・検出状況]EⅢ  f4グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.48× 1.里 2m、 底部が1.16× 1.54mで深さは37cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒を含む黒褐色土を主体とした堆積である。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

607号土坑 (第112図、写真図版114)

[位置 。検出状況]EⅢ j3グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.04× 0,9m、 底部が0.82× 0.78mで 深さは39cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒を含む暗褐色土を主体とした堆積である。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

608号土坑 (第112図、写真図版114)

[位置 。検出状況]FⅢ j5グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.32× 0,92m、 底部が0.82× 0.62mで深さは28cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む暗褐色土主体の堆積である。自然堆積と判断 した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 上 していない。

609号土坑 (第113図、写真図版115)

[位置・検出状況]GⅢ  i4グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。検出状況から当初は単独の遺構

であるとの判断で掘 り進めたが、断面観察から610号土坑と重複することが判明した。

[重複]610号土坑と重複する。新旧関係については、検出状況ならびに断面観察から610号土坑→609号土

坑の順に構築されたものと半1断 した。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1.7× 1.68m、 底部が1.3× (0,88)mで深さは95cnで

ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色上が堆積する。断面観察から自然堆

積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは緩やかである。

[出土遺物]出 土 していない。
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〈602号土坑〉

牌
路 制 m_A'

1

十岬酌たににい

か ら

が
605f]
陥し穴

ゞ
Ａ

引

Ａ
引

EⅢe2から

s2mF」 2mt

(601号 土坑A― A')
1 75YR3/1 黒褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性中 黒色土粒中～極大20%

焼土 (5 YR3/6)プ ロック中 3%
75YR4/3 褐色ンル ト しまり中 粘性中 暗褐色土ブロック大20%
10YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黒色土粒中～極大30%

く604号土坑〉

弾
&側Om_A'

牌
働 200m _A'

〈608号土坑〉
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(606号 土坑A― Aり
1 7 5YR3/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性中 暗褐色土

プロック15% 炭化物粒極小～中 5～ 10%
2 7 5YR4/4 褐色粘土質 ンル ト しまり強 粘性強 炭化

物塊小 5%

(607号 土坑A― A')
1 7 5YR3/3 暗褐色シル ト しまり強 粘性弱

黄褐色土粒小～中10% 褐色土ブロック中
10%

2 7 5YR4/4 掲色粘土質シル ト しまり強 粘
性強

Ａ一

め
ン
ー

土ロ巧
　
‐
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(604号 土坑A― A')
1 75YR3/3 暗褐色 ンル ト しまり

中～強 粘性弱 炭化物粒中～大
5% 黄褐色土粒極小 2%

2 75YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり
中～強 粘性中 褐色土 ブロック
15% 炭化物粒中～大 2%

3 75YR4/4 褐色粘土質 ンル ト し
まり中 粘性中～強 暗褐色土粒
極小 2%

4 7 5YR3/2 黒褐色ンル ト しまり
弱 粘性中～強 炭化物粒小～大
5～ 10%

5 7 5YR3/3 暗褐色ンル ト しまり
弱 粘性中

6 7 5YR4/4 褐色ンル ト しまり弱
～中 粘性中～強 炭化物粒中 2%

(602号 土坑A―A')
と 7 5YR2/3 極暗褐色 ンル ト しまり中 粘性中

黒色土プロンク小 2% 黄掲色土粒小10% 炭化
物粒極小 2%

2 75YR 3/3 暗褐色シル ト しまり中～強 粘性中
明褐色土粒小～極大30%

く605号土坑〉

能 、ヤ

↑二正三二88お∞ m_雪 ゞ
播

脚 邪

陣
躙 0叫 '

(603号 土坑A― Aつ
1 75VR3/2 黒掲色 ンル ト しまり中～強 粘 t■

中 明褐色土 ブロック極小～中10%
2 75YR5/6 明褐色 ンル ト しまり強 粘性中

暗褐色土 ブロック中10% 炭化物粒極小 2%

(605号 土坑A― Aり
1 7 5YR3/2 黒褐色 シル ト しまり弱～

中 粘性弱 黒色土 ブロック小10%
黄褐色土粒小 5～10% 炭化物粒極小
～小 2%

2 7 5YR4/6 褐色粘土質 ンル ト しまり
中 粘性中～強 暗褐色土 ブロック中
35%

3 7 5YR3/3 暗褐色 ンル ト しまり弱～

中 粘性中 黒褐色土ブロック中 5%
4 7 5YR3/4 暗褐色シル ト しまり中

粘性中 明掲色土粒中～極大10% 炭
化物粒極小 2%

5 75YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中
粘性中 褐色土ブロック小～中15%
炭化物塊を含む

6 7 5YR4/4 褐色粘土質 ンル ト しまり
中 粘性中～強

A'
卜

(608号 土坑A― Aつ
1 75YR3/2 黒褐色ンル ト しまり中～強

粘性弱 黄褐色土粒小～中20% 炭化物
粒中 5%

2 75YR4/4 褐色ンル ト しまり強 粘性弱
暗褐色土プロック中10% 炭化物粒中 3%

0         1        2m

Ⅳ 検出された遺構

〈603号土坑〉

A'
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第112図 601～ 608号土坑
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2 土坑

610号土坑 (第 113図、写真図版115)

[位置 。検出状況]GⅢ  i4グ リッドに位置する。609号土坑を掘り下げて断面を確認 したところ別遺構が

重複 していることが判明したため、610号土坑として登録 した。

[重複]609号土坑と重複する。新旧関係については、検出状況ならびに断面観察から610号土坑→609号土

坑のIttに構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1.02× 0.92m、 底部が09× 0.8mで深さは25cmで ある。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに明褐色土粒を含む褐色土～暗褐色上が堆積する。断面観察か ら人為的

堆積の可含静陛が高いと判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

611号土坑 (第 113図、写真図版115)

[位置 。検出状況]HⅢ  e3グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が(1.58)× 1.3m、 底部が0.93× 0.68mで深

さは67cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに褐色土粒を含む暗褐色土～灰褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは緩やかである。

[出土遺物]出 土 していない。

612号土坑 (第113図、写真図版115)

[位置 。検出状況]HⅢ  flグ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。北西側の一部が風倒木痕により破壊されている。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が2.12× 1.62m、 底部が1.76× 0.8mで深さは140cmで ある。

[覆土・堆積状況]覆 土上層 (1～ 3層)には炭化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土が堆積 し、中層

以下には暗褐色土～褐色土が堆積する。火山灰層は確認されなかった。検出状況ならびに断面観察か ら自然

堆積と判断 した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[そ の他]検 出当初は土坑として登録 し精査を進めたが、掘 り上がりの状況から見て陥し穴の可能性 も考え

られる。

[出土遺物]Nα865・ 866の土器、No246・ 247の礫石器が出土 している。 (第42・ 43・ 186・ 279図、写真図版

202・ 278)

613号土坑 (第113図、写真図版115)

[位置 。検出状況]HⅢ flグ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.74× 1.48m、 底部が1.18× 0.5mで深さは110cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色上が堆積する。火山灰層は確認され

なかった。検出状況ならびに断面観察から自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。
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(609・ 610号 土坑A― A')
1 7 5YR3/2 黒褐色 シル ト しまり強 粘性弱

炭化物粒極小～小 1%未満
2 7 5YR3/1 黒掲色シル ト しまり強 粘性弱

黄褐色土粒中～極大25% 炭化物粒極小 2%
3 7 5YR3/4 暗褐色シル ト しまり中～強 粘性

中 黄褐色土粒小～中15% 炭化物粒極小～大
20%

4 7 5YR4/4 褐色シル ト しまり強 粘性弱～中
暗褐色土ブロック中20% 炭化物粒中10%

5 7 5YR4/3 褐色粘土質 ンル ト しまり中～強
粘性中～強 暗褐色土ブロック小15% 炭化物
粒大 5%

6 7 5YR4/6 褐色粘土質 ンル ト しまり中～強
粘性中～強

7 7 5YR3/3 暗褐色 ンル ト しまり中～強 粘性
弱～中 明褐色土粒中～極大30% 炭化物粒小
～大25%

8 7 5YR3/3 暗褐色 シル ト しまり弱 粘性中
炭化物粒小 2%

(6■号土坑A― Aり
1 7 5YR3/4 暗褐色シル ト しまり中 粘性弱

～中 褐色土粒極小～中35% 炭化物粒極小
1%未満

2 7 5YR4/2 灰褐色 ンル ト しまり中 粘性中
暗褐色土ブロック小～中20% 炭化物粒極小
～小25%

3 7 5YR5/6 明褐色粘土質ンル ト しまり中～

強 粘性強 (612号 土坑A― A')
1 75YR3/2 黒褐色シル ト しまり中 粘性中 炭化

物粒小～中15%
2 7 5YR3/2 黒褐色シル ト しまり中 粘性中 炭化

物粒極小～小10% 黄褐色土粒極小 2%
3 7 5YR3/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性中 炭化

物粒小～中15% 黄褐色土粒小 2% 明褐色土 ブロ

ック中～大10%
4 7 5YR3/3 暗褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中

褐色土ブロック大～極大40% 炭化物粒中～大 5%
5 7 5YR4/4 褐色ンル ト しまり中 粘性中～強 暗

褐色土プロック中 5%
6 7 5YR4/4 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中
7 75YR4/4 褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中

暗褐色土ブロック中～大20%
8 75YR4/4 褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性強
9 75YR3/3 暗褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性強

褐色土プロック中15%

ｒ
ト

Ａ
引

＼く▼く613号土坑〉
黎聰 ∂

性
路剛 Om

(614号 土坑A―A')
1 7 5YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり

中 粘性中 黄褐色土粒小～中10

% 炭化物粒極小～小 2%
2 7 5YR3/3 暗褐色 シル ト しまり

中～強 粘性中 褐色土 プロック

中35%
3 75YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり

中 粘性中 暗褐色土ブロック中
20%

4 75YR2/2 黒褐色シル ト しまり
中 粘性中 黄褐色土粒小～中 5

～10% 褐色土 ブロック小10%
5 75YR4/3 褐色 シル ト しまり中

粘性中 暗褐色土粒中～極大30%
6 75YR4/6 褐色粘土質ンル ト し

まり中～強 粘性中～強 暗褐色
土ブロック中～大25%

7 7 5YR3/8 暗褐色 ンル ト しまり
弱～中 粘性中 明褐色土 ブロッ
ク′jヽ 10%

8 7 5YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり
中 粘性中～強 褐色土 ブロック
小～中15%

＼く了く61せ 号土坑〉

騨 ら

A
引

(613号 土坑A― A')
1 7 5YR3/2 黒褐色シル ト しまり

中 粘性中 黄褐色土粒小～中10

% 炭化物粒極小～4ヽ 5%
2 7 5YR3/2 黒褐色シル ト しまり

中～強 粘性中 炭化物粒極小～
小 2%

3 75YR2/2 黒褐色シル ト しまり
中～強 粘性中 黄褐色土粒小～
中 5% 炭化物粒小 3%

4 7 5YR2/1 黒ンル ト しまり弱～
中 粘性中 明褐色土プロック大

ゴ
'h&v計

/慈鮮蛛鴇色先
ック中25%

6 7 5YR4/6 褐色粘土質ンル ト し
まり弱～中 粘性強

粋
“

削
蛸

'
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Ⅳ 検出された遺構
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第113図  609～ 614号土坑
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2 土坑

[そ の他]検 出当初は土坑として登録 し精査を進めたが、掘り上がりの状況から見て陥 し穴の可含蟄l■ も考え

られる。

[出土遺物]h248の礫石器が出土 している。 (第43・ 279図、写真図版278)

614号土坑 (第■4図、写真図版116)

[位置 。検出状況]HⅢ  f2グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.54 XO.92m、 底部が1.28× 0.46mで深さは93cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色土が堆積する。火山灰層は確認され

なかった。断面観察から自然堆積と判断 した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[その他]検 出当初は土坑として登録 し精査を進めたが、掘り上がりの状況から見て陥し穴の可含静l■ も考え

られる。

[出土遺物]出 土 していない。

615号土坑 (第114図、写真図版116)

[位置・検出状況]HⅢ  f2グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.96× 1.16m、 底部が1.74× 0.82mで深さは92cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～明褐色土が堆積する。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[その他]検 出当初は土坑として登録 し精査を進めたが、掘り上がりの状況から見て陥し穴の可能性も考え

られる。

[出土遺物]出 上 していない。

616号土坑 (第■4図、写真図版116)

[位置・検出状況]HⅢ f2グ リッドに位置する。工層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が1.16× 1.04m、 底部が0.84× 0,71mで 深

さは38cmである。

[覆土・堆積状測  黒褐色土～褐色土を主体とする堆積である。断面観察から自然堆積と判断 した。

[壁]壁 の立ち上がりは場所により異なるが、おおむね比較的緩やかな立ち上がりである。

[出土遺物]出 土 していない。

617号土坑 (第114図、写真図版116)

[位置・検出状況]HⅢ flグ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が2.48× 1.66m、 底部が1,75 X O。 98mで深さは138

cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～暗褐色土が堆積する。検出状況ならびに
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(615号土坑〉

(618号土坑〉

Ⅳ 検出された遺構

(615号 土坑A― A')
1 75YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒小～中10% 炭化物粒極小～小 2%
2 75YR3/3 暗褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性中 黄褐色土粒極小～大20% 炭化物粒小～中 2%
3 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性中 黒色土プロック大30% 褐色土プロック中～大15%

黄褐色土粒極小～大10%
4 75YR4/4 褐色粘土質 ンル ト しまり中～強 粘性強 暗褐色土ブロック中15%
5 75YR3/3 暗褐色 シル ト しまり中 粘性中 褐色土プロック中～大15%

黒褐色土ブロック中～大10%
6 75YR4/4 褐色粘土質 シル ト しまり中～強 粘性強 暗褐色土粒中～極大30%
7 75YR5/6 明掲色 シル ト しまり弱～中 粘性強

く617号土坑〉

A'
卜

劇

(618号 土坑A― A')
1 7 5YR2/3 極暗褐色 ンル ト しまり中～強 粘性中 黄褐色土粒小～中20%

炭化物粒極小～小 5%
2 7 5YR3/2 黒褐色 シル ト しまり中～強 粘性弱～中 責褐色土粒小10%

炭化物粒小 5%
3 7 5YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり中～強 粘性弱～中 黄褐色土粒小～中25

% 炭化物粒小～大10%
4 7 5YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒中～極大35% 炭

化物粒極小～4ヽ10%
5 7 5YR3/3 暗褐色粘土質 ンル ト しまり強 粘性中
6 7 5YR4/4 褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中 暗褐色土粒極小 3%
7 7 5YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり中 粘性中～強 明褐色土ブロック中～大

15% 炭化物粒小 2%
8 7 5YR4/4 褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中 暗褐色土粒極小10%
9 7 5YR5/8 明褐色粘土質 ンル ト しまり強 粘性強 炭化物粒大 2%
10 75YR4/3 褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性強 暗褐色土粒極小 2%

(616号 土坑A― A')
1 75YR3/2 黒褐色シル ト しまり中 粘

性中 黄褐色土粒極小～小 5%
2 75YR4/4 褐色粘土質 シル ト しまり強

粘性強 暗褐色土ブロック大35%

(617号 土坑A― Aり
1 7 5YR3/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未満
2 75YR3/2 黒褐色シル ト しまり弱～中 粘性中 黄褐色土粒中～極

大10% 炭化物粒小～大10%
3 75YR3/1 黒褐色 シル ト しまり中 粘性中 褐色土 ブロック小～大

30% 黄褐色土粒小15% 炭化物粒小 2%
4 75YR3/1 黒褐色シル ト しまり弱～中 粘性中 褐色土ブロック中

25% 黄褐色土粒小20% 炭化物粒極小15%
5 75YR3/2 黒褐色 シル ト しまり中 粘性中 褐色土 ブロック中～極

大45% 黄褐色土粒小～中15%
6 7 5YR4/6 褐色粘土質シル ト しまり弱～中 粘性中 暗褐色土粒中

～極大10%
7 7 5YR3/3 暗褐色ンル ト しまり弱 粘性中～強 明褐色土ブロック

中～大20% 黒褐色土ブロック大15%
8 7 5YR4/6 褐色シル ト しまり中～強 粘性中～強 暗褐色土粒極小

15% 炭化物粒小 1%未満
9 7 5YR4/6 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性強 暗褐色土粒小10%
10 75YR4/4 褐色粘土質ンル ト しまり中～強 粘性強 黒褐色土プロ

ック中35%

0        1        2m

A  糾
から

塙 85600m

A'

≒
A

引
〆
ト

A'
≒

第114図 615～ 618号上坑
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2 土坑

断面観察から自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[その他]検 出当初は土坑として登録 し精査を進めたが、掘り上がりの状況から見て陥 し穴の可能性も考え

られる。

[出土遺物]随 249の礫石器が出土 している (第43・ 279図、写真図版278)。

618号土坑 (第114図、写真図版■7)

[位置 。検出状測  GⅢ e4グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.74× 1.62m、 底部が1.22× 1.21mで深さは70cmで ある。

[覆土・堆積状測  炭化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～明褐色土が堆積する。断面観察によると、

混入物の割合が比較的多いことが確認される。このような事実から、人為堆積の可能性が高いと判断 した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

701号土坑 (第115図、写真図版118)

[位置 。検出状況]BⅢ  elグ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形で、規模は開口部が1.06× 0。 92m、 底部が0.64× 0.62mで深さは29cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに焼土粒を含む黒色土が堆積する。人為堆積の可能性が高い。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 土 していない。

702号土坑 (第115図、写真図版118)

[位置 。検出状況]BⅢ i3グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は円形で、規模は開口部が1.3× 1.3m、 底部が1.16× 1.15mで深さは36cmである。

[覆土・堆積状況]炭化物粒ならびに焼土粒を含む黒色土～黒褐色土が堆積する。人為堆積の可能l■が高い。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

703号土坑 (第 115図、写真図版118)

[位置・検出状況]BⅢ  i4グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形で、規模は開口部が1.14× 1.lm、 底部が0,68× 0.62mで深さは58omである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒を含む褐色土が堆積する。覆土最上位の 1層には火山灰が含まれる。自然堆積

と判断 した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 上 していない。
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(701号土坑〉

(702号 土坑A― A')
1 75YR17/1 黒色ンル ト しまり弱 粘性弱 焼土粒

極小～小 3% 炭化物粒極小～小 5%
2 75YR2/2黒 褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 焼土粒

極小～小 5% 炭化物粒小 5% 黄褐色土粒極小～小 3%
3 75YR2/1黒 色 ンル ト しまり弱 粘性ほとんどなし

炭化物粒小 5% 焼土ブロック中～大20% 黄褐色土粒
プロック中～大20%

(703号 土坑A― A')
1 10YR4/6褐 色シル ト しまり中

弱 (火山灰を含む層)

2 7 5YR4/6褐 色 ンル ト しまり中
中 炭化物粒極小 5%

3 7 5YR4/4褐 色 ンル ト しまり弱
中 炭化物粒極小～小 5%

〈705号土坑〉

Ⅳ 検出された遺構

(703号土坑〉

牌
賜 ∞ m聟 '

粘性

粘性

粘性

A'

-

(702号土坑〉

湿経評か9
馳蜘

A+
4BII→ヵち

s2nFび√In
引

A'
卜

ｒ
卜

Ａ
引

牌 囲∞m鮮 '

(701号 土坑A― A')
1 75YR2/1黒 色 シル ト しまり弱 粘性弱

焼土粒極小 1～ 3%
2 7 5YR2/1黒 色 シル ト しまり弱 粘性弱

炭化物粒小～中50% 焼土粒小～中 5%

く704号土坑〉

Ａ
引

粘性弱 炭化物粒小～中10%
粘性中 炭化物粒小 5%

托Ⅲお71hあ
X

ぷ1゛

(705号 土坑A― A')
1 75YR2/1黒 色 シル ト

2 7 5YR4/6褐 色 シル ト

3 10YR4/4褐 色 ンル ト

4 7 5YR4/4褐 色 ンル ト

A'
ト

中

中

A'

…

A'
卜

鞄
6

A'
十一

ｒ
ト

Ａ
引

中
中
中
中

悴
努 9400m

(707号 土坑A― A')
1 75YR4/3褐色ンル ト しまり中

炭化物粒小～中10%
2 75YR4/6褐色ンル ト しまり中

炭化物粒小 5%

(708号 土坑A― A')
1 75YR4/4褐 色 シル ト しまり中 粘

性弱 炭化物粒極小～小 5%
2 7 5YR4/6褐 色 シル ト しまり中 粘

性弱 炭化物粒極小 1～ 3%

0        1        2m

A'

-

粘性弱

粘性中

ざ半

昼霊
木

(704号 土坑A― A')
1 75YR4/3褐 色 ンル ト

2 7 5YR4/6褐 色 シル ト

(706号 土坑A― A')
1 7 5YR4/4褐 色 シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小

～小10%(火 山灰を含む層)

2 75YR3/4暗褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極
/1ヽ～/1ヽ 5%

3 7 5YR4/4褐 色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極
′卜～/1ヽ20%

粘性弱
粘性中
粘性 ほとんどな し 火山灰 (To― a?)を 含む層

粘性中 炭化物粒小～中 3%

批 数
(708号土坑〉

／ガ刀打Ч　　Ａ引

・AL 2統 500、4

第115図 701～ 708号土坑
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2土  坑

704号土坑 (第115図、写真図版118)

[位置・検出状測  BⅢ f6グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は円形で、規模は開口部が1,26 X l.12m、 底部が0.98× 0.88mで深さは22cmである。

[覆土 。堆積状測  炭化物粒を含む褐色上が堆積する。断面観察から人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

705号土坑 (第 115図、写真図版119)

[位置・検出状況]CⅢ  a4グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な楕円形をなす。規模は開田部が1,98× 1.36m、 底部が1.13× 0,79mで

深さは42cmである。

[覆土・堆積状況]黒 色土～褐色上が堆積する。 3層は火山灰 (To a?)を含む。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 土していない。

706号土坑 (第115図、写真図版119)

[位置 。検出状況]CⅢ  e5グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形はやや不整な楕円形をなす。規模は開口部が2.14× 1.34m、 底部が1.54× 0.64mで

深さは61cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む褐色土～暗褐色土が堆積する。 1層 は火山灰 (To

a?)を含む層である。自然堆積と判断した。

[国 壁の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 土 していない。

707号土坑 (第 115図、写真図版119)

[位置 。検出状況]CⅢ h6グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.60 Xl.42m、 底部が0。 98× 0.91mで深さは42cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒を含む褐色上が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 土していない。

708号土坑 (第 115図、写真図版119)

[位置・検出状況]CⅢ j6グ リッドに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平面形はやや不整な楕円形をなす。規模は開田部が1.36× 0.9m、 底部が0。 78× 0.61mで 深

さは37cmである。
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Ⅳ 検出された遺構

[覆土・堆積状況]炭 化物粒を含む褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]h468の剥片石器が出土 している。 (第43・ 223図、写真図版246)

801号土坑 (第116図、写真図版120)

[位置 。検出状況]MⅣ a2ほかグリッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形で、規模は開口部が1.8× 1.38m、 底部が1.7× 1.32mで深さは28cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色土が堆積する。 3層は焼土粒を含ん

でいる。断面観察から人為手堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]h469の剥片石器が出上 している。 (第43・ 223図、写真図版246)

802号土坑 (第116図、写真図版121)

[位置 。検出状況]MⅣ e4グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.8× 1.3m、 底部が1.68× 1.15mで深さは41cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色上が堆積する。覆上下位にあたる 3

～ 4層には土器、炭化材を含む。断面観察から人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]h864・ 868の上器が出土 している。 (第43・ 136図、写真図版202)

803号土坑 (第116図、写真図版122)

[位置 。検出状況]MⅣ b5グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形で、規模は開口部が0.88 XO.86m、 底部が0.7× 0.7mで深さは46cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒を含む黒褐色～褐色土が堆積する。人為堆積の可含徴陛が高い。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

804号土坑 (第■6図、写真図版123)

[位置・検出状況]MⅣ c3グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は円形で、規模は開田部が1.28× 1,14m、 底部が1.06× 0。 9mで深さは45cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒を含む褐色土が堆積する。断面観察から人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

805号土坑 (第 116図、写真図版121)

[位置 。検出状況]LⅣ  i4グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。
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[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形はやや不整な円形をなす。規模は開口部が1.08× 0.98m、 底部が0.88× 05mで深さ

は114cmで ある。

[覆土・堆積状況]覆 土上位の 1～ 2層は黄褐色土粒を含む黒褐色土～極暗褐色土で構成される。中位以下

は黒褐色土～褐色上が堆積する。検出状況ならびに断面観察から自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急で、東側の壁はややオーバーハングしている。

[出土遺物]出 土 していない。

806号上坑 (第116図、写真図版121)

[位置・検出状況]LⅣ j2グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.98× 1.3m、 底部が1.76× 1.12mで深さは57cmで ある。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒ならびに焼土粒を含む暗褐色土～褐色土が堆積する。断面観察から人為堆積

と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

807号土坑 (第 116図、写真図版121)

[位置 。検出状況]MⅢ d10グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開田部が0,9× 0。 9m、 底部が0.83× 0.76mで 深さは59cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～暗褐色土が堆積する。断面観察から自然

堆積と判断した。

[壁]壁 は底面付近から一旦比較的急に立ち上がり、その後オーバーハングする。

[出土遺物]出 土 していない。

808号上坑 (第■7図、写真図版121)

[位置・検出状況]MⅢ e10グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が2.56× 1,94m、 底部が2.22× 1.56mで深さは79cmで ある。

[覆土・堆積状況]覆 土最上位の 1層 は火山灰 (To― a?)を含む。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]No250の礫石器が出土 している。 (第43・ 279図、写真図版278)

809号上坑 (第 117図、写真図版122)

[位置 。検出状況]MⅢ b8グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.56× 1.54m、 底部が2.1× 2.02mで深さは118cmで ある。

[覆上 。堆積状況]覆 土上位 (1～ 6層)は炭化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色土～褐色土が堆積する。

2層は火山灰 (To a?)を含んでいる。中位～下位は炭化物粒ならびに黄褐色土粒の混入量が多くなり、
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Ⅳ 検出された遺構

性
路α∞ Om

(801号 土坑A― A')
1 75YR2/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物

粒小～中10% 黄褐色土粒極小～中40%
2 75YR4/4褐 色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒

小 5% 黄褐色土粒極小～中50%
3 75YR3/2黒 褐色 シル ト しまり中 粘性弱 炭化物

粒小～中 5% 黄褐色土粒小～中20% 焼土粒中 1%～
3%

く801号土坑〉

(804号 土坑A― Aり
1 7 5YR4/4褐 色シル ト しまり中

黄褐色土粒小～中20%
2 7 5YR4/3褐 色シル ト しまり中

黄褐色土粒小～中50%

(802号土坑〉
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(802号 土坑A― Aつ
1 7 5YR2/2黒 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中

炭化物粒小20% 黄褐色土粒小～中30%
2 7 5YR2/3極 暗褐色シル ト しまり弱 粘性中
3 75YR4/3褐 色シル ト しまり弱～中 粘性中

炭化物粒小5% 黄褐色土粒小10%
4 7 5YR4/4褐 色ンル ト しまり弱～中 粘性中

炭化物粒極小 1～ 3% 黄褐色土粒小20%
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(803号 土坑A― A')
1 75YR3/2黒 褐色ンル ト しまり中

粘性弱 炭化物粒小 5% 黄褐色土粒
極小～小10%

2 75YR4/4掲 色シル ト しまり中
粘性中 炭化物粒小 5%未満 黄褐色
土粒極小～小20%
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く803(;i:均

F駐

Ａ引
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号土坑〉
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静
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Ａ
引

Ａ一Ａ一
性

路&∞Om Ａ〕
粘性弱

粘性中

だ
卜

(805号 土坑A― A')
1 7 5YR2/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性中

黄掲色土粒小～中30%
2 7 5YR2/8極 暗褐色ンル ト しまり中 粘性弱

黄褐色土粒小～中20%
3 75YR4/8褐 色シル ト しまり中 粘性中
4 75YR3/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性中
5 7 5YR3/4暗 褐色シル ト しまり弱 粘性中
6 7 5YR4/6褐 色 ンル ト しまり中 粘性中
7 7 5YR3/3暗 褐色シル ト しまり弱 粘性中

(806号 土坑A― A')
1 75YR3/4暗 褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱

炭化物粒小～中 5% 黄褐色土粒小10% 焼土粒
含む

2 75YR4/4褐 色シル ト しまり中 粘性中 黄褐
色土粒中～大20%

3 75YR4/6褐 色ンル ト しまり中 粘性弱～中
黄褐色土粒中～大30～ 40%

0         1        2m

A'
≒

(807号 土坑A― A')
1 75YR3/2黒 褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒小～中20%
2 75YR2/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 5% 黄褐色土粒小10%
3 75YR2/3極 暗褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中 黄掲色土粒小～中 5%
4 75YR3/2黒 褐色シルト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒極小～小30%
5 75YR3/3暗 褐色シル ト しまり弱～中 粘性中 黄褐色土粒小 5%
6 75YR2/2黒 褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小～小 5% 黄褐色土粒小～中20%

Ｑ
」Ｆｕ

鴛

陣
制 Ю∞ m

第116図 801～ 807号土坑
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2土  坑

底面直上付近では人為的に廃棄されたと推測される炭化材ならびに焼土が確認できる。覆土上位は自然堆積、

中位～下位は人為堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

810号土坑 (第 117図、写真図版122)

[位置 。検出状況]MⅢ e9グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は円形、規模は開田部が1,78× 1.58m、 底部が1.57× 1.29mで深さは70cmで ある。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～明褐色土が地球の重力に対 し、不規則に

堆積する。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]Nα470の剥片石器が出土 している。 (第43・ 223図、写真図版246)

901号土坑 (第 118図、写真図版287)

[位置 。検出状況]GⅢ  a7グ リッドほかに位置する。Ⅲ層中で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.38× 1.36m、 底部が1.97× 2.24mで 深さは122cmである。

[覆土 。堆積状況]炭 化物を含む黒色～黄褐色土が堆積する。覆土中～下部 (5層以下)は旧表土と地山土

の互層、上部は旧表上のみとなる。壁際は崩落した地山ブロック層が堆積 しており、断面観察時は壁と誤認

してしまった。覆土中には土器片・礫を多く含むが、堆積状況から自然に埋没 したものと判断する。

[壁]底 面から100cm付近とところまではオーバーハングし、これより上は外傾する。

[出土遺物]Nα2001～2003の土器、Nα3001・ 3002の剥片石器、Nα3007の礫石器が出土 している。 (第294・

295図、写真図版298)

902号土坑 (第 118図、写真図版288)

[位置・検出状況]HⅢ  d4グ リッドに位置する。Ⅲ層中で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開田部が1.06× 0.80m、 底部が1.17× 0.74mで 深さは63cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物を含む黒色～黒褐色土が堆積する。人為堆積の可能性がある。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 上していない。

903号土坑 (第 118図、写真図版287)

[位置・検出状況]DⅢ  b9グ リッドに位置する。Ⅲ層中で検出した。

[重複]907号陥し穴と重複する。検出時に重複を把握できず同時的に掘り下げてしまったため、新旧関係

は不明である。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形、規模は開回部が1.18× 0,72m、 底部が0.89× 0.55mで深さは40cmである。

[覆土 。堆積状況]覆 土及び堆積状況は確認できなかったが、上記の通り検出時に907号陥し穴と重複を確

認できなかったことから類推すると、黒色～暗褐色土が堆積 していたものと考えられる。
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Ⅳ 検出された遺構

〈809号土坑〉

ヾ

か り

璃 常

ｒ
ト Ａ

引
だ
ト

A'
≒

(808号 土坑A― A')
1 25Y7/4 浅黄色砂質 ンル ト しまり中～強 粘性なし (To‐ a?)
2 7 5YR4/4褐 色 シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒小 1～ 3% 黄褐色土

粒 1%
3 7 5YR2/3極 暗褐色 シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒小～中 心% 黄褐

色土粒小～中10%
4 7 5YR2/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性中 炭化物粒極小～小 5% 黄褐

色土粒極小～小20%
5 75YR3/4暗 褐色ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒小10%
6 75YR2/1黒 色シル ト しまり弱 粘性中 炭化物粒小～中 5% 黄掲色土

粒小～中30%
7 10YR4/6掲 色シル ト しまり弱 粘性中 炭化物粒極小～小 1～ 3% 黄褐

色土粒極小～小30%
8 75YR2/1黒 色ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒極小～中20%
9 75YR2/2黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～中40%
10 10YR5/6黄 掲色粘土質 シル ト しまり中 粘性中
11 10YR5/6黄 褐色粘土質シル ト しまり中～強 (10層 より明るい)

A'

-

牌
Юつ∞ m A'

-

(809号 土坑A― Aり
1 7 5YR2/1黒 色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄掲色土粒小 1%
2 7 5YR3/1黒 褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱 (火山灰To― a?を 含む層)

3 7 5YR4/4褐 色ンル ト しまり中 粘性中
4 7 5YR4/3褐 色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒小 5%
5 7 5YR3/4暗 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒小 5% 黄褐色土

粒小～中10%
6 7 5YR3/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒小 5% 黄褐色土粒小

～中10%
7 75YR2/1黒 色ンル ト しまり弱～中 粘性中 炭化物粒小～中10% 黄褐

色土粒小～中10%
8 75YR2/2黒 褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒小10%
9 75YR2/2黒 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒小30%
10 75YR2/3極 暗褐色シル ト しまり弱 粘性弱 黄掲色土粒小20%
H 75YR3/1黒褐色ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒中～大15%
12 75YR5/6明 掲色粘土質ンル ト しまり中 粘性中
13 75YR2/2黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒小 5% 黄褐色土粒小40%
14 75YR5/6明 褐色粘土質ンル ト しまり弱 粘性中
15 10YR5/6黄 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒小10%
16 75YR3/4暗 褐色ンル ト しまり弱 粘性中 炭化物粒小 5% 黄褐色土粒小30%
と7 5YR5/8 明赤褐色ンル ト しまり弱 粘性なし く焼土 (廃 棄されたもの))
と8 75YR4/6褐色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒中 5%

(810号 土坑A― A')
1 7 5YR3/2黒 褐色 シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒小～中10% 黄褐色土粒小～中20% 焼土粒

中 1%(局所的に混入)

2 7 5YR4/3掲 色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒小20% 焼土粒小 5%
3 7 5YR4/6褐 色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%
4 75YR4/4褐 色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒中 3%
5 75YR2/2黒 褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土ブロック中～大10%
G 75YR2/3極 暗褐色 シル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒小～中30%
7 75YR5/6明 褐色 ツル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒小20%
8 75YR3/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒小 5% 黄褐色土粒小30%

0        1        2m

牌
℃ 900m

第 117図  808～ 810号土坑
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2土

(901号土坑〉

坑

ヽ

、

‐

十

‐

、

、

、

‐

一

?讐暴莞弩歩『 質とシル ト しまり中 粘性弱 赤色土粒子・炭化物極微量 75YR2/2黒 褐色土少量 黄褐

鴻 轡 陥 球
含

をFり 中 粘鰯 炭化物燿

“

YWμ 黒褐色土大量 鶏 色土粒罐
3 2層 に似る

!:狩 :¥畳ちチそ曇糧9影イ
トしまう路中粘極銘

弱
7岳彎2聾梶尾盈力催勢岳褐色土粒微量下部に黄褐色土

議 Rγl黒色土カ ック・ 75YR〃 2黒褐色土カ ック・熱 色土カ ック蝋 上 しまり中 粧 中
7 5YR2/1黒色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒微量
75YR2/2黒 褐色ンルト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極微量 きれいな層
5層に似るがやや黒い

子:穏:チ4騒 ,高停留渉Yゝ範曼ユr銃聖爾萱鞠 土多量
黄褐色土 ブロック層  しまり強 粘性強

れ謡聯〔曇担9影 t卜 しまら吊中粘樫常弱炭売場寂醤
粒蟹傑量ブ曹壕身売斃

量
75Yttρ黒褐色土ブ

ロック60% 黄褐色土ブロック

黄褐色土プロック層 しまり中 粘性中

揺と激電信宮とを豊摺魯ヨ

'笠

丁蜃堡畢畢誓ず野勇艶省量
17層 と似る
黄褐色土ブロック層 やや暗い しまり中 粘性中

醤優こ坐 3奮 ケ夢佐専蓬
冒
ヱ温形軽石層)ブ ロックとの混土 しまる 粘性中 下面に炭化物

21層 にV層 (山形軽石層)プ ロック微量 しまりやや弱 粘性中

眼有多
'蜜

也重多g,プ缶彬最碁虐髯警て賜歩ご乙滝生
の混土 しまる 粘性弱

狩爵誘オ薫琶9淋
卜しまあ亀や患程中粘犠尋R∋編暑着ごラ元(続く燿

27層 と似 る
7 5YR3/4暗褐色 ンル ト しまる 粘性中 きれいな層

く903号土坑〉
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銑

陣
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(902号 土坑A― Aり
全ての層に炭化物極微量含む

道路で填圧された影響で上部ほど良 くしまる

1 10YR2/1黒色 ンル ト しまり強 粘性中 炭化物微量 10YR3/2黒 褐色土 ブロック大量 黄褐色土極

::常¥畳 :チち曇橿色シユし、 しま′騒
(恙
程年
ど
姜亀色上大歩皆▼ク蓑糧宅孝盆″夢量罠稜色仏曇圧のためか

横長のブロック)

4 10YR3/2黒褐色 シル ト しまり中 粘性中 黄褐色土極小 ブロック多量

5 4層 と似 るが黄褐色土 ブロック多い

,i器畳〕宏量握9χ辛
卜
粘と語

り品穏/罐 毛姦Sとどてブ等男
5堪せ襦靴)少量

9        1        2m

牌
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[壁]壁 の立ち上がりは比較的急である。

[出土遺物]出 土 していない。

Ⅳ 検出された遺構

-221-―



3 陥し穴状遺構

3 陥 し 穴 状 遺 構

101号陥し穴 (第 119図、写真図版123)

[位置・検出状況]LⅡ b9グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開田部が3.44× 0.53m、 底部が3,9× 0.31mで深さは152cmである。

[覆土・堆積状況]黒 色土～黒褐色土を主体とする堆積である。断面観察から自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向の壁は底面からオーバーハングする。

[出土遺物]出 土 していない。

102号陥し穴 (第 119図、写真図版123)

[位置・検出状況]L Ⅱh10グ リッドに位置する。Ⅲ層下 (Ⅳ層 ?)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が3.12× 0.56m、 底部が3.04× 0.1lmで深さは1.04cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒を含む黒色～黒褐色土が堆積する。自然堆積と判断 した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向の壁も同様にほぼ垂直である。

[出土遺物]h871の上器が出土 している。 (第43・ 137図、写真図版202)

103号陥し穴 (第119区、写真図版123)

[位置 。検出状況]MⅢ h3グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が3.8且 ×0.81m、 底部が4.2× 0.26mで深さは169cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色土～褐色土が堆積する。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向の壁はややオーバーハ ング気味である。

[出土遺物]出 土 していない。

104号陥し穴 (第 119図、写真図版123)

[位置・検出状況]MⅢ f4グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が4.19XO.65m、 底部が5,02× 0.14mで深さは171cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒を含む黒色土～黄褐色上が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向の壁は底面からオーバーハングする。

[出土遺物]出 土 していない。

201号陥し穴 (第120図、写真図版124)

[位置 。検出状況]LⅢ e3グ リッドに位置する。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は溝形、規模は開口部が3.74× 0.52m、 底部が3.5× 0.16mで深さは99cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色土～褐色土が堆積する。
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Ⅳ 検出された遺構
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輯粋御∞mどゴ '
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(101号 陥 し穴A― A')
1 75YR2/1黒 色 ンル ト しまり弱～中 粘性微弱
2 10YR2/3 黒褐色 ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒極小 1～ 3% 炭化物粒極小 1%未満
3 10YR2/3 黒褐色 ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒極 4ヽ 1%(2層 よ り明 るい色)

4 10YR2/2黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱
5 10YR2/1 黒色 シル ト しまり弱～中 粘性中

(102号 陥 し穴A― A')
1 75YR2/1黒 色 ンル ト しまり弱～中 粘性ほとんど無
2 10YR2/1 黒色 ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 3%
3 10YR2/2 黒褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 5%
4 10YR2/1黒 色シル ト しまり弱 粘性弱
5 10YR2/3 黒褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 3%

(104号陥 し穴〉田
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(103号 陥し穴A一 Aり
1 10YR2/1 黒色ンル ト しまり弱 粘性無 黄褐色土粒極小 1%未満 炭化物

粒極小 1%未満
2 10YR2/3黒褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%未満 炭化

物粒極小 1%未満
3 10YR3/4暗褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%未満

炭化物粒極小 1%未満
4 10YR4/4褐 色 ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極刀ヽ～小 1%未 満
5 10YR5/8黄褐色粘土質ンル ト しまり弱 粘性中
6 10YR2/2 黒褐色シル ト しまり弱 粘性弱
7 10YR5/8黄褐色粘土質シル ト しまり中 粘性中

(104号 陥し穴A― A')
1 10YR2/1黒 色シル ト しまり弱 粘性無

粒極小 1%未満
2 10YR4/3 にぶい責褐色ンル ト しまり弱

炭化物粒極小 1%未満
3 10YR5/6 黄褐色粘土質 ンル ト しまり弱
4 10YR2/1黒 色 ンル ト しまり弱 粘性弱
5 10YR5/6黄 褐色粘土質 ンル ト しまり中

黄褐色土粒極小～イヽ 3% 炭化物

粘性弱 黄褐色土粒極小～小 5%

粘性中

粘性中 (3層 よりやや明るい色)

1        2m

第119図  101～ 104号陥 し穴
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3 陥し穴状遺構

[壁]短 軸・長軸方向ともほぼ垂直に立ち上がる。

[出土遺物]出 土 していない。

202号陥し穴 (第120図、写真図版124)

[位置 。検出状況]LⅢ  a6グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]205号住と重複する。検出状況にならびに断面観察から、205号住→202号陥し穴の順に構築された

ものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が(1.57)× 0,45m、 底部が(152)× 0.16mで深さは140cmで

ある。

[覆土・堆積状況]黒 色土～明黄褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向の壁も同様にほば垂直である。

[出土遺物]出 土 していない。

203号陥し穴 (第120図、写真図版124)

[位置・検出状況]LⅢ  d6グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1.69× 0.8m、 底部が1.22× 0.35mで 深さは115cnl

である。底面に規則的に配置される小穴を 6基確認 した。いずれも径15c14、 深さ40cm程度である。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒を含む黒褐色土を主体とする堆積である。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急である。

[出土遺物]Nα872・ 873の上器が出土 している。 (第43・ 137図、写真図版202)

204号陥し穴 (第 120図、写真図版124)

[位置・検出状況]LⅢ  b3グ リッドに位置する。207号住床面付近で検出した。

[重複]207号住と重複する。検出状況ならびに断面観察から204号陥 し穴→207号住の順に構築されたもの

と判断した。

[平面形・規模]平 面形は溝形をなす。規模は開回部が1.65× 0,48m、 底部が2.02× 0.26mで 深さは98cmで

ある。底面中央部付近に小穴を持つ。深さは64cmである。

[覆土・堆積状況]1層 は207号住の炉の影響を受ける。覆上の大半は炭化物粒ならびに黄褐色土粒を含む。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向の壁は南東側がオーバーハングし、北西側はほば垂

直である。

[出土遺物]Nα874～881の上器が出土 している。 (第 43・ 137図、写真図版202)

210号陥し穴 (第 121図、写真図版124)

[位置 。検出状況]LⅢ  a4グ リッドに位置する。Ⅱ層下部～Ⅲ層付近で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が(1.66)× 0。 74m、 底部が (1.3)× 0.2mで深さは117cmで あ

る。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒を含む黒色～暗褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向の壁はオーバーハ ングする。
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(201号 陥 し穴A― Aり
1 75YR2/1黒 色ンル ト しまり弱 粘性弱
2 75YR2/3極 暗褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
3 10YR2/1黒 色シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 5～ 7%
4 10YR4/4褐 色ンル ト しまり中 粘性弱～中 (漸移層)

(202号陥 し穴〉

(203号 陥し/hk〉
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(203号 陥 し穴A― Aつ
1 10YR2/2 黒褐色シル ト しまり弱 粘性微弱 黄褐色土粒極小 1%未 1商

2 10YR2/3 黒褐色シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%未満
炭化物粒極小 1%未満

8 10YR2/3黒 褐色シル ト しまりほとんど無 (ボ ツボツ)

4 10YR3/2黒 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%未満
5 10YR5/4 にぶい黄掲色粘土質シル ト しまり弱 粘性無
6 10Y R2/3黒 褐色シル ト しまりほとんど無 粘性弱 黄褐色土粒極小 3%
7 10YR3/3 暗褐色シル ト しまりほとんど無 粘性ほとんど無 黄褐色土粒

極小 3～ 5%
10YR2/3 黒褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%未満
10YR3/3 暗褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%
10YR5/6黄褐色粘土質シル ト ブロック状
10YR3/2黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 1%
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A'
ト

Ｆ】〇〇ωＯ∞ヽ‐旧「詞「―禅【L=280900m
A      A'

― ―

ー

1

Ｔ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

ヽ
ｍ

Ｆ】〇〇ＷＯ∞［「旧「『『・^‐呼

X

殻γ

(202号 陥し穴A― A')
1 10YR2/1黒 色ンル ト しまり弱 粘性無 (耕作土 )

2 10YR3/1黒 褐色 ンル ト しまり中 粘性強
3 10YR6/3 1こ ぶい黄橙色ンル ト しまり中 粘性中～強
4 10YR7/6明 黄褐色ンル ト しまり中 粘性中
5 10YR5/3 にぶい黄褐色シル ト しまり中 粘性強
6 10YR4/2 灰黄褐色ンル ト しまり中～強 粘性中～強

(204号 陥し穴A― A')
1 5YR3/4 暗赤褐色シル ト しまり中 粘性弱
2 10YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%

':認

¥畳鋸 曇橿色し打 ヽ しまB窮 樽桂需
～

良ィ筋 牲絶承?劣某絶
未

廃土夢響号ナ無呼院来籐
未満

5 10YR2/3黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土ブロック小 1%未満 (4層 より暗い色)

6 10YR6/8 明黄褐色粘土質ンル ト 小ブロックの集まり
7 10YR3/4 暗褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土ブロック小 3%

207号

〒fy「三整

コ

第120図 201～ 204号陥 し穴
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3 陥し穴状遺構

(210号陥 し穴
猿

轄鐸
静

(210号 陥 し穴A― A')
1 75YR2/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性弱
2 75YR3/3暗 褐色シル ト しまり中～強 粘性弱 炭化物粒極小～小 1%
3 75YR4/6褐 色ンル ト しまり中～強 粘性中 炭化物粒極小 1%
4 75YR3/3暗 褐色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小～小 3% 黄褐色土粒中 5%
5 75YR2/2黒 褐色シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 3%
6 75YR2/1黒 色シル ト しまり弱～中 粘性中家�慕螢ずれ引

Ｔ
Ｉ
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0        1        2m

第121図 210号陥し穴

[出土遺物]Na882の上器、配180の土製品が出土 している。 (第43・ 137・ 184図、写真図版203・ 229)

306号陥し穴 (第122図、写真図版125)

[位置・検出状況]GⅢ  c8グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開田部が3.42× 0.88m、 底部が3.94× 0.24mで深さは115cmである。

[覆土・堆積状測  黒褐色土主体の堆積で最上層に黒色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から75cm付近で外反する。長軸方向の壁は最初オーバー

ハングするが、底面から75cm付近で垂直ないしは外反する。

[出土遺物]出 上 していない。

307号陥し穴 (第122図、写真図版125)

[位置 。検出状況]GⅢ  d9グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開□部が3.56× 0.56m、 底部が4,02× 0。22mで深さは130cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒 色～黒褐色土主体の堆積である。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向の壁は底面からオーバーハングする。

[出土遺物]出 土 していない。

309号陥し穴 (第122図、写真図版125)

[位置・検出状況]FⅢ 19グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。
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(306号 陥 し穴A― A')
1 10YR2/1黒 色 シル ト しまり弱 粘性強
2 10YR2/2黒 褐色 シル ト しまり弱 粘性強
3 10YR2/3黒 褐色 シル ト しまり中 粘性強 黄褐色土粒極小～小 15%
4 10YR3/2黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性強
5 10YR3/1黒 褐色 シル ト しまり中 粘性強 黄褐色土 プロック混入
6 10YR5/6黄 褐色粘土質 シル ト しまり中 粘性強 黒褐色土粒混入
7 10YR2/2黒 褐色 シル ト しまり中 粘性強 黄褐色土粒小20%

(309号陥し穴〉

(309号 陥し穴A― A')
1 10YR2/1 黒色 ンル ト しまり中 粘性強 黄褐色土粒極小～小 2%
2 10YR1 7/1黒色シル トと10YR4/6褐 色シル トの混合土 しまり中 粘性強
3 10YR1 7/1黒色ンル トと10YR3/4暗 褐色シル トの混合土 しまり中 粘性強

責褐色土粒小 3%
4 10YR3/3 暗褐色 ンル ト しまり中 粘性強
5 10YR3/2黒 掲色 ンル ト しまり中 粘性強
6 10YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり弱 粘性強 黄褐色土粒極小～中 5%

(307号 陥 し穴A― A')
1 10YR2/1 黒色 ンル ト しまり中 粘性強 黄褐色土粒極小～小 3%
2 10YR3/2黒 褐色 ンル トと10YR4/6褐 色ンル トの混合土 しまり中 粘性強
3 10YR4/4褐 色粘土質 シル ト しまり中 粘性強 暗褐色土ブロック混入
4 10YR1 7/1黒 色 ンル ト しまり弱 粘性強 黄褐色土粒極小30%
5 10YR5/6黄 褐色粘土質シル ト しまり中 粘性強 黒褐色土がブロック状に混入

(312号陥し穴〉上歩
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(312号 陥 し穴A― A')
1 10YR1 7/1黒 色 ンル ト しまり弱 粘性強 黄褐色土ブロック極小～小 1%
2_10YR2/1黒色 ンル ト しまり中 粘性強 黄褐色土プロック極小～小 1%

炭化物粒小 2%
3 10YR2/2黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性強 黄褐色土ブロック極小～小 1%
4 10YR2/3黒褐色 ンル ト しまり弱 粘性強 黄褐色土ブロック中～大 1%
5 10YR4/6 褐色 ンル ト しまり弱 粘性強 黒色土粒小10%

0        1        2m

臼
T

◎

287 400 rn

第122図 306・ 307・ 309・ 312号陥し穴
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3 陥し穴状遺構

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は溝形、規模は開口部が3.74× 0.74m、 底部が3.38× 0.22mで 深さは1.23cmで ある。

[覆上 。堆積状況]黒 色～黒褐色上が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から80cnl付近で外反する。長軸方向の壁はややオーバー

ハングぎみに立ち上がり、底面から80cm付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

312号陥し穴 (第122図、写真図版125)

[位置・検出状況]EⅢ g10グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1.87× 0.94m、 底部が1.29× 0.25mで深さは156

cmである。底面中央部付近に小穴を持つ。深さは29cmである。

[覆土・堆積状況]最 下層の 5層 は褐色土で、その上層は黒色～黒褐色上が堆積する。自然堆積と判断 した。

[壁]短 軸、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急で、短軸方向の壁は底面から110cm付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

401号陥し穴 (第123図、写真図版126)

[位置 。検出状況]KⅢ j7グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅲ層)で検出した。

[重複]402号住と重複する。断面観察から402号住→401号陥 し穴の順に構築されたことを確認 した。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開田部が (1.76)× 0.44m、 底部が (1.92)× 0.16mで深さは138cm

である。

[覆土・堆積状況]途 中に明黄褐色土を挟みながら炭化物を含んだ黒色～黒褐色土が堆積する。自然堆積と

判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向の壁はややオーバーハングしている。

[出土遺物]出 土 していない。

402号陥し穴 (第 1里 3図、写真図版126)

[位置 。検出状況]KⅢ j9グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が3,82× 0,44m、 底部が4.38× 0.17mで 深さは140cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒 色～黒褐色土を主体とし、一部明褐色土を挟む (4層、 6層 )。 自然堆積と判断 した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向の壁はオーバーハングする。

[出土遺物]Nα471の剥片石器が出土 している。 (第43・ 223図、写真図版246)

403号陥し穴 (第123図、写真図版126)

[位置 。検出状況]KⅢ  a9グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]426号住、427号住と重複する。新旧関係については断面観察から427号住→426号住→403号陥 し穴

の順に構築されたものと判断したが、検出状況写真のとおり、この区域は以前に一度発掘調査を受けた場所

である可能性が高い。 したがって、当時の埋め戻 し土がかなりの範囲にわたって混入しているため、実際の

構築順と異なる可能性も含んでいる。
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(401号 陥し穴A― A')
1 耕作による撹乱層
2 75YR2/1黒 色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱
3 75YR17/1 黒色ンル ト しまり弱 粘性微弱
4 75YR2/2黒 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中 炭化物粒極小 1%未

満 黄褐色土粒極小 1%未 満
5 75YR2/1黒 色 シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～中10%
6 10YR2/3黒 褐色シル ト しまり弱 粘性弱～中 黄褐色土粒極小～中

20%
7 10YR6/6明 黄褐色粘土質シル ト しまり中 粘性中
8 10YR1 7/1黒 色 シル ト しまり弱 粘性微弱
9 10YR6/6 明黄褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中
10 10YR2/2黒褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満

く402号陥し穴〉
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Ⅳ 検出された遺構

く404号陥 し穴〉

A      A'
「 L282鯖

(404号 陥 し穴A― A')
1 75YR2/3極 暗褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化

物粒小～中 1%未満
2 75YR3/4暗 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱
3 10YR3/3暗 褐色ンル ト しまりほとんど無 粘性ほ

とんど無 炭化物粒極小 1～ 3%
4 75YR3/3暗 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物

粒極小～小 5～ 10%
5 10YR6/6明 黄褐色粘土質シル ト しまり中 粘性中

(掘 りすぎ?)
6 75YR4/6褐 色ンル ト しまり中 粘性微弱  (汚れ

た焼土)

7 75YR3/2黒 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭
化物粒極小～小 1～ 3% 黄褐色土粒極小～小 1%

(402号 陥し穴A― A')
1 75YR2/2黒 褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱
2 75YR2/1黒 色 シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色

土粒極小～小10～ 20%
3 75YR3/4暗 褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱

黄褐色土粒極小～小20～ 30% 黄褐色土プロック
(地 山崩落土)含む

4 75YR5/6明 褐色粘土質シル ト しまり弱 粘性中
5 7 5YR3/4暗 褐色シル ト しまり弱 粘性弱～中
6 7 5YR5/6明 褐色粘土質シル ト しまり弱 粘性中
7 7 5YR2/1黒 色シル ト しまり弱 粘性弱

(403号 陥 し穴A― A')
1 10YR2/3黒 褐色シル ト しまり弱 粘性微弱 炭化物粒・黄褐色

土粒・焼土粒含む (撹乱・埋め戻し上)

2 75YR17/1 黒色シル ト しまりほとんど無 粘性微弱
3 7 5YR3/2黒 褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～4ヽ

30～50%
4 10YR5/4 1こ ぶい黄褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小

1%
5 75YR3/3暗 褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱 (撹乱・埋め戻 し

?) 焼土プロック・黄褐色土ブロック含む
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第123図  401～ 404号陥 し穴
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3 陥し穴状遺構

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が3.78× 0.85m、 底部が3.46× 0.18mで深さは141cmで ある。

[覆土・堆積状況]2層 以下は非撹乱層であると判断 した。この部分に関しては自然堆積と考えられる。

[壁]壁 の立ち上がりは短軸、長軸方向ともに急である。

[出土遺物]出 土 していない。

404号陥し穴 (第123図、写真図版126)

[位置・検出状況]」Ⅲj9グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]427号住と重複する。新旧関係については、検出状況ならびに断面観察から427号住→404号陥し穴

の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1.68× 0,74m、 底部が1.22× 0.29mで 深さは117

cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒を含む黒褐色土～褐色土を主体とする堆積である。自然堆積と判断 した。

[壁]壁 の立ち上がりは短軸、長軸方向ともに急である。

[出土遺物]出 上 していない。

405号陥 し穴 (第124図、写真図版127)

[位置・検出状況]」Ⅲj10グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]431号住と重複する可有旨l■がある。新旧関係については不明である。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1.28× 0.57m、 底部が1.2× 0.33mで深さは93cm

である。底面に 2箇所小穴を持つ。深さはそれぞれ約15cmと約50cmで ある。

[覆土・堆積状況]最 下層は黒色土、その上に黄褐色上の粘土質土を挟み上層に黒褐色土が堆積する。自然

堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

406号陥し穴 (第124図、写真図版127)

[位置 。検出状況]」Ⅳ hlグ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が1.56× 0.6m、 底部が2.14× 0.22mで 深さは120cmで ある。

[覆土・堆積状況]最 下にある5層の上に明褐色土ならびににぶい黄褐色土が、さらにその上層に炭化物粒

ならびに焼土粒を含む黒色～褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向の壁はオーバーハングしている。

[出土遺物]No883の上器が出上している。 (第430187図、写真図版203)

407号陥し穴 (第 124図、写真図版127)

[位置 。検出状況]」Ⅳ i且 グリッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が2.54× 0,72m、 底部が2.74× 0。 17mで深さは80cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土が堆積する。自然堆積と判断 した。

[壁]短 軸方向の壁の立ち上がりは急である。長軸方向の壁はオーバーハングする。
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KⅣalから 上>

饂 Z200脂
¬  

…

Ⅳ 検出された遺構

粘性弱 炭化物粒極小～小 5%

粘性弱 炭化物粒極小 1%未満

しまり中 粘性弱
しまり中 粘性中
粘性弱～中

(405号 陥 し穴A―A')
1 75YR2/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性弱

黄褐色土粒極小～小 5～ 10%
2 10YR5/6 黄褐色粘土質シル ト しまり弱

ック)

炭化物粒極4ヽ 5%

粘性中 (地山崩落ブロ

」IVj2カ よら
W2m

(406号 陥 し穴A― A')
1 75YR2/1黒 色 シル ト しまり弱

黄褐色土粒極小～小10%
2 7 5YR4/3褐 色シル ト しまり弱

焼土粒含む
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト
4 7 5YR5/6明 褐色粘土質 シル ト
5 7 5YR2ハ 黒色 ンル ト しまり弱

3 10YR5/6黄 褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中
4 75YR2/1黒 色シル ト しまり弱 粘性中

(407号陥し穴〉 上>
十

ざ 聰 ゑ

陣 躙∞mttT・ゴ
'

Ｂ≒

(407号 陥し穴A― A')
1 10YR2/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性弱 (撹乱)

2 10YR2/3 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 3～ 5%
炭化物粒極小 1%

3 10YR5/6黄 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中 炭化物粒極小 1%未満
4 10YR3/3 嗜褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
5 10YR5/8黄 褐色粘土質ンル ト (地山)

(4091許阿旨し床こ〉  
キ
制

|止>
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く408号陥し穴〉

448号土坑

(408号 陥し穴A― A')
1 7 5YR2/1黒色 ンル ト しまり中 粘性ほとんど無 炭化物粒極小 1%未満
2 7 5YR2/3極 暗褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色

土粒極小 5%
3 10YR3/4 暗褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄褐

色土粒極小 3% 黄褐色土ブロック中～大 3%
4 75YR5/6明 褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中
5 10YR3/2黒 褐色ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒極小 5%

0        1        2m

Ａ

一

Ａ

一

(409号 陥し穴A― A')
1 75YR2/2黒 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小～イヽ 3% 黄褐色土粒極小 1%
2 7 5YR4/6褐 色シル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒極小10%
3 75YR2/1黒 色シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極イヽ 1%
4 75YR5/6黄掲色粘土質シルト しまり中 粘性中 (崩落ブロック)

5 7 5YR4/4褐 色シル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%
6 75YR2/1黒 色シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 3%

卜 呼魏 輌謂 引

第124図 405～ 409号陥し穴
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3 陥 し穴状遺構

[出土遺物]土 器が出土するが小片のため掲載 していない。

408号陥 し穴 (第124図、写真図版127)

[位置 。検出状況]」Ⅳ f4グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]448号土坑と重複する。検出状況ならびに断面観察から408号陥し穴→448号土坑の順に構築された

ものと判断 した。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開田部が2.98× 0.66m、 底部が3.66× 0。 25mで深さは94cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色土～極暗褐色土が堆積する。自然堆積と判断し

た。

[壁]短 軸方向の壁の立ち上がりはほぼ垂直である。長軸方向の壁はオーバーハングする。

[出土遺物]出 土 していない。

409号陥 し穴 (第124図、写真図版128)

[位置 。検出状況]KⅣ  alグ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.2× 068m、 底部が0.93× 0.32mで深さは84cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色土～褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほば垂直に立ち上がり、底面から70cm付近で外反する。長軸方向の壁の立ち上がり

は急である。

[出土遺物]Nα884の上器が出土 している。 (第43・ 137図、写真図版203)

410号陥し穴 (第125図、写真図版128)

[位置 。検出状況]KⅣ dlグ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]418号住、433号住と重複する可育旨l■がある。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が3.52× 0.56m、 底部が3.66× 0.23mで深さは77cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色土を主体とする堆積である。自然堆

積と判断 した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向の壁はややオーバーハングする。

[出土遺物]出 土 していない。

411号陥 し穴 (第125図、写真図版128)

[位置 。検出状況]KⅣ  e2グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]418号住と重複する。418号住はほぼ床面での検出であったため、411号陥し穴との新旧関係を確認

することはできなかった。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が2.7× 0.44m、 底部が2.54× 0.16mで深さは82cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。
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Ⅳ 検出された遺構

(410号 陥 し穴A― A')
1 75YR2/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 3%
2 75YR2/3暗 褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1

%未満 黄褐色土粒極小10～ 20%
3 75YR2/3極 暗褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒極

小20% 黄褐色土プロック大 lヶ 所
4 10YR4/4褐 色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%

(411号 陥 し穴A― A')
1 10YR2/3 黒褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1～ 3%

黄褐色土粒極小～小 5%
2 75YR3/2黒 褐色シル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒小 1%

く412号陥し穴〉 キ

`瑳

205号住

く413号陥 し穴〉

牌 8馳 '

(413号 陥 し穴A― A')
1 7 5YR3/3暗 褐色ンルト しまり弱 粘性弱 炭化物粒刀ヽ 1%未満
2 7 5YR3/4暗 褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
3 75YR3/3暗 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐

色土粒極小～小 3%
4 75YR4/3褐 色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒小～中 3%
5 10YR5/6黄 褐色粘土質シル ト しまり中 粘性中 (崩 落土 )

6 75YR4/4褐 色 ンル ト しまり中 粘性弱
7 10YR2/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性弱
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(412号 陥し穴A― A')
1 10YR2/3黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱
2 10YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%未満 炭化物粒微量
3 7 5YR4/4褐 色 ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒小 3～ 5% 焼土粒徴量

黄褐色土粒極小～小 1%未満
4 75YR2/3極 暗褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒小 1% 焼土粒微量
5 75YR2/2黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 1%
6 10YR3/3 嗜褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小 1%
7 10YR2/3黒 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱～中 黄褐色土粒極小 3%
8 10YR3/4 暗褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未満 黄褐色土粒極小 1%未満

(2層より明るい色)

9 10YR5/6黄 褐色粘土質 シル ト しまり中 粘性中 (崩 落土)

10 10YR2/3 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性弱～中 炭化物粒極小 1%
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第125図 410～ 413号陥し穴
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3 陥し穴状遺構

412号陥し穴 (第 125図、写真図版128)

[位置 。検出状況]KⅢ i6グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]205号住と重複する。検出状況ならびに断面観察から205号住→412号陥 し穴の順に構築されたもの

と判断した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1.44× 0.83m、 底部が122× 0.46mで深さは122

cmで ある。底面中央部付近に小穴を持つ。深さは約30cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～暗褐色土が堆積する。図中 3層 と4層に

は焼土粒が混入する。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急である。

[出土遺物]N6251の礫石器が出上 している。 (第43・ 280図、写真図版278)

413号陥し穴 (第125図、写真図版129)

[位置・検出状況]KⅢ i7グ リッドに位置する。撹乱層を除去したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は溝形、規模は開口部が2,1× 0,77m、 底部が2.84× 0.24mで深さは135cmである。

[覆土・堆積状況]炭化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁の立ち上がりはほば垂直である。長軸方向の壁はオーバーハングする。

[出土遺物]Nα252の礫石器が出上 している。 (第43。 280図、写真図版279)

414号陥し穴 (第 126図、写真図版129)

[位置 。検出状況]KⅢ j8グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]403号住と重複する。検出状況から403号住→414号陥し穴の順に構築されたものと判断した。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が182× 0。 92m、 底部が1.38× 0.46mで深さは131

clllで ある。底面に小穴が 6基配置されていることを確認 した。深さは平均 して約30cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色土～褐色上が堆積する。断面観察から自然堆積

と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに底面からほぼ垂直に立ち上がり、底面から70～80cmの ところで外反する。

[出土遺物]Nα 788の土器、No253。 254の礫石器が出土 している。 (第48。 137・ 280図、写真図版203・ 279)

415号陥し穴 (第 126図、写真図版129)(旧420号土坑)

[位置 。検出状況]KⅢ  g9グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が2.14× 1.5m、 底部が1.72× 0.26mで深さは137cnである。

[覆土・堆積状況]炭化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色上が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向の壁はオーバーハングする。

[出土遺物]NQ319の剥片石器、Nα255の礫石器が出上 している。 (第39・ 43・ 223・ 280図、写真図版246・

279)

416号陥し穴 (第 126図、写真図版129)

[位置・検出状況]KⅢ  g8グ リッドほかに位置する。404号住の精査途中で検出した。
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堪義必ょ
414号陥し穴〉

Ⅳ 検出された遺構

(414号 陥 し穴A―A')
1 75YR17/1 黒色 シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 1% 黄

褐色土粒極小～小10～ 20%
2 75YR3/2黒 褐色 シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小～4ヽ 1%

黄褐色土粒極小～小20%
3 75YR2/1黒 色 シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄掲色土

粒極小～小10～20%
4 75YR2/2黒 褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極Bヽ 5～10% 黄

褐色土粒極小～小10%
5 75YR2/2黒 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 5～ 10% 黄

掲色土粒極小～小 1%
6 75YR2/3極 暗褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小30%(地

山崩落ブロック含む)

7 75YR3/1黒 褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 1～ 3%
黄褐色土粒極小20%(地 山崩落ブロック含む)

75YR3/2黒 褐色シル ト しまり中 粘性弱～中
10YR5/6黄 褐色粘土質 ンル ト しまり弱 粘性中 (地 山崩落土)

10YR4/6褐 色シル ト しまり弱 粘性弱
10YR3/4暗 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒小～中30～40%
(地山崩落土含む)
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(416号 陥 し穴A― A')
1 10YR3/3 暗褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極打ヽ～小

5%
2 10YR3/2黒 褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒小

～中 3%
3 75YR5/6明 褐色 ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%
4 75YR2/3極 暗褐色 シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒小

～中 1～ 3%
5 10YR4/4褐 色 ンル ト しまり弱～中 粘性中
6 7 5YR3/2黒 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 3%
7 10YR5/8黄 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱

0        1        2m

質】〇〇〇〇∞『‐‐‐旧剖引
⌒́―畔
(415号 陥 し穴A― A')
1 75YR3/3暗 褐色 シル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小～小 1%
2 10YR4/4 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小～4ヽ10～ 20%
3 75YR3/2黒 掲色ンル ト しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小～小 1～ 3%

黄褐色土粒極小～小 5%
4 75YR3/4暗 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小 3～ 5%
5 75YR5/6明 掲色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中 (壁崩落土 ?)
6 75YR4/4褐 色ンル ト しまり弱 粘性中 炭化物粒極小 1%未満
7 10YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小～小 1～ 3%
8 10YR5/6黄 褐色粘土質 シル ト しまり中 粘性中 (壁崩落土 ?)
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第126図 414～ 416号陥し穴
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3 陥 し穴状遺構

[重複]404号住と重複する。新旧関係については、検出状況から416号陥 し穴→404号住の順に構築された

ものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開回部が163× 0。 94m、 底部が1.24× 0.38mで深さは112

cmである。底面中央付近に小穴を持つ。深さは約50cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急である。

[出土遺物]No256の礫石器が出上 している。 (第43・ 280図、写真図版279)

417号陥し穴 (第 127図、写真図版130)

[位置・検出状況]」Ⅳ h3グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が2.05× 1.15m、 底部が1.3× 0,41mで深さは138cnl

である。底面中央付近に小穴を持つ。深さは約15cmで ある。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒を含む黒色～明褐色土が堆積する。断面観察から自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急である。底面から120cm付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

418号陥し穴 (第 127図、写真図版130)

[位置 。検出状況]KⅣ  e2グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]平 面的観察からは418号住と重複 している可含旨l■が考えられる。新旧関係については不明である。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開田部が1.34× 0.66m、 底部が0.92× 0.45mで深さは88cm

である。底面中央付近に小穴を持つ。深さは約45clllで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

419号陥し穴 (第 127図、写真図版130)

[位置・検出状況]KⅢ f10グ リッドほかに位置する。412号住の精査途中で検出した。

[重複]412号住、413号住と重複する。412号住検出時に本遺構を確認できなかったことから、419号陥し

穴→412号住の順に構築されたものと判断した。413号住との新旧関係は不明である。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開回部が1,61× 084m、 底部が196× 0.54mで 深さは132cmで あ

る。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～暗褐色土を主体とした堆積である。

[壁]短 軸方向の壁の立ち上がりは急である。長軸方向の壁はオーバーハングしている。

[出土遺物]NQ257の 礫石器が出土 している。 (第43・ 280図、写真図版279)

420号陥し穴 (第 128図、写真図版131)

[位置・検出状況]KⅢ j10グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]467号土坑と重複する。検出状況から467号土坑→420号陥し穴の順に構築されたものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が3.28× 0,41m、 底部が 3× 0,lmで深さは83cmである。
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Ⅳ 検出された遺構
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(418号 陥 し穴A― A')
1 10YR2/3黒 褐色 ンル ト

黄褐色土粒極小～小10%
2 10YR3/3暗 褐色 ンル ト

色土粒極小20%
3 75YR3/2黒 褐色 ンル ト

黄褐色土粒極小 1%未満
4 10YR4/4褐 色 ンル ト
5 10YR2/3黒 褐色 シル ト

しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 5%
焼土粒極小 1%未 1商

しまり弱 粘性弱 炭化物粒極月ヽ 5% 黄褐

しまり弱 粘性弱～中 炭化物粒極小 3%

しまり中 粘性弱～中 炭化物粒極小 1～ 3%
しまり中 粘性中 炭化物粒極小～小 3%

0         1        2n

(417号 陥 し穴A― A')
1 75YR17/1 黒色シル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%
2 7 5YR2/1黒 色シル ト しまり弱 粘性弱
3 75YR2/2黒 褐色シル ト しまり中～強 粘性弱 炭化物粒極小～小 3%

黄褐色土粒極小～4ヽ20%
4 75YR3/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小 5%
5 75YR3/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性弱 黒色土ブロック中～大 3%
6 75YR3/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土ブロック中 5%
7 75YR5/6明 褐色シル ト しまり中 粘性中
8 75YR2/2黒 褐色シル トと10YR5/6明 褐色粘土質 シル トの混合土

〈419号陥し穴〉
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(419号 陥 し穴A― A')
1 7 5YR3/4暗 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱～中 炭化物粒極小～小 5% 責褐色土粒極小～小 3%
2 7 5YR3/3暗 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小～小 5%
3 7 5YR3/2黒 褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒小 1%未 満 黄褐色土粒極小～小10%
4 7 5YR2/2黒 褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒小 5% 黄褐色土粒極小～小 1～ 3%
5 7 5YR4/3掲 色シル ト しまり弱～中 粘性中 黄褐色土粒小20%
6 7 5YR3/2黒 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱～中 黄褐色土粒極小 1%未満
7 7 5YR5/4に ぶい褐色粘土質シル ト しまり弱 粘性中 炭化物粒極小 1%
8 7 5YR5/6明 掲色粘土質 シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1～ 3%
9 7 5YR5/6明 褐色粘土質 シル ト しまり中 粘性中 (地 山崩落土)

10 75YR2/2黒褐色 シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1～ 3%

第127図 417～ 419号陥し穴
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3 陥 し穴状遺構

[覆土・堆積状況]黒 褐色～褐色土が堆積する。自然堆積と判断 した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

421号陥し穴 (第128図、写真図版131)

[位置・検出状況]KⅣ  glグ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅱ 層下部)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開回部が1.71× 0.75m、 底部が1.25× 0.23mで深さは127

C14で ある。底面に小穴を 8基確認 した。深さはいずれも20cm～35cm程度である。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒などを含む黒色土～明褐色土が堆積する。断面観察から自

然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はほぼ垂直に立ち上がる。

[出土遺物]出 上 していない。

422号陥し穴 (第128図、写真図版131)

[位置 。検出状況]KⅣ c3グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]475号土坑と重複する。検出状況ならびに断面観察から422号陥 し穴→475号土坑の順に構築された

ものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が236× 0.5m、 底部が2.72× 0.15mで 深さは102cmで ある。

[覆上 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～暗褐色土が堆積する。断面観察による混

入物の状況から、人為的堆積の可含Zl■が考えられる。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向の壁はオーバーハングする。

[出土遺物]出 土 していない。

423号陥し穴 (第128図、写真図版132)

[位置 。検出状況]KⅣ  b3グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]432号住に隣接 し、一部重複 している可含酵陛がある。新旧関係については不明である。

[平面形 。規模]平 面形は溝形、規模は開回部が2.71× 0.54m、 底部が3.15× 0.12mで 深さは72cmで ある。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土ブロックを含む黒褐色土～褐色上が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から60cal付近で外反する。長軸方向の壁はオーバーハ

ングしている。

[出土遺物]出 上 していない。

424号陥し穴 (第128図、写真図版132)

[位置・検出状況]KⅣ  a4グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]474号土坑、473号土坑と重複する。新旧関係については、検出状況ならびに断面観察から474号土

坑→473号土坑→424号陥し穴の順に構築されたことを確認 している。

[平面形・規模]平 面形は不整な溝形をなす。規模は開回部が2.97× 0.85m、 底部が 3× 0,23mで 深さは94

cmである。

[覆土・堆積状況]黒 褐色土～暗褐色土が堆積する。自然堆積と判断 した。
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Ⅳ 検出された遺構

く421号陥し穴〉
く420月十円偕し赤こ〉
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(420号 陥 し穴A― A')
1 76YR2/2 黒掲色シル ト しまり弱 粘性中～強 黒色土ブロック中～大35%

黄褐色土粒中～大 8%
2 7 5YR4/6 褐色シル ト しまり中 粘性中～強 暗掲色土ブロック中25%
3 7 5YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒小～中30%

く422号陥 し穴〉

上>

475号土坑

亀

聘 80700m

(421号 陥 し穴A― A')
1 75YR1 7/1 黒色シル ト

黄褐色土粒極小 2%
2 75YR3/2 黒褐色シル ト

%黄褐色土粒小 5%
3 75YR3/2 黒褐色シル ト

イヽ10%
75YR3/2 黒褐色シル ト
75YR3/1 黒褐色ンル ト
10%
75YR3/1 暗褐色 ンル ト
30% 炭化物粒小 5%
75YR5/6 明褐色ンル ト
75YR4/3 褐色シル ト
%

しまり中 粘性中 褐色土ブロック中～大20%

しまり弱～中 粘性中～強 黒色土ブロック大20

しまり中 粘性中 黒色土粒大10% 黄褐色土粒

しまり中 粘性中～強 黄褐色土粒大～極大
しまり弱～中 粘性中～強 黄褐色土ブロック小

しまり中～強 粘性中～強 黄褐色土粒大～極大

しまり弱 粘性中～強 暗褐色土ブロック大20%
しまり中～強 粘性中～強 黄褐色土粒小～極大 15

Ｂ
「

A' B'
坤

携
A        A'   B'
―

 
… …

(422号 陥 し穴A― Aり
1 75YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中～強 粘性弱 黄褐色土粒大15%

炭化物粒極小 2%
2 75YR4/6 褐色粘土質ンル ト しまり強 粘性中～強15%
3 75YR3/1 黒褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒大～極大20%
4 75YR3/1 黒褐色ンル ト しまり中 粘性中～強 黄掲色土ブロック大35%
5 75YR3/1 黒褐色粘土質シル ト しまり中～強 粘性中～強

(424号陥 し穴〉

(423号陥し穴〉 上>
Ｂ

引

静から
牌

税
・

∞ m

―

B'

-

T上
A'

ず
ｒ一
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(423号 陥 し穴A一 A')
1 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土 ブロック極小～中20%

炭化物粒中 5%
75YR2/3 黒褐色 シル ト しまり弱～中 粘性中～強 暗褐色土粒小10%

稽 ¥畳 ;ケ:量 亀芭港星醤銑 卜
し
を豊偽 靴 麟 塩 留 紹 響 智サ堵

159`

(424号 陥し穴A一 Aり
1 75YR3/1 黒褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土ブロック極小～大

25%炭化物粒小～中 3%
2 75YR3/2 黒褐色 シル ト しまり弱～中 粘性弱～中 黄褐色土ブロック

極大40% 炭化物粒小 3%

ユ:据¥認分箪糧琶シ好ヽ しま′霧I串 絶桂串定甕褐色土プロック中
10%

5 75YR3/1 黒褐色粘土質シル ト しまり中～強 粘性中～強

0        1        2m

第128図 420～ 424号陥 し穴
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3 陥し穴状遺構

く425号陥 し穴〉

B'

-

(425号陥 し穴A― A')
1 75YR3/2 黒褐色シル ト しまり中～強 粘性弱 黄褐色土ブ

ロ ンク小～中30% 炭化物粒極小 5%
2 75YR4/4 褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中～強 暗褐色

土 プロック小15%
3 75YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中 粘性中～強 黄褐色土ブ

ロック小～中20%
4 7 5YR3/4 暗褐色粘土質 ンル ト しまり強 粘性中～強 黄褐

色土粒小 2%

0        1        2m

第129図  425号陥し穴

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から50cm付近で外反する。長軸方向の壁はオーバーハ

ングしている。

[出土遺物]出 土 していない。

425号陥し穴 (第129図、写真図版132)

[位置 。検出状況]」Ⅳ j3グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が3.13× 0.5m、 底部が3.71× 0。 18mで深さは109cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色土が堆積する。自然堆積と判断 した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から70cm付近で外反する。

[出土遺物]h885～887の上器が出土 している。 (第430137図、写真図版203)

601号陥し穴 (第130図、写真図版132)

[位置 。検出状況]DⅢ g4グ リッドほかに位置する。こ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が2.68× 1,76m、 底部が1.02× 0.57mで深さは181

cmである。底面に不規則に配置される小穴を 6基確認 した。いずれも径20cm、 深さ20～ 30cm程度である。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色土～明褐色上が堆積する。図中 3層と4層には

To― aと推測される火山灰が含まれる。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から130om付近で外反する。

[出土遺物]出 上 していない。

602号陥し穴 (第130図、写真図版133)

[位置・検出状況]DⅢ i7グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は不整な溝形をなす。規模は開口部が3.54× 1.08m、 底部が3.02× 0.2mで深さは

145cmである。

A  Ttt A'
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Ⅳ 検出された遺構

(601号 陥 し穴A― A')
1 75YR17/1 黒色 ンル ト しまり中～強 粘性中 黄褐色土粒小 5% 炭化物粒極小 2%
2 7 5YR4/3 褐色ンル ト しまり強 粘性中 黄褐色土粒中～大 5% 炭化物粒極小 5%
3 10YR8/8 浅黄橙色砂質 ンル ト しまり強 粘性無 し (十和田a火山灰To a)
4 75YR4/3 褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性中 To aを含む 炭化物粒極小 2%
5 7 5YR4/3 褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性中 黄褐色土粒中極大10% 炭化物粒極小 2%
6 75YR4/3 褐色 ンル ト しまり中～強 粘性中～強 炭化物塊 2%
7 7 5YR4/3 褐色粘土質シル ト しまり中～強 粘性中～強 褐色土粒極小 2%
8 75YR4/3 褐色粘土質シル ト しまり中～強 粘性中～強 明褐色土粒プロック極小～大10%

炭化物粒極小 2%
9 75YR4/6 褐色粘土質シル ト しまり弱 粘性中～強 明褐色土粒小～大25% 炭化物極小 5%
10 75YR4/3 褐色粘土質シル ト しまり強 粘性中～強 黄褐色土粒大 2% 炭化物粒極小 2%
11 75YR4/3 褐色粘土質 シル ト しまり中～強 粘性中 黄褐色土粒小 2% 炭化物粒極小 2%
12 75YR4/3 褐色粘土質シル ト しまり中 粘性中 炭化物極小 2%
13 75YR5/4 鈍褐色粘土質 ンル ト しまり弱 粘性中～強 黄褐色土粒小～大29%
14 75YR5/6 明褐色粘土質シル ト しまり中 粘性中～強 責褐色土粒中10% 炭化物粒小 5%

性
那 a莉Om Ａ「

〈602号陥し穴〉 Xゞ

ｙ
ト (602号 陥 し穴A― Aり

1 7 5YR3/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒小 2%炭
化物粒極小 2%

2 7 5YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中～強 粘性中 黄褐色土ブロッ
ク大20% 黒色土プロック中～大15% 炭化物粒極小 5%

3 7 5YR4/4 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中～強 暗褐色土プロ

ック大20% 炭化物粒極小 2%
4 7 5YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中 粘性中～強 黄褐色土粒小15

%

0        1        2m

下・

第130図  601・ 602号陥 し穴
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3 陥 し穴状遺構

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色土が堆積する。自然堆積と判断 した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から120cm程度で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

603号陥し穴 (第131図、写真図版133)

[位置・検出状況]EⅢ  a5グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が3.86× 0.92m、 底部が3.69× 0.2mで深さは154cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒 色土～褐色上が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から70cm付近で外反する。長軸方向の壁はほぼ垂直で

ある。

[出土遺物]出 土 していない。

604号陥し穴 (第131図、写真図版133)

[位置 。検出状況]EШ  b5グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が3.04× 1.76m、 底部が209× 044mで深さは188

cmである。

[覆土・堆積状況]黒 色土～明褐色上が堆積する。断面図中 3層 にはTo aと推測される火山灰が含まれる。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から120cm付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

605号陥し穴 (第131図、写真図版133)

[位置・検出状況]EⅢ  e6グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]601号土坑と重複する。検出状況ならびに断面観察から601号土坑→605号陥し穴の順に構築された

ものと判断した。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が4.12× 0,6m、 底部が4.36× 0.18mで深さは95cmで ある。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒ほかを含む黒褐色土ならびに灰褐色土が堆積する。自然堆積と判断 した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向の壁も同様であるが、北東側の壁はややオーバーハ

ングする。

[出土遺物]出 土 していない。

606号陥し穴 (第132図、写真図版134)

[位置・検出状況]EⅢ  f5グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が2.92× 0,72m、 底部が1.94× 0,38mで深さは185

cmである。底面長軸方向両端部に小穴を持つ。いずれも径15cm、 深さ20cm程度である。

[覆土 。堆積状況]黒 色土～灰褐色土が堆積する。断面図中 3層にはTo aと推測される火山灰が含まれる。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から120cm付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。
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Ⅳ 検出された遺構

(603号 陥 し穴A― A')
1 7 5YR2/1 黒色シル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒中

～極大10%
2 7 5YR3/2 黒褐色シル ト しまり中 粘性中 黄褐色土 ブ

ロック大35%
8 7 5YR4/4 褐色ンル ト しまり中 粘性中～強 炭化物粒

極小 2%
4 7 5YR4/4 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中～強 明褐

色土粒中 5% 炭化物粒極小 2%
5 7 5YR4/4 褐色粘土質ンルト しまり中 粘性中～強 炭

化物粒中 5%

(604号 陥し穴A― A')
1 75YR17/1 黒色シル ト しまり弱～中 粘性弱 褐色土 ブ

ロック中20% 暗褐色土粒大10% 黄褐色土粒小 5%
2 7 5YR4/6 褐色粘土質ンルト しまり中～強 粘性中～強

黒色土粒打ヽ 5%
3 10YR6/4 鈍黄褐色砂質ンル ト しまり中～強 粘性微弱

(To a火 山灰)褐色土ブロック中20%
4 7 5YR4/4 褐色シル ト しまり中 粘性中～強 炭化物粒

極小 2%
5 7 5YR4/3 褐色シル ト しまり中～強 粘性中 褐色土 ブ

ロック中10% 炭化物粒極小 2%
6 7 5YR4/3 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中 黄褐色土

ブロック小～中15% 暗褐色土ブロック中 2%
7 7 5YR4/4 褐色粘土質ンル ト しまり弱 粘性中～強
8 7 5YR4/6 褐色粘土質ンル ト しまり弱 粘性強 暗褐色

粘土粒 5%
9 75YR5/6 明褐色土粘土質ンル ト しまり中 粘性強 黄

褐色砂質 シル ト10%(地山崩落土 ?)

×麟
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(605号 陥 し穴A― A')
1 75YR3/1 黒褐色 シル ト

黒色土 ブロ ノク大 5～ 10%
2 7 5YR4/2 灰褐色 シル ト

しまり弱～中 粘性中 黄褐色土粒中10%

しまり弱 粘性中 明褐色土粒30%
0        1        2m

第131図  603～ 605号 陥し穴
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3 陥 し穴状遺構

607号陥し穴 (第 132図、写真図版134)

[位置・検出状況]EⅢ i3グ リッドに位置する

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなすと推測される。規模は開回部が2.7× (1.84)m、 底部が106× (068)

mで深さは131cmである。

[覆土・堆積状況]黒 色土～褐色土が堆積する。断面図中 4層にはTo aと推測される火山灰が含まれる。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急である。

[出土遺物]出 土 していない。

608号陥し穴 (第133図、写真図版134)

[位置・検出状況]EШ  g5グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部にて検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は不整な円形をなす。規模は開口部が1.92× 1.44m、 底部が1.14× 0,98mで深さは1

21cnlで ある。底面中央付近に小穴を持つ。深さは50cmで ある。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ほかを含む黒褐色土～褐色土が堆積する。To aと推測される火山灰はいずれ

の層にも含んでいない。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりは急である。北東部の壁の一部はオーバーハングしている。

[出土遺物]出 上 していない。

609号陥し穴 (第 133図、写真図版134)

[位置 。検出状況]FⅢ  d4グ リッドほかに位置する。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が2.96× 2.14m、 底部が1.88× 1.4mで深さは214cmである。

[覆土・堆積状況]黒 色土～明褐色土が堆積する。断面図中 4層 にはTo aと推測される火山灰が含まれる。

断面観察から自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急で、底面から150cnl付近で外反する。

[出土遺物]出 上 していない。

610号陥し穴 (第 133図、写真図版135)

[位置・検出状況]GⅢ  e3グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。遺構は調査区外までかかっており、遺構全体を把握することはできなかった。

[平面形・規模]規 模は開口部が (0。 79)× (1.8)m、 底部が(0.40)× (0.46)mで 深さは164cmである。

[覆土・堆積状況]黒 色土～褐色上が堆積する。To aと推測される火山灰はいずれの層にも含んでいない。

自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急で、底面から100cn付近で外反する。

[出土遺物]出 土していない。

611号陥し穴 (第133図、写真図版135)

[位置・検出状況]GⅢ i3グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。
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3 陥し穴状遺構

く608号陥 し穴〉

A L=238800m

ー

く610号陥し穴〉

調査区外 (610号 陥 し穴A― A')
1 75YR17/1 黒色 シルト しまり中

粘性弱～中 褐色土ブロック大10%
2 75YR3/2 黒褐色ンルト しまり中

粘性中 暗褐色土ブロック中15%
3 75YR3/3 暗褐色シルト しまり弱

～中 粘性中 黒色土中～大10%
4 75YR4/3 褐色シルト しまり中

粘性中～強 暗褐色土粒中～極大 5%
5 75YR4/4 掲色シル ト しまり中

粘性中～強 暗褐色土粒～極大 5%
6 75YR4/4 褐色粘土質ンル ト しま

り中 粘性中～強 明褐色土粒中15%

端 4から
NlmＡ

引
A'
ト

×鱗
性

路 れ∞ Om

く611号陥し穴〉

準2端静 雪'

i堅
腰仙野雲著世堂粒恙`セえ0芽特轟g瘍位

橙

友
駆望宅潔 托競鋒銀諭、1れ庁

中暗
3 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性中 褐色土

粒極小～小20% 炭化物粒小 2%
生
畢監歩辞Y氣続脚 訪″
炭化物粒小 2%

5 75YR5/6 明褐色 シル ト しまり中～強 粘性中～強
6 75YR3/3 暗褐色 シル ト しまり弱～中 粘性中～強

明褐色土ブロック大35% 炭化物粒小 2%
7 7 5YR3/1 黒褐色 シル ト しまり弱 粘性中～強 明

褐色土粒極小20% 炭化物粒小 2%
8 7 5YR3/2 黒褐色 シル ト しまり弱 粘性中 明褐色

土粒中～極大30% 炭化物粒中5%

と狩評驚疼明糧呂シ好ヽ しまB藍 犠桂甕暗褐色
土ブロック中25%

11 75YR3/3 暗褐色 シル ト しまり中 粘性中～強 明

褐色土ブロック小～中15%

o         1        2m

」 評
A'

-

(608号 陥し穴A― A')
1 75YR3/1 黒褐色シル ト しまり中 粘性弱～中 焼土プロック含む 黄褐色土粒極小～小 5～ 10%

炭化物42極小 2%
2 75YR3/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性中 焼土粒含む 黄褐色土粒小～大15% 炭化物粒小 1%

争 揺 と聯 暑逼;孝イ
1露

4:ζ
薙

結七与二撮
雹

暑信盲堡写を子サとそ知 院
6 75YR4/4 褐色粘土質 ンル ト しまり弱～中 粘性中～強 暗褐色土ブロ ック小～中 5～ 10%
7 75YR3/3 暗褐色シル ト しまり弱～強 粘性中 明褐色土ブロック極小～中30%

;:狩爵彰:播壇緑呈醤与舟卜
し
をま詈墓

中
粘種筆空強

明
彊宿巷里歩吾な観静5%

10 75YR4/4 褐色粘土質ンル ト しまり弱 粘性中～強 鈍褐色土粒小 5%
■ 75YR3/4 暗褐色シル ト しまり中 粘性中～強 明褐色土ブロック中～大10%
12 75YR3/2 黒褐色シル ト しまり弱～中 粘性中～強 明褐色土 ブロック大15%

く609号陥し穴〉

A'
ト

A'

-
(609号陥 し穴A― A')
1 75YR17/1 黒色 ンルト しまり強 粘性弱～中
2 75YR4/2 灰褐色ンル ト しまり中～強 粘性弱～中 責褐色土粒小 5% 炭化物粒中～大25%

!i思聯 螂纏ソ々羊色糖輛繋
♂
異熱 ～勁 鴇協馳 5%

6 75YR4/3 褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中～強 黄褐色土粒中～大 5%
明褐色土粒小 2%

7 75YR4/4 褐色粘土質シル ト しまり中 粘性強 暗褐色土プロック中～大10%
8 75YR4/6 褐色粘土質シル ト しまり弱～中 粘性中～強
9 75YR3/3 黒褐色シル ト しまり弱～中 粘性強 明褐色土粒中粒中～極大
10 75YR3/2 黒褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中～強 炭化物粒小～中
11 75YR4/4 褐色粘土質シル ト しまり弱 粘性強
12 75YR4/4 褐色粘土質シル ト しまり中～強 粘性強
13 75YR5/8 明褐色粘土質シルト しまり中～強 粘性強
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Ⅳ 検出された遺構

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1.2× 1.16m、 底部が0.82× 0,75mで深さは134cmで

ある。底面中央部付近に径15cmの小穴を持つ。深さは30cmである。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色土～明褐色土が堆積する。To aと 推測される

火山灰はいずれの層にも含んでいない。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりはほぼ垂直である。

[出土遺物]出 土 していない。

612号陥 し穴 (第 134図、写真図版135)

[位置・検出状況]GⅢ j3グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が292× 1.84m、 底部が1.12× 0.63mで深さは190

cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色土～明褐色土が堆積する。断面図中 3層には

To aと推測される火山灰が含まれる。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急で、底面から110cl■付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

613号陥し穴 (第 134図、写真図版135。 288)

[位置 。検出状況]HⅢ  h2グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開回部が2.92× 1.85m、 底部が2.27× 0.80mで深さは169

cmである。

[覆土・堆積状況]黒 色土～明褐色土が堆積する。断面図中 3層はT∝ aと 推測される火山灰が含まれる。

自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急で、底面から100c14付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

614号陥し穴 (第 135図、写真図版135)

[位置 。検出状況]IⅢ b2グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.8× 1.14m、 底部が1.58× 0.6mで深さは119cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ほかを含む黒褐色土～明褐色上が堆積する。To aと 推測される火山灰はいず

れの層にも含んでいない。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急で、底面から60cal付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

615号陥し穴 (第 135図、写真図版186・ 288)

[位置 。検出状況]IⅢ c2グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。 規模は開口部が2.74× 1.76m、 底部が2.00× 0。 70mで深さは184
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3 陥 し穴状遺構

〈612号陥 し穴〉

く613号陥し穴〉 上ロ

性 れ∞Om T曳

(613号 陥 し穴A― A')
1 75YR1 7/1 黒色 シル ト しまり中 粘

性中 掲色土ブロック中～大15%
2 75YR3/1 黒褐色 ンル ト しまり強 粘

性中 黄褐色土粒中10% To a火 山灰微
量含む

3 10YR7/3 鈍黄橙色砂質シル ト しまり中
～強 粘性なし (To a火 山灰)黒 色砂質
土ブロック大30%

4 75YR4/3 褐色 シル ト しまり強 粘性中
黄褐色土粒小～中20% 炭化物粒極小～大
2%

5 75YR3/2 暗褐色シル ト しまり弱～中
粘性中 黒褐色土ブロック中～大20% 明
褐色土粒中20%

6 75YR4/3 褐色粘土質ンル ト しまり中～

強 粘性中～強 褐色土プロック中15%
黄掲色土粒小 5% 炭化物粒極小 2%

7 75YR3/3 暗褐色シル ト しまり中 粘性中
明褐色土粒中～極大25%

8 75YR5/6 明褐色シル ト しまり中 粘性弱
～中 暗褐色土粒中～極大30%

9 75YR3/3 暗褐色ンル ト しまり弱～中 粘
性中 黄褐色土粒中～大20%

10 75YR4/3 褐色シル ト しまり弱 粘性中～

強 明褐色土粒中～極大20%
11 75YR3/4 日音褐色 ンル ト しまり中 粘性中

褐色土ブロック大25%
12 75YR5/6 明褐色粘土質ンル ト しまり中～

強 粘性中～強 黒色土ブロック中20%
13 75YR4/6 褐色シル ト しまり弱 粘性中～

強 黒色土プロック中15% 暗褐色土プロッ
ク中～大20%

14 75YR5/8 明褐色粘土質ンル ト しまり弱
Icr性強 橙色土プロック大20% 暗褐色土ブ
ロック小～中10%

A'
ト

■

鞘

A'

-

(612号 陥 し穴A― Aり
1 75YR1 7/1 黒色ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒小～中 3% 炭化物粒小～中 3%
2 7 5YR4/6 褐色ンル ト しまり強 粘性弱 黄褐色土粒小～中 2% 炭化物粒小～中 2%
3 10YR7/4 鈍黄橙砂質 ンル ト しまり強 粘性無 し (To a火 山灰)

4 7 5YR4/4 褐色ンルト しまり中 粘性中 黄褐色土粒小 5% 炭化物粒極小 2%
5 75YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒小 5% 明褐色土粒小 5% 炭化物粒小 5%
6 7 5YR5/6 明褐色ンル ト しまり中～強 粘性中 暗褐色土土粒極小20%
7 75YR4/3 褐色粘土質 ンル ト しまり弱～中 粘性中～強 黄褐色土粒小 2%
8 7 5YR4/2 灰褐色ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒粒中～極大 5% 炭化物粒極小 1%
9 75YR4/6 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中 明褐色土ブロック小10%
10 75YR4/3 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中 暗褐色土ブロック大20%
11 75YR3/3 暗褐色ンル ト しまり弱 粘性中 褐色土ブロック大20% 黒褐色土ブロック中10%
12 75YR4/2 灰褐色 ンル ト しまり弱 粘性中～強 暗褐色土粒小10%
13 75YR3/1 黒褐色シル ト しまり弱 粘性中～強 明褐色土粒小10%
14 75YR4/6 明褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性中
15 75YR3/3 暗褐色粘土質ンル ト しまり弱～中 粘性強 黒褐色土プロック小 5%

黄色粒 (山形軽石YP)ブ ロノク小 2%
16 75YR4/3 褐色土粘土質ンル ト しまり弱～中 粘性中～強 黄色粒ブロック中10%
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ヽ
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0        1        2m
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〈614号陥し穴〉

Ⅳ 検出された遺構

〈616号陥 し穴〉

拍湘盈

塩dか
s2m｀�2m

く615号陥し穴〉

rrlT

脚 800m A'
坤

粘性中 暗褐色土粒小～中15%
8 75YR4/2 灰褐色 シル ト しまり中～強 粘性弱

明褐色土粒極小～小30%
9 75YR3/3 暗褐色粘土質シル ト しまり弱

粘性中～強 黒褐色土プロック中30%
10 75YR5/6 明褐色粘土質シル ト しまり中～強

粘性中～強 暗褐色土粒極小10%(地 山崩落上 ?)

A'
卜

(616号 陥 し穴A― Aり
1 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性弱

炭化物粒極小 5%
2 75YR2/3 極暗褐色 シル ト しまり中 粘性弱

黄褐色土粒極小～小20%
3 75YR4/4 褐色 シル ト しまり中 la性中 炭

化物粒極小 1%
4 75YR5/6 明褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘

性中
5 75YR4/4 褐色シル ト しまり中 粘性中 (3

層より暗い)

6 75YR2/2 黒褐色 シル ト しまり中 粘性中
7 10YR4/4 褐色 シル ト しまり弱 粘性中
8 7 5YR4/3 褐色 シル ト しまり中 粘性中 黄

褐色土粒中 5%

0         1        2m
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＾
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日ｏｏ∞「渕細刊Ч引ド【
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(615号陥 し穴A― Aり
1 75YR2/1 黒色 ンル ト しまり強 粘性弱 きれいな層
2 75YR2/1 黒色 ンル ト しまり強 粘性弱 黄褐色土極小プロック (径～ 511m)微 量
3 1層 と似るが黄褐色土ブロック含む

!i硯号鼈tサ語イ斜R〒著異熟美星湿瓦撃細かく極微量75P3/4暗褐色土大量

“鰯鵜教ゴⅢ勲笹3J、裁予ざ褐協甚多まる確世の影響?)4L14中

`:鏑

匙 ヅ 粉 音

′

侮 り∵ 蠣 郎
尋 粘性中 黄褐色土カ ック細か く少量

盈 I暴缶多妄4契 とシル ト しまり強 粘性中 期 ヒ物極微量 黄褐色■ /1ヽ カ ック に ～ l⑪

■瀧編るがしまり強壁蜘thき いカックではいる
そ熾 な称ゞ鞄 笠歌、ヒ亀醒 あ祟!逸戸掃尋鵜 量
!与 操鼻貴謗戸撮勇廉素)″ピ熱とゴ尾

こ
賭路聖幽坪こ多量黄掲色土大量

i;子 :¥畳 Bチ;重糧色シ%ヽ しま′藷態桂串妻糧色圭卓零多畳
丑至雫脅去尋員矛爆盤 絲盤 ブロック層の駆となるしまり非常に取ヽ
ちl譜為7竃除岳ノj炉響韓塾極小カックに～5mO微量
22 V層 (山形軽石層)と Ⅵ層大量の混上 しまりあるが掘るとポロボロ

第135図 614～ 616号陥 し穴
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3 陥し穴状遺構

cnIで ある。底面に小穴を 3基確認 した。いずれも楕円形で径20～30cm、 深さは10cm～ 20cm程度である。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ほかを含む黒色土～黄褐色上が堆積する。断面図中 5層にはTo aと推測され

る火山灰が含まれる。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりはほぼ垂直で、底面から100cm付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

616号陥し穴 (第 135図、写真図版136)

[位置 。検出状況]IⅢ c2グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平面形は楕円形、規模は開口部が2.02× 1.18m、 底部が1.38× 0.64mで 深さは79cmで ある。

[覆上 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色土が堆積する。To aと 推測される

火山灰はいずれの層にも含んでいない。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急で、底面から60cm付近で外反する。

[出土遺物]Nα472の設1片石器が出土 している。 (第43・ 223図、写真図版246)

617号陥し穴 (第 186図、写真図版136。 288)

[位置・検出状況]IⅢ c2グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開回部が2.00× 1.44m、 底部が1.55× 0.80mで深さは132

clllで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～暗褐色土が堆積する。検出状況ならびに

断面観察から自然堆積と判断 した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりほぼ垂直で、底面から70cm付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

618号陥し穴 (第 136図、写真図版186)

[位置・検出状況]GⅢ  c4グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。検出状況が不整なシミであったた

め、風倒木痕の疑いを持って掘り進めたが、のちに遺構であることが判明した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が2.02× 0,96m、 底部が1.65× 0,8mで深さは117cmで ある。

[覆土・堆積状況]断 面記録を欠 くが、精査時には炭化物粒を含む褐色土を主体とした堆積で、To aと推

測される火山灰をいずれの層にも含んでいなかったことを確認 している。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はオーバーハングし、底面から60cm付近で外反する。

[出土遺物]配 473の剥片石器が出土 している。 (第43・ 223図、写真図版246)

619号陥し穴 (第 136図、写真図版136)

[位置 。検出状況]I Ⅱ e10グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。 このタイプの陥し穴には、底面

中央部に小穴を確認することが多いため、注意 して掘り進めたが確認することはなかった。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1.54× 1,42m、 底部が1.02× 0,92mで深さは148cm

-250-



Ⅳ 検出された遺構
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Slm
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(617号 陥 し穴A― A')
1 7 5YR2/2 黒褐色 シル ト しまり中 粘性弱
2 7 5YR2/2 黒褐色 シル ト しまり中 粘性弱

黄褐色土粒小～中 5% 炭化物粒小～中 3%
3 7 5YR2/2 黒褐色シル ト しまり中 粘性弱

黄褐色土粒極小～小10% 炭化物粒小～中 5%
4 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性中
5 7 5YR2/3 極暗褐色シルト しまり弱 粘性中

黄褐色土粒極小 5%
しまり中 粘性弱

しまり中 粘性中
しまり中 粘性中

6 7 5YR3/2 黒褐色ンル ト

黄褐色土粒極小 2%
7 10YR3/3 暗褐色ンル ト
8 10YR3/4 暗褐色ンル ト

黄褐色土粒小～中10%
9 7 5YR3/4 暗褐色ンル ト
10 75YR3/2 黒褐色ンル ト
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く619号陥し穴〉

(619号 陥し穴A― Aつ
1 75YR3/2 黒褐色シル ト しまり中～強 粘性中 黄褐色土粒極小 2% 炭化物粒極小～小 2%
2 7 5YR3/2 黒褐色シル ト しまり中～強 粘性弱～中 褐色土粒小～極大20%

黄褐色土粒小～中15% 炭化物粒極小～打ヽ 5%
3 7 5YR3/4 暗褐色シル ト しまり強 粘性中 褐色土粒小～極大30% 黄褐色土粒小～中15%
4 75YR4/3 褐色 ンル ト しまり強 粘性弱～中 暗褐色土プロック大35% 炭化物粒小 2%
5 7 5YR3/2 黒褐色シル ト しまり中～強 粘性弱～中 褐色土プロック小～中20%

黄褐色土粒極小～小20% 炭化物粒小～中10%
6 7 5YR3/4 暗褐色シル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒極小35% 赤褐色土粒極小10%

炭化物粒中 5%
7 5YR4/3 褐色 ンル ト しまり中 粘性中 暗褐色土ブロック中20% 炭化物粒極小 2%
7 5YR3/3 暗褐色シル ト しまり中～強 粘性中 褐色土ブロック中～大15% 炭化物粒小 5%
7 5YR4/3 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中 暗褐色土粒小～大40% 炭化物粒中～大10%
7 5YR4/6 褐色ンル ト しまり中 粘性中～強 黒褐色土粒小～大
7 5YR3/4 暗褐色シル ト しまり弱～中 粘性中～強 黒褐色土 ブロック中20%
褐色土ブロック小10%
7 5YR4/6 褐色ンル ト しまり中～強 粘性強
7 5YR3/4 暗褐色シル ト しまり中 粘性中～強 褐色土プロック中～大25%
7 5YR3/2 黒褐色シル ト しまり強 粘性中 褐色土プロック小～中10%
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3 陥 し穴状遺構

である。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色上が堆積する。To aと推測される

火山灰はいずれの層にも含んでいない。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりはほぼ垂直で、底面から100cm付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

620号陥し穴 (第137図、写真図版137・ 288)

[位置・検出状況]IⅢ d2グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が2.08× 1.68m、 底部が1.54× 0,90mで深さは137

cmである。底面中央部付近に径20cln程度の小穴を持つ。深さは38cmである。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～明褐色土が堆積する。To aと推測され

る火山灰はいずれの層にも含んでいない。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりはほぼ垂直で、底面から50cm付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

621号陥し穴 (第187図、写真図版137・ 288)

[位置・検出状況]IⅢ d2グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]規 模は開口部が2.03× 1.60m、 底部が1,38× 0.87mで深さは123cmで ある。

[覆土 。堆積状況]黒 色土～褐色土が堆積する。To aと 推測される火山灰はいずれの層にも含んでいない。

自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりはほぼ垂直で、底面から60cnl付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

622号陥し穴 (第 187図、写真図版137)

[位置 。検出状況]IⅡ e9グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1,74× 1.44m、 底部が1× 0,72mで深さは148cmであ

る。底面やや北寄りのところに径約15cmの小穴を持つ。深さは40cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～明褐色土が堆積する。To aと推測され

る火山灰はいずれの層にも含んでいない。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりはほぼ垂直で、底面から120cm付近で外反する。

[出土遺物]出 上 していない。

623号陥し穴 (第 138図、写真図版137)

[位置 。検出状況]I Ⅱ g10グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.36× 1.06m、 底部が0.8× 0.8mで深さは116cmで ある。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒ほかを含む黒褐色土～褐色土が堆積する。To aと 推測される火山灰はいず
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Ⅳ 検出された遺構

(620号陥 し穴 A― A')
1 7 5YR2/2 黒掲色 ンル ト しまり中 粘性弱
2 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性弱

〈620号陥 し穴〉

古Шo2から

lIⅡ
e2から

SlmV21n

黄褐色土粒極小 5%
7 5YR2/3 極暗褐色ンル ト しまり中 粘性中
7 5YR3/2 黒掲色ンル ト しまり中 粘性中
黄褐色土粒極小 5%
7 5YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり弱 粘性中
7 5YR4/4 褐色 シル ト しまり中 粘性中
炭化物粒極小1%
75YR5/6 明褐色粘土質シル ト しまり弱
粘性中 黒色土粒含む
75YR5/4 鈍褐色粘土質シル ト しまり弱
粘性中
75YR5/6 明掲色粘土質ンル ト しまり中
粘性中 (地山崩落ブロック)

75YR4/4 褐色ンル ト しまり弱 粘性中～強
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(621号 陥 し穴A― A')
1 75YR2/2 黒褐色ンル ト
2 75YR2/2 黒褐色シル ト

黄褐色土粒極小10%
3 75YR2/1 黒色シルト
4 75YR3/1 黒褐色ンル ト

炭化物極小～小10%
5 75YR2/2 黒褐色ンル ト
6_7 5YR4/4 褐色ンル ト
7 7 5YR3/3 暗褐色ンル ト
8 7 5YR5/4 鈍褐色ンル ト
9 7 5YR3/2 黒褐色ンル ト

黄褐色土粒小～中 5%

く622号陥し穴〉
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(622号 陥し穴A― A')
1 7 5YR3/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極」ヽ 3% 炭化物粒小～中 5%
2 7 5YR3/2 黒褐色シル ト しまり中 粘性中 褐色土ブロック中～大30% 炭化物粒小 2%
3 7 5YR4/4 掲色粘土質 ンル ト しまり中～強 粘性中～強 暗褐色土ブロック中15%
4 7 5YR3/3 暗褐色シル ト しまり中～強 粘性中 褐色土ブロック中～大20%
5 7 5YR5/6 明褐色粘土質シル ト しまり強 粘性中～強
6 7 5YR4/4 褐色シル ト しまり中～強 粘性中～強 明褐色土 ブロック中10%
7 7 5YR4/3 褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中 暗褐色土粒中～極大15%
8 7 5YR5/6 明褐色粘土質シル ト しまり弱～中 粘性中
9 7 5YR5/6 明褐色粘土質シル ト しまり弱～中 粘性中～強
10 75YR3/2 黒褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中 明褐色土プロック小～中10%
11 75YR4/4 掲色粘土質シル ト しまり弱～中 粘性中～強
12 75YR3/3 暗褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中 明褐色土ブロック中～大15%

火山灰 (焼石山形火山灰YP)微量に含む

0        1        2m

心ノ

第 137図  620～ 622号陥 し穴
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3 陥し穴状遺構

れの層にも含んでいない。自然堆積と判断した。

[壁]壁 の立ち上がりはほぼ垂直で、底面から90cm付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

624号陥し穴 (第 138図、写真図版137)

[位置・検出状況]IⅢ glグ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形、規模は開口部が1.7× 1,16m、 底部が1,36× 0.44mで深さは98cmである。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒を含む黒色土～褐色土が堆積する。To― aと推測される火山灰はいずれの層

にも含んでいない。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から60cn付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

625号陥し穴 (第138図、写真図版138)

[位置・検出状況]IⅡ i9グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が2.56× 1.86m、 底部が1.61× 0.64mで 深さは180

cmである。底部両端に小穴を持つ。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色土～明褐色土が堆積する。断面図中 2層ならび

に 3層にはTo aと推測される火山灰が含まれる。自然堆積と判断 した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から80cm付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

626号陥し穴 (第 139図、写真図版138・ 289)

[位置・検出状況]IⅢ hlグ リッドほかに位置する。■層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形と推測される。規模は開口部が1.95× 1.32m、 底部が1,77× 0.64mで深さ

は11lcmで ある。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒を含む黒褐色土～褐色土が堆積する。To― aと 推測される火山灰はいずれの

層にも含んでいない。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急で、底面から60cm付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

627号陥し穴 (第 139図、写真図版138)

[位置・検出状況]」 Ⅱ e10グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1.92× 1.54m、 底部が1.52× 056mで深さは143

C14で ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色土～明褐色土が堆積する。To aと推測される

火山灰はいずれの層にも含んでいない。自然堆積と判断した。
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〈623号陥 し穴〉
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(623号 陥し穴A― Aり
1 75YR3/2 黒褐色シル ト しまり中～強 粘性中

黄褐色土粒小～中 2%
2 7 5YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性中 褐

色土ブロック小～中10% 黄褐色土粒中 5%
3 75YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり中～強 粘性中

褐色土ブロ ノク中10% 黄褐色土粒中 5%
4 75YR3/3 暗褐色 ンル ト しまり中 粘性中 黄

褐色土粒極小～大30%
5 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性中

黄褐色土粒極小～小 5%
6 75YR2/2 黒褐色シル ト しまり弱 粘性中 黄

掲色土粒極小～中20%
7 75YR4/4 褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中～

強 暗褐色土ブロック大30%
8 75YR3/3 暗褐色粘土質 ンル ト しまり強 粘性強

褐色土プロック中～大15%
9 75YR3/4 暗褐色シル ト しまり中 粘性中 褐色

土プロック小15% 黄褐色土粒小～中10%
10 75YR2/2 黒褐色シル ト しまり弱～中 粘性中～

強 褐色土粒小25%
11 75YR3/4 暗褐色粘土質シル ト しまり弱 粘性強

褐色土粒小25%
12 75YR4/4 褐色粘土質シル ト しまり中～強 粘性

強 黒褐色土粒小～中25%

Ⅳ 検出された遺構
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(624号 陥 し穴A― A')
1 75YR2/2 黒褐色 シル ト
2 75YR2/1 黒色 ンル ト
3 75YR3/2 黒褐色 ンル ト
4 75YR2/2 黒褐色 ンル ト
5 75YR4/3 褐色 ンル ト
6 75YR4/4 褐色シル ト

しまり中 粘性弱
しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小20%

しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小30%
しまり弱  粘l■弱

しまり弱 粘性弱
しまり中 粘性中 だ

卜

く625号陥し穴〉

A'
当

(625号 陥し穴A― A')
1 75YR17/1 黒色シル ト しまり弱 粘性弱
2 10YR5/6 黄褐色ンル ト しまり中 tn‐性なし (To a火 山灰を含む層)

3 2 5YR3/4 浅黄褐色砂質シル ト しまり中～強 粘性なし (TO a火 山灰層)

4 7 5YR5/6 明褐色シル ト しまり中～強 粘性弱 黄褐色土粒極小 1%
炭化物粒極小 1%

5 7 5YR5/6 明褐色ンル ト しまり中 粘性弱 (4層より明るい)

6 7 5YR4/4 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱
7 7 5YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒極小10%
8 7 5YR4/6 褐色シル ト しまり弱 粘性弱
9 7 5YR4/3 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱
10 75YR4/3 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～小20%
11 75YR4/4 褐色 ンル ト しまり弱 粘性弱
12 75YR4/3 褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 1%
13 75YR5/6 明褐色粘土質 ンル ト しまり弱～中 粘性中 (地山崩落土)

14 75YR3/3 暗褐色シル ト しまり弱 粘性中 炭化物粒極小～小 3%

第138図 623～ 625号陥し穴
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3 陥 し穴状遺構

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はほば垂直に立ち上がり、底面から90cm付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

628号陥し穴 (第139図、写真図版138)

[位置・検出状況]JⅡ e10グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。遺構は調査区南側の林道にかかっており、遺構の一部を把握することができなかった。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなすと推測される。規模は開口部が(2.4)× (1.5)m、 底部が (1.9)×

(0.84)mで深さは150cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色土～明褐色土が堆積する。To aと推測される

火山灰はいずれの層にも含んでいない。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はほぼ垂直に立ち上がり、部分的にオーバーハングする。

[出土遺物]出 土 していない。

701号陥し穴 (第140図、写真図版139・ 289)

[位置 。検出状況]BⅢ dlグ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形で、底面は溝状をなす。規模は開口部が1.78× 1.2m、 底部が1.58× 0.28m

で深さは135cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒を含む褐色土～明褐色上が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりはほぼ垂直で、底面から100cm付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

702号陥し穴 (第140図、写真図版139)

[位置・検出状況]BⅢ j7グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は不整な楕円形で、底面は長方形をなす。規模は開口部が2.2× 122m、 底部が

1,75× 0.26mで 深さは164cnlで ある。

[覆土・堆積状況]最 上層に黒色土、その下に暗褐色土が堆積 し以下は褐色土主体の堆積である。断面図中

3層にはTtt aと推測される火山灰が含まれる。自然堆積と判断 した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急で、底面から90c14付近で外反が強まる。

[出土遺物]出 土 していない。

703号陥し穴 (第141図、写真図版139)

[位置・検出状況]CⅢ  a6グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形で、底面は長方形をなす。規模は開口部が2.5× 1,42m、 底部が1.68× 0.36

mで深さは169cmである。

[覆土・堆積状況]黒 色土～明黄褐色上が堆積する。断面図中 2層 と3層には、TO aと推測される火山灰

が含まれる。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりは急で、底面から■Ocm付近で外反が強まる。
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〈626号陥し穴〉
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Ⅳ 検出された遺構

〈627号陥 し穴〉
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(626号 陥 し穴A―A')
1 75YR2/2 黒褐色シル ト しまり中 粘性弱
2 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性弱
3 75YR2/3 極暗褐色 ンル ト しまり中 粘性弱

黄褐色土粒極小～小10%
4 75YR3/2 黒褐色 シル ト しまり弱 粘性弱

黄褐色土粒極小～小30%
5 75YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり弱 粘性中
6 75YR3/3 暗褐色ンル ト しまり中 粘性中
7 7 5YR4/4 褐色 シル ト しまり中 粘性中
8 75YR3/2 黒掲色ンル ト しまり中 粘性中
9 7 5YR4/4 掲色 シル ト しまり中 粘性中
10 75YR2/2 黒褐色 シル ト しまり中 粘性中

黄褐色土粒小～中10%
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(628号 陥 し穴A― Aり
1 7 5YR2/1 黒色 ンル ト しまり中～強 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 3%
2 7 5YR2/2 黒褐色シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小20%

炭化物粒極小～中 5%
3 7 5YR2/1 黒色 ンル ト しまり弱  粘性中 黄褐色土粒極小～小20%
4 7 5YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 1%
5 7 5YR3/3 暗褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中 黄褐色土粒極小～小30%

炭化物粒極小 5%
6 7 5YR5/6 明褐色シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%
7 10YR5/8 黄褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中 黒色土粒20%程度含む
8 7 5YR3/4 暗褐色ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒極小10%
9 7 5YR2/1 黒色 ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土ブロック中～大80%
10 75YR5/4 鈍褐色ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒極小10%
■ 7 5YR5/6 明褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中
12 75YR5/4 鈍褐色ンル ト しまり弱 粘性中 黒色土粒20%含む
13 75YR5/4 鈍褐色 ンル ト しまり中～強 粘性中 黄褐色土粒小10%
14 75YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり強 粘性中 黄褐色土粒小～中10%
15 75YR4/6 褐色 ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小～小 3%

(627号 陥し穴A― A')
1 75YR2/1 黒色 シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小 1% 炭

化物粒極小 1%
2 75YR2/1 黒色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小10%
3 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒極オヽ～小20

% 炭化物粒極小 1%
4 75YR2/3 極暗褐色シル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒極小30%
5 75YR5/4 鈍褐色シル ト しまり弱 粘性中
6 7 5YR4/4 掲色ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒極小～小10%
7 75YR2/2 黒褐色シル ト しまり弱 粘性中
8 75YR5/6 明褐色粘土質シル ト しまり弱 粘性中
9 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒極小20%
10 75YR4/3 褐色シル ト しまり中～強 粘性中 黄褐色土粒極小 5%

炭化物粒極小 5%

0        1        2m

第139図 626～ 628号陥し穴
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3 陥し穴状遺構
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く703号陥し穴〉

Ⅳ 検出され.た遺構
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3 陥し穴状遺構

[出土遺物]出 土 していない。

704号陥し穴 (第 141図、写真図版139)

[位置・検出状況]CⅢ  e4グ リッドほかに位置する。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形で、底面は長方形をなす。規模は開口部が2.18× 1.38m、 底部が1,74× 0,86

mで深さは146c14で ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色土～褐色土が堆積する。To aと 推測される火

山灰はいずれの層にもふくんでいない。自然堆積と判断 した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりはほぼ垂直で、底面から90cm付近のところで外反する。

[出土遺物]出 上 していない。

705号陥し穴 (第 142図、写真図版140)

[位置・検出状況]CⅢ  e4グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形で、底面は長方形をなす。規模は開口部が2.34× 142m、 底部が1,68× 0。 26

mで深さは169c14で ある。

[覆土・堆積状況]黒 色土～褐色上が堆積する。断面図中 2層にはTo aと推測される火山灰が含まれる。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりはほぼ垂直で、底面から120cm付近のところで外反する。

[出土遺物]Nα475の剥片石器が出土 している。 (第48・ 223図、写真図版246)

706号陥 し穴 (第142図、写真図版140)

[位置・検出状況]CⅢ  f8グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形で、底面は長方形をなす。規模は開口部が1.88× 1.2m、 底部が1.47× 0.44

mで深さは133c14で ある。底面中央部付近に径15cm程度の小穴を持つ。深さは20cmである。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色土～褐色土が堆積する。To aと 推測される火

山灰はいずれの層にも含まれない。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりはほぼ垂直で、底面から90cm付近のところで外反する。

[出土遺物]Nα888の上器が出土 している。 (第43・ 137図、写真図版203)

707号陥し穴 (第 142図、写真図版140)

[位置 。検出状況]CⅢ  i8グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は不整な楕円形で、底面は長方形をなす。710号陥し穴と同タイプと考えられる。

規模は開回部が1.8× lm、 底部が1.68× 0.27mで深さは144cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～明褐色上が堆積する。To― aと推測され

る火山灰はいずれの層にも含まれない。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から90cm付近のところで外反する。長軸方向の壁も同

様であるが、北側の壁はオーバーハングしている。
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(705号陥 し穴〉

萬上        高

Ⅳ 検出された遺構

(705号 陥 し穴A― A')
1 7 5YR2/1 黒色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒小

10%
2 10YR5/6 黄褐色砂質 ンル ト しまり中 粘性なし 火

山灰ブロック大～極大30～ 50%
3 75YR4/6 褐色ンル ト しまり中 粘性中
4 75YR4/4 褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒小

5%
5 7 5YR4/6 褐色 ンル ト しまり弱 粘性中 (3層 より

やや暗い)

6 10YR4/6 褐色 ンル ト しまり弱 粘性中
7 7 5YR4/4 褐色シル ト しまり弱 粘性中
8 7 5YR4/3 褐色ンル ト しまり弱 粘性中

〈707号陥 し穴〉
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(706号 陥 し穴A― A')
1 75YR2/1 黒色 ンル ト
2 7 5YR3/2 黒褐色 ンル ト
3 7 5YR4/4 褐色 ンル ト
4 7 5YR4/3 褐色ンル ト
5 7 5YR4/3 褐色ンル ト
6 10YR4/6 褐色 ンル ト
7 7 5YR3/3 暗褐色 ンル ト

しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小20%
しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1～ 3%

しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 5%
しまり弱～中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小20%
しまり中 粘性中 炭化物粒小10%
しまり中 粘性中

しまり弱 粘性中 黄褐色土粒小10%
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(707号 陥 し穴A― A')
1 75YR4/4 褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物It小20%
2 75YR2/3 極暗褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 5% 責褐色土粒小10%
3 75YR4/3 褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 5%
4 75YR3/2 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小10% 責褐色土粒小10%
5 75YR4/6 褐色シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒小10%
6 75YR5/6 明褐色粘土質 ンル ト しまり弱 粘性中
7 75YR2/2 黒掲色シルト しまり弱 粘性弱
8 75YR3/8 暗褐色ンルト しまり弱 粘性中

0        1        2m

第142図  705～ 707号陥し穴
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8 陥し穴状遺構

[出上遺物]Nα889の上器が出土 している。 (第43・ 137図、写真図版203)

708号陥し穴 (第143図、写真図版140)

[位置・検出状況]DⅢ  c6グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は溝状、規模は開口部が3.13× 0.9m、 底部が3.11× 0。 14mで深さは114cmで ある。

[覆土・堆積状測  炭化物粒ならびに黄褐色土粒を含む褐色土～明褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁の立ち上がりはほぼ垂直で、底面から80om付近のところで外反する。長軸方向の壁も

同様であるが、南西側の壁はややオーバーハングする。

[出土遺物]出 上 していない。

709号陥し穴 (第 143図、写真図版141)

[位置・検出状況]DⅢ  c6グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が129× 1.28m、 底部が0.66× 0.65mで深さは117cm

である。底面に径10cm程度の小穴を 3箇所確認 した。深さはいずれも20～ 30omで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒色土～明褐色上が堆積する。断面図中 4層は、構

成物質の粒径などから火山灰層と推測されるが、他の遺構で確認されているTo― a層とは色調が若千異なり、

責色の割合が強い。むしろ地山面からlm程度のところで確認される山形軽石 (YP)に近い色調である。

4層以下は人為堆積の可含静陛が高い。

[壁]壁 の立ち上がりはほぼ垂直で、底面から70c14付近のところで外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

710号陥し穴 (第 143図、写真図版141)

[位置・検出状況]CⅢ  g9グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1,76× 0,82m、 底部が1.64× 0.26mで 深さは128

C14で ある。底面中央部付近に径 5 cm程度の小穴を持つ。深さは22cmで ある。

[覆土 。堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色土が堆積する。To aと推測される

火山灰はいずれの層にも含んでいない。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から80cm付近のところで外反する。長軸方向の壁はオー

バーハングして立ち上がり、底面から80cm付近で外反する。

[出土遺物]Nα890の上器が出土 している。 (第43・ 137図、写真図版203)

711号陥し穴 (第 144図、写真図版141)

[位置・検出状況]CⅢ  h4グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形で、底面は長方形をなす。規模は開口部が2.6× 1.12m、 底部が1.68× 0.3

mで深さは178cmで ある。

[覆土・堆積状況]覆 土最上部に黒色土とTo― a火山灰層と推測される明褐色土層が堆積 し、以下は褐色土
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Ⅳ 検出された遺構
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(708号 陥 し穴A― Aつ
1 75YR4/4 褐色 シル ト しまり弱 粘性弱
2 75YR5/6 明褐色シル ト しまり中 粘性弱

炭化物粒極小～小10% 黄褐色土粒小30%
3 75YR5/6 明掲色シル ト しまり中 粘性中

炭化物粒極小 5%(2層より明るい)

4 75YR4/4 褐色ンル ト しまり弱 粘性弱
5 75YR5/6 明褐色シル ト しまり中 粘性中

(3層より明るい)

ヽ
革 ヽ

町

　

日

ｏ
ｏ
め
⇔
∞
且

ｒ
卜

(710号 陥し穴A― Aり
1 75YR3/4 暗褐色シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒小10%
2 7 5YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小～小10%
3 7 5YR4/3 褐色シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 5%
4 7 5YR2/3 極暗褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中 黄褐色土粒中20%
5 7 5YR3/4 暗褐色 シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小～小 5%

黄褐色土粒極小～中10%
6 75YR5/6 明褐色粘土質シル ト しまり中 粘性中 (崩 落ブロック)

7 75YR3/3 暗褐色 ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒小～中10%
8 75YR2/1 黒色シル ト しまり弱 粘性中
9 7 5YR3/2 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性中
10 75YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物粒極小 5%

しまり弱 粘性弱 炭化物粒小10% 黄褐色土粒極小～小10%
しまり中 粘性弱 黄褐色土粒小30%

しまり中 粘性中
卜 しまり中～強 粘性なし (火 山灰 ?)
しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小10%
しまり弱 粘性中 黄褐色土粒極小20%

拶くゞ 幹

frT

牌
89500m

4 10YR6/8 明黄褐色ンル
5 75YR5/8 明褐色ンル ト
6 75YR3/3 暗褐色ンル ト

0         1        2m

第143図 708～ 710号陥し穴
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3 陥し穴状遺構

主体の堆積である。地山との見極めが難 しかったが、上のしまり具合の違いをを手がかりに掘 り進めたとこ

ろ、結果として陥し穴状に掘 り上がった。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はほば垂直に立ち上がり、底面から100c14付近のところで外反する。

[出土遺物]出 上 していない。

712号陥し穴 (第 144図、写真図版141)

[位置 。検出状況]FⅢ b3グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形で、底面は長方形をなす。規模は開口部が1.86× 1.62m、 底部が1.28× 0.68

mで深さは135cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物粒ならびに黄褐色土粒を含む極暗褐色土～褐色土が堆積する。To aと 推測され

る火山灰はいずれの層にも含んでいない。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりはほば垂直で、底面から90cm付近のところで外反する。

[出土遺物]N6474の 剥片石器が出上 している。 (第44。 223図、写真図版246)

713号陥し穴 (第 144図、写真図版142)

[位置 。検出状況]FⅢ c4グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形で、底面は長方形をなす。規模は開口部が 2× 1.5m、 底部が1.18× 07m

で深さは133c14で ある。

[覆土・堆積状況]炭化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色～明褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁の立ち上がりはほぼ垂直で、底面から80cn付近のところで外反する。

[出土遺物]出 土していない。

801号陥し穴 (第 145図、写真図版142)

[位置 。検出状況]LⅣ jlグ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は溝状、規模は開口部が3.76× 0.54m、 底部が3.63× 0.16mで深さは91calで ある。

[覆土 。堆積状況]黄 褐色土粒を含む極暗褐色土～明褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はほぼ垂直に立ち上がる。

[出土遺物]出 土 していない。

802号陥し穴 (第 145図、写真図版142)

[位置 。検出状況]LⅣ  i3グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]遺 構西側の大部分が現代の炭窯によって切 られている。

[平面形・規模]平 面形は溝状、規模は開口部が(4.1)× 0.5m、 底部が4.22× 0.08mで深さは117cmである。

[覆土・堆積状況]炭化物粒ならびに黄褐色土粒を含む黒褐色土～褐色上が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほば垂直に立ち上がり、底面から100cm付近のところで外反する。

[出土遺物]出 上していない。
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Ⅳ 検出された遺構

(7■号陥 し穴A― Aつ
1 75YR2/1黒 色 ンル ト しまりほとんどな し 粘性な し
2 10YR7/6明 褐色砂質 ンル ト しまり中 粘性 な し (火 山灰層 To― a?)
8 7 5YR5/6明 褐色 ンル ト しまり弱 粘性中
4 7 5YR4/6褐 色 シル ト しまり弱 粘性中 炭化物粒極小3%
5 7 5YR4/6褐 色 ンル ト しまり弱～中 粘性中  (4層より明 るい色 )

6 7 5YR4/4褐 色 シル ト しまり弱～中 粘性中
7 7 5YR4/3掲 色 ンル ト しまり弱～中 粘性中
8 7 5YR5/6明 褐色粘土質 シル ト しまり中 粘性中
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(713号 陥し穴A― A')
1 7 5YR3/2 黒褐色シル ト

黄褐色土粒小 5%
2 75YR3/2 黒褐色シル ト
3 75YR4/3 褐色 ンル ト
4 75YR4/4 褐色 ンル ト
5 75YR2/2 黒褐色ンル ト

黄褐色土粒小10%

しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒小20%

しまり中 粘性弱 炭化物粒小 5%
しまり弱～中 粘性中 炭化物粒小 3%
しまり弱～中 粘性弱

しまり中 粘性中 炭化物粒小～中30%だ
ト

Ａ
引

(712号 陥 し穴A― A')
1 7 5YR4/3 掲色 シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 5%
2 75YR3/3 暗掲色シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒小10% 黄褐色土粒小 5%
3 75YR5/6 明褐色シル ト しまり中 粘性中
4 75YR2/3 極暗褐色ンル ト しまり弱～中 粘性中 炭化物粒小～中20% 黄褐色土粒小30%
5 75YR3/3 暗褐色シル ト しまり弱～中 粘性中 炭化物粒小～中40%
6 75YR3/4 暗褐色 シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小～小10% 黄褐色土粒小10%
7 75YR4/4 褐色シル ト しまり中 粘性中
8 75YR4/4 褐色シル ト しまり弱 粘性中 炭化物粒小～中80%
9 75YR4/4 褐色 ンル ト

6 75YR4/4 褐色シル ト しまり弱～中 粘性中 炭化物粒小 5%
7 7 5YR3/3 暗褐色ンル ト しまり弱 粘性中 炭化物粒小1眺

黄褐色土粒小 5%
8 75YR4/6 褐色シル ト しまり中 粘性中

75YR2/3 極暗褐色 シル ト しまり中 粘性中
75YR5/6 明褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中
75YR3/4 暗褐色ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒小10%
75YR5/6 明褐色粘土質 シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒小 3%

0         1         2m

第144図 711～ 713号陥し穴
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3 陥し穴状遺構

803号陥し穴 (第 145図、写真図版142)

[位置・検出状況]MⅣ b6グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。遺構精査

を進めていったところ、調査区南側に隣接するため池の水位よりも、遺構の底面が低いところに位置するた

め掘り進めるほどに湧水がおこり、遺構底面を確認することができなかった。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は溝状をなす。規模は開口部が(3.22)× 0.76m、 底部が(1,92)× 0.22mで 確認でき

た深さは約60cnlで ある。

[覆土・堆積状況]確 認できた部分では黒褐色土～明褐色土が堆積する。自然堆積と推測される。

[壁]他 の遺構とほぼ同様の形態をなすと考えられることから、壁はほぼ垂直と推定される。

[出土遺物]出 土 していない。

804号陥し穴 (第 145図、写真図版143)

[位置 。検出状況]MⅣ e2グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形で、底面は長方形をなす。規模は開口部が2.04× 0,88m、 底部が1.76× 0.32

mで深さは129cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒 色土～明褐色土が堆積する。To aと推測される火山灰はいずれの層にも含まれてい

ない。自然堆積と判断 した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から70c14付近のところで外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

805号陥し穴 (第146図、写真図版143)

[位置 。検出状況]MⅣ d8グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。遺構は調査区東側の道路にかかっており、遺構の一部を把握することができなかった。

[平面形・規模]平 面形は溝状をなす。規模は開口部が(3.09)× 1.06m、 底部が(2,98)× 0.14mで深さは125

cmである。

[覆土・堆積状況]黒 色土～褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から90cm付近のところで外反する。長軸方向の壁はほ

ぼ垂直に立ち上がる。

[出土遺物]出 土 していない。

806号陥し穴 (第146図、写真図版143)

[位置 。検出状況]MⅢ f9グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。遺構は調査区東側の道路にかかっており、遺構の一部を把握することができなかった。

[平面形・規模]平 面形は溝状、規模は開口部 (1.且 6)× 0.42m、 底部が (0.98)× 0.07mで深さは108cmであ

る。

[覆土・堆積状況]黒 色土～褐色土主体の堆積である。自然堆積と判断 した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はほぼ垂直に立ち上がる。

[出土遺物]出 土 していない。
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Ⅳ 検出された遺構

く801号陥し穴〉
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(801号 陥 し穴A― A')
1 75YR2/3 極暗褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 5%
2.75YR4/3 褐色シル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒小10%
3 75YR5/6 明褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中
4 75YR4/6 褐色シル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒小30%

く803号陥 し穴〉

亀上

四
T

(803号 陥 し穴A― A')
1 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒小3%

黄褐色土粒極小～小5%
2 7 5YR5/6 明褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中
3 7 5YR4/3 褐色シル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒小20%
4 75YR5/6 明褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中

(802号 陥 し穴A一 Al)
1 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄掲色土粒小20%
2 10YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性中 炭化物粒極小～小10%

黄褐色土粒極小～小30%
3 10YR5/6 黄褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中
4 75YR4/4 褐色シル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒小10%
5 75YR4/3 褐色 ンル ト しまり弱 粘性中 炭化物粒小～中 5%

黄褐色土粒小30%
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(804号 陥 し穴A― A')
1 75YR2/1 黒色シル ト しまり弱～中 粘性弱
2 75YR2/2 黒褐色シル ト しまり弱～中 粘性中 黄褐色土粒小 5%
3 75YR3/2 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土粒小 1～ 3%
4 75YR3/3 暗褐色シル ト しまり弱 粘性中
5 7 5YR4/4 褐色シル ト しまり中 粘性中
6 75YR5/6 明褐色粘土質 ンル ト しまり弱 粘性中～強
7 75YR5/4 にない褐色ンル ト しまり弱 粘性中
8 75YR5/4 にぶい褐色 シル ト しまり弱 粘性中 (7層よりやや明るい)

9 75YR5/4 にない褐色 シル ト しまり弱～中 粘性中 (8層よりやや暗い)
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3 陥し穴状遺構

(305号陥 し穴〉
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(305号 陥し穴A― A')
1 75YR2/1 黒色 シル ト しまり弱～中 粘性弱
2 75YR3/3 暗褐色 ンル ト しまり中 粘性中
3 7 5YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性弱
4 7 5YR4/6 褐色粘土質 ンル ト しまり中 粘性中
5 7 5YR3/2 黒褐色 ンル ト しまり弱 粘性中

mT

距
路a叫 '

(806号 陥 し穴A― Aり
1 75YR2/3 極暗褐色ンル ト しまり中 粘性弱

;:れ評託先曇亀とし舟卜
しをま夕弱増幣弱粘性弱黄褐色土lth

;i狩評説究彊糧9糠キ質とま】弱塩逸串蟹糟雹至題蓬示足羊品坊
6 基本土層の3層

o         1        2m

第146図  805・ 806号陥 し穴

く806号陥 し穴〉
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901号陥し穴 (第147図、写真図版289)

[位置 。検出状況]EⅢ  h7グ リッドに位置する。Ⅲ層中で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1.64× 0。 72m、 底部が1.32× 0,44mで深さは106

cmである。底面に小穴を 4基確認 した。いずれも楕円形で径 5 cm、 深さは 5 cm～10cm程度である。

[覆土・堆積状況]炭 化物ならびに黄褐色土粒を含む黒色～暗褐色土が堆積する。15層 はしまりが強 く、

上面が底面であった可含旨l■がある。これ以外は自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はほぼ垂直に立ち上がる。

[出土遺物]出 土 していない。

902号陥し穴 (第147図、写真図版289)

[位置 。検出状況]DⅢ f10グ リッドほかに位置する。Ⅲ層中で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は不整な楕円形をなす。規模は開口部が1.75× 0.84m、 底部が1.39× 0.28mで深さ

は118cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物を含む黒色～暗褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁] 短軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から90cm付近のところで外反する。長軸方向の東壁は
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く902号陥 し穴〉
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Ⅳ 検出された遺構

(901号陥し穴A― A')
1 75YR2/1 黒色 ンル ト しまり中 粘性弱 下面の低いところに炭化物はいる 黄褐色土粒微量
2 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物極微量 黄褐色土粒 1層より多い
3 75YR2/2 黒褐色ンル ト 主体± 2層に似るが黄褐色土粒極微量  しまりも2層 より弱く色調も

やや暗い
4 75YR2/1 黒色 ンル ト しまりやや弱 粘性中 炭化物微量 黄褐色土粒極微量
5 7 5YR2/2 黒褐色ンル ト しまりやや弱 粘性中 黄褐色土大プロック (径 5～ 10c l)含む (壁崩落土 ?)
6 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまりやや弱 粘性中 炭化物・黄褐色土粒極微量
7 5層 と似る
8 7 5YR2/2 黒褐色ンル ト 最も炭化物多 くしまり弱い層 粘性中 炭化物少量 黄褐色土ブロック

極微量
9 7 5YR2/210YR2/2 黒褐色シル ト 粘性中 黄褐色土やや多畳
10 8層 に似るが 8層 より炭化物少ない
11 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土ブロックやや多量 (壁崩落)9層 に似る
12 75YR2/2 黒褐色シル ト しまりやや弱 粘性中 炭化物極微量 黄掲色土小～大プロック

(径 511d～ 5 cm)少 量
13 75YR2/2 黒褐色 シル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土極小ブロック極微量 きれいな層
14 13層 に似る
15 75YR3/4 暗褐色ンル ト しまり強 粘性中 黄褐色土ブロック大量 掘方埋土 ?

(902号 陥 し穴A― A')
1 75YR2/1 黒色 シル ト しまり中 粘性弱 75YR2/2黒 褐色土多量
2 75YR2/1 黒色 シル ト しまり中 粘性弱 7 5YR2/2黒褐色土多量

黄褐色土プロック少量
3 75YR2/1 黒色シル ト しまり中 粘性弱 75YR2/2黒 褐色土・

黄褐色土ブロック大きく (径～10ed)混 じる
4 75YR2/1 黒色シル ト しまり中 (他 よりしまる)ra性弱 炭化物

(径～ 8 cI)少量 (目 立つ)黒 味強 くきれいな層
7 5YR2/2 黒褐色 シル ト しまり弱 粘性弱 黄褐色土ブロック細かく極微量
黄褐色土ブロック層 しまり中
75YR2/1 黒色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物 (径～ 5 mm)微 量
75YR2/1 黒色 ンル ト しまり中 粘性弱 主体土・黄褐色土ブロック極微量
75YR2/2 黒褐色土大量

9 75YR2/1 黒色ンル ト しまり中 粘性弱 責褐色土小ブロック (径 ～ l cm)少 量
10 75YR2/1 黒色ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土ブロック細かく微量

壁際は粒径大きくなる
11 75YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性中 黄褐色土ブロックやや多量
12 黄褐色土プロック層  しまり強
13 75YR2/1 黒色ンル ト しまりやや弱 粘性中

上部に黄褐色土ブロック少量
14 11層 に似る
15 黄褐色土プロック層  しまり弱 粘性中
16 75YR2/1 黒色 ンル ト しまり弱 粘性中 7 5YR3/4暗褐色土多量
17 75YR3/4 暗褐色 シル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土ブロック大量
18 75YR2/1 黒色 ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土プロック細かく微量
19 75YR2/1 黒色 ンル ト しまり弱 粘性中 きれいな層
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3 陥し穴状遺構

垂直、西壁はややオーバーハングして立ち上がり、底面から100cm付近で外反する。

[出土遺物]出 上 していない。

903号陥し穴 (第148図、写真図版289)

[位置 。検出状況]DШ  e9グ リッドほかに位置する。Ⅲ層中で検出した。

[重複]な し。

[平面形・ 規模]平 面形は不整楕円形をなす。規模は開口部が1.85× 0,9里 m、 底部が1,94× 0,32mで深さは

124cmで ある。底面中央部付近に径 5 cm程度の小穴を 2基持つ。深さは10cmと 15cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物ならびに黄褐色土粒を含む黒色～黄褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁] 短軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から85m付近のところで外反する。長軸方向の壁はオー

バーハングして立ち上がる。

[出土遺物]No2004～2006の上器が出土 している。 (第294図、写真図版298)

904号陥し穴 (第148図、写真図版290)

[位置・検出状況]DⅢ d10グ リッドほかに位置する。Ⅲ層中で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開回部が2.38× 1.80m、 底部が1.50× 0.44mで深さは120

cmで ある。底面に小穴を17基確認 した。いずれも円形で径 5～ 10cm、 深さは20～ 30cm程度のものが大半を

占める。

[覆土・堆積状況]炭 化物ならびに黄褐色土粒を含む黒色～黄褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から30～60cm付近のところで外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

905号陥し穴 (第 149図、写真図版290)

[位置 。検出状況]DⅢ  c9グ リッドほかに位置する。Ⅲ層中で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1.93× 1.24m、 底部が1.45× 0.31mで深さは134

cmである。底面中央部付近に径10cal程度の小穴を持つ。深さは20cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物ならびに黄褐色土粒を含む黒色～黄褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁] 短軸方向、長軸方向ともに壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から70cl■付近のところで外反する。

[出土遺物]出 上 していない。

906号陥し穴 (第149図、写真図版290)

[位置・検出状況]DⅢ  b9グ リッドほかに位置する。Ⅲ層中で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が1.84× 0.89m、 底部が1.29× 0.26mで深さは106

cmである。底面に小穴を 6基確認 した。いずれも円形で径10cm、 深さは20～ 25cm程度である。

[覆上 。堆積状況]炭 化物を含む黒色～黄褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁] 短軸方向、長軸方向ともに壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から70cm付近のところで外反する。

[出土遺物]出 土 していない。
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く903号陥し穴〉

Ⅳ 検出された遺構

(903号 陥 し穴A―Aり SK-15
1 75YR2/2 黒褐色 シル ト しまり強 粘性弱 炭化物細かく少量

黄褐色土粒微量
2 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり強 粘性弱 炭化物微量

黄褐色土ブロック大きく少量
3 7 5YR2/1 黒色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物微量

黄褐色土ブロックやや多量 2層と混ざり方似る
4 2層に似るが黄褐色土ブロックやや多く細かい

5 黄褐色土ブロック層 しまり強 粘性強い

6 75YR2/1 黒色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物・黄褐色土ブロック極微量
きれいな層

7 7 5YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性中 炭化物細かく微豊
黄褐色土小プロック (径～ l ctl)少 量

8 7 5YR2/2 黒褐色 ンル ト しまりやや弱 粘性中 炭化物極微量
黄褐色土ブロック少量

9 黄褐色土プロック層 しまり中 粘性中 75YR3/4暗 褐色土含み
やや汚れる

10 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまりやや弱 粘性中 炭化物 (径～ 2 cm)微量
75YR3/4 暗褐色土大量 黄褐色土プロック少量 (西側に多い)

11 75YR3/4 暗褐色ンル ト しまりなし 1粘性中 0層 に似るがやや明るく
炭化物含まない

12 75YR2/1 黒色シル ト しまりなし 粘性中 黄褐色土プロック少量
底面とはぼ平行して層状に堆積

13 責褐色土ブロック層 しまりなし 粘性中
14 75YR2/1 黒色 ンル ト しまりなし 粘性中 75YR2/2黒 褐色土多量

黄褐色土ブロック細かく微量

(904号 陥し穴A― A')
全体に茶味 75YR3/4暗 褐色、7 5YR4/4褐色に近い

1 75YR2/1 黒色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物微量の
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〈904号陥 し穴〉
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きれいな層
75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物微量
黄褐色土粒極微量
7 5YR3/4 暗褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄味強い

炭化物微量 黄褐色土粒少量
7 5YR3/4 暗褐色ンル ト しまり中 粘性弱 黄味強い

3層 より炭化物・黄褐色土粒少ない

黄褐色土プロック層 しまり中 粘性弱 炭化物・

黄褐色土粒極微量
7 5YR3/4 暗褐色ンル ト しまり中 粘性中 炭化物極微量
黄褐色土中プロック (径～ 2 cl)少量
6層に似るが黄褐色土ブロックの粒径大きい (径 2～ 5 ol)

75YR2/2 黒褐色 シル ト 粘性弱 主体土ブロック少量
75YR3/4暗 褐色土やや多量 黄褐色土ブロック大量
6層 に似るが しまりやや弱 黄褐色土ブロックもやや細かい

75YR2/2 黒褐色 シル ト しまり中 粘性弱
黄褐色土ブロック細か く微量
75YR2/2 黒褐色 シル ト しまり中 粘性弱 炭化物微量
黄褐色土 ブロック細かく微量
7 5YR3/4 暗褐色 シル ト しまり中 粘性中
黄褐色土 ブロック多量
75YR2/2 黒掲色 シル ト しまりやや弱 粘性弱
炭化物少量 (目 立つ)黄 褐色土ブロック細か く微量
7 5YR3/4 暗褐色 ンル ト しまりやや弱 粘性中
黄掲色土 ブロック少量
7 5YR3/4 暗褐色シル ト しまりやや弱 粘性中
黄褐色土 プロック微量 黒味強い
7 5YR3/4 暗褐色 ンル ト しまりやや弱 粘性中
炭化物 (径～ l cll)目 立つ 黄褐色土小ブロック (径～ l cnl)

7 5YR3/4 暗褐色シル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土大量
黄褐色土プロック層 しまり弱 粘性中
黄褐色土ブロック層 しまり弱 粘性中 18層よりやや暗い

75YR3/4 暗褐色 シル ト しまり弱 粘性中
黄褐色土ブロック細かく微量
75YR3/4 暗褐色 シル ト しまり弱 粘性中
黄褐色土大ブロック (径～ 5 cl)少量
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3 陥し穴状遺構

く905号陥し穴〉
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〈906号陥 し穴〉

ぷ

(905号 陥し穴A― A')
1 75YR2/2 黒褐色 シル ト しまり中 粘性弱 茶味強い 炭化物・赤色粒・黄褐色土粒細か く少量
2 1層 に似るがやや黒味 炭化物少ない
3 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物微量 黄褐色土粒極微量
4 75YR2/1 黒色 シル ト しまり中 粘性中 炭化物極微量 主体土ブロック少量・黄褐色土プロック

多量・ 75YR2/2黒 褐色土プロック多量が大きく (径～10cm)混 じる
5 75YR2/1 黒色 ンル ト 粘性弱 炭化物極微量 75YR2/2黒掲色土大ブロック (径～ 5 cl)少 量

黄褐色土ブロック少量
6 4層 に似るが7 5YR2/1黒 色土含まない
7 75YR2/2 黒褐色シル ト しまり弱 粘性中 炭化物極微量 黄褐色土少量
8 4層に似る
8'黄褐色ブロック層 しまりやや弱
9 7 5YR3/4 暗褐色 ンル ト しまりやや弱 粘性中 主体土少量 黄褐色土大量
10 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性中 黒い層 黄褐色土ブロック細かく極微量
11 75YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり弱 粘性中 責褐色土少量
12 黄褐色土ブロック層
13 10層 に似るがしまりなく黒妹強い 炭化物微量
14 75YR2/2 黒褐色シル ト しまりなし 粘性中 黄掲色土プロック細かく微量
15 9層 に似るが75YR3/4暗 褐色土やや多い 下面に7 5YR2/2黒褐色土薄く堆積する
16 黄褐色土ブロック層 しまりなし 粘性中
17 75YR3/4 暗褐色シル ト しまりなし 粘性中 黄褐色土プロック細かく微量

―
上ヽ

臼

(906号陥 し穴A― A')
1 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性弱 炭化物極微量

黄褐色土小プロック (径～lGm)微量
2 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性弱  1層より黒味強い

炭化物・黄褐色土ブロック細かく極微量
3 75Y Y2/1黒 色ンル ト しまり中 粘性弱 茶味強い

黄褐色土ブロック極微量
4 7 5YR2/2 黒褐色シル ト しまりやや弱 粘性中

黄褐色土プロックやゃ多量
5 75YR2/1 黒色シル ト しまりやや弱 粘性中

黄掲色土小プロック (径～ l cm)微 量
6 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性中 主体土中ブロック

黄褐色土中ブロック
7 75YR3/4 暗褐色ンル ト しまりやや弱 粘性中 黄褐色土多量
8 7層 に似る
9 7 5YR3/4 暗褐色シル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土大量
10 黄褐色土ブロック層 しまりやや弱 粘性中 地山層よりやや暗い
11 75YR3/4 暗褐色ンル ト しまりとても弱い 粘性中 黄褐色土少畳

0         1        2m
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Ⅳ 検出された遺構

907号陥し穴 (第 150図、写真図版290)

[位置・検出状況]DⅢ  b9グ リッドに位置する。Ⅲ層中で検出した。

[重複]903号土坑と重複する。検出時に重複を確認できず掘 り下げたため新旧関係は把握できていない。

[平面形・規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が(1.87)× 1.32m、 底部が1,71× 0.24mで 深さは123

cnlで ある。底面中央部付近に径10cm程度の小穴を持つ。深さは20cmである。

[覆土 。堆積状況]炭 化物を含む黒色～黄褐色土が堆積する。自然堆積と判断 した。

[壁]短 軸方向、長軸方向とも壁はほぼ垂直に立ち上がるが、短軸方向では底面から90cm付近で外反する。

[出土遺物]出 土 していない。

908号陥し穴 (第150図、写真図版291)

[位置・検出状況]CⅢ j9グ リッドほかに位置する。Ⅲ層中で検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が2.10× 1.22m、 底部が1.65× 0.25mで深さは117

cmである。底面に小穴を 7基確認 した。径 5～ 30cm、 深さは15～ 20cm程度と30c14を超えるものがある。

[覆土・堆積状況]炭 化物を含む黒色～黄褐色土が堆積する。自然堆積と判断 した。

[壁] 短軸方向、長軸方向とも壁はほぼ垂直に立ち上がるが、短軸方向は底面から90cm付近で外反する。

[出土遺物]血 2007の上器が出土 している。 (第 294図、写真図版293)

909号陥し穴 (第151図、写真図版291)

[位置 。検出状況]BⅢ j8グ リッドほかに位置する。Ⅲ層中で検出した。

[重複]な し。

[平面形 。規模]平 面形は楕円形をなす。規模は開口部が2.15× 179m、 底部が1.44× 0。 30mで深さは122

cmである。底面中央部付近に径 6× 8 cmの 小穴を持つ。深さは22cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物ならびに黄褐色土粒を含む黒色～黄褐色土が堆積する。12層 はⅣ層とV層の混

上で構成され良 くしまる。12層 は掘方、上面が底面の可能性がある。これ以外は自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から50～ 80c14付近のところで外反する。

[出土遺物]No2008・ 2009の上器が出土 している。 (第 294図、写真図版293)

910号陥し穴 (第151図、写真図版291)

[位置 。検出状況]EⅢ j6グ リッドほかに位置する。Ⅲ層中で検出した。

[重複]な し。912号陥 し穴と近接するが僅かに重ならない。

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が3.96× 0.86m、 底部が3.94× 0,19mで 深さは134cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物ならびに黄褐色土粒を含む黒色～黄褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から90cm付近のところで外反する。長軸方向の壁はオー

バーハングしている。

[出土遺物]出 土 していない。

911号陥し穴 (第152図、写真図版291)

[位置 。検出状況]EⅢ  b9ほかグリッドに位置する。Ⅲ層中で検出した。

[重複]な し。
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3 陥し穴状遺構

く907号陥 し穴〉

キつЫ離盈

(907号 陥 し穴A― A')
全体黒味
1 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまる 黒味弱い 黄褐色土

ブロック (径 ～10cm)少量
2 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまる 黄褐色土プロック (径～ lcn)

微量 炭化物少量  1層 より多い
3 75YR2/1 黒色ンル ト しまり中 炭化物微量

黄褐色土ブロック (径～ l cm)極 微量 きれいな層
4 75YR2/2 黒褐色粘性中 ンル ト しまる やや茶味

黄褐色土ブロックやや多 く含む
5 75YR2/2 黒褐色シル ト やや黒味 しまり中 粘性弱

黄褐色土小プロック (径～ l cm)少 量
6 75YR2/2 黒褐色ンル ト やや黒味 しまり中 粘性弱

黄褐色土小プロック (径～ 2 cm)や や多量 炭化物微量
上位層より粒径大きく (径～ 2∞)目 立つ

7 75YR2/1 黒色シル ト しまりやや弱 粘性弱
5YR2/2  黒褐色土多量 黄褐色土微量

8 黄褐色土ブロック層 しまり強い 粘性強い 掘 りすぎか?
9 7 5YR3/4 暗褐色ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土ブロック大量
10 75YR3/4 暗褐色ンル ト しまりやや弱 粘性中 黄褐色土少量
11 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり弱 粘性中 炭化物微量

黄褐色土ブロック細かく微量
75YR2/1 黒色ンル ト しまり弱 粘性中 炭化物微量 (径～ l cI)

黄掲色土プロック細かく極微量 きれいな層
7 5YR2/2 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土やや多量
7 5YR2/2 黒掲色ンル ト しまり中 粘性中
黄褐色土ブロック大きく少量
7 5YR2/1 黒色ンル ト しまりなし 粘性中 最 も黒い層
7 5YR2/2 黒褐色ンル ト しまりなし 粘性中
黄褐色土中ブロック (径～ 2 cm)微 量
7 5YR2/2 黒褐色ンル ト しまりなし 粘性中
黄褐色土ブロック大量 75YR2/2黒 褐色土微量
15層 に似るが黒味やや弱い 他よりは黒い
7 5YR2/1 黒色土と黄褐色土の混上  しまり

'卜

常に弱い 粘性中
18層 に似る
75YR2/2 黒褐色ンル ト 粘性中
黄褐色土ブロック細かく極微量 きれいな層

(908号 陥 し穴A― Aり
全体に黄味 黄褐色土粒なし
1 75YR2/1 黒色ンル ト しまり強 粘性弱 炭化物極微量

きれいな層
2 75YR2/1 黒色シル ト しまる強 粘性弱 炭化物少量 (目立つ)

黄褐色土ブロック極微量
3 75YR2/1 黒色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物少量 (径～ 191)

75YR2/2 黒褐色大量 黄褐色土ブロック細か く微量
4 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性弱

炭化物・黄褐色土プロック極微量 杭跡 ?根撹乱 ?
5 7 5YR2/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性弱

黄褐色土ブロック細かく微量 炭化物微量
6 75YR2/2 黒褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物微量

(径 ～ 5 dtu、 最大 2 cm)黄褐色土ブロック細かく (径～ l cl)少 量
7 75YR2/2 黒掲色 ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土ブロック多量
8 7 5YR2/2 黒褐色シルト しまりやや弱 (他よりはあり)粘性弱

黄褐色土ブロック細かく少量
S層に似るが主体土黒味強い しまり 8層より耳昂い
75YR2/2 黒褐色ンル ト 粘性中 黄褐色土ブロック多量斑状に混 じる
75YR2/2 黒褐色ンル ト しまりやや弱 粘性中
黄褐色土ブロック細かく極微量
75YR3/4 暗褐色ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土多量
75YR3/4 暗褐色シル ト しまりやや弱 粘性中
黄褐色土大ブロック (径 ～ 5 cm)や や多量
75YR3/4暗 褐色 シル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土ブロック多量

0         1        2m
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(909号 陥 し穴A― A')
1 75YR2/2 黒褐色シル ト しまり中 粘性弱 炭化物・黄褐色土粒極微量 混入物少ない層
2 75YR2/2 黒褐色シル ト 炭化物・焼土ブロック少量 (目 立つ)黄 褐色土ブロック極微量
3 75YR2/1 黒色 シル ト しまり中 粘性弱 炭化物・焼土プロック極微量 黄褐色土粒微量

黄褐色土ブロック大が下部にはいる
4 75YR2/2 黒褐色シル ト しまり中 格性弱 炭化物・焼土プロック 2層 より多い

黄褐色土ブロック少量 (下部にやや多い)

5 75YR3/3 暗褐色シル ト しまり中 粘性中 炭化物極微量 黄褐色土粒少量
主体土と黄褐色上の混土

6 5層 に似るが主体上の割合多く暗い 炭化物 も少ない
7 75YR3/4 暗褐色粘土質ンル ト しまりやや弱 黄褐色土小ブロック微量
8 黄褐色土と75YR3/4暗 褐色上の混上  しまり中 粘性中
9 75YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土ブロックやや多量

壁際は大ブロック (径～ 3 cII)中心はこなれている
10 75YR3/3 暗褐色 ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土大量
11 75YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土大ブロック (径～ 5 cm)やや多量
12 黄褐色土ブロックとV層 (山形軽石)ブロックの混上 しまり強 粘性中

(910号陥 し穴A― A')
1 75YR2/1 黒色シル ト しまり中 粘性弱 7 5YR2/2黒褐色土

大プロック (径 ～ 5 cn)微量
2 75YR2/1 黒色 ンル ト しまり中 粘性弱 最も黒味強い層

炭化物・ 75YR2/2黒褐色土プロック微量 黄褐色土ブロック極微量
3 75YR2/1 黒色シル ト しまり中 (1・ 2層より弱い)

粘性弱い 炭化物微量 黄褐色土粒少量 75YR2/2黒褐色多土量
4 3層 と似るが黄掲色土含み7 5YR2/1黒色土多い
5 75YR2/1 黒色シル ト しまり中 粘性中 75YR2/2

黒褐色土ブロック多量 黄褐色土ブロック少量 黄褐色土粒微量
6 7 5YR3/4 暗褐色シル ト しまりやや弱 しまり中 黄褐色土やや多量
7 7 5YR3/4 暗褐色 シル ト しまり弱 しまり中

黄褐色土大プロック (径～ 5 cm大)大量
8 7 5YR3/4 暗褐色 シル ト しまりなし 粘性中

黄褐色土ブロック多量
9 7 5YR2/1 黒色粘土質シル ト しまりなし 粘性中

黄褐色土ブロック少量
10 8層 に似るが黄褐色土ブロック多い
■ 7 5YR2/1 黒色粘土質 ンル ト しまりなし 粘性弱

黄褐色土小ブロック (径 ～ l cm)少 量

0        1        2m
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3 陥し穴状遺構

[平面形・規模]平 面形は溝形、規模は開口部が4.07× 0,74m、 底部が4.74× 0。 12mで深さは145cmで ある。

[覆土・堆積状況]炭 化物ならびに黄褐色土粒を含む黒色～黄褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向の壁はほば垂直に立ち上がり、底面から100cnl付近のところで外反する。長軸方向の壁はオー

バーハングしている。

[出土遺物]出 土 していない。

912号陥し穴 (第152図、写真図版292)

[位置 。検出状況]EⅢ j6グ リッドに位置する。Ⅲ層中で検出した。

[重複]な し。910号陥し穴と近接するが僅かに重ならない。

[平面形 。規模]平 面形は円形をなす。規模は開口部が1.38× 1.29m、 底部が1.08× 0.89mで深さは104cm

である。底面中央に径20× 14cmの 小穴を持ち、 これを囲って ドーナツ状に地山が掘 り残されている。小穴

の深さは底面からは50cal、 地山掘り残 し部分の上端からは60cmである。

[覆上 。堆積状況]黄 褐色土粒を含む黒色～黄褐色土が堆積する。自然堆積と判断 した。

[壁]短 軸方向、長軸方向とも壁はほぼ垂直に立ち上がる。

[出土遺物]出 土 していない。

913号陥し穴 (第 153図、写真図版292)

[位置 。検出状況]DⅢ j8グ リッドほかに位置する。Ⅲ層中で検出した風倒木に トレンチを設定 して掘 り

下げたところ、本遺構を確認 した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は方形なす。 しか し、遺構上部は風倒木によって壊されており、本来は912・

914号陥 し穴同様円形タイプと思われる。規模は開口部が0,94× 0.81m、 底部が0.89× 0.82mで深さは84c14

である。底面中央部付近に径 8c14程度の小穴を持つ。深さは18clllで ある。この小穴の外側径25cm程度の円

形範囲は地山が変色 していた。

[覆土・堆積状況]黄 褐色土粒を含む黒色～黄褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。覆土上部 (1～ 9

(10)層 )は、倒木時に撹乱を受けている。

[壁]短 軸方向、長軸方向とも残存する壁はほぼ垂直に立ち上がる。

[出土遺物]Nα8003の剥片石器が出土 している。 (第295図、写真図版293)

914号陥し穴 (第153図、写真図版292)

[位置・検出状況]EⅢ  a9グ リッドほかに位置する。Ⅲ層中で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形、規模は開口部が1.47× 1.38m、 底部が92.0× 92.Omで深さは117cmである。

[覆土・堆積状況]炭 化物ならびに黄褐色土粒を含む黒色～黄褐色土が堆積する。自然堆積と判断した。

[壁]短 軸方向、長軸方向ともに壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面から100cm付近のところで外反する。

[出土遺物]出 土 していない。
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Ⅳ 検出された遺構
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(9■号陥し穴A― A')
1 75YR2/1 黒色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒微量 下部に細長 く75YR2/1黒色土はいる
2 75YR2/2 黒褐色シルト しまり中 粘性弱 炭化物極微量 黄褐色土粒少量
3 75YR2/1 黒色 シル ト しまり中 粘性弱 主体土プロック少量 75YR2/2黒 褐色土 ブロック大量

黄褐色土プロックやゃ多量
75YR3/4 暗褐色 シル ト しまる強 粘性中 黄褐色土ブロック多量
2層似るがやや明るい
75YR3/4 暗褐色シル ト しまりやや弱 粘性中 黄褐色土多量
黄褐色土ブロック層 しまり中 粘性中
75YR2/2 黒褐色シル ト しまりやや弱い 粘性弱 主体土少量 7 5YR3/4暗褐色土大量
黄褐色土多量
75YR2/1 黒色 シル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土中プロック (径～ 2 cn)少量
9層 より黒い 黄褐色土プロック細かく微量
黄褐色土ブロック層 しまり中 粘性中
75YR2/1 黒色 シル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土プロック極微量 きれいな層

(912号 陥 し穴A― A')
1 7 5YR2/1 黒色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒極微量 下面根撹乱受けている
2 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性弱 地山粒少量
3 2層 に似る
4 3層 に似るが明るい
5 75YR2/2 黒掲色ンル ト しまり強 粘性弱 黄褐色土粒少量 地山大ブロック (径～ 5 cln)少 量
6 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまりやや弱 粘性中 75YR2/2黒 褐色土ブロック大量

地山イヽブロック (径～ l cm)少 量
75YR3/4 暗褐色ンル ト しまりやや弱 粘性中 黄掲色土小ブロック (径 ～ l cll)や や多量
75YR2/2 黒褐色ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土小プロック (径 ～ lcl)微量 下面に多くはいる
8層 に似るが明るくしまり弱
75YR2/2 黒褐色土と地山土との混土
75YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり弱 粘性中 黄褐色土少量
黄褐色土ブロック層 しまり弱 粘性中
75YR2/2 黒褐色土と責褐色土・75YR2/1黒 色上が層状に堆積 しまりなし
黄褐色土ブロック層 しまり弱 粘性中 7 5YR3/4暗褐色粘土質土僅かに含む
75YR2/1 黒色土と75YR3/4暗褐色上の混上 しまりやや弱 粘性弱
黄褐色土ガヽブロック (径～ lcl)少量
黄褐色土ブロック層 下面に薄く75YR2/1黒 色土はいる
14層 と似る
75YR3/4 嗜褐色土と黄褐色土ブロックの混土 ややZIBか く混 じる しまり中 粘性中
75YR2/1 黒色土と黄褐色上の互層 しまり弱 粘性中
75YR2/1 黒色 シル ト しまりなし
黄褐色土プロック層 しまりなし 粘性中

0        1        2m
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〈913号陥 し穴〉

3 陥し穴状遺構

性
器 &欄Om

A'
|―

(913号 陥 し穴A― A')
1 7 5YR3/4 暗褐色シル ト しまり中 粘性中 黄褐色土多量
2 75YR2/2 黒褐色ンル ト しまり中 粘性中 黄褐色土ブロック細かく

やや多量
3 75YR2/2 黒褐色 シル ト しまり中 粘性弱 炭化物極微量

黄褐色土粒極微量 黄褐色土ブロック細かく少量
4 75YR2/1 黒色シル ト しまりやや弱 粘性弱 黄褐色土粒微量

7 5YR2/2黒褐色土多量 黄褐色土微量
5 4層 に似るが主体土多 く暗い
6 7 5YR3/4 暗褐色シル ト しまり強 粘性中 黄褐色土ブロック多量
7 75YR2/1 黒色シル ト しまりやや弱 粘性弱 黄褐色土粒極微量

7 5YR2/2黒褐色少量 責褐色土ブロ ンク微量
8 75YR2/2 黒褐色 シル ト しまりやや弱 粘性中 黄褐色土プロック多量
9 75YR3/4 暗褐色シル ト しまりやや弱 粘性中 黄褐色土プロック大量
10 75YR2/2 黒褐色シル ト しまりやや弱 粘性中 黄褐色土プロック微量
11 75YR2/1 黒色シル ト 75YR2/2黒 褐色やや多量 黄褐色土極微量
12 75YR3/4 暗褐色ンル ト しまりやや弱 粘性中 黄褐色土やや多量
13 黄褐色土プロック層 ンル ト しまりやや弱 粘性中
14 黄褐色土ブロック層 シル ト しまりやや弱 粘性中

13層 より黒味あり
75YR3/4 暗掲色 シル ト しまりやや弱 粘性中
黄褐色土プロック極微量
7 5YR3/4 暗褐色 シル ト しまり強ため水酸化鉄集積
15層 に似る
7 5YR2/1 黒色 ンル ト 良 くしまるが壁際行 くとあまりしまらない

粘性弱
19 75YR3/4 暗褐色シル ト しまり弱く 粘性中

黄褐色土ブロック細か く極微量

(914号 陥し穴A― A')
1 7 5YR2/2 黒褐色 シル ト しまり強 粘性弱 炭化物微量黄褐色土粒少量
2 75YR2/2 黒褐色 シル ト しまり中 粘性弱 炭化物極微量 黄褐色土粒

やや多量
3 7 5YR2/1 黒色 ンル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒少畳

1層 より少ないが粒径大きい

4 75YR2/1 黒色 ンル ト しまり中 粘性弱 7 5YR2/2黒褐色土やや多量

黄褐色土粒 (径～ 2側)少量
5 75YR2/1 黒色 シル ト しまり中 粘性弱 7 5YR2/2黒褐色微量

黄褐色土粒極微量 比較的きれいな黒層
6 2層に似るが黄褐色土粒少量
7 75YR2/1 黒色 シル ト しまり中 粘性弱 黄褐色土粒微量 黄褐色土少量

75YR2/2 黒掲色土やや多量
8 75YR2/2 黒掲色 シル ト しまりやや弱 粘性中 黄褐色土粒少量

地山ブロック細かく大量
9 75YR2/2 黒褐色 シル ト しまり中 粘性中 黄褐色土粒微量 炭化物極微量

主体土ブロック・ 75YR3/4暗 褐色土ブロック大きく (径～ 5 cm)混 じる
10 75YR3/4 暗褐色 シル ト しまり中 粘性中 黄褐色土大量
■ 75YR3/4 暗褐色シル ト しまりやや弱 粘性中 黄褐色土ブロック細かく少量
12 75YR2/2 黒褐色シル ト しまりやや弱 粘性中 炭化物少量 (目 立つ)

黄褐色土ブロック極微畳
13 75YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり強 粘性中 黄褐色土多量
14 黄褐色土ブロック層 しまりやや弱 粘性中
15 75YR3/4 暗褐色シル ト 粘性中 下面に沿 って主体土・地山土・

75YR3/4 暗褐色土と黄褐色上の混土の順に堆積
16 75YR3/4 暗褐色ンル ト しまりやや弱 粘性中 主体土ブロックやや多量

黄褐色土ブロック大量
17 75YR3/4 暗褐色シル ト しまりやや弱 粘性中 主体土少量

黄褐色土ブロック大量
18 75YR3/4 暗褐色シル ト しまり中 粘性中 黄褐色土中プロック

(径～ 2伽)少量
19 75YR3/4 暗褐色ンル ト しまり強 粘性中 黄褐色土大プロック

(径～ 3 el)や や多量
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Ⅳ 検出された遺構

4埋 設 土 器

201号埋設土器 (第18図、写真図版 8)

[位置・検出状況]LⅢ  c4グ リッドに位置する。201号住精査途中で検出した。当初は床面出上の上器と

いう認識であったが、取り上げようとしたところさらに下部まで続いていることが判明 し、埋設土器である

ことがわかった。

[重複]201号住と重複する。

[覆土・堆積状況]土 器が見えた時点で遺構として認定したため、これよりも上部について覆上の状況を確

認することはできなかった。

[埋設上器の検出状況 。掘り方]木 根が入り込んでおり、土器の上部はこれによってつぶされている状況で

あった。土器の径よりも一回り程度の掘 り込みが確認でき、正立 して埋設 してある。

[土器内部の様子]調 査員が気づいたときには既に土器内部の土はきれいに取 り除かれていた。 したがって

内部の状況については不明である。

[所属施設] 201号住に付属するものと考えられる。

[出土遺物]h45の上器が出上 している。 (第 2・ 50図、写真図版153)

401号埋設土器 (第154図、写真図版144)

[位置・検出状況]」Ⅲj6グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅲ層～Ⅳ層)、 428号住西端部

の壁に隣接 して検出した。

[重複]な し。

[覆土 。堆積状況]撹 乱層を除去 して土器が見えた時点で遺構と認識 したため、これよりも上部については

確認できていない。

[埋設土器の検出状況・掘り方]ほ ぼ正立で出土 しているが、若干住居側に向かって傾いているようにも

見える。掘り方は土器よりもほぼ一回り大きいが、底面が土器と接 していない。調査員の分層に問題がある

可能 l■ もある。

[土器内部の様子]や や多めの黄褐色土粒を含む暗褐色土が埋まっていた。骨片や焼土粒などについては確

認 していない。

[所属施設]428号住に関連する可含Zl■が高い。

[出土遺物]Nα895の土器が出土 している。 (第44・ 139図、写真図版203)

402号埋設土器 (第 154図、写真図版144)

[位置 。検出状況]KⅢ b10グ リッドほかに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅳ層)で検出した。

[重複]な し。

[覆土・堆積状況]土 器部分よりも上部については撹乱層であったため把握できなかった。

[埋設土器の検出状況・掘り方]土 器は正立で出土 している。掘り方の周囲に黄褐色土粒を含む暗褐色土が

堆積 している (2層 と4層 )。 これを掘り込む形で土器が埋設されており、暗褐色土 (3層)で埋め戻され

ている。

[土器内部の様子]や や多めの黄褐色土粒を含む褐色上が埋まっていた。覆土上部には加工痕跡を持たない

石器剥片が比較的多 く埋まっていた。
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4 埋設土器

[所属施設]不 明であるが、隣接する421号住ほかと関連する可能性が高い。

[出土遺物]覆 土上部から石器剥片 (フ レイク)が30点 ほど出上 している。Nα891の土器、Nα476の 剥片石

器が出土 している。 (第43・ 138・ 223図、写真図版203・ 246)

403号埋設土器 (第 154図、写真図版145)

[位置・検出状況]KⅢ a8グ リッドに位置する。427号住の精査途中で検出した。404号埋設土器と隣接

する。

[重複]427号住と重複する。

[覆土・堆積状況]土 器部分よりも上部については、撹乱層が大部分であり、生き残っている覆土も非常に

薄かったため堆積状況等を明確に把握することはできなかった。

[埋設土器の検出状況・掘 り方]土 器は斜位で出土 している。土器よりも一回りほど大きな掘り方であると

判断した。そこに土器を埋設 し3層によって埋め戻されている。

[土器内部の様子]黄 褐色土を含む暗褐色土が堆積 している。土器内部の覆土中部ににぎり拳大の礫が混入

していた。骨片や焼土について確認することはなかった。

[所属施設]427号住に関連する可含Zl■が極めて高い。

[出土遺物]Nα894の土器が出上 している。 (第44・ 139図、写真図版203)

404号埋設土器 (第 154図、写真図版145)

[位置・検出状況]KⅢ  a8グ リッドに位置する。427号住の精査途中で検出した。403号埋設土器と隣接す

る。

[重複]427号住と重複する。

[覆土・堆積状況]土 器部分よりも上部については、撹乱層が大部分であり、生き残っている覆土も非常に

薄かったため堆積状況等を明確に把握することはできなかった。

[埋設土器の検出状況・掘 り方]土 器は斜位で出上 している。土器よりも一回りほど大きな掘り方であると

判断した。そこに土器を埋設 し3層によって埋め戻されている。

[土器内部の様子]黄褐色土を含む暗褐色土が堆積している。骨片や焼土について確認することはなかった。

[所属施設] 427号住に関連する可能性が極めて高い。

[出土遺物]Nα892の上器が出土 している。 (第44。 138図、写真図版203)

405号埋設土器 (第 154図)

[位置 。検出状況]KⅢ g10グ リッドに位置する。412号住精査途中で東側の壁際から検出した。

[重複]412号住と重複する。

[覆土・堆積状況]住 居精査の初期段階で検出することはできず、床面出土土器との認識であった。また、

手違いにより断面記録を欠いたまま掘 り上げてしまったため、土器内部を含め覆上の状況を詳細に把握する

ことができていない。

[埋設土器の検出状況・掘り方]土 器は正立で出土 している。

[土器内部の様子]言己録は欠 くが、黄褐色上を含む暗褐色土が堆積 していたと認識 している。骨片や焼土を

確認することはなかった。

[所属施設]412号住に関連する可能性が極めて高い。

[出土遺物]Nα893の土器が出土 している。 (第44。 139図、写真図版204)
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Ⅳ 検出された遺構
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(401号埋設土器A― Aり
1 75YR3/4 暗褐色シルト しまり弱

粘性弱 炭化物粒極小 1%未満
黄褐色土粒極小20～ 30%

2 10YR5/6 黄褐色粘土質ンル ト
しまり中 粘性中 炭化物粒極小
1%未満

(402号 埋設土器A― A')
1 75YR4/4 褐色 ンル ト しまり弱～中 粘性微弱 黄褐色土粒極小 3～ 5%
2 75YR3/4 暗褐色 ンル ト しま り弱～中 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 3%
3 10YR3/4 暗褐色 シル ト しま り弱 粘性弱 黄褐色土粒極小～小 5%
4 10YR3/4 暗褐色 ンル ト しま り弱 粘性弱～中 (3層 よりやや暗い)

(403号埋設土器A― A')
1 75YR3/4 暗褐色シル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小～小 1% 黄褐色土粒極小 1%未満
2 75YR4/4 褐色シル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物粒極小 1% 黄褐色土粒極小 1%未満
3 10YR5/6 黄褐色粘土質シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極イヽ 1%未満
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(404号 埋設土器A― A')
1 75YR3/4 暗褐色ンル ト しまり弱 粘性弱 炭化物粒極小 1%未 満

黄褐色土粒極小 1%未満
2 75YR4/2 灰掲色ンル ト しまり弱～中 粘性弱 炭化物含む
3 75YR5/6 明褐色粘土質ンル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未満

響
700m

(406号 埋設土器 A― A')
1 7 5YR4/4 褐色 シル ト しまり弱 粘性弱

黄褐色土粒小 10%
2 7 5YR4/6 褐色 シル ト しまり中 粘性中

極州ヽ～′卜5%

炭化物小15%

黄褐色土粒

3 75YR5/6 明褐色粘土質 シル ト しまり中 粘性中
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第154図 401～ 406号埋設土器
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5 焼土遺構

406号埋設土器 (第154図 )

[位置 。検出状況]KⅣ  flグ リッドに位置する。413号住精査途中で検出した。

[重複]413号住と重複する。新旧関係を把握することはできなかった。

[覆土・堆積状況]土 器上部の覆土は炭化物を含む黒褐色土～褐色上が堆積 している。

[埋設土器の検出状況・掘 り方]土 器は正立で出土 している。土器よりも一回りほど大きい掘り方で、黄褐

色土を含む褐色土で埋め戻 してある。土器検出面で、石棒状の礫石器が埋設土器に隣接 して確認されている。

[土器内部の様子]埋 設された土器内部の底部から中部までは土器片を多 く含む明褐色上が確認される。そ

の上層には413号住覆土とよく似た褐色土層が堆積 している。

[所属施設]住 居内施設、住居外隣接施設という両者の可能性を考えた場合、412・ 413。 414号住のいずれ

の住居とも関連性が考えられる。検出ならびに覆上の観察状況からはどの住居に所属するものかを認定する

ことができなかった。

[出土遺物]Nα896の土器が出上 している。 (第 44・ 140図、写真図版204)

5焼 土 遺 構

101号焼土 (第155図、写真図版146)

[位置 。検出状況]h/1Ⅱ b8グ リッドに位置する。沢状をなす地形の最も低いところで確認 した。検出面は

Ⅱ層中部である。住居等の炉の可含静性も考えたが、周囲にはそれに関連するような遺構は確認されなかった。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形を基調としているが不整である。規模は最大長を示す軸とそれに直行する最

短長を示す軸を計測 し、191× 1.24mで あった。厚みは最大10cmで ある。

[焼成状況]基 本土層であるⅡ層の中部に焼土層が形成されている。焼土の下に50omほ どの黒色土層があ

り、さらにその下が地山との漸移層となる。

[出土遺物]周 囲から遺物は出土 していない。

[時期]不 明であるが検出面や遺物の出土状況などから判断して、縄文時代よりはかなり新 しい時代の遺構

である可能性が高い。

102号焼上 (第 155図、写真図版146)

[位置・検出状況]MⅡ b9グ リッドほかに位置する。沢状をなす地形の最も低いところで確認した。検出

面はⅡ層中部である。住居等の炉の可能陛も考えたが、周囲にはそれに関連するような遺構は確認されなかっ

た。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形を基調としているが不整である。規模は最大長を示す軸とそれに直行する最

短長を示す軸を計測 し、3.59× 2.20mで あった。厚みは最大22cmである。

[焼成状況]基 本土層であるⅡ層の中部に焼土層が形成されている。焼上の下に50cmほ どの黒色土層があ

り、さらにその下が地山との漸移層となる。

[出土遺物]周 囲から遺物は出土 していない。

[時期]不 明であるが検出面や遺物の出土状況などから判断して、縄文時代よりはかなり新しい時代の遺構

である可能性が高い。
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炭化物粒小 1%未満 (焼土 )

2 75YR4/8赤 褐色 シル ト しまり強 粘性中 炭化物粒極小～小 10/O未 満 (焼土)

3 10YR6/8明 黄褐色 ンル ト しまり中 粘性強 焼土 ブロ /ク 含む
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4 10YR2/3 黒褐色 ンル ト しまり弱 粘性中 (木根 ?)
5 10YR3/3暗 褐色 シル ト しまり中 粘性中 炭化物粒極小 1%未満

Ⅳ 検出された遺構
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2 75YR2/1 黒色 ンル ト
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黒色土 ブロ ックを含む (焼土 )
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しまり中 粘性中 (地 山との漸移層 )

第155図  101・ 102・ 301号焼土
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5 焼土遺構

301号焼土 (第 155図、写真図版146)

[位置 。検出状況]KⅢ  flグ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。当初、大形住居にかかわる炉

という認識で周囲を精査 したが、壁の立ち上がりや柱穴等を確認できなかったため、単独の遺構として認定

した。ただし、検出位置や周囲の遺構の状況から判断して住居にともなう炉の可能性が極めて高い。

[重複]301号土坑と重複し、301号土坑→301号焼土の順に構築されたと判断した。

[平面形 。規模]平 面形は円形を基調としているが不整である。規模は最大長を示す軸とそれに直行する最

短長を示す軸を計測し、1.52× 1,12mで あった。́厚みは最大 8 cmで ある。

[焼成状況]ヨ弓めの焼成面が比較的広い範囲に広がっている。

[出土遺物]出 土 していない。

302号焼上 (第 156図、写真図版146)

[位置・検出状況]KⅢ  f2グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。当初、大形住居にかかわる炉とい

う認識で周囲を精査したが、壁の立ち上がりや柱穴等を確認できなかったため、単独の遺構として認定した。

ただし、検出位置や周囲の遺構の状況から判断して住居にともなう炉の可含留l■が極めて高い。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形を基調としているが不整である。規模は最大長を示す軸とそれに直行する最

短長を示す軸を計測し、0.50× 0.32mで あった。厚みは最大 6 cmで ある。

[焼成状況]強 い焼成を受けた土が、狭い範囲に集中する。

[出土遺物]出 土 していない。

303号焼土 (第 156図、写真図版146・ 147)

[位置 。検出状況]KⅢ  f2グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。当初、大形住居にかかわる炉とい

う認識で周囲を精査 したが、壁の立ち上がりや柱穴等を確認できなかったため、単独の遺構として認定した。

ただし、検出位置や周囲の遺構の状況から判断して住居にともなう炉の可含静l■が極めて高い。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は円形を基調としているが不整である。規模は最大長を示す軸とそれに直行する最

短長を示す軸を計測し、0.里9× 0,22mで あった。厚みは最大 8 cmで ある。

[焼成状況]強 い焼成を受けた上が、狭い範囲に集中する。

[出土遺物]出 土 していない。

304号焼上 (第 156図、写真図版147)

[位置・検出状況]KⅢ e2グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。当初、大形住居にかかわる炉とい

う認識で周囲を精査 したが、壁の立ち上がりや柱穴等を確認できなかったため、単独の遺構として認定した。

ただし、検出位置や周囲の遺構の状況から判断して住居にともなう炉の可能性が極めて高い。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は不整な瓢箪形をなす。規模は最大長を示す軸とそれに直行する最短長を示す軸を

計測し、0.89× 0.64mで あった。厚みは最大21cmである。

[焼成状況]断 面観察によると、比較的深いところまで焼成が及んでいる。

[出上遺物]出 土 していない。
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Ⅳ 検出された遺構
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5 焼土遺構

,

305号焼土 (第 156図、写真図版147)

[位置・検出状況]KⅢ  flグ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。当初、大形住居にかかわる炉      ~
という認識で周囲を精査したが、壁の立ち上がりや柱穴等を確認できなかったため、単独の遺構として認定

した。ただし、検出位置や周囲の遺構の状況から判断して住居にともなう炉の可含静陛が極めて高い。          l

[重複]301号住居と重複する。

[平面形・規模]平 面形は不整な円形をなす。規模は最大長を示す軸とそれに直行する最短長を示す軸を計

測し、080× 0.67mで あった。厚みは最大18cmで ある。

[焼成状況]平 面的には強い焼成面の周囲に弱い焼成部分が連続 しているように観察された。

[出土遺物]出 土していない。

306号焼土 (第 156図、写真図版147)

[位置・検出状況]EⅢ j10グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は不整な円形をなす。規模は最大長を示す軸とそれに直行する最短長を示す軸を計

測し、0.67× 043mであった。厚みは最大14cmで ある。

[焼成状況] 平面的には強い焼成面の周囲に弱い焼成部分が連続 しているように観察された。

[出土遺物]出 土 していない。

307号焼土 (第 156図、写真図版147)

[位置・検出状況]EⅣ ilグ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところ (Ⅱ 層中部)で検出した。

[重複]な し。南側調査区外までかかっているため、遺構の一部を把握することができなかった。

[平面形 。規模]平 面形は不整な円形をなす。規模は最大長を示す軸とそれに直行する最短長を示す軸を計

測 し、0.35× 0.19mで あった。厚みは最大12cmで ある。

[焼成状況]黒 褐色土中に形成された焼上である。

[出土遺物]出 土 していない。

[時期]不 明であるが、検出状況等から判断して縄文時代前期よりはるかに新 しいものと考えられる。

308号焼土 (第 157図、写真図版148)

[位置 。検出状況]EⅢ h10グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は不整な楕円形をなす。規模は最大長を示す軸とそれに直行する最短長を示す軸を

計測し、0.89× 0.50mで あった。厚みは最大12cmで ある。

[焼成状況]焼 成部分の下部はやや窪んでおり、暗褐色土が堆積 している。

[出土遺物]出 土 していない。

309号焼土 (第 157図、写真図版148)

[位置 。検出状況]KⅢ  dl～ d2グ リッドに位置する。Ⅱ層下部で検出した。当初、大形住居にかかわる

炉という認識で周囲を精査 したが、壁の立ち上がりや柱穴等を確認できなかったため、単独の遺構として認

定 した。ただし、検出位置や周囲の遺構の状況から判断して、隣接する310号焼土とともに大形住居にとも

なう炉の可有酸l■が極めて高い。
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5 焼土遺構

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は不整な楕円形をなす。規模は最大長を示す軸とそれに直行する最短長を示す軸を

計測し、1.54× 0.98mで あった。厚みは最大12cmで ある。

[焼成状測  強い焼成部は中央付近に集中しており、その周囲に弱い焼成部が比較的広範囲に確認される。

[出土遺物]出 土 していない。

310号焼土 (第 157図、写真図版148)   _

[位置・検出状況]KⅢ d2グ リッドに位置する。Ⅱ層下部、303号住の壁際で検出した。検出レベルが303

号住の床面より高かったことから、当初、別の大形住居にかかわる炉という認識で周囲を精査 したが、壁の

立ち上がりや柱穴等を確認できなかったため、単独の遺構として認定 した。ただし、検出位置や周囲の遺構

の状況から判断して、隣接する309号焼土とともに大形住居にともなう炉の可能性が極めて高い。

[重複]303号住と重複し、303号住→310号焼上の順に構築されたと判断した。

[平面形・規模]平 面形は隅丸三角形をなす。規模は最大長を示す軸とそれに直行する最短長を示す軸を計

測し、0.84× 0.38mで あった。厚みは最大14cmで ある。

[焼成状況]中 央部付近は焼土層が比較的厚く、かなり強い焼成を受けている。

[出土遺物]出 土 していない。

311号焼土 (第 157図、写真図版72)

[位置・検出状況]LⅢ  b6グ リッドに位置する。

[重複]503号住と重複し、503号住→311号焼上の順に構築されたと判断した。

[平面形・規模]平 面形は不整楕円形をなす。規模は最大長を示す軸とそれに直行する最短長を示す軸を計

測し、1.39× 0。 74mで あった。断面の記録を欠き厚さは不明である。

[焼成状況]不 明である。

[出土遺物]出 土 していない。

401号焼土 (第 157図、写真図版292)

[位置・検出状測  CⅢ g9グ リッドに位置する。Ⅲ層中で検出した。住居跡の炉跡の可含徴陛を考え、柱穴・

周溝などを探したが確認されなかった。周囲には近現代の炭窯が多く、これの底面被熱痕跡とも考えられる。

[重複]な し。

[平面形・規模]平 面形は不整楕円形をなす。規模は最大長を示す軸とそれに直行する最短長を示す軸を計

測し、0.83× 0.75mで あった。厚みは最大16cmで ある。

[焼成状況]Ⅲ・Ⅳ層及び風倒木覆土に形成されている。

[出土遺物]出 土 していない。
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Ⅳ 検出された遺構

6石 器 集 中 部

石器集中部 (第158図、写真図版148)

[位置 。検出状況]LⅡ e4グ リッドに位置する。撹乱層を除去 したところで検出した。

[重複]な し。

[規模]平 面的には0.6m× 0.4m程度の範囲に石器が集中する。石器を包含する層の厚みは最大で約10cm程

度である。

[出土状況]前 述 した範囲から折り重なるようにほぼ満遍なく石器が出土 した。特に規則的な配置や人為的

に埋納されたような痕跡は確認することがなかった。

[出土遺物]Nα477～ 504の剥片石器が出土 している。 (第44・ 45・ 224・ 225図、写真図版246・ 247)

7溝 跡

[位置 。検出状況]LⅡ a9グ リッドほかに位置する。Ⅱ層下部で検出した。住居にともなう周溝の可能性

も疑ったが、周囲に柱穴、炉等を確認することができなかったため、単独の遺構として認定した。

[重複]な し。遺構の北西側部分は調査区外の道路下まで延びており、遺構の全体を把握することができな

んゝった。

[平面形・規模]や や弧状をなす。長さ×幅は3.76m× 0.69mで、深さは最大25cmで ある。

[出土遺物]Nα258～ 260の礫石器が出土 している。 (第44。 280図、写真図版279)

8 寸舎  て  場 (第 160図、写真図版1490150)

[位置 。検出状況]KⅢ h10、 i10、 j10、 KⅣ d4～ 5、 e3～ e4、 f3～ f4、 g2～ g3、 hl～ h3、 il～ i3、 jl

～j2、 LⅣal～a2グ リッド付近に位置する。現地形では広場からため池に向かう傾斜変換点から南側部分

において確認 した。土器、石器等の遺物がこの区域に集中的に出土 し、覆土等の状況からこれらが人為的に

廃棄されたものと判断したためこれを遺物包含層という狭義の「捨て場」として認定 した。

[重複]認 定 した具体的範囲の中に、重複する遺構は複数確認されており、住居跡などの遺構の覆土から出

土 したものについてはそちらの出土地点名を優先 している。 したがって、基本的に捨て場からの出土といっ

た場合、ここでは遺構外出土の遺物を指す。重複する遺構としては506号住、507号住が確認されている。

[平面形・規模]捨 て場遺構全体としては長径15m短径10mで、東西方向を長軸とする楕円形をなす。

[出土遺物]遺 構外として取 り上げたもののうちNα981～ 984、 987～ 997、 1001～ 1018、 1020～ 1033・ 1035

～1149・ 1212～ 1228の 土器、配185・ 186・ 188～ 190・ 192・ 193の土製品、Nα578～ 588・ 590～ 613・ 615・

629・ 631・ 632の剥片石器、配287～ 291、 294～ 321・ 330。 331の礫石器が出土 している。 このほか、遺構

に重複する部分で確認された遺物についてはそれぞれの遺構出土分に掲載 してある (第 146～ 168。 173～

175・ 185。 230～ 233・ 235・ 286～ 291・ 293図、写真図版207～ 221・ 223～ 225・ 229。 249～ 251・ 282～

286)。
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Ⅳ 検出された遺構

9 道  路  跡 (第 161・ 162図、写真図版151)

[位置・検出状況]調査区全体を横断している。東端のMグ リッドから西端のAグ ウッドまで650mあ り、

さらに調査区外の西方に続いている。調査初年度の検出時は大型の溝跡もしくは自然の沢跡として認識して

いたものである。しかしながら、これが次年度以降の調査区にも連続して確認されることとなり、他の遺構

との重複状況から、きわめて新しいものであるという推測に至った。その後当該遺跡地周辺の古い地形図を

入手し確認したところ、いわゆる登山道のような形式で利用されていた道路跡であることが判明した (第

162優])。

[重複]各 種遺構と重複 しているが、基本的にはそれらのどれよりも新 しい。 Lグ リッド付近における断

面観察による覆土の状況は、床面から20cm程度の最下層だけは自然堆積であるが、覆上の大半をなすそれ

以上の部分については、激 しく撹乱されている。

[平面形・規模]上 端の幅は調査区東端のMグ リッド付近が最大で4.3mである。西に向かうほど幅は狭ま

りEグ リッド付近では部分的に消失する。

[出土遺物]縄 文土器、石器等も出土 しているが、前述 したように全て撹乱層からの出土であり、遺構の構

築された時期を考える上で意味をなさない。加えてビール瓶のガラス片や空き缶など近代、現代のものも混

入している。

[時期]遺 構の重複状況、覆土の状態、出土遺物、遺跡地の過去の土地利用、周辺地形図等の情報から総合

的に推測すると、道として成立 した時期は不明であるが (おそらく弥生以降であろう)、 きわめて最近まで

(おそらく昭和30年代ごろまで)は炭焼きや木材等の搬出目的で登山道的な役割を担ったものと考えられる。

その後新たな林道が建設され、遺跡地周辺の開墾が始まったことから、必然的に埋め立てられたのであろう。

覆土の大部分がきわめて新 しいのはこうした理由からと判断される。
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1 縄文土器

今回の調査で出土 した遺物は、縄文土器・土製品 (大 コンテナ換算約150箱 )、 石器・石製品 (大 コンテ

ナ換算約200箱)な どである。遺物の記載は図と表で行い、本文中にその補足と概要を記 している。掲載順

序は基本的に遺構内から遺構外のl頂 とし、住居跡→土坑→陥し穴→その他の遺構→遺構外出土遺物という順

番で掲載 してある。各遺物の掲載基準についてはそれぞれの項目を参照されたい。

縄 文 土 器 (第46～ 176図、写真図版152～ 225)

出土 した土器は大コンテナ換算で約150箱である。時期的には前期大木 途式と思われるものから大木 6式

までの範囲で出土 しているが、大部分は大木 5式に相当するものである。これらのうち、接合・復元された

個体を中心として、破片については回縁部、底部といった特徴的部位を、また体部については沈線文や貼付

け文のほか比較的稀有であると思われる地文を持つものを優先 して掲載することとした。登録点数は1239

点である。各個体の文様や調整等の特徴については観察表に掲載 してある。なお、これらの中には同一個体

の上器や登録後に接合 した土器も含まれており、それらに関しても観察表において指摘した。

(1)遺 構 内 出土 の土 器

出上した土器について、分類ならびに遺構の時期等を特定できないかという動機から、遺構別に分類 し特

徴の記述を試みた。出土土器の大部分は大木 5式であることを前提としていることから、これについて型式

名は記述せず、それ以外の型式の可含旨性を有するものについてのみ型式名 (大木 6式など)を記述している。

なお、本文中ならびに図表中における器形についての呼称は便宜上イメージし易いように設定 し使用するこ

ととした (例 :台付深鉢→球胴型、深鉢で外反するもの→ラッパ型・朝顔型)。

①住居跡出土

101号住Nα 7・ 9は球胴型をなし、Nα 2・ 5も 胴部が膨 らむ型と推定される。大木 6式の可能性あり。

102号住No30は他の遺構では確認されない文様である。他の遺構から離れて立地 していることとも関連か。

大木 7aの可能性あり。201号住Nα52・ 6里・63・ 64・ 65は 回唇部鋸歯状装飾、Nα51・ 55ほかは電光状の沈線

ならびに貼付け、Nα53～61は環状装飾が特徴的である。202号住Nα92・ 110・ 118は外反・肥厚した回唇部に

刺突や沈線が施されており、大木 6式の可能性がある。203号住Nα 121・ 130は球胴型をなす。Nα124は朝顔

(ラ ッパ)型の器形をなし比較的胴部 (底に近い部分)ま で文様 (貼付け)ん 見ゞられる。一方、No131・ 132・

137の文様は頸部付近に見られ、下方まで展開しない。205号住h174は環状装飾、Nα 182・ 173は鋸歯状装飾

がそれぞれ確認される。206号住配199は膨らんだ胴部と外反した口唇部から大木 6式の可含留l■あり。No192・

198・ 204。 209は電光状の沈線や貼付け、環状装飾などが見られる。星07竜弧 o215・ 231は環状装飾、N622毘・

233・ 238ほかは電光状の貼付けが特徴的である。Nα212は頸部に馬蹄形の貼付けが見られる。208号住N6248・

252・ 261は胴部がやや膨 らみ頸部から外反する器形や、頸部を一周する隆帯にぶら下がるように施される

貼付け文様など、共通する部分が多い。301号住Nα265。 263は いずれも朝顔型 (ラ ッパ型)の器形をなす。

302号住Na288は環状装飾、No275・ 2791よ それぞれ電光状の沈線と貼付けが確認される。303号住配292は球

胴型か ?。 304号住No300～303は朝顔型 (ラ ッパ型)、 Nα298は 1同部が膨らむものの、口唇部の肥厚は確認さ

れない。No.311・ 315は環状装飾が施される。305号住NQ321は電光状の貼付けが比較的下部まで展開する。

Nα322も 同様に電光状沈線が縦に施され、下部まで展開する。306号住Nα333 0 384は 口唇部に鋸歯状装飾、

物V
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V 遺物

h345・ 349・ 350、 3591よ環状装飾、Nα3581よ頸部から比較的下方まで文様が展開する。Nα356は 口唇部の外

反の具合と沈線の入り具合から大木 6式とも考えられる。307号住Nα860は朝顔型 (ラ ッパ型)、 Nα861は電

光状沈線が縦に、またNα3641よ電光状の貼付けが横方向に展開する。308号住No367は 口唇部に鋸歯状装飾と

上半部に電光状ならびに渦巻状の沈線。その他基本的に電光状の沈線と貼付け。No,370は 胴部が膨 らみ頸部

から外反するが口唇部は肥厚 しない。401号住Nα875は月同部がやや膨 らみ、上部がやや外反する頸部に巡る

紐状の貼付けからぶら下がるように特徴的な文様が展開する。402号住Nα395は深鉢の胴部中央部付近と推

定されるが、この部分まで上方から電光状沈線による文様が展開している。403号住Nα409・ 411は いずれも

口唇部に鋸歯状装飾が見 られる。404号住Nα425は頸部に巡る刺突の施された隆帯の直下を、竹管状工具に

より波状の文様が巡る。h424・ 427は 口唇部に鋸歯状装飾がみられる。408号住h445(a, b)・ 436。 442

(a, b)は深鉢の頸部に刺突もしくは沈線を施 した隆帯が巡り、それにぶら下がるように貼付け文様が展

開し、器形 もほぼ共通 している。同様にNα441と 444な らびにNo437と 489の それぞれも器形に共通性を窺う

ことができる。Nα446は朝顔型 (ラ ッパ型)をなすが、胴部を形成するラインが微妙に外側に膨 らんでいる。

Nα448・ 4590464はいずれも環状装飾であることが確認される。409号住陥475は朝顔型 (ラ ッパ型)で口唇

部に鋸歯状装飾が見られる。411号住h477は環状装飾、Na480は電光状沈線が縦に施される。412号住陥482

は朝顔型 (ラ ッパ型)の器形に大型の鋸歯状装飾が施される。Nα481・ 483・ 484はいずれも朝顔型 (ラ ッパ

型)と 球胴型の中間的な器形をなす。全体的に紐状の貼付け文様は、頸部付近で完結するものは少なく、胴

部中央付近まで展開するものが多い。414号住Nα515は朝顔型 (ラ ッ′ヾ型)と球胴型の中間的な器形をなす。

NQ532は朝顔型 (ラ ッパ型)の器形をなし、紐状の貼付けが比較的下方にも展開する。地541・ 544・ 548に

ついては、貼付けや沈線に幾何学的な特徴を窺 うことができる。421号住m567は上部に紐状の貼付けが展

開する。Nα580。 605は球胴型の一部をなす可能性があるが、配605はやや特異であるといえる。427号住h
621(a, b)は朝顔型 (ラ ッパ型)を なすが胴部下方で外側にやや膨 らんだ器形をなす。No628。 630・

641・ 645・ 653は 回唇部に施される環状装飾である。429号住Nα664は竹管状工具による鋸歯状の沈線が頸部

に巡る。432号住Nα665は環状装飾と鋸歯状装飾がそれぞれ 2単位ずつで構成されるものと推測される。501

号住Nα667は大型の鋸歯状装飾が見 られ、Nα668と ともに胴部がやや膨 らんだ器形をなす。505号住No672は

朝顔型 (ラ ッパ型)を なし、Nα676(a, b)は胴部がやや膨 らみ、頸部から口唇部にかけて急激に外反す

る器形をなす。

②土坑出土

101号土坑Nα6801よ朝顔型 (ラ ッパ型)の胴部中央付近がやや膨 らみ球胴型との中間に近い器形をなす。

102号土坑N6687は朝顔形 (ラ ッパ型)をなし、上部を巡る刻みの入った隆帯の間に鋸歯状装飾を施 してい

る。103号土坑Nα696は 口唇部 4単位の装飾のうち 2単位が環状装飾である。201号土坑Nα722は 口唇部装飾

が 1単位のみ確認される。No736は 日唇部に渦巻状の隆帯を伴った装飾であるが、環状装飾の一環 と推測さ

れる。213・ 219。 220号土坑Nα755は朝顔型 (ラ ッパ型)で口唇部鋸歯状の刻みが巡る。上部に巡 る三本の

隆帯の間に鋸歯状の貼付けが見られる。Nα757は 4単位の装飾のうち 2単位が環状装飾であり、胴部上半に

は鋸歯状と渦巻状を組み合わせた文様が展開する。Nα763も 二本に巡る隆帯の間にクランク状及び他の文様

が施される。305号土坑Nα777は 口唇部に近い上部に鋸歯状ほかの貼付けが巡る。318号土坑N6782は頸部に

巡る隆帯にぶら下がるような貼付けが施される。429号土坑随794は ボタン状の貼付けが 1単位のみ施され

る点が特徴的である。481・ 482号土坑Nα841は 回唇部に近い上端部にのみ隆帯と貼付けが施されている。配

833は環状装飾と波状口縁の組み合わせで胴部がやや膨 らむ。器形と口縁の傾向としてはN6842・ 852に つい

ても同様と考えられる。605号土坑Nα869・ 870と もに大洞A式である。
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2 土製品

③陥し穴状遺構出上

204号陥し穴No.877・ 878は波状口縁の突起部で、表面に紐状の貼付けが施される。Nα874・ 876・ 881は 口

唇部の鋸歯状装飾である。425号陥し穴Nα887は環状装飾の一部か。Nα886は渦巻状の沈線の一部か。

④その他の遺構出土

402号埋設土器NQ8911ま朝顔型 (ラ ッパ型)の器形をなすが、文様や装飾は見られない。403号埋設土器No,

894は胴部上半がやや膨 らむ器形をなし、文様や装飾は見られない。404号埋設土器Nα892は月同部全体にやや

膨 らみが見 られるものの、ほぼ垂直に立ち上がり上端部で外反する。406号埋設土器No896は胴部上半がや

や膨 らむ器形をなし、上部には電光状沈線が横方向に施され、頸部をめぐる刺突の施された隆帯にぶら下が

るように渦巻状の装飾が施される。

(2)遺 構外 出土 の土器

いわゆる集落部分とその周辺地域と、調査区西方地域とでは出土土器の傾向に違いが見られる。すなわち

これまでも述べてきたように、集落部分とその周辺地域 (」 Ⅱグリッド～LⅣグリッド付近)において出土

した土器のほとんどは大木 5式を中心とする縄文時代前期末のものであるが、西方地域 (Aグ リッド～Fグ

リッド付近)においては縄文時代早期～晩期まで広範な時期の上器が出上している。しかしながら、いずれ

も破片がほとんどであり、周辺の遺構との関連性も希薄なものが多いため、積極的な議論の資料とは成り難

い。以下、集落部分とその周辺地域における特徴的なものについて列挙する。

Nα975。 984は いずれも回縁部ならびに口縁部突起部にこぶ状の貼付け装飾が施される。Nα990・ 1023は球

胴型の上半部と推測される。Nα987・ 1099は装飾を施さない波状口縁を持つ。Nα 1057・ 1058・ 1059は 口縁部

が一部壇状に尖っているが、h1062・ 1216は これが発展して 4単位の突起となっている。隣接グリッドど

うしから出土しているNα 1206・ 1209・ 1211は口唇部が肥厚し竹管状工具による沈線文様が施されており、

大木 6式の口縁部を連想させる。同様にh1207も 胴部への沈線の展開の仕方から大木 6式に近いといえる。

No1230 0 1231・ 1232・ 1235・ 1237についても隣接するグリッドどうしから出土しており、こぶ状の装飾、

口縁部の肥厚、胴部沈線の状態などから大木 6式に近いといえる。

2 土 製  品 (第 177～ 185図、写真図版226～229)

出土 した土製品は土偶が 8点、土玉が148点、耳栓が 5点、イチジク形土製品が 1点、国径、底径ないし

器高が概ね 5 cm未満のミニチュア土器が13点、不明土製品18点である。全点掲載 した。以下、種類毎に記

載する。

(1)土    偶 (159。 160・ 174・ 176。 177・ 188・ 191・ 192)

8点出土 している。 5点が遺構内出土 (住居 2点、土坑 3点)で 3点が遺構外出土である。いずれも破片

で、 しかも部分的な残存状況であるため土偶かどうかの認定も難 しいと思われるものも含んでいる。基本的

には板状の上偶がこの時期に多 く見られるという前提に立っており、その一部と推測されるものは土偶とし

た。159・ 160。 192は かなり断片的で部位の推測は不可能である。174・ 176は体部の可能性が高く、177・

191は脚部の可含Zl■が高い。昭和58～ 59年度における胆沢町教育委員会による発掘調査では表裏に沈線や刺

突が施される土偶と推測される製品 (140)が 1点出土 している。188は 3側面が生きていることから、頭

部をあらわしたものか、あるいは土偶ではなく単なる板状の上製品をなす可含留l■ も考えられる。嘉倉貝塚発

掘調査報告書によると、同遺跡でこれに類似 した製品 (43812)が出土 しており、その他の土製品に分類
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V 遣物

されている。

(2)土    玉 (1・ 5・ 6・ 16～ 154。 157。 158。 164・ 167・ 173・ 198)

148点出土 している。193を除く147点が遺構内出上である。特に16～ 154は207号住覆土ならびに床面直上

のほぼ一箇所から耳栓ほかの土製品とともに集中して出土 したものである。167の 1点以外は全て貫通孔を

有する。 1は球形をなすが、その他はいずれも貫通孔側の面が平 らな形をなす扁平な玉である。

(3)耳   栓 (4・ 7・ 9・ 10・ 162)

5点出土 している。概ね鼓形をなすものを耳栓とした。 5点とも住居覆土 もしくは床面直上からの出土で

ある。 7・ 9。 10はいずれも207号住床面直上から土玉と一緒に出土 している。 4と 10は貫通孔を有する。

(4)イ チ ジク形 土 製 品 (184)

184の 1点が出土 している。表土を除去 し遺構の検出中に出土を確認 した。完形ではなく、先端部が欠損

している。平面形は丸底の砲弾型で、基部から先端部に向かって細 くなる。先端側 3分の 1ほ どは全面に刺

突が施される。出土状況や形態からこの製品の機能や用途を推測することは困難である。

最初にこの上製品の存在を明らかにしたのはおそらく興野義一氏で、宮城県北部の遺跡から出土 した計 9

点の製品について、「円錐躊型土製品」と呼称 し、使途不明な遺物として報告 している。また、この中で東

北歴史資料館の藤沼邦彦氏 (現在は弘前大学)が この製品を「いちじく型土製品」と呼称 していることにつ

いても言及 している (興野 :1990)。 一方、近年になって宮城県北部の嘉倉貝塚から同様の土製品が新たに

6点出上 したことが明らかとなり (宮城県教育委員会 :2003)、 本遺跡から出上 した 1点についてもあわせ

て現時点で17点 を確認 していると述べている。 この製品は岩手県南部から宮城県北部のいわゆる北上川中

流域という限定された地域で確認されているもので、時期も大木 4～ 7式の範囲に収まるものであることか

ら、縄文時代前期後葉の極めて限定された時期・地域での稀少な遺物であると見ることができる。因みに、

嘉倉貝塚出上の製品について実見させていただく機会を得て、本遺跡出上の製品と比較してみたが、形態・

大きさなどはおおむね似かよっていた。製品を構成する胎上についても肉眼で比較 してみたが、こちらにつ

いて共通性は見られず両者ともに在地の原料を使用している可能性が高いとの結論に至った。

なお、この報告書では「イチジク形土製品」という呼称が用いられていたことから、本遺跡においてもこ

れに習って「イチジク形土製品」と呼称することにした。

イチジク形土製品の確認点数について、嘉倉貝塚報告書の刊行後、胆沢町教育委員会の佐々木いく子氏よ

り、胆沢町宮沢原E遺跡報告書 (1963)に おいてイチジク形土製品と思われるものが掲載されているとのご

助言を受けた (宮沢原E遺跡出土土器Nα 15)。 早速報告書を便宜 していただき確認 したところ、形態、刺突

の入り方など前述 した製品とほぼ同様であった。遺跡から出土 している土器は破片数点であるが大木 4～ 5

式に相当すると思われる。また、江刺市の新田遺跡において、この製品の下半をなすと推測される部分が出

土 している (土製品Nα24)。 したがってこの製品の現段階での確認数は嘉倉貝塚で報告された17点 にこれら

を加えた19点 となる。

(5)ミ ニ チ ュア土 器 (2・ 8・ 11・ 12・ 14・ 15。 155。 172・ 178・ 185・ 186・ 1890190)

13点出土 している。いずれも特徴的な文様などは見られない。一部地文の確認できるもの (8・ 186)

が見られる。
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3 剥片石器

(6)不 明 土 製 品 (3・ 13・ 156・ 161・ 163・ 165・ 166。 168～ 171・ 175・ 179～ 183・ 187)

18点出土 している。 3。 166・ 1680169。 171・ 175。 181は いずれも棒状の製品の一部と考えられるが、

全体を推測できるものはない。13と 165は いずれも棒状の製品の長軸方向に貫通孔が見られる。207号住出

土の13はやや扁平で、土玉や耳栓が集中して確認された区域からの出上である。 156・ 161・ 163は いずれも

スプーン状を推測させる形状をしており、156は把手の部分が欠けた状態と考えられる。170は端部に貫通

孔を持ち、片面にあられ状の装飾が施され、垂飾品の可能性が考えられる。180も 同様に垂飾品の可能性が

考えられる。179は 幅広で口を開いた端部と狭い端部を持つ。狭い端部側にも貫通孔が確認される。 これと

類似 した製品が嘉倉貝塚で 3点 (43816・ 17・ 18)報告されている。182・ 1871ま 焼成粘土塊の可能性 も考

えられるがよくわからない。183は大きさや全体的な形状からしてイチジク形土製品に共通するようにも見

られるが、著しく不整な形をしており、装飾を施 した痕跡もない。

3剥 片 石 器

野外調査中に出上 した石器については、原則として調査員が全て目を通 してから選択 し収納 した。それ以

外は破棄している。この作業は遺物を水洗 した後、使用痕等を確認するという手順で行った。ただし、場合

によっては石器であっても、自然石と誤認 して廃棄している個体も含まれている可含多l■が無いわけではない。

その後、室内整理段階でそれぞれ設定 した器種毎に仕分・分類を行い、フレイク (特殊な遺構から出土 した

一部を除く)・ チップを除いた全ての登録を行い、その中から個体の残存率や出土地点等を総合的に判断 し

て掲載遺物を選択 した。掲載遺物の割合は登録 した遺物の各器種の全体量と相関するように意識 したつもり

である。分類 した器種名については、同時期における他遺跡の報告書を参考とし、理解 した上でできるだけ

名称が疎通するように心がけたつもりであるが、特殊な石製品などについては、その形態から便宜的に命名

して使用しているものもある。

出土 した剥片石器2649点、石製品158点、合計2807点のうち、剥片石器528点 (石鏃206点、石錐15点、石

匙65点、削・掻器71点、尖頭器53点、尖頭器様石器 8点、石箆63点、打製石斧14点、Rフ レ32点、不明 1

点)、 石核13点、石製品96点 (磨製石斧39点、有孔石製品 6点、石棒状石製品 3点、映状耳飾り11点、燕尾

形石製品 2点、石剣15点、短冊形石製品 1点、不明石製品19点)の合計637点を掲載 した。素材、形態、使

用痕等により分類 した以下の器種毎に記述する。

(1)石 鏃  (1～ 5。 19・ 21～ 24・ 46～49・ 55～ 62・ 78095～98・ 108～ 113・ 122・ 127～ 131・

149・ 150・ 152・ 160-162・ 166-170・ 177-181・ 184-194・ 202-216・ 231-233・ 242・ 246-253・ 268

ハV270・ 272-285・ 299-301 ・ 316。 317・ 320′
‐Ψ331・ 349。 357・ 360-375・ 398-395・ 399-402・ 414-

417・ 421・ 423・ 425・ 430・ 432・ 433・ 436・ 438・ 439・ 448ハΨ452・ 457-460・ 469・ 471・ 472・ 474・ 510・

516。 519・ 532・ 537・ 5400545・ 565・ 574・ 579・ 580-586・ 590・ 596・ 607-609・ 613・ 628・ 629・ 631・

632・ 3003)

合計507点の出土で206点 を掲載 した。基部形状で見た場合、凹基鏃が圧倒的に多 く割合か らすると次い

で平基鏃、円基鏃の順 となる。掲載遺物中、凹基鏃は179点、平基鏃が27点であった。使用石材については、

全出土中頁岩が454点、凝灰岩が35点、赤色頁岩が10点、珪質頁岩 と流紋岩が各 3点、砂岩とホルンフェル

スが各 1点となっており、数点を除きそのほとんどは奥羽山脈を産地 とする。
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V 遺物

(2)石    錐 (6・ 25・ 38・ 65・ 66・ 132。 217・ 218。 286・ 287・ 302・ 332・ 333・ 515・ 603)

合計34点の出土で15点を掲載した。全出土中の石材構成は頁岩 (奥羽山脈)28点、買岩 (北上山地)1
点で頁岩の合計が29点である。次いで凝灰岩 (奥羽山脈)3点、赤色頁岩 (奥羽山脈)1点、赤色頁岩

(北上山地)1点となっており、頁岩の占める割合は82%を超える。

(3)尖 頭 器 (7・ 27・ 39042・ 54・ 68・ 79。 92・ 99・ 100・ 101・ 103・ 114～ 116。 138～ 135。

151・ 195・ 219。 254・ 256・ 303・ 376・ 396・ 403・ 404・ 427・ 428・ 442・ 477′
‐Ψ492・ 527・ 575・ 589・ 616・

618・ 619)

合計100点の出土で53点を掲載 している。石材 は頁岩 (奥羽山脈)が93点 と圧倒的に多 く、凝灰岩 (奥羽

山脈)3点、赤色頁岩 1点、流紋岩 1点、デイサイ ト1点、その他 (不明)1点 となっている。

(4)尖 頭 器 様 石 器 (102・ 405・ 406・ 495～498)

岡村 (1984)の述べるように平面形がいわゆる槍先形や木葉形の尖頭器に似たものを尖頭器様石器とし

て分類した。合計11点の出土で8点を掲載した。石材は全て頁岩 (奥羽山脈)である。

(5)石    匙 (28。 29・ 40・ 41050～ 52・ 69～ 71・ 81～84・ 105。 106・ 118。 138・ 139。 154・

156・ 164・ 172・ 221-223・ 237・ 258・ 289-291・ 384-337・ 389。 351・ 420・ 434・ 440。 407・ 419・ 453・

454・ 461・ 462・ 467・ 319。 518・ 522・ 525。 536。 557・ 558・ 562・ 570・ 571・ 592・ 594・ 597・ 598・ 605・

611・ 623・ 627)

摘み部を持つ もの、 あるいは摘み と推測 され る部分が認め られ るものを石匙 と した。 158点出土 し、

65点を掲載 した。全出土中の石材構成は、頁岩 (奥羽山脈)が134点、頁岩 (北上山地)1点 で頁岩が合計

135点 と圧倒的に多い。次いで赤色頁岩 (奥羽山脈)6点、赤色頁岩 (北上山地)7点 の合計13点、凝灰岩

(奥羽山脈)が 2点、珪質頁岩 (奥羽山脈)、 デイサイ ト (奥羽山脈 )、 流紋岩 (奥羽山脈)が各 1点である。

(6)石    箆 (8～ 10。 20。 26・ 63・ 64・ 67・ 80。 104。 117・ 136・ 153・ 155。 163・ 1710196・

220・ 236・ 257・ 288。 304・ 305・ 306・ 377・ 378・ 379・ 380・ 398・ 408・ 424・ 429・ 431・ 443・ 447・ 473・

475。 506・ 508・ 509・ 511・ 520・ 521・ 528・ 533・ 538・ 549-553・ 560・ 561・ 573・ 591・ 593・ 599・ 621・

3001・ 3002・ 3003-3006)

ばち形・短冊形をな し、幅の広いほうの先端に刃部が形成されるものを石箆 とした。急角度の刃部を形成

するものが多い。両面加工、片面加工の両者 ともに確認される。合計 147点の出土で63点を掲載 した。全出

土中の石材は頁岩 (奥羽山脈)が 126点、頁岩 (北上山地)3点 で頁岩が合計 129点 と圧倒的に多い。次い

で凝灰岩 (奥羽山脈)5点 、 ホル ンフェルス (北上山地)7点、赤色頁岩 (奥羽山脈 )、 赤色頁岩 (北上山

脈 )、 砂岩 (奥羽山脈 )、 珪質頁岩 (奥羽山脈)、 デイサイ ト (奥羽山脈 )、 流紋岩 (奥羽山脈)が各 1点であ

る。

(7)削 器 ・ 掻 器 (1卜 14・ 30～ 33・ 53・ 72・ 77・ 85～ 87・ 91・ 119・ 123・ 124・ 137・ 140～ 142・

157・ 165・ 173。 175・ 183・ 224・ 234・ 235。 238・ 255。 271・ 292-294・ 307・ 338・ 350・ 358・ 382・ 409・

412・ 463・ 468。 476・ 498・ 505・ 507・ 512・ 517・ 523・ 526・ 529・ 531・ 534・ 539・ 541-544・ 546。 548・

554・ 556・ 576。 587・ 601・ 604・ 622・ 624)
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平坦で幅の狭い剥離が縁辺に連続 し、急角度のスクレイパーエッジが形成されているもの、ならびに二次

加工により刃部を形成 している剥片を一括 して削器・掻器とした。全録段階では確認できなかったがいわゆ

るピエスエスキーュが含まれるとすればこの器種である。合計228点の出土で、うち71点 を掲載 した。使用

石材は頁岩が228点中196点 と圧倒的に多 く8割以上を占める。次いで凝灰岩11点、流紋岩 5点、ホルンフェ

ルスと砂岩が各 4点、赤色頁岩 3点、デイサイ トと珪質頁岩が各 2点、チャート1点となっている。

(8)打 製 石 斧 (15・ 36・ 73・ 74・ 146・ 199。 312・ 343・ 410・ 4180426・ 437・ 446・ 567)

石箆としたものよりも基本的に大型で、刃部と思しき剥離のあるものを打製石斧と分類した。どちらかと

いうと半加工品のようなものが多く、磨製石斧作成過程における中途段階ととらえることも可能であるため、

積極的にこの器種として分類したというよりは、他の器種に適合しないものをこの器種として分類したもの

である。52点の出土で14点を掲載した。全体的傾向として、北上山地産の石材でホルンフェルスを使用 し

たものが多い (全52点中17点)。

(9)石 核 (17・ 34・ 147・ 159・ 244・ 266・ 267・ 3480397。 466・ 568・ 615・ 625)

67点中13点を掲載 した。全出土中の石材構成は頁岩 (奥羽山脈)47点、デイサイ ト (奥羽山脈)7点 、

凝灰岩 (奥羽山脈)5点、赤色頁岩 (奥羽山脈)、 珪質頁岩 (奥羽山脈)、 流紋岩 (奥羽山脈)が各 2点、赤

色頁岩 (北上山地)、 チャート (北上山地)が各 1点となっている。

(10)加工 痕 を持 つ剥 片 (Rフ レ)(120・ 121・ 174・ 182・ 197・ 198・ 243・ 245。 259。 308・ 309。

340・ 359・ 381・ 455・ 470・ 499・ 500～504・ 513・ 514・ 524・ 530。 535・ 547・ 569・ 572・ 578・ 595)

部分的あるいは全体的に二次加工が施されているものの、不定形などの理由から器種として分類できない

ものを一括 してR(リ タッチ ド)フ レイクとした。687点 の出土で32点を掲載 している。全出土中の石材構

成は頁岩638点、凝灰岩23点、赤色頁岩11点、砂岩 5点、流絞岩 4点、ホルンフェルス 3点、珪質頁岩 2点、

デイサイ ト1点となっている。

(11) 最U       ナ|

使用痕等の観察できない剥片及び加工痕を持たない微細剥離をともなう剥片は大コンテナで合計 4箱、重

量にすると約50kgである。特に図示はしていない。石材は頁岩が圧倒的に多く、泥岩、赤色凝灰岩、馬暗、

黒曜石がごく少量存在する。

4石 製 品

石製品は合計158点出土している。以下、種類別に記述する。

(1)磨 製 石 斧 (43～ 45・ 75・ 76・ 88・ 89。 125・ 143・ 144。 176・ 200・ 225・ 226・ 239・

241・ 260・ 297・ 310・ 311・ 313・ 318・ 341。 342・ 345・ 352-356・ 385・ 413・ 441・ 444・ 464・ 566・ 610。

61且・ 614)

合計55点の出土で39点を掲載 した。石材は頁岩 (北上山地)が 21点、同 じく頁岩 (奥羽山脈)が 7点、

ホル ンフェルス (北上山地)6点、凝灰岩 (奥羽山脈)5点、砂岩 3点、流紋岩 と閃緑岩ならびにお岩が各

2点、粘板岩 と花南閃緑岩が各 1点、その他 5点となっており、北上山地産の石材の割合が多い。
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V 遺物

(2)有 孔石製 品 (18・ 90・ 145。 240・ 347・ 465)

合計 6点出上しており、すべて掲載した。347は欠損しており、自然礫の可能性も考えられる。その他の

5点はいずれも中心部付近に人為的な加工孔を持つ。使用石材は頁岩と凝灰岩が各 2点、砂岩とデイサイト

が各 1点である。

(3)石 棒 状 石 製 品 (A・ B・ Ctヽずれも写真のみ)

形態が石棒状をなすものをこの器種に分類した。加工痕跡がわずかに認められる程度のものがほとんどで

ある。 3点の出上である。石材は安山岩 (奥羽山脈)が 2点、泥岩 (奥羽山脈)が 1点である。

(4)石    剣 (16・ 35。 37・ 93・ 126。 158・ 229・ 230。 295。 296・ 344・ 346・ 386・ 390・ 391・

411・ 422・ 620・ 626・ 630)

研磨により全体を調整 し、扁平で細長い形状をな しているものを この器種に分類 した。合計29点の出土

で15点 を掲載 した。全出土中の石材構成 は頁岩 (北上山地)が 19点、頁岩 (奥羽山脈)が 4点で頁岩が合

計23点である。次いで凝灰岩 (北上山地 )、 粘板岩 (北上山地 )、 ホル ンフェルス (北上山地)ん 各ゞ 2点と

なっている。

(5)映 状 耳 飾 (264・ 265。 298・ 315・ 383・ 384・ 435・ 559・ 577・ 606・ 617)

合計11点出土している。全点掲載した。完全な形をなすものはなく、片半もしくは一部残存するものの

みである。使用石材としては298の 頁岩を除き、他は全て凝灰岩である。

(6)燕 尾 形 石 製 品 (564・ 600)

合計2点出土している。石剣状に加工した製品の一端に切り込みを施している。564は切り込みの度合い

が浅く、製品自体の末端の加工状況からしても加工中途もしくは転用の可能性が考えられる。6001ま切り込

み部と反対側約 2分の 1ないしは3分の1程度が欠損している。

(7)短 冊 形 石 製 品 (588)

1点出上している。製品の一端に穿孔がある。部分的に剥落が見られる。石材は粘板岩である。

(8)不 明 石 製 品 (94・ 107・ 148・ 201・ 227・ 228・ 261～ 263・ 314。 387～ 389。 392・ 445。

456・ 555・ 568。 602)

全部で51点の出上で19点を掲載 した。石製品のうち上記の分類にあてはまらないものを一括 した。

凝灰岩を石材とし、楕円形基調の扁平なものが多い。これらはいずれも大きさ、石材ならびに加工の状況

等から、致状耳飾など他の石製品をつくる中途の未製品である可能性 も考えられる。

5礫 石 器

礫石器は2585点 の出土中335点 (凹石類157点、スリ石類62点、敲石類 5点、台石・石皿類計24点、石錘

類85点、石棒 2点)を掲載した。器種分類については必ずしも単独器種として機能せず、複数の機能を有

すると推測されるものも存在したため、素材の形態、大きさなどを総合的に判断し、最も代表的と思われる
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5 礫石器

器種に分類 した。なお、その際、他の機能も有 したと推測されるものについては『凹み十スリ』といったよ

うに、機能を付加 して表現 した。

(1)凹 み 石 類 (4・ 14～ 16・ 23・ 27・ 28・ 30・ 32～ 35。 38・ 39・ 53～ 58・ 60・ 62・ 63・ 69・

71・ 75。 76。 80・ 84・ 87・ 88・ 98-96・ 100-102。 107・ 109。 1100112・ 113・ 115・ 117・ 119-121・ 12

6。 128・ 129・ 131・ 135。 189-143・ 146・ 148・ 150-152・ 158・ 159。 168-170。 173-177・ 180-184・

192-194・ 196・ 197・ 199。 202-204・ 213・ 220-223・ 225・ 226・ 229-234・ 240-245・ 250・ 251・ 253

⌒V257・ 261かΨ266・ 268-270・ 273・ 274・ 276′
‐Ψ280・ 283′

‐Ψ285・ 287・ 291-293・ 297・ 298・ 303-306・

310～ 314・ 316・ 317・ 3210324～ 327・ 329・ 380・ 332)

合計で■76点出土 し、157点を掲載 した。作用痕跡の認定は概ね次のような観点で行 った。

敲打痕が一部 に集中 し、断面が深い悟鉢形や浅い皿状を呈する凹痕が形成されている部分、並 びに径 5 mm

以下の小径の敲打痕が集中 し局部的にアバタ状の痕跡を示 している部分を凹部 とした。溝状 とした凹部は凹

痕の最深部が溝状になるもので、平面観が円形の凹部が複数直線的に連なるものと区別 している。

全出±1176点中の石材構成 は安山岩 (奥羽山脈)724点で最 も多 く、以下、石英安山岩 (奥羽山脈)が

171点、砂岩 (奥羽山脈)69点、凝灰岩 (奥羽山脈)68点、頁岩 (奥羽山脈)46点、デイサイ ト (奥羽山脈)

36点、花南閃緑岩 (奥羽山脈基盤)14点、頁岩 (奥羽山脈基盤)9点 、 ホルンフェルス (奥羽山脈基盤)

7点、流紋岩 (奥羽山脈)6点、礫岩 (奥羽山脈)4点、 ホルンフェルス (北上山地)3点、頁岩 (北上山

地)2点、マイロナイ ト (奥羽山脈)2点、頁岩 (奥羽山脈基盤)1点、玄武岩 (奥羽山脈)1点 、閃緑岩

(奥羽山脈)1点 、 ヒン岩 (北上山地)1点、赤色頁岩 (奥羽山脈)1点 、 ヒン岩 (奥羽山脈)1点 、不明

9点 となっている。

本来であれば、使用石材以外についても、素材の詳細な形状、凹部の数 と対向関係、凹部形状 と石材の関

係、凹面数 と凹部形状の関係、凹部以外の使用痕などについて、出土 した全点について検討 し、遺跡出土の

凹み石の特徴 として検討を加えなければならないところであるが、時間的制約のため分析を行 うに至 らなかっ

た。 これについてはあらためて機会を設け論 じることとしたい。

(2)ス  リ 石  類 (5・ 6・ 12・ 13・ 21・ 29・ 31・ 37・ 41・ 45～ 47。 59・ 61・ 70・ 72・ 86。 92・

97-99・ 103・ 108・ 111・ 114・ 123・ 127・ 130・ 138・ 144・ 145。 147。 149。 154-157・ 171・ 191・ 216・

238・ 239。 246・ 247・ 252・ 258・ 267・ 272・ 275。 288・ 289。 295・ 296・ 299・ 300・ 315・ 3200322・ 328・

331・ 333・ 3007)

合計675点 出土 し、62点を掲載 した。スリ面を有するものをスリ石類として分類 した。スリ面の定義とし

て、次に示 した「摩滅痕」と「擦痕」により形成された比較的平滑な面とした。

摩滅痕 :表面が研磨作用により平滑になっており、石材によっては光沢を有する部分を摩滅痕 とした。転

礫などに見られる自然の営力による平滑面とは、平坦面の中央部に一定の範囲で平滑な面が形成

されるという特徴で識別した。

擦 痕 :表面が摩擦を生 じる作用によリー定の範囲で荒れた状態になっている部分を擦痕とした。摩滅痕

と同一の作用によっても石材の違いで擦痕と分類したものが含まれていると考えられるため、一

つの個体に「より粗い擦痕」と「より平滑な摩滅痕」の両者が観察され明瞭に区別できる場合を

除き、擦痕と摩滅痕は特に区分 していない。

全出±675点中の石材構成は安山岩 (奥羽山脈)が433点と最も多く、以下、石英安山岩 (奥羽山脈)106

点、凝灰岩 (奥羽山脈)34点、砂岩 (奥羽山脈)30点、デイサイ ト (奥羽山脈)15点、花南閃緑岩 (奥羽
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山脈基盤)14点、頁岩 (奥羽山脈)13点、頁岩 (北上山地奥羽山脈基盤)6点 、花南閃緑岩 (北上山地 )

5点、ホルンフェルス (奥羽山脈基盤)6点、礫岩 (奥羽山脈)3点、流紋岩 (奥羽山脈)2点、マイロナ

イ ト (奥羽山脈)2点 、斑岩 (奥羽山脈)1点、閃緑岩 (奥羽山脈)1点、頁岩 (北上山地)1点、不明 3

点 となっている。

(3)敲 石 類 (20・ 85・ 160・ 205・ 282)

合計29点出土 し、 5点を掲載 した。一定の部分を繰 り返 し敲打することでザラザラした面が局所的に形

成されている部分を敲打痕とし、この痕跡を主体的に有するものを敲石とした。観察表中には「タタキ」と

表記 してある。柱状礫の頂端や稜線、偏平礫の側縁などに特徴的に見られる。アバタ状の凹部とは集中の度

合いで識別 したが明確に基準を設けて区分 したわけではない。

全出±29点中の石材構成は安山岩 (奥羽山脈)が15点と最 も多く、以下、石英安山岩 (奥羽山脈)4点、

頁岩 (北上山地奥羽山脈基盤)3点、頁岩 (奥羽山脈)、 花南閃緑岩 (北上山地)、 泥岩 (奥羽山脈)、 ホル

ンフェルス (奥羽山脈基盤)、 ホルンフェルス (北上山地)、 凝灰岩 (奥羽山脈)、 デイサイ ト (奥羽山脈)

が各 1点となっている。

(4)身百 錘  (1～ 3・ 7・ 8・ 10・ 11・ 18。 19・ 22・ 24～ 26。 36・ 44・ 50・ 51・ 52・ 64～ 68・

77・ 78・ 81-83・ 89・ 104-106・ 118・ 122・ 124・ 125。 132-134・ 136・ 137。 161-167・ 172・ 178・ 179・

195。 198。 200・ 201・ 206-212・ 214・ 215・ 218・ 219。 224・ 227・ 228・ 235-237・ 259・ 260・ 271・ 281・

286・ 290。 294・ 301・ 302・ 308・ 309。 318・ 319)

合計461点 出土 し、85点を掲載 した。偏平な円礫で側縁に 2箇所の快 りを持つ ものを石錘 とした。特徴 と

して、快 り部以外にも凹み痕跡、ス リ痕跡などの作用痕跡を持つ ものの存在 (461点中77点)があげ られる。

全出±461点 中の石材構成は安山岩 (奥羽山脈)が 156点 と最 も多 く、以下、凝灰岩 (奥羽山脈)69点、

石英安山岩 (奥羽山脈)59点、砂岩 (奥羽山脈)56点、頁岩 (奥羽山脈)52点、デイサイ ト (奥羽山脈 )

30点、頁岩 (北上山地奥羽山脈基盤)9点 、頁岩 (北上山地)7点 、 ホル ンフェルス (奥羽山脈基盤)6
点、花南閃緑岩 (奥羽山脈基盤)4点、泥岩 (奥羽山脈)2点 、礫岩 (奥羽山脈)2点、チャー ト (北上山

地)1点、マイロナイ ト (奥羽山脈)1点、不明 7点 となっている。

(5)台 石 (17・ 42・ 186。 188・ 189)

合計で151点出土 し、 5点を掲載 した。大型の盤状礫で平坦面に敲打痕が散在するものと平坦面が摩滅を

受けるものを抽出した。スリ石との区別は主に形状、計測値の観点から行った。すなわち、台石は大型の礫

素材で概ね長幅に比べ厚さの数値が小さく偏平な礫を使用 していること、また主な作用面は平坦面ないし若

干凹んだ面に観察される場合が多い、両面の平坦面が作用面となるものが少ない、といった点でスリ石と違

いがある。使用法を想定すれば、スリ石が手に持って作業台の上で被加工物をすり潰す用途、台石はスリ石、

敲石、凹石などを使用 した際の作業台として固定 して使われたものと考えられる。ただし、計測値に分類基

準を設けたわけではないため、曖昧な点がある。

全出±151点中の石材構成は安山岩 (奥羽山脈)が 102点 と最 も多 く、以下、石英安山岩 (奥羽山脈)33
点、デイサイ ト (奥羽山脈)4点、砂岩 (奥羽山脈)4点、凝灰岩 (奥羽山脈)2点、頁岩 (北上山地奥羽

山脈基盤)1点、頁岩 (奥羽山脈)1点、流紋岩 (奥羽山脈)1点、 ヒン岩 (北上山地)1点、不明 2点と

なっている。
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(6)石   皿 (9。 40。 43・ 48・ 49。 79・ 90091・ 116・ 153・ 185・ 187・ 190・ 217・ 248・ 249・

307・ 323・ D(写真のみ))

合計で63点の出上でうち19点を掲載した。大型の偏平礫を素材とし、中央部がくばむように加工を施し

ているものを石皿として抽出した。整形段階で人為的に作り出した平坦面を持つものを台石と区別して石皿

として認識した。

全出±63点中の石材構成は安山岩 (奥羽山脈)が34点 と最も多く、以下、石英安山岩 (奥羽山脈)17点、

デイサイト (奥羽山脈)4点、頁岩 (奥羽山脈)2点、凝灰岩 (奥羽山脈)、 頁岩 (北上山地奥羽山脈基盤)、

玄武岩 (奥羽山脈)、 砂岩 (奥羽山脈)、 マイロナイト (奥羽山脈)各 1点、不明 1点となっている。

(7) 石         棒  (73・ 74)

合計で13点の出上で、 2点を掲載した。73はやや偏平で両面に擦痕が確認される。74は特定の面にスリ

面を有することからスリ石に分類することも検討 したが、重さが13kgあ るため機能的分類として現実的で

はないと判断し、石棒に分類した。

使用石材については、石英安山岩 8点、安山岩 2点、頁岩 2点、デイサイト1点である。

(8)不   明

上記に示した器種に分類できなかったものをまとめて不明礫石器とした。合計で17点出土しているが掲

載はしていない。
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Ⅵ 考察

1遺 構

(1)住 居 跡

確認し住居跡と認定したものは計74棟 (大形住居62棟、小形竪穴12棟)である。本遺跡における住居跡

の特徴を述べる。

【平面形】

住居の平面形について、住居の隅にコーナー (角)が確認できるものを長方形基調の住居とし、コーナー

(角)を確認できないものを楕円形基調の住居とした。長方形基調の住居には長軸側の壁が外側に膨らむタ

イプとそうでないタイプが存在する。本遺跡で大形住居としたものはこれらのいずれかに含まれる。また、

小形竪穴としたものは全て円形基調の住居である。これにより、本遺跡の集落を構成する住居は①長方形基

調の住居、②楕円形基調の住居、③円形基調の住居 (小形竪穴)と大きく三種類に分類できる。大形住居に

関しては①、②ともに周溝の巡るものと巡らないものが確認されており、平面形の違いと周溝の有無との関

連性は低いものと考えられる。③については検出された全てにおいて周溝を確認している。

[三]……長方形基調

OⅢ ……楕円形基調

鰻)Ⅲ……小形系住居

らめ
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第163図 住居の平面図

参考までに、大形住居の平面形について周辺地域の遺跡について確認 した結果によれば、館遺跡 (住田町、

大木 3～ 4式)は 3棟の大型住居が検出されており、いずれも長方形基調で側壁がやや膨 らみ樽型に近い。

蟹沢館遺跡 (北上市、大木 2～ 4式)で は10棟を超える大型住居が検出されており、いずれも長楕円形を
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なす。清水ケ野遺跡 (湯田町、大木 6式中心)では方形基調の大型住居が 5棟検出されており、このうち 3

棟はコーナーを有する。宝生寺跡 (江刺市、大木 5～ 7a、 大木 6式中心)で は円形基調の住居跡のみが検

出されている。峠山牧場 IB遺跡 (湯田町、大木 5～ 6式)では検出された31棟の住居のうち12棟が大型住

居であり、いずれも方形基調である。鳩岡崎遺跡 (北上市、大木 6式)では長軸25mの長楕円形をなす大

型住居が確認されている。塩ケ森 I遺跡 (雫石町、大木 6～ 7b、 8a式)で確認されている大型住居は長

方形をなす。高畑遺跡 (石鳥谷町、大木 6～ 7a式)では長方形基調の大型住居が確認されている。他県の

事例としては上ノ山Ⅱ (秋田県)、 嘉倉貝塚 (宮城県)、 本能原 (福島県)、 聖山公園 (根古谷台)(栃木県)

などがある。

また、小形竪穴については、今熊野遺跡Ⅱ (宮城県名取市、大木 2a式)で床面中央に 1本の主柱穴と壁

際に壁柱穴を持ち、炉 (焼面)を持たない小形方形の平面をなす住居跡が確認されている。同様に高瀬山遺

跡 (山形県寒河江市、大木 5～ 6式)では本遺跡の小形竪穴とよく似た円形の住居跡が確認されている。

【規模】

大形住居の規模を見てみると、壁を確認できるものの中で面積が最大となるものは101号住の長径16.6m、

短径7.4mで、最小となるものは208号住の長径 7m、 短径4.4mである。意味のある数値であるかどうかは

別として、平均するとその値は長径12.2m、 短径5,3mと なる。長径と短径の平均比率は2.3対 1と なる。

円形基調の小形竪穴の規模は、最大径が505号住の6.lm、 最小径は409号住の3.3mで平均値は4.4mであ

る。

【分布状況】

大形住居は集落中央にある直径約20mの広場を中心として、その周囲に円環状に配置される。ほとんど

の住居は長軸を広場の中心部へと向けている。各住居の長軸を延長 してみると、広場の中心部一点に集中す

ることはなく、およそ三箇所に集中することが確認された (図 164大形住居の軸線)。 長軸を広場に向けな

い住居の中には、本遺跡で確認されている最大の住居が含まれる。広場と長軸方向との関連性で考えるなら

第 2表 環状集落の集成

遺 跡 名 所 在 地 時 期 備  考

根古谷台 栃木県宇都宮市 前期中葉 (黒浜式)

綾織新田 岩手県遠野市 前期中葉 (大木 3～ 4式 )

蟹沢館 岩手県北上市 前期中葉 (大木 2～ 5式 )

上ノ山 ] 秋田県協和町 前期後葉 (大木 4～ 5式、円筒下層式)

大清水上 岩手県胆沢町 前期後葉 (大木 5式 ) 本遺跡

中野谷松原 群馬県安中市 前期後葉 (諸磯 b式 )

鷺森 埼玉県上福岡市 前期後棄 (諸磯式)

七社神社前 東京都北区 前期中葉～後葉 (諸磯式)

飯山満東 千葉県船橋市 前期後葉 (夏島式、稲荷台式)

木戸先 千葉県四街道市 前期後葉

南羽鳥中帖 1-E 千葉県成田市 前期後葉

阿久 長野県原村 前期

北野 新潟県上川村 前期後葉

嘉倉貝塚 宮城県築館町 前期末～中期初頭 (大木 6式 )

高瀬山 山形県寒河江市 前期末 (大木 5～ 6式 )

峠山牧場 I― B 岩手県湯田町 前期末 (大木 6式 )

清水上 新潟県堀之内町 中期前葉 ?

和泉A 新潟県中郷町 中期初頭～前葉 (五領ケ台Π式)

西海渕 山形県村山市 中期

五丁歩 新潟県塩沢村 中期 (大木 7b～ 8a式 )

西 田 岩手県紫波町 中期 (大木 8a)
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Ⅵ 考察

第164図 大形住居の軸線

ば、集落東側においてその規則性を乱す住居が多いといえる。

遺跡東端にはば単独で一棟存在する102号住は、大形住居が密集する区域の端から約35m離れており、住

居の軸線も広場とは無関係の方向に延びる。出土遺物自体少ないが、わずかに出上 した遺物は他の住居出土

のものに比較 して型式的、時期的にみて若干異なる可含Z性 (大木 6以降、関東系の可含酵l■ も考えられる?)

がある。 したがって集落を構成する大形住居のひとつとして見た場合、きわめて異端である。

【建て替え・拡張】

炉や柱穴の配置、周溝の巡り具合などから、ほとんどの住居跡は建て替えならびに拡張が行われているこ

とが確認される。これらは長軸線上を基本として、軸線に対する横位置や縦位置、あるいは角度ををややず

らして行われている。 しかしながら、個別に住居を検討 した場合、この「ずれ」はある一定の範囲内でおさ

まっており、この範囲をもってひとつの「住居群」として捉えることが可能ではないかと考えた。これはす

なわち検出作業時に確認することのできた黒いシミの固まりと非常によく一致する。これによると本遺跡の

集落を構成する住居群は20の 群に分けられ、群のほぼ中心線 (長軸線)について広場を狭んで対峙する別

の群と結びつけると、中心線はどれもほぼ広場の中心を通ることが確認される。

【炉】

本遺跡で確認された大形住居の炉は全て地床炉である。ほとんどの炉は住居長軸線上に配置されており、

長軸線を逸脱するものは極めて稀である。長軸線に対 し並列ないしは不規則な配置となるような見え方をす

るものについては、むしろ遺構の重複や別住居の存在を疑ったほうが適切と考えられる。

炉について、武藤 (1985)の唱える「炉を中心とした隔室構造」、換言 して菅谷 (1993)の言う「炉空間」

の存在を大形住居の前提とするならば、本遺跡における大形住居はそのほとんどが炉空間を複数単位有 して

いる。炉空間は多いもので 7単位、少ないもので 2単位であり、平均すると3.14単位となる。住居床面に確

士________十 一―――――――聟
n
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第165図 住居群の対峙関係

認される住居内重複 (建て替え・拡張)については、主柱穴に囲まれた炉の存在をもって「炉空間」 と定義

することにし、主柱穴の規則性 とそれによって囲まれる炉に基づいて住居内重複を検討 した。

【柱穴配置】

大形住居を構成する主柱穴の配置は、 2本一対を基本とし、炉を挟む形で長軸方向に延びている。最も多

いもので 8対16本、少ないものは 3対 6本である。主柱穴どうしの柱穴間距離について、梁間の最大値は

211号住の4.6mで最小値は404b住の 2mで ある。桁行の最大値は202a住の18.2mで最小値は417号住の4.1

mと なっている。

【出入口】

床面から壁に向かってのスロープや階段状施設、部分的に壁が外側に張り出している、住居を巡る周溝が

部分的に途切れるなどの要素をもって出入口施設の判断基準とした。その結果本遺跡の大形住居において明

確に出入口施設と断言できるものは確認できなかった。 しかしながら壁の外側への部分的張り出しという、

出入回の可能性を含む要素が認められる住居は幾つか確認されている (301号住、308号住、503号住、429

号住)。 これらは基本的に住居長軸方向の一端の壁が外側に張り出しているもので、303号住は広場側に、4

29号住は広場と反対方向に確認された。503号住は長軸自体が広場とは無関係の方向に向いているため、そ

の点の関連性は無いと判断した。

【隔室構造 (間仕切)】

大形住居内における「炉空間」を成立させ、その空間の独立性を高めるための意図的な溝や小柱穴列といっ

たものは確認されていない。本遺跡において、一群の大形住居内の床面が溝によって仕切 られているかのよ

うに確認されるものについては、基本的に大形住居同士の重複と認識 し、壁際を巡る周溝と提えたためであ

る。

剤螂いう
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第 3表 住居跡一覧表

遺構名 位置 平面形
住居規模(m) 柱穴間距離鯨 ) 長短比

(長/短)

炉 主柱

穴対
備  考

長軸 短軸 長軸 短軸 形態 炉空間

101号住 L Ⅱ a10ほ か 楕円形 (166) 地床炉 3 5

102号住 ふン[Ⅲ c4ほ か 楕円形 地床炉

102a住 地床炉 3

102b住 地床炉 3

201号住 LⅢ b4ほ か 楕円形 51 地床炉

201-atと 地床炉 7

201b住 地床か 6 7

202号住 LⅢ f4ほか 長方形 地床炉

202a住 地床炉 4 5

202b住 地床炉 3 4

202c住 地床炉

203号住 LⅢ d3ほ か 楕円形基調 地床炉 2

205号住 LⅢ a51ま か 楕円形 275 地床炉

205-at主 地床炉 5

205-b住 地床炉 4 5

205c住 地床炉 4 5

206号住 LⅢ a41よ か 楕円形 地床炉

206a住 地床炉 2 4

206b住 地床炉 2 3

207号住 LⅢ d2ほ か 長方形 地床炉

207-atと 127 地床炉 3 4

207b住 地床炉 3 4

207c住 地床炉 3 4

208号住 LⅢ c3ほ か 楕円形 地床炉

208a住 地床炉 2 3

208b住 地床炉 2 4

209号住 LⅢ e6ほ か 円形 小形竪穴

210号住 LШ f4ほ か 円形 小形竪穴

210-a住

210b住

301号住 KⅢ f2ほ か 長方形 126 地床炉 4 5

302号住 KⅢ h2ほ か 長方形 地床炉

302a住 地床炉 3 4

302-b准主 地床炉 2 4

303号住 KⅢ d21ま か 長方形 202 地床炉

303a住 地床炉 3 4

303b住 地床炉 2 4

304号住 KⅢ a2ほ か 楕円形基調 地床炉

304a住 地床炉 5 6

304b住 地床炉 3 4

305号住 JⅢ i3ほ か 長方形 地床炉

305a住 114 地床炉 4 5

305b住 地床炉 4 6

305-ctと 地床炉 3

305-d4主 地床炉 4

306号住 KⅢ allま か 長方形基調 110 地床炉

306-al■ 地床炉 2 3

306b住 地床炉 2

307号住 」Шh2ほ か 円形 小形竪穴

308号 住 」Ⅲilほ か 円形 112 小形竪穴

401号住 KⅢ ,4ほか 長方形 229 地床炉

401-atと 地床炉 5 5

401b住 地床炉 5

Ⅵ 考察
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1 遺構

遺構名 位置 平面形
住居規模(m) 柱穴間距離(め 長短比

(長 /短)

炉 主柱

穴対
備  考

長軸 短軸 長軸 短軸 形態 炉空間

402号住 KⅢ i7ほか 楕円形 (70) 地床炉 2 水路下に続 く

403号住 KⅢ j8ほ か 楕円形 地床炉 2 水路下に続 く

404号住 KⅢ g8ほ か 楕円形基調 141 地床炉

404-atと 地床娠 1 3

404b住 67 地床炉 2 3

408号住 KⅢ h10ほか 地床炉

408a住 (78) 地床炉 3 5

408-b准と 地床炉 3 4

409号住 KⅣhllま か 小形竪穴

411号住 KⅣglほ か 地床炉 柱穴未確認

412号住 K Ⅲg9ほ か 楕円形 157 地床炉 2 3

413号住 K Ⅲ f10ほ か 長方形 ? 地床炉 2

414号住 KIVflほ か 地床炉

414a住 地床炉 4 5

414-btと 地床炉 4 5

414c住 地床炉 3 4

416号 住 KⅢ e9ほ か 楕円形基調 地床炉

416-alT 51 地床炉 2 3

416-b4主 地床炉 2 3

416c住 地床炉 3 3

417号住 K Ⅲf9ほ か 楕円形基調 地床娠 1? 3

418号住 KIVellま か 長方形 ? 地床炉 5

421号住 K IId8ほ か 長方形 地床炉

42卜 a住 地床炉 4 5

421b住 地床炉 3 4

421-ct主 地床炉 2

422号 住 KⅢ c10イ まか 長方形 ? 地床炉

422a住 地床炉 2 4

422-b住 地床炉 2 3

423号住

424号住 小形竪穴

425号住 小形竪穴

426号住 小形竪穴

427号住 KⅢ b71ま か 長方形 ? 地床炉

427a住 地床炉 4 4

427-btと 地床炉 3 4

427c住 地床炉 3 5

428号 住 KⅢ a61ま か 楕円形? 地床炉 3 4

429号 住 KⅢ b6ほ か 隅丸長方形? 地床炉 3 4

431号住 KⅢ a10ほ か 不 明 77 地床炉 4

432号住 K]「 b31ま 力】 小形竪六

433f}准 と K]「 c31ま か 不明 地床炉 6

501号住 LⅢ b10ほ か 小形竪穴

50■ a住

501b住

503号 住 LⅢ b61ま か 不 明

505号 住 J]ri7 小形竪穴

506号住 KⅣ il 小形竪穴

507号住 KⅣ h2 小形竪穴
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【時期の検討】

本遺跡において確認されている住居から出上している土器は、大木 4～ 6式の範囲に収まるもので、これ

らの大部分は大木 5式に比定される。他の時代・時期に該当する遺物はわずか数点であり、いずれも土坑覆

土あるいは遺構外からの出土である。 したがって、住居の構築された時期は出土土器の時期の範囲と考えて

問題ないと思われる。 しかしながら、このように出土土器の時期差がほとんどないということは遺構の時期

を決定付ける上で困難を極める。遺構の重複関係と出土土器の特徴を関連させながらできる限り細分化に努

めようとしたが、結果として重複関係が明確な遺構から時期を推測することのできる出土遺物を得ることが

できないという状況に陥ったため、遺構の構築にかかわる詳細な時期細分を行うことはできなかった。

(2)土   坑

本遺跡において検出された土坑は203基である。基本的には他の遺構に分類できないものを中心に一括 し

て土坑としたため、機能的には貯蔵穴、墓墳など各種入り混 じっている可能性が高いが、明確に分別するこ

とはできなかった。ここでは事実記載の章で述べた事柄を前提として全体的な特徴などについて述べる。

【分布状況】

全体として住居跡に近接 して構築されており、住居跡との重複も多数確認される。集落全体としては中心

部に広場、それを取り囲むように住居跡 (ただし住居跡に重複 した土坑も確認される)、 さらにその外側に

土坑という配置が見てとれる。土坑が数基まとまって配置される区域が部分的に確認されるが、おおむね散

在しており、土坑のみが局所的に集中して群在するような区域は確認 していない。

貯蔵穴の可能性が高いとした土坑38基の集落内における分布をみると、ほば住居跡に隣接ないしは重複

して存在 している。配置の規則性を窺うことはできず不規則であるが、傾向としては住居跡の長軸方向のい

ずれかに隣接 して構築されている場合が多い。広場側に構築された土坑については住居跡との重複が著しく、

住居跡自体の重複状況も長軸方向において顕著であるため、広場外側の一定範囲の区域において、大形住居

とそれに付随するような形で長軸方向のいずれかに貯蔵穴が構築されていたことがわかる。

【時期】

集落区域において確認された土坑から出土 した遺物は、そのほとんどが縄文時代前期後葉、大木 5式を主

体とするその前後の上器型式にあてはまる時期に相当する。 したがって、土坑の構築された時期についても

この時期を大きく逸脱するものではないと考えられる。当該時期以外として推定されるものについては、

412号土坑から縄文時代晩期大洞A式の土器片が出上 している。また451、 470号の各土坑から出土 した炭化

材の年代測定の結果1810± 30BP～ 2070± 70BPと いう鑑定結果がなされており、これらとよく似た規模及

び出土炭化材を持つものについては同様の年代に構築されたものである可能性が高い。605号土坑覆上下部

からは縄文時代晩期大洞A式に比定される完形の壺が 2点出土 している。

【機能】

確認された土坑の推定される機能について、形態、規模、検出場所、覆土状況、遺物出土状況等を総合的

に判断 してa～d(a:貯蔵穴、bi陥 し穴、c:墓墳、diそ の他)の 4種に分類 した。一つの遺構について

他の機能も推定できる場合には?をつけている (し たがって機會跡闘に複数の言識 があるばあいには「 ?無→ ?

付」の順で優先度が高い)。 これらのうち、貯蔵穴の可能性を有するものは全部で81基確認されており、集

落区域の範囲内に入ってくるものは75基である。さらにこれらのうち優先度の高いものだけを取り上げる

と、その数は38基 となる。陥し穴の可能性を有するものは全部で40基、墓墳の可能性を有するものは全部

で26基、その他としたものが全部で147基である。
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1 遺構

第166図 土坑の形態別分布
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第167図 土坑の機能別分布 (a:貯蔵穴)



第168図 上坑の機能別分布 (b:陥 し穴)
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第169図 土坑の機能別分布 (c:墓境)
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第170図 上坑の機能別分布 (d:そ の他)
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第 4表 土坑一覧表

遺構名 位 置

規模 (cm) 平面形
A:円形B:楕円形

C:そ の他

推定される機能
a:貯蔵穴 b:陥 し穴
ct墓墳 d:そ の他

推定され
る時期

開口部 底部
深 さ

長径 短径 長径 短径

101号土坑 LⅢ cl 232 B d

102号土坑 L Ⅱ d10ほ か 0 C d

103号土坑 LId101ま か B d

104号土坑 L Ⅱ d10ほ か 270 B d

105号土坑 L E c10ほ か A d

106号土坑 LⅢ clほ か C d

107号土坑 LⅢ bl 17 B d

108号土坑 L E c10 C d

109号土坑 L Ic6 A

10号土坑 L Ec6ほか 15 A d

11号土坑 L Ⅱ c4 A

12号土坑 L Ⅱc5 A

15号土坑 L Ⅱ a9ほ か B d

16号土坑 KⅡ ,10 A

17号土坑 K Ⅱj10 A d

18号土坑 L Ⅱ ef A

19号土坑 L Ⅱe6ほ か A b

20号土坑 L Ic6ほか B

21号土坑 L Ⅱf8 A d

22号土坑 L Ⅱ h10 A

23号土坑 L Ⅲ g21ま か B

24号土坑 KⅢ ,1 (200) (106) (74) C

25号土坑 江ヽⅢc61ま か A

26号土坑 KⅢ jl 71 B

201号土坑 LⅢ c6ほ か B C?

202号土坑 Ltt e5 A
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遺構名 位置

規模 (cm) 平面形
A:円形B:楕円形

C:そ の他

推定される機能
a:貯蔵穴 b:陥 し穴
c:墓墳 d:そ の他

推定され
る時期

開口部 底部
深 さ

長径 短 径 長径 短 径

203号土坑 LⅢ c7 A
204号土坑 LⅢ c5 A
205号土坑 LⅢ b5ほ 力) B b

206号土坑 LⅢ c4 71 C d

207号土坑 LⅢ c4 152 A

208号土坑 LⅢ c41まか 132 A

209号土坑 LⅢ d3ほ か A d

2 0号土坑 LⅢ d3 248 19 C d

2 1号土坑 LⅢ a41ま か 117 A

2 2号土坑 LⅢ a3 B

2 3号土坑 LⅢ d31ま か 272 A d

214号土坑 LⅢ a4 A d

2 5号土坑 LⅢ a5 B d

2 6号土坑 KⅢ j2ほか 238 152 A d

217号土坑 LⅢ d5ほ か 290 C
218号 土坑 LⅢ d3ほ か C
219号土坑 LⅢ d3ほ か (158) B
220号土坑 LⅢ d4 (262) B d

221号 土坑 LⅢ d4ほ か 344 C d

301号 土坑 KⅢ eJま か B b

302号 土坑 」Ⅲ i4 A

303号土坑 KⅢ clほ か 257 A

304号土坑 JⅢ h2 A

305号土坑 」Ⅲg2 222 178 C d

306号土坑 JⅢ f21ま か b

307号土坑 」Ⅲg2 A b

308号土坑 GII g8ほ か B d

309号土坑 FⅢh8 B d

310号 土坑 KⅢ h3 B d

311号土坑 K Ⅲf3 1 A d

312号土坑 KⅢ dllよ か B b

313号土坑 KⅢ e3 C b

314号土坑 FⅢg8 A b

315号 土坑 E Ⅲ g10ほ か A
316号土坑 KⅢ b4ほ か 141 A

317号土坑 KⅢ a4ほ か A

318号 土坑 」Ⅲi4ほ か 155 A
319号土坑 IⅢ f4ほ か B b

320号土坑 IⅢ h4ほ か B b

321号土坑 GⅢ i7 6 A b

322号 土坑 GⅢ f7 A b

323号土坑 GⅢ e8 A b

324号土坑 FⅢ ,9ほか A

325号土坑 GⅢ d71ま か A
326号土坑 KⅢ clほ か A

327号 土坑 KⅢ el 15 B d

350号土坑 KⅢ bllま か A

351号土坑 」Ⅲjl C b

401号土坑 KⅢ d5 A b

402号土坑 KⅢ c5 A d

403号土坑 KⅢ c5 C a? d

404号土坑 KⅢ f3 A d

405号 土坑 KⅢ h3ほ か B d

406号土坑 KⅢ h4 A d

407号土坑 KⅢ h4 A b

409号土坑 KⅢ i6 A d

410号土坑 K IⅡ h4ほ か B d

411号土坑 KⅢ ,6 126 (89) B d

412号土坑 KⅢ i7 A d 晩期 ?

Ⅵ 考察
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1 遺構

遺構名 位置

規模 (cm) 平面形
A:円 形B:楕円形

C:そ の他

推定される機能
a:貯蔵穴 b:陥 し穴
ci墓 壊 d:そ の他

推定され
る日寺翔]

開□部 底部
深 さ

長径 短 径 長径 短径

413号土坑 KⅢ i7 A d

414号土坑 KⅢ j7 A d

416号土坑 KШ j8 A

417号土坑 KⅢ h81ま か A

418号土坑 KⅢ i9ほか A d

421号土坑 K Ⅲf9 A d

422号土坑 KⅢ e9ほ か B d

423号土坑 KⅢ b9 A

424号上坑 KⅣ el B d

425号土坑 KⅢ e10 B d

426号土坑 K Ill b71ま か A d

427号上坑 K IⅡ b81ま か C d

428号土坑 K Ⅲ b81ま か B a? d

429号土坑 JⅢ :9ほか 210 A a? d

430号土坑 」Ⅲj10 A d

431号土坑 K Ⅲa6 A d

432号土坑 KⅢ d10 A d

433号土坑 KⅢ a7 A d

434号土坑 KⅢ a6 B a? d

435号土坑 KⅢ a9 A d

436号土坑 KⅢ b10 A

437号土坑 KⅢ g9ほ か A b

438号土坑 JIV B b

439号土坑 (A) 」Ⅳflほ か 3 B b

439号土坑(B) JⅣ flほ か 120 A b

440号土坑 」Ⅲe 0ほ か 152 112 9 A も

441号土坑 」Ⅳg2 B b

442号 土坑 JⅢ i10 A d

444号土坑 」Ⅳg3 A b

446号土坑 」Ⅳi3 A d

447号土坑 JⅣ jl A

448号土坑 」Бrf4ほ か A

449号土坑 JIVg41ま か 117 A b

450号土坑 J]「 h4 A d

451号土坑 」S「 g51ま 力ゞ 77 B C? d 弥生 ?

452号土坑 JⅣg6 (168) A d

453号土坑 」Ⅳe61よ 力ら 114 A d

454号土坑 KⅢ a10 A C?
455号土坑(A) KⅢ b10 C d

455号土坑(B) KⅢも10 C d

456号土坑 JⅢ i91ま か B C? d

457号土坑 」Шj9ほか B d

458号土坑 JIVgllま か 117 B d

459号土坑 K Ⅲd9 A d

460号土坑 KⅢ d81ま か C b

461号土坑 KⅢ d10 A

464号土坑 KШ g10 B d

465号土坑 KⅢ g10 B d

466号土坑 KⅢ j10ほ か B d

467号土坑 KⅣjlほか C

468号土坑 KⅣ ll A b?
469号土坑 KⅣ e3ほ か B b

470号土坑 KⅣb3ほ か B d 弥生 ?

471号土坑 K]ra31ま 力ら (195) 148 A d

472号土坑 KIVa4 A d

473号土坑 K「Fa4 (155) (110) B d

474号土坑 KPFa4 (210) (218) A d

475号土坑 KⅣ b31ま か B d

476号 土坑 Kいra2ほ 力苫 A C?
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遺構名 位置

規模 (cn) 文献 平面形
A:円形B:楕円形

C:そ の他

推定される機能
a:貯蔵穴 b:陥 し穴
c:墓装 d:そ の他

推定され
る日寺却]

開口部 底部
深 さ

長径 短径 長径 短径

477号土坑 KⅣa3 A d

478号 土坑 KⅣb2 B d

479号土坑 JⅣj3 A d

480号土坑 KⅣfl A

481号土坑 KⅣf3ほ か 77 C d

482号土坑 KⅣ e3 (264) (218) B d

483号土坑 KⅣd4 (132) B b

484号土坑 KⅣ e3 B d

485号土坑 KⅢ e3 A d

486号土坑 KⅢ c5 (112) A d

501号土坑 LⅢ c9 B d

502号土坑 LⅢ b8ほ か (140) B C?

503号土坑 LⅢ e9 180 B C?

504号土坑 LⅢ e8 122 120 A C?

505号土坑 LⅢ b8 B

506号土坑 LⅣ dlほ か A

507号土坑 LⅢ b8ほ か B d

508号土坑 LⅢ b8 B d

509号土坑 LⅢ i7ほ力) A C? d

510号土坑 LⅢ g81まか A C? d

601号土坑 EⅢ e6 (192) B d

602号土坑 EⅢ e5 10 A a? d

603号土坑 EⅢ e2 B d

604号土坑 FⅢ f3 150 A 晩期 ?

605号土坑 FⅢ g31まか B 晩期 ?

606号土坑 EⅢ f4 B d

607号土坑 EⅢ j3 A d

608号土坑 FⅢ j5ほ か B d

609号土坑 GⅢ i4 A d

610号土坑 GⅢ i4 A b d?

611号土坑 HⅢ e31ま か (158) A d

612号土坑 HⅢ fl B b

613号土坑 HⅢ f2ほ か B b

614号土坑 HⅢ f2ほ か B b

615号土坑 HⅢ f2ほ か 16 B b

616号土坑 HШ f2 A d

617号土坑 HⅢ fl B b

618号土坑 GⅢ e41ま か A

701号土坑 BⅢ el A d 近 。現代 ?

702号土坑 BⅢ i3 A d 近 。現代 ?

703号土坑 BⅢ i4 A d

704号土坑 BⅢ f6 A d 近 。現代 ?

705号土坑 Ctta41ま か B d

706号土坑 C Ⅲe5ほ か 61 B d

707号土坑 CⅢh6 A d

708号土坑 CⅢ j6 B d

801号土坑 lヽⅣ a2ほ か A d

802号土坑 MⅣe4 B C? d

803号土坑 MⅣ b5 A d

804号土坑 lヽⅣ c3ほ か A d

805号土坑 LⅣ A b C?

806号土坑 LⅣ B d

807号土坑 MⅢ d10ほ か A d?

808号土坑 MⅢ e10 B d

809号土坑 卜lⅢ b81ま か 210 202 A d 弥生 ?

810号土坑 MⅢ e9 178 129 A d

901号土坑 GⅢ a71ま か A

902号土坑 HⅢ d4 A d

903号土坑 DШ b9 B d

Ⅵ 考察
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1 遺構

(3)陥 し穴 状 遺 構

陥し穴としたものは全部で99基である。

【形態】

遺構の観察表に示 したとおり、平面形はAタ イプ:溝状をなすもの (37基 )、 Bタ イプ:開 田部が楕円形で底

部が長方形をなすもの (27基 )、 Cタ イプ:Bタ イプと同様であるが底面に小穴を有するもの (26基 )、 Dタ イ

プ :開口部・底部ともに円形をなすもの (9基)ヾ の 4つ に分類される。

【分布状況】

タイプ別による分布状況についてみると、Aタ イプのものは集落中心部の広場東側で、計 8基 (101・ 204・

210。 202・ 401・ 402・ 420・ 検出のみ遺構名なし)が 4～ 8mお きにほぼ等間隔で並列に配置される。地形

的にみると緩やかな尾根状の起伏部分を横断するようなところに構築されている。また、集落南東側で 4基

(406・ 407・ 425・ 424)が 2～ 5mお きに、集落南東側で 3基 (802・ 803・ 805)が 10～ 15mお きにそれぞ

れ縦列に配置される。これ以外は散在しており、分布の規則性をうかがうことはできないが、集落域以外の

調査区は道路を挟んで東西に細長い形をしており、こうした調査区の制約上確認できていないという可能性

も考えられる。Bタ イプは集落よりも西側の区域に多く確認されており、 2～ 5基程度が並列に連続 して配

置される密集域が複数みられる。Cタ イプについては、底面に小穴を複数有 している3基 (203・ 414・ 421)

が約20m間隔で並列に配置される。そのほかの遺構の配置については目立った規則性は認められない。Dタ

イプの配置については調査区西側のIⅢ グリッド付近において 3基 (619・ 622・ 623)が隣接 して配置され

るが、他は不規則であり、遺構数も少ない。

【時期】

陥し穴の構築された時期を推定する要素として、①遺構が構築、使用された時期に埋まったと思われる出

A

● 庸状 (A)

▲楕円 1(B)

●橋円 2(C)

■ 円形 (D〕
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Ⅵ 考察

土遺物、②土層断面に見られる火山灰など鍵となる層の存在、③大形住居跡をはじめとする他の遺構との重

複関係を材料とし、これらを総合的に見ることによって遺構の構築された時期を限定しようと試みた。しか

しながら①についてはこれに見合う出土遺物は無かったため、おもに②、③によって時期を限定することと

なった。ただし、これもあくまで相対的な前後関係を把握するにとどまっており、絶対的な構築時期につい

ては確認不能である。

調査区全体をとおしておもな遺構の新旧関係を把握すると、Dタ イプ陥し穴→大形住居跡→A・ B・ Cタ

イプ陥し穴となる。A・ B・ Cタ イプ陥し穴の新旧関係の詳細については、検出状況ならびに断面観察等か

らも前後関係を明確にす巴握することはできなかった。Bタ イプならびにCタ イプの一部深いものについては、

覆土上部にTo aと 推測される火山灰を含む層が確認される。

第 5表 陥 し穴状遺構一覧表

遺構名 位置

規模 (餌 ) 平面形
A:溝状 B:楕 円1

C:楕円2 D:円形

開田部 底部
深 さ

長径 短 径 長 径 短径

101号陥し穴 L Ⅱb9ほ か A
102号陥 し穴 L Ⅱ h10 A

103号陥し穴 MⅢ h31ま か A

104号陥し穴 K/1Ⅲ f4ほ か A
201号 陥し穴 LⅢ e3 A

202号 陥し穴 LIlla6 (157) (152) A

203号陥し穴 LIIId6 C
204号 陥 し穴 LⅢ b3 A

210号 陥し穴 LIlla4 (166) (130) A

306号陥し穴 GⅢ c81ま 力) A

307号陥し穴 GⅢ d91ま か 356 A

309号陥し穴 FⅢ i9ほ 力】 338 A

312号 陥し穴 EⅢ g10 C
401号陥 し穴 KⅢ ,7ほか (176) A

402号陥 し水 KⅢ j9 17 A

403号陥し穴 KIⅡ a9ほ か A
404号陥し穴 JⅢ ,9 7 B
405号 陥 し穴 」Ⅲj10 C
406号陥 し穴 」Ⅳhl A

407号陥し穴 J贔ri2 254 17 A

408号 陥し穴 」17f41ま 力) A

409号陥し穴 KЛral C
410号陥し穴 KIVdl 352 A

4■号陥し穴 KⅣ e2 270 A
412号陥し穴 KⅢ i6 C
413号陥し穴 KⅢ i7 A

414号陥し穴 KⅢ ,8 C
415号陥 し穴 KⅢ g9ほ 力ら A

416号陥 し穴 KШ g8ほ か 2 C
417号陥し穴 JⅣh3 205 C
418号陥し穴 KⅣ e2 C
419号陥 し穴 KШ f10ほ か B
420号陥し穴 KШ j101ま か A
421号陥し穴 KⅣglほ か 127 C
422号陥し穴 KⅣc31よ か 272 A
423号陥 し穴 KⅣb3ほ か 12 A

424号 陥し穴 KⅣ a4 A
425号 陥し穴 」Ⅳj3ほか A
601号陥 し穴 DⅢ g4ほか C
602号陥 し穴 DШ i7ほ か A
603号陥 し穴 EⅢ a5ほ 力〕 386 A

604号陥し穴 EⅢ b5 C
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1 遺構

遺構名 位置

規模 (cm) 平面形
A:溝状 B:楕円1

C:楕円2D:円形

開口部 底 言Б
深 さ

長径 短径 長径 短径

605号陥し穴 EⅢ e6ほ か A

606号陥し穴 E Ⅲf4ほ か 292 C

607号陥し穴 EⅢ i3 (184) B

608号陥し穴 E Ⅲ g5ほ か 14 D

609号陥し穴 FⅢ d4ほ か 214 B

610号陥 し穴 GⅢ e3 (180) B

611号陥し穴 GⅢ i3 D

612号陥し穴 GⅢ i3ほ か B

613号陥し穴 HⅢ h2ほか 227 B

614号陥し穴 [Ⅲ b2 B

615号陥し穴 HI c21ま か C

616号陥し穴 [Ⅲ c2 B

617号陥し穴 IⅢ c2 132 B

618号陥し穴 G Ⅲc4 17 B

619号陥し穴 I Ⅱ e10 D

620号陥し穴 IⅢ d2 208 C

621号陥 し穴 IⅢ d2 B

622号陥し穴 I Ⅱ e9 D

623号陥し穴 IⅡ g10 D

624号陥し穴 IШ gl B

625号陥し穴 I Ⅱi9 C

626号陥 し穴 IⅢ hlほか 11 B

627号陥し穴 J Ⅱ e10 B

628号 陥し穴 」Ⅱ e10ほ か (240) C

701号陥し穴 BⅢ dl 178 B

702号陥し穴 BⅢ ,7ほ か B

703号陥し穴 C Ⅲa6ほ か B

704号陥し穴 C m e41よ か B

705号陥し穴 CⅢ e41ま か B

706号陥 し穴 CⅢ f8 C

707号陥し穴 CⅢ i8 B

708号陥 し穴 DⅢ c6ほ か 14 A

709号陥し穴 DⅢ c6ほ か D

0号陥し穴 CⅢ g9 B

1号陥し穴 CⅢ h4 B

2号陥し穴 FⅢ b31よ 力) 128 B

3号陥 し穴 FⅢ c41ま か 118 B

801号 陥し穴 LⅣ 363 A

802号 陥し穴 LWi31ま か (410) 422 A

803号 陥し穴 MⅣ b6 (322) (192) A

804号 陥し穴 MⅣe2 B

805号 陥し穴 心近Ⅳ d8ほ か (309) (298) A

806号 陥し穴 トッ[Ⅲ f9 (126) 7 A

901号 陥し穴 EⅢ h7 C

902号 陥し穴 DШ f10 8 B

903号 陥し穴 DⅢ e9 C

904号陥し穴 DⅢ d10 233 C

905号陥し穴 DⅢ c91ま か 5 C

906号陥し穴 DⅢ b9イ藪か C

907号 陥し穴 DⅢ b9 (187) 71 C

908号 陥し穴 CⅢ ,9ほか 117 C

909号 陥し穴 BⅢ j8ほ か C

910号 陥 し六 EⅢ j6ほか 19 A

9■号陥し穴 EⅢ b9ほ か A

912号 陥 し穴 EⅢ j6 D

913号 陥し穴 DⅢ ,8ほ か D

914号 陥し穴 E Ⅲa9ほ か 117 D
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Ⅵ 考察

(4)埋 設 土 器

【分布状況】

確認された 7基の全てがいわゆる集落内に分布する。このうち 6基はいずれも大形住居内の壁際に確認さ

れた。残りの 1基についても大形住居に隣接して確認されていることから、大形住居と深い関連があること

が認められる。

【時期】

遺構はいずれも集落内における住居内部およびその周辺部で確認されていることから、他の集落内遺構と

時期を大きく逸脱するものではないと考えられる。埋設されている土器本体について、時期を明確に特定で

きる判断材料は多くないが、その器形や文様等から (402・ 406号埋設土器)集落内の遺構の所属する時期

とほぼ同時期と推測できる。

【機能】

既存の考古学的情報を総合的に判断すると出入口施設の可含蟄l■が最も有力ではあるが、出入口を構成する

と思われる柱穴が未確認であること (405号、406号埋設土器など)、 大形住居の長軸端に確認されるものが

あること (201・ 401・ 403・ 404号埋設土器など)、 壁の外側になると推測される位置に埋設されているもの

も存在すること (4010402号埋設土器)等の状況から、いずれも出入日施設との関連を決定的に裏付ける

ことは出来ないといえる。しかしながら、403号埋設土器内部にはこぶし大の礫が納められており、402号

埋設土器内部の埋土には剥片のフレイクが多数混入するなど人為的操作を示唆する状況も確認されることか

ら、出入口施設付近に意図的に設置された埋甕という可能性も否定することはできない。結局のところ、大

形住居跡に何らかの形で関連するとしか述べようがない。

(5)焼 土 遺 構

【分布状況】

分布地域は大きく3つ に分けられる。すなわち①集落内の大形住居跡周辺、②調査区内における道路跡と

した遺構の東端部、③調査区西部である。

【時期】

①エリアに分布するものについては、大形住居跡周辺において確認されていることから本来的には住居の

炉として認定されるべきであったものである可能性が高い。したがって、ほとんどの遺構は集落と同一時期

である可有Z陛が高い。②エリアに分布するものについては、周辺部における遺構の確認状況ならびに遺物の

出土状況等から判断して近世以降と推測される。③エリアに分布するものについては遺構の検出状況から判

断して近世以降の可能性が高い。

(6)石 器 集 中 部

【分布状況】

調査区のほぼ北端部、集落を中心としてみた場合にも北側に位置するが、集落自体からはやや離れたとこ

ろ (集落の中心から直線距離約50m)に存在している。周辺の遺構との関連性は特に認められない。

【時期】

石材、加工の状況、周辺からの出土遺物等から総合的に判断して集落が成立していた時期とほぼ同一時期

であると推定した。

【機能】
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2 遺物

出土した遺物のほとんどは未製品である。このことから、製品として作成する前の一次加工の段階で素材

としてまとめて保管 (デポジット)していたものではないかと考えられる。

(7)溝   跡

【分布状況】

集落内北東部、101号住に隣接して部分的に確認されているのみである。

【機能】

遺跡で確認された当該遺構については、事実記載の欄でも述べたとおり遺跡あるいは集落を区画するよう

な意味を持つものではなく、大形住居跡の壁溝 (周溝)の一部をなす可能性の方が高い。

(8)捨 て 場

【分布状況】

調査区のほぼ南端部、集落を中心としてみた場合にも南側に位置する。地形的には集落南側の傾斜変換点

から南へ向かいやや急になる地域に集中して遺物が確認された。住居跡等の遺構とも重複しているが、断面

観察から住居跡の凹地に人為的に遺物が廃棄された痕跡が確認されたこと、また、他の遺構と重複しない区

域においても人為的な遺物廃棄の様相が確認されたため、このエリアを狭義の「捨て場」とした。エリア内

に少なくとも2箇所、集中的に遺物が出土する地点が存在する。

また、これとは別に土坑の項目でも述べたが、検出された土坑の中には覆土に多数の廃棄遺物を含むもの

が幾つか確認されており、これらの遺構についても広義の「捨て場」として考えることにすれば、その分布

状況は幾つかの大形住居群に付属して存在するように見てとれる。

【機能】

狭義の「捨て場」については部分的な土層断面の観察から、その覆上に土器・石器以外にも焼土粒などが

多量に混入しており、生活の結果生じた不要物を廃棄する場所として使用された可台静l■が高い。

(9)道 路 跡

【分布状況】

調査区の北部を東西に横切るように存在する。東側では掘り込みが深く、西側に行くほど壁が低くなる。

一見すると大形の溝跡のようにも感じられる。

【時期】

検出状況、古地形図、出土遺物等から総合的に判断して、構築された時期は特定できないが現代のごく最

近 (昭和30年代ごろか)ま で登山道的な道路として機能しており、その後当該地はいわゆる開墾により畑

地となったことから、これをきっかけとして埋没したものと推定される。

2遺  物

(1)出 土土器 につ いて

①大別

今回の調査で出土した土器に関しては、その全ての上器片に目を通した。その結果、文様、モチーフを

持つ土器についてはもちろんのこと、粗製土器や縄文の地文のみが施文される破片、あるいは底部のみ残存

している破片などについても、それらを構成する胎土や内面の調整等を総合的に判断し、そのほとんどが縄
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Ⅵ 考察

文時代前期、大木 4～ 6式期に属するものと判断 した。

②細分

遺跡内出土土器の型式を一般化 して把握することを目的とし、次の項目ごとに属性の分類を試みた。

<器形>

底部、回縁部を部分的に欠 く資料も存在 したが、可能な範囲において全体の器形を推測し分類 した。 し

たがって、確実ではないものも含まれている可能性がある。分類はあくまでも概念的な判断によるもので

あるため、客観的数値による応ゝるい分けの結果ではない。そういった意味で、分類された個々の上器につ

いての所属に異論が唱えられる要素を含んでいることは否めない。

その結果、回縁部、胴部、底部の状況から大きく4分 し、さらに底部が台状を成すか否かで合計 7種類

に分類 した。

(A)回縁部が外反 し胴部が膨 らむもの (こ のうち台状の底部となるものはA')

(B)口縁部が垂直もしくは内反ぎみのもの (こ のうち台状の底部となるものはB')

(C)回縁部から底部にかけて全体的に外反するもの (こ のうち台状の底部となるものはC')

(D)口縁部から底部までほば真直ぐのもの

<施文・装飾等の加工>

本遺跡で出上 している土器への施文・装飾の手法に関する共通的特徴として以下があげられる。

(a)刺突や押圧の施された隆帯 (やや太め)と そこから垂下する文様

(b)沈線 (溝幅狭 く二条が平行 。溝幅広 く単独)

(c)刻み等の加工により形成される鋸歯状装飾、刺突・沈線等を施 した口縁部の環状装飾

(d)波状 (電光状)を基調とする紐状の隆帯 (細め)による文様

<施文・装飾の展開する部位>

上記の施文・装飾が土器のどの部位に展開するかについては以下のように分類 した。

(I)口唇部・口縁部装飾のみに展開

(Ⅱ )頸部に限定された展開

(Ⅲ)頸部から胴部中央付近まで広がった展開

(Ⅳ)無文または地文のみ

以上の分類の結果を示 したものが表 6(土器分類表)である。これによると、器形全体を確認または推測

することができ、分類の対象と成り得たものは全部で111点存在 した。器形毎の分類数はA型 (A'含む)が
24点、B型 (B'含 む)が38点、C型 (C'含む)が 19点、D型が30点である。施文・装飾の展開する部位につ

いて見ると、 Iが23点、Ⅱが31点、Ⅲが10点、Ⅳが47点 となっている。A、 B、 D型についてはⅣ型 (無文

または地文のみ)が最 も多く分類された。その他比較的複数の土器が分類された型式としては、AⅡ a型、

BIc型、CⅡ a型、DⅡ a型があり、器形と施文、文様や装飾の展開する部位との関係をある程度うかが うこ

とができる。

(2)出 土 石 器 につ いて

<器種別の出土数>

出土 した全石器数 (剥片石器についてはUフ レ剥片を除く定型および不定形石器として分類 したものの総

数)に対する機種別の割合についてみると、剥片石器については1986点中Rフ レが687点で34.6%と 最 も多

く、以下石鏃が507点 (25.5%)、 削・掻器が228点 (11.5%)、 石匙153点 (7.7%)、 石箆147点 (7.4%)、 尖

頭器100点 (5.0%)、 石核67点 (34%)、 打製石斧52点 (2.6%)、 尖頭器様11点 (0.6%)な どとなっている。
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第 6表 土器分類表
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2 遺物 3 年代測定値について

同様に礫石器については2585点中凹み石類が1176点で45.5%と 最も多く、以下スリ石類675点 (26%)、 石

錘461点 (17.8%)、 台石151点 (5。 8%)、 石皿63点 (2.4%)な どとなっている。

<使用石材について>

出土 した石器の使用石材について、剥片石器では頁岩が圧倒的に多 く、鑑定全体数1986点 に対 し1748点

で88,0%を 占める。器種別の石材割合についても頁岩は打製石斧の30.8%、 石核の70.1%を除いた他の器種

で80%をいずれも上回っている。

石製品について使用石材として最も割合が高いのは頁岩で、全体数158点に対 し65点で41.1%を 占める。

このうち燕尾形石製品は100%、 石剣は79。 3%、 磨製石斧は50.9%の 割合でそれぞれ頁岩が使用されている。

また、攻状耳飾の90。 9%は凝灰岩で占められている。

礫石器については、安山岩が鑑定全体数2568点に対 し1466点で57.1%を 占め最 も割合が高い。器種別の

割合についても石棒と石錘を除いた全てにおいて50%を上回っている。

3 年 代 測 定 値 につ いて

遺跡から出土 した遺物のうち、土坑および住居址から採取 した炭化材 4点、土器に付着 した炭化物 3点の

計 7点について、β線ならびにAMSに よる14C年代測定を行った。その結果、得 られた年代測定値と土器

型式について、本遺跡と近隣にある宮城県周辺の遺跡から得られた年代測定値との相対的な比較をしたもの

が表 8である。これによれば、本遺跡から得 られた測定値 (補正年代)は 4570± 40～4920± 40の範囲とな

り、宮城県周辺の各遺跡とは土器型式ならびに14C年代値において大きな皿籠は認められないといえる。な

お、表への掲載について、集落を構成する時期から逸脱すると考えられる測定値となった 3点の土坑につい

ては除外 している。
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3 年代測定値について

第 8表 宮城県周辺の遺跡から得られた14C年代測定値との比較 (伊藤2002を編集)

時 代 土器型式 14C年代(yrB P) 試料 試料採取地点 文献

縄

文

早期 素山(槻木)

7,770± 160 貝 GaK-13313 上川名貝塚

藤井 (1988)7,730± 160 貝 GaK-13316 素山貝塚

7,240 「 120 貝 GaK-13314 松瞼貝塚

6.970± 130 貝 GaK-2846 岩手県藤沢町 小野寺 (1971)

6,820± 120 員 TH-496 宇賀崎貝塚 宮城県教育委員会(1980)

前期

大木 1～ 2a 5,680=L120 灰̈ N-2401 三神峯遺跡 仙台市教育委員会(1980)

大木 1～ 2 4,565こ と160 貝 TH-035 宇賀崎貝塚 宮城県教育委員会(1978)

大木 2 5720Ξ上100 貝́ GaK-13315 平田原貝塚 藤井 (1988)

大木 2～ 3 4,430Ξ 上120 炭 TH-300

大木囲貝塚 七ヶ浜町教育委員会 (1979)
大木 3

4,910± 員 TH-260

4.830± 貝 TH-261

4,750± 貝 TH-262

4,710三L130 ］灰 TH-298

大木 3～ 4

5,110三 上loo 貝 TH-497 宇賀崎員塚 宮城県教育委員会 (1980)

4,350± 炭 TH-302c 大木囲貝塚 七ヶ浜町教育委員会(1979)

4,040± 貝 TH-036 宇賀崎貝塚 宮城県教育委員会(1978)

大木 4
4,990± 貝 TH-263

大木囲貝塚 七ヶ浜町教育委員会(1979)

4,730± 貝 TH-264

大木 4～ 5a 4030=二 灰 TH-304b

大木 5a
4,880± 貝 TH-265

4,440± 灰 TH-305b

大木 5～ 6

4,920=L40 炭化物 AAA-31249

大清水上
4,710=ヒ 40 炭化物 AAA-31251

4,690=L100 炭化材 AA-253

4,570Ξ L40 炭化物 AAA-31250

中期 大木 9a 3,320± 95 灰 N-4430 梨野A遺跡 仙台市教育委員会 (1983)

後期

南境

3,960Ξ 上125 貝 N-375 南境貝塚 Koyama(1978)

3,810三L80 灰 N-4432 梨野A遺跡 仙台市教育委員会 (1983)

3.770三 上60 木 Beta-128353

里浜貝塚 鳴瀬町教育委員会(1999)3,610=L60 木 Beta-128354

宝ケ峯 3,300=L60 木 Beta-128352

金剛寺

3,690=L190 木 GaK-13776 郡山遺跡 仙台市教育委員会 (1992)

3010± 90 貝 TH-503
田柄貝塚 宮城県教育委員会 (1986)

2,950± 70 貝 TH-502

2.680± 160 灰 GaK-13797 郡山遺跡 仙台市教育委員会(1992)

晩期

大洞B 十
一

貝 TH-504 田柄遺跡 宮城県教育委員会(1986)

大洞C2

2,970± 110 灰 TH-736
里浜員塚 東北歴史資料館 (1982)

2,870± 110 炭 TH-735

2,770± 85 炭 N-2309

梁瀬浦遺跡 宮城県文化財保護課 (1976)
2,730こと90 炭 N-2311

2,570± 90 中灰 N-2312

2.510± 85 灰 N-2310

大洞C2～ A・ A' 2,520± 140 炭 GaK-13798 郡山遺跡 仙台市教育委員会(1992

大洞A～A' 2,480=上 75 炭 N-4431 梨野A遺跡 仙台市教育委員会(1983

弥
生

前期

青木畑 2,460=L100 炭 GaK-13787 郡山遺跡 仙台市教育委員会(1992

山工Ⅲ層 1,560=L120 山灰 GaK-19073 山王囲遺跡 一迫町教育委員会(1996

桝形囲式以前～桝形囲

2,500-1 80 木 N-4910

富沢遺跡
仙台市教育委員会 (1989)2,370± 75 木 N-4911

2.300± 75 木 N-4909

中期
桝形囲

3,250± 150 本 GaK-13517 仙台市教育委員会 (1988)

2,300=L60 骨 Beta-86226

中在家南遺跡 仙台市教育委員会(1996)2,2901上 50 木 Beta-86228

2,200Ξ L 70 貝 Beta-86227

十三塚 1,710± 110 木 GaK-13518 宮沢遺跡 仙台市教育委員会(1988)

後期 天王山 2,030± 80 炭 N-2959 上ノ原A遺跡 一迫町教育委員会 (1978)
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Ⅶ  まとめ

WIl ま

1 胆沢ダム大清水上遺跡調査委員会

平成11年度に試掘調査を行い、平成12年度から平成16年度の 5年にわたり発掘調査が行われた本遺跡は、

1年目 (平成12年)に大形住居跡の存在が明らかとなり、 2年 目 (平成13年)に はそれが中央部の広場を

取り囲むように位置するいわゆる環状集落の様相をなすものであることが明らかとなった。さらに 3年目

(平成14年)に は捨て場の存在が判明し、 4年目には集落全体の範囲がおよそ確定することとなった。発掘

調査開始当初は、調査区域が限定されていたこともあり、これほどの大集落が地下に眠っていることを予想

することはできなかった。 1年目の調査が終了 した時点で、大形住居跡の立地にある程度の規則性を感ずる

ことはできたものの、それは確実なものではなく推測に過ぎないものであった。 しかしながら、 2年目、 3

年目と調査を続けるほど、大形住居跡をはじめとする遺構はもちろん、遺物についても縄文時代前期後葉に

位置付けられる稀少なものが出土 し、遺跡は専門家をはじめとして世間一般の注目までも浴びることとなっ

た。

こうした中、委託者である胆沢ダムエ事事務所は岩手県教育委員会及び胆沢町教育委員会との協議を重ね、

遺跡の貴重性を重要視 し、胆沢ダム建設事業と埋蔵文化財保護の協調及び調和を図るため、発掘調査方法及

び調査方針について専門的立場からの見解を得るための委員会である「胆沢ダム大清水上遺跡調査委員会」

(以下「委員会」)を 3機関共同の事務局として発足させた。委員名は以下のとおりである (所属、職名、氏

名は発足当時のもの 第 9表 )。

第 9表 胆沢ダム大清水上指導委員会委員名簿

所  属 職   名 氏   名 備  考

盛 岡 大 学 文学部教授 熊谷 常正 委 員 長

弘 前 大 学 人文学部教授 藤沼 邦彦 副委員長

八 戸 工 業 大 学 工学部教授 佐々木幹夫 委   員

岩 手 考 古 学 会 会長 瀬川 司男 委   員

秋 田 県 立 博 物 館 館長 富樫 泰時 委   員

東北 芸 術 工 科 大 学 歴史遺産学科教授 宮本長二郎 委   員

岩手 県 教 育 委 員 会 文化財保護監 小田野哲憲 委   員
日

一
沢 町 助役 岩城  蒐 委   員

胆沢ダムエ事事務所 所長 佐藤 克英 委   員

委員会においては遺跡についての学術的な議論がなされその重要性が高まる中、コア材の採取地を本遺跡

地以外に求めることの可否等についても検討されることとなった。その結果、平成16年 8月 4日 に開催さ

れた第 3回委員会において、集落を中心とした直径約150mで囲まれる部分について、この区域を回避 して

コア材の採取を行うこととし遺跡の保存を決定 した。

2 集 落 の 全 体 像

本遺跡で確認されたような集落は、縄文時代の社会において食料貯蔵が計画的に行われ定住化が進展した

結果形成されたものと考えられている。こうした環状集落は、縄文時代前期中葉～後葉において、関東では

根古谷台遺跡 (栃木県)の黒浜式期からみられ、中野谷松原遺跡 (群馬県)、 鷺森 (埼玉県)、 七社神社前

(東京都)、 飯山満東 (千葉県)、 木戸先 (千葉県)、 南羽鳥中崎 1-E(千葉県)な どの諸磯式土器分布圏

めと
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2 集落の全体像

に、また東北では南部の綾織新田遺跡 (岩手県遠野市 )、 蟹沢館遺跡 (岩手県北上市 )、 上ノ山Ⅱ遺跡 (秋田

県協和町)な どの大木式上器分布圏に典型的かつ集中 してみることができ、 この他にも中部高地の阿久遺跡

(長野県原村)で確認することができる。 このような動 きは、本遺跡が位置する奥羽山脈ならびに北上高地

を含む北上川中下流域においても関東 。中部以北の本州地域 と軌を同一に していると考え られ、その後縄文

時代中期になって東 日本一帯に広まる大規模集落遺跡形成の基盤を担 ったものと推測される。

第10表 おもな環状集落遺跡

本遺跡の環状集落は、中央広場 (直径約20m)を 中心に大形住居帯とその外側の小形竪穴・土坑域 (直

径約110m)か ら構成されている。この集落規模は上ノ山Ⅱ遺跡 (秋田県、広場25m、 集落150m)、 嘉倉貝

塚 (宮城県、広場30m、 集落120m)な どとほぼ同様である。

中央の広場に墓壊や掘立柱建物を持たないこと、限定されたエリアヘ群在するような貯蔵穴が確認されな

い点などは、縄文中期に特徴的な環状集落とは相違するものである。特に注目すべきは大形住居と密接に関

連する小形竪穴で、主柱穴の存在などから覆いがあったことは容易に推測できる。同時に炉が存在 しなかっ

たことも確認されており、堅果類の出土は見なかったものの、機能的には貯蔵施設の可能性が高いと考えら

れる。考察でも述べたとおり、このような小形竪穴はこれまでまとまった幸民告例がほとんどないため、その

機能をはじめとする詳細については不明な点が多い。もし前述 したように貯蔵施設だとすれば、この時期に

おける定住生活のあり方について考えるための重要な手がかりと成り得るといえる。また、頻繁に行われて

いる住居の建て替え 。拡張作業は定住生活の展開を具体的に示すものであり、同時に集落内での占地につい

て大形住居を単位とする集団内における相互の規制が働いていたことも推測できる。これらの活動は基本的

に大木 5式期を中心とする極めて限定された時期に展開していたものであり、そういった意味で、この時期

における集団組織を具体的に把握することのできる貴重な事例といえる。

遺 跡 名 所 在 地 日寺 期 備  考

根古谷台 栃木県宇都宮市 前期中葉 (黒浜式)

綾織新田 岩手県遠野市 前期中葉 (大木 3～ 4式 )

蟹沢館 岩手県北上市 前期中葉 (大木 2～ 5式 )

上ノ山Ⅱ 秋田県協和町 前期後葉 (大木 4～ 5式、円筒下層式 )

大清水上 岩手県胆沢町 前期後葉 (大木 5式 ) 本遺跡

中野谷松原 群馬県安中市 前期後葉 (諸磯 b式 )

鷺森 埼玉県上福岡市 前期後葉 (諸磯式)

七社神社前 東京都北区 前期中葉～後葉 (諸磯式)

飯山満東 千葉県船橋市 前期後葉 (夏 島式、稲荷台式)

木戸先 千葉県四街道市 前期後葉

南羽鳥中帖 1-E 千葉県成田市 前期後葉

阿久 長野県原村 前期

北野 新潟県上川村 前期後葉

嘉倉貝塚 宮城県築館町 前期末～中期初頭 (大木 6式 )

高瀬山 山形県寒河江市 前期末 (大木 5～ 6式 )

峠山牧場 I― B 岩手県湯田町 前期末 (大木 6式 )

清水上 新潟県堀之内町 中期前葉 ?

和泉A 新潟県中郷町 中期初頭～前葉 (五領ケ台Ⅱ式)

西海渕 山形県村山市 中期

五丁歩 新潟県塩沢村 中期 (大木 7b～ 8a式 )

西 田 岩手県紫波町 中期 (大木 8a)
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Ⅶ まとめ

出土 した遺物からは、燕尾形石製品やイチジク形土製品など、同時期に展開していた他の集落遺跡と同様

の出土品が確認された。これらにみられるデザインの共通性は、当時のイノベーションの広がりを具体的に

示唆するものとも推測される。また、特定の石器石材については地元奥羽山脈産ばかりではなく、遠く北上

高地の早池峰山塊付近に特徴的なものも存在 しており、石材の搬入も盛んに行われていた。こうしたことか

ら、本遺跡はいわゆる拠点集落もしくは定住集落に位置づけられるものであり、縄文時代の集落ネットヮー

ク及び集落構造を解明する上で貴重な資料を提供 してくれていると言える。

縄文時代の集落に関してはこれまでも各方面において盛んに議論されてきており、その内容としては谷口

(1998b)が 述べているように①方法論的問題、②竪穴住居跡の重複および廃絶後の現象に関する問題、③

集落の安定性・移動性の問題、④環状集落と集落規模をめぐる見解の相違、など多岐にわたる6こ れらはい

ずれも縄文集落の解明という命題に対 し、さまざまな角度・切り国から検討を試みているものであり、それ

ぞれ参考にすべき考え方であることは言 うまでも無い。 しかしながら、一方で議論の大前提となる部分、い

わゆる考古学的 リテラシーとでも呼ぶべき部分での共通認識が一致 しないままに各々の持論を展開している

という傾向も見受けられ、本来どの前提項目 (条件)も 同じ色で同じ分量だけ持ち合わせているはずのそれ

が各研究者によって トレー ド・ オフの状態になり、結果として各々の主張の違いとなって表現されているに

過ぎない状態になっているようにも思える。 したがって、こうした部分が解決されていくことによって、現

時点で行き詰まっている問題が解決の方向に向かう可能性が考えられる。加えて、このような集落研究の趨

勢というものがあくまで「横切り」の通過点に過ぎないものであるとの前提に立てば、今後新たな情報の獲

得と議論の深化によって、更なる進化 。発展を遂げる可含酵l■ は十分持っていると考えられる。

3 お  わ  り に

報告書という性格上、発掘調査で得 られた事実を忠実に伝えるということについては、拙い記述ながらも

意識 してきたつもりである。 しかしながら、調査の結果から得られた様々な事実についての詳細な考察につ

いては、その時間的および紙面的制約等から、別の機会に委ねざるを得ない。大形住居ならびに小形竪穴の

関係と機能的な問題、当該時期における集落の構成要素とその姿、土器型式の普遍性と地域性など、今後さ

らに詳細な分析と検討が必要な事項は枚挙に暇がない。

遺跡の集落部分については保存されることとなったわけであるが、遺跡の一部が保護されるという結論に

至るまでの道のりは長く険しいものであった。ダム事業と埋蔵文化財保護との調整に係る方向性が定まらず、

その声を聞くことのないまま遺跡の発掘調査を進めなければならなかったことは、発掘調査現場の担当者に

とってみれば厳 しい判断と対応を迫 られるものであったと言わざるを得ない。発掘調査の比較的初期である

遺構検出段階において、本遺跡が広場を有する環状集落の様相をなすであろうことは確実に把握されており、

然るべき機関への情報提供も行われてはいたが、一方では開発、また一方では遺跡保存といった相反する声

のの間で、困難を極める調整作業を慎重にすすめなければならなかったことは想像に難 くない。 しかしなが

ら、この間発掘調査現場は前述 した課題と不安を抱えながら緊急発掘調査を継続 しなければならなかったこ

ともまた事実である。最終的に遺跡の集落部分については保護されるという結果に至ったわけであるが、結

論と過程に釈然としない何かが残ってしまった感がある。。

野外調査ならびに室内整理においては、調査委員会の委員をはじめとする関係機関の方々から学術的・専

門的な指導を賜った。委員長である熊谷常正氏からは遺跡の総合的な位置付けについて、宮本長二郎氏から

は大形住居跡の柱穴配置と建替え・重複について、富樫泰時氏からは大形住居跡の空間利用と他遺跡との比

較などについてそれぞれご指導賜った。宮城県教育委員会の佐藤憲幸氏には遺構や遺物の情報交換について
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3 おわりに

熱心 に対応 して いただ いた。北上市埋蔵文化財 セ ンターの稲野裕介 氏 には野外 お よび室 内にわた り情報 交換

な らびに ご指導 を賜 った。 6年 にお よぶ野外発掘調査期 間 中、 た くさん の作業員 の方 々に ご協力 いただ いた。

天候 の急変 や調査方 針等 の変更 によ る突発 的 な出来事 に も、黙 々 と対 応 して いただ いたその姿 には全 く頭 が

下 が る思 いで あ る。仕事 とはいえ、作業員 の献 身 的協 力 な くして発掘調査 は成立 し得 ない ことは言 うまで も

無 い。深 く感謝 申 し上 げ る とと もに この場 を借 りて あ らためてお礼 申 し上 げ る。
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放射性炭素年代測定 (1)

附編 1 放射性炭素年代測定 (1)

パ リノ・サーブェイ株式会社

1試 料

試料は、451号土坑及び809号土坑より出土 した炭化材 2点 (Nα l。 2)と 411号住居跡・412号住居跡・

101号住居跡のそれぞれ床面付近より出土 した土器の内面に付着 していた炭化物 3点 (h3～ 5)の計 5点

である。上記の土坑より出上 した炭化材は、いずれも覆土下層より採取されているが、発掘調査時の所見で

はいずれも床面よりも上位より出上 している。また、土器内面に付着 した炭化物は、金属製のナイフにより

削られ採取されている。試料Nα 5に ついては分析の前処理段階で十分な炭素量が得られなかったため、再度

同様な方法によって採取された炭化物を追加 し測定を実施 した。試料の詳細等は、測定結果を示した表1と

ともイこ肩寺ナ。

2分 析 方 法

測定は株式会社加速器研究所の協力を得て、AMS法により行った。なお、放射性炭素の半減期はLIBBY
の半減期5,568年 を使用する。また、測定年代は1950年を基点とした年代 (BP)で あり、誤差は標準偏差

(One Sigma)イ こ相当する年代である。なお、暦年較正は、RADIOCARBON CALIBRATION PROG
RAlvtt CALIB REV4,4(Copyright 1986-2002 M Stuiver and P」 Reimer)を用いた。

3結 果

結果を表 1、 較正暦年を表 2に示す。 5点の試料のうち、土坑より出上 した炭化材のNα lと Nα 2は、

1800～1900年前の測定年代 (同位体補正年代)を示し、土器内面に付着 した炭化物であるh3～ 5は、4600

～4900年前という年代を示す。

4考  察

今回の年代測定を実施 した炭化材の出土 した土坑は、縄文時代前期の広場を中心として住居跡が分布する

範囲の外側に位置 している。また、以前に実施 した今回と同様な土坑 (470号土坑)よ り出土 した炭化材の

分析結果では、2070± 70BP(補正年代,IAA 254)と いう値を得ている。この年代は、今回のNα l、 2で

測定された年代に近似 しており、いずれも弥生時代頃の年代を示す。前報では、土坑の構築年代について弥

生時代である可含酵l■ と土坑の埋没過程で当時期の炭化材の混入 した可含留陛を指摘 した。今回の分析結果も考

慮すると、これらの土坑が住居跡と同時期のもので約2000年以上の時間を経た後に、複数の上坑にほぼ同

時期の炭化材が混入するという状況は考え難い。 したがって、これらの上坑は弥生時代頃の遺構の可含Zl■が

高い。

一方、土器内面に付着 した炭化物は約4600～4900年前と約300年程度の幅はあるが、概ね近似する値を示

した。また、以前に実施 した408号住居跡の床面直上付近から出上 した炭化材の分析結果では4690± 100BP

-334-



附編 1

(補正年代,IAA 253)と いった値を得ており、今回得 られた年代幅に収まる。これらの年代値について

の評価は前報でも述べたが、東北地方における縄文時代前期の年代に相当し、土器型式から推定される年代

観とも概ね調和する (キ ーリ・武藤,1982)。

なお、今回の測定で認められた300年程度の年代幅をもって、本遺跡で検出された集落の存続期間、ある

いは土器型式の製作あるいは使用期間といった点を評価することはできない。この点については、遺構の重

複関係や分析対象とした土器型式の細分類といった考古学的所見から評価 し、検討することが重要である。

また、試料の由来や履歴、測定上の要因等による可能性もあるため、これら種々の要因も考慮 し検討する必

要がある。

表 1 放射性炭素年代測定結果

1)年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用。
2)BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。
3)付記した誤差は、測定誤差σ (測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

表 2 暦年較正結果

1)計算 1こ は、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV44(COpyright 1986-2002 M Stu� er and PJ
Reimer)を使用

2)付記した誤差は、測定誤差σ (測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算 した値。

放射線炭素年代測定 (2)

パ リノ・サーヴェイ株式会社

1試  料

試料は、408号住居の床面直上付近から出上した炭化材 1点 と、470号土坑覆土最下部付近から出土 した

炭化材 1点の合計 2点である。

No 試料名 出土遺構 層位 試料の質 種類
補正年代

BP
δ13C
(%。)

測定年代

BP Code No

1
451号土坑
出土炭化物

451号土坑
床面直上付
近

炭化材 サクラ属 1810±  30 -2502 1810T 30 IAAA-31247

坑
物雌蜘

８０

出 809号土坑
覆土最下部
付近

炭化材
イネ科タケ
亜科

1940三二 40 -815 1670■ 40 IAAA-31248

土器No477 411号住居 床面付近
土器内面付
着炭化物

4920=L 40 -2403 4910J三  40 IAAA-31249

土器Nα 481 412号住居 床面付近
土器内面付
着炭化物

4570=L 40 -2223 4530三二 40 IAAA-31250

5 土器h7 101号住居 床面付近
土器内面付
着炭化物

4710=L 40 -2640 4730三二 40 IAAA-31251

補正年代 (BP) 暦年較正年代 (cal) 相 対 】 Code NIJ

1 1810=生  30
cal   AD     134      cal   AD     161
cal  AD   169    cal  AD   198
cal  AD   208    cal  AD   244

1,816 -  1,789
1,781  -   1,752
1,742 -  1,706

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ａ
　
ａ
　
ａ

IAAA-31247

2 1940=二  40
cal  AD
cal  AD

AD
AD

cal  BP   l,927 -  1,864
cal  BP   1 848 -  1829

IAAA-31248

3 4920■  40
Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

3,756 - cal
3,712 - cal

5,706  -
5,662 -

Ｐ

Ｐ

Ｂ

Ｂ

ａ
　
ａ

IAAA-31249

4 4570=上  40

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ａ

ａ

ａ

ａ

3,487 - ca〕
3,370 - ca〕
3,212 - cal
3,155 - cal

BC   3,473
BC   3,333
BC   3,189
BC   3,124

BP   5,437 -  5,423
BP   5,320 -  5,283
BP   5,162 -  5,139
BP   5 105 -  5074

0085
0487
0194
∩9R4

IAAA-31250

5 4710=L 40

一　

一　

一　

一

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ａ‐

ａ‐

ａ‐

ａ‐

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

3,593

3,500

3,443

3.378

BP   5,575 -  5,543
BP   5,474 -  5,450
BP   5,403 -  5,398
BP   5,384 -  5,328

ａ

ａ

ａ

ａ

0241
0209
0061
0489

IAAA-31251
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放射線炭素年代測定 (2)

測定は、β線計数法で行い、

社加速器分析研究所 (IAA)

法方

放射性炭素の半減期 はLIBBYの 5570年 を使用する。なお、測定は、株式会

が行 った。

果結

放射性炭素年代測定結果を表 1に示す。なお、年代測定に用いた炭化材は、別報にて同一個体の樹種同定

を行 っており、いずれも落葉広葉樹のクリに同定されている。

表 1 放射性炭素年代測定結果

遺構 出上位置    試料の質    年代 δ13C 補正年代    Code Nα

408号住居    床面直上付近  炭化材 (ク リ) 4690± 100BP  -253%O 4690± 100BP   IAA-253

470号土坑 覆土最下部付近  炭化材 (ク リ) 2080± 70BP -254%0 2070± 70BP   IAA-254

1)年代測定は、β線計数法による。
2)年代は、1950年 を基点とした年数で、補正年代はδ13Cの 値を基に同位体効果による

年代誤差を補正した値。
3)放射性炭素の半減期は、5570年 を使用した。

408号住居跡は、縄文時代前期の環状集落跡を構成する住居跡の 1軒と考えられる。出上 した炭化材の年

代は、4690BP(補正年代4690BP)であった。キーリ・武藤 (1982)に よれば、東北地方の縄文時代前期

の年代は、北部の円筒下層式土器に伴 う炭や貝の未補正値で4790BP～ 4930BP、 南部の大木式土器に伴う

炭や貝の未補正値で4030BP～ 4910BPお よび5840BPで ある。本遺跡で出土 している大木 5式土器に伴う年

代値では、大木囲貝塚の炭で4440BP、 貝で4880BPの値が報告されている。 これらの報告例と比較すると、

408号住居跡から出土 した炭化材の年代は、大木5式土器に伴う炭や貝の年代測定値に一致 しており、発掘

調査所見や既存値とも調和的である。

一方、470号土坑は、小型住居・土坑帯に含まれる土坑であり、出土 した炭化材の年代は、2080BP(補

正年代2070BP)であった。この年代値は、INTCAL98(Stuiver et al.,1998)イ こよる暦年較正を行うと、

55,80,85calBCに交点があり、弥生時代中期の年代を示す。この結果から、土坑の構築年代が弥生時代中期

頃の可能性がある。 しかし、炭化材の出土位置が床面直上ではないことを考慮すると、土坑の埋没過程で弥

生時代の炭化材が混入 した可含骰隆もある。

現時点では、年代測定点数が少ないため、今後さらに測定を行って年代に関する資料を蓄積 し、各遺構の

年代を明らかにしたい。

引用文献<1(1)(2)共通>

キーリC.T.・ 武藤康弘 (1982)縄 文時代の年代.加藤晋平・小林達雄・藤本 強編「縄文文化の研究 1 縄文人とその環境」,

p.246275,雄 山閣 .

Stuiver, ふッ[., Reimer, P.」 ., Bard, E., Beck, J.W., Burr, Go S,, Hughen, K.A., Kromer, B。 , さッIcCormac, G.,

van der Plincht, 」. and Spurk, ふ7[。 (1998)INTCAL98 radiocarbon age calibration, 24,000-O cal

BP  Radiocarbon, 40, p.1041-1083.

察考
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附編 2 樹種同定 (1)

パリノ・サーヴェイ株式会社

1試  料

試料は、408号住居跡の床面直上付近から出土した炭化材 1点と、470号土坑覆土最下部付近から出土し

た炭化材 1点の合計 2点である。

2方  法

木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走

査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

3結  果

炭化材は、いずれも落葉広葉樹のクリに同定された。主な解剖学的特徴を以下に記す。

・クリ (Castanea crenata Sieb.et Zucc.)    ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は1～ 4列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配

列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 15細胞高。

4考  察

408号住居跡の炭化材は、住居中央部の床面直上付近 (床面からやや浮いて出土したとされる)か ら出土

している。焼土などと共に出土しており、住居構築材が火災で炭化したことや、焼土など共に住居内に廃棄

されたこと等が考えられる。一方、470号土坑の炭化材は、土坑の覆土最下部付近 (床面ではない)力>ら 出

土している。床の構築面から10cm程度の人為的な堆積層があり、その上に木の原形をとどめて出土してい

る。燃料材として利用された木材の一部が炭化 。残存したこと等が考えられる。炭化材の樹種同定結果から、

クリが住居構築材や燃料材等に利用されていたことが推定される。

クリは、重硬で強度が高い材質を有する。岩手県内では、滝沢村湯舟沢遺跡、一戸町御所野遺跡、軽米町

大日向Ⅱ遺跡等でも縄文時代中期～後期の住居構築材等にクリが多数確認されており (松田,1987;パ リ

ノ・サーヴウェイ株式会社,1998,1995)、 今回の結果とも一致する。また、今回の結果から、クリの利用

が縄文時代前期にも見られたことが推定される。

このようなクリの利用の背景には、クリが植物食糧としても重要な種類であることから、クリ栽培との関

連が指摘されている (千野,1983)。 しかし、本地域周辺におけるクリ栽培の有無などについては不明な点

が多く、現時点では詳細は不明である。今後、古植生も含めてクリの利用に関する検討を行いたい。
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樹種同定 (2)

図版 1 大清水上遺跡の炭化材

クリ (408号住居跡)

a:木口,bi柾 日,ci板 目

3結 果

結果を表 1に示す。炭化材は、全て落葉広葉樹で、 3種

類 (コ ナラ属コナラ亜属コナラ節・クリ・サクラ属)に同

定された。各種類の解剖学的特徴等を記す。

・ コナラ属ヨナラ亜属コナラ節 (Quercus subgen.Lepidobalanus

環孔材で、孔圏部は1-2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、

■■■■ 200μ m i a

…

200 μ m:b, c

表 1.大清水上遺跡の樹種同定結果

遣構 出土位置 樹種

102号住 埋土下 ク リ

203号 住 床面 ク リ

451号土坑 底面 サクラ属

503号 土坑 底面 コナラ属コナラ亜属コナラ節

809号土坑 底面 ク リ

sect Prinus) ブナ科

漸減 しながら火炎状に配列する。道管

樹種同定 (2)

パリノ・サーヴェイ株式会社

1試 料

試料は、住居跡 2基 (102,203号住)、 土坑 3基 (451,503,809号土坑)ん らゝ出土 した炭化材である。なお、

これらの炭化材は、調査担当者により各遺構より1点ずつ選択された試料である。試料の詳細は、結果とと

もに表 1に示す。

2分 析 方 法

木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製 し、実体顕微鏡および走

査型電子顕微鏡を用いて木材組織を観察 し、その特徴から種類を同定する。
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は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1-20細胞高のものと複合放射組織

とがある。

・クリ (Castanea crenata Sieb et Zucc.) ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は1-3列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減 しながら火炎状に配

列する。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1-15細胞高。

・サクラ属 (Prunus) バラ科

散孔材で、管壁厚は中庸、横断面では角張った楕円形、単独または2-8個が複合し、晩材部へ向かって

管径を漸減させながら散在する。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認めら

れる。放射組織は異性、 1-3細胞幅、 1-30細胞高。

2基の竪穴住居跡 (10里・ 203号住)の覆土下部及び床面付近か ら出土 した炭化材は、いずれもクリであっ

た。当遺跡の408号住居跡床面か ら出土 した炭化材 も同様な結果 (未公表資料)であった。また、岩手県内

における調査事例でも、湯舟沢遺跡・御所野遺跡 。大 日向Ⅱ遺跡・力持遺跡等の縄文時代の竪穴住居跡か ら

出土 した炭化材中にもクリが比較的多 く確認 されている (松田,1987;パ リノ・ サーヴウェイ株社,1993,

1995;未公表資料)。 クリは、重硬で強度が高 く、耐朽性にも優れた材質を有する種類であることか ら、材

質を考慮 した木材利用が推定される。後述のように、土坑か ら出土 した炭化材の種類構成が多岐であること

を考慮すると、竪穴住居跡の炭化材はクリに編重 しており、選択的利用されていた可能性が示唆される。

一方、土坑か ら出土 した炭化材は、サクラ属 (451号土坑 )、 ヨナラ節 (503号土坑)、 クリ (809号土坑)

と、種類構成は遺構毎に異なる。また、当遺跡の470号土坑床面直上付近か ら出土 した炭化材はク リ、809

号土坑で放射性炭素年代測定試料 とした炭化物はイネ科 タケ亜科 と、過去の調査事例を含めても構成が多様

である。809号土坑のように、同一遺構内で異なる種類 も確認されている。そのため、土坑か ら検出された

炭化材については、遺構・遺物の用途 も含めて検討することが望まれる。

引用文献<2(1)(2)共 通>

千野裕道  (1983)縄 文時代のクリと集落周辺植生 一南関東地方を中心に一.東京都埋蔵文化財センター研究論集, Ⅱ,p.25-42.

松田隆嗣  (1987)湯 舟沢遺跡より出土した炭化材の樹種について。「滝沢村文化財調査報告書第2集 湯舟沢遺跡 (第 2分冊)」 ,

p.867-872,滝 沢村教育委員会。(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター・ トーメン住宅開発株式

会社.

パリノ・サーヴウェイ株式会社 (1993)花粉分析。炭化材同定・種子同定.「御所野遺跡I 縄文時代中期の大集落跡」,p.341-

355,一戸町教育委員会.

パリノ・サーヴウェイ株式会社 (1995)大 日向Ⅱ遺跡 自然科学分析。「岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第225集

国道395号線改良工事関連遺跡発掘調査 大日向Ⅱ遺跡発掘調査報告書 一第2次～第 5次調査― 第 1分

冊J,p.492-521,(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター [埋蔵文化財センター2].

察考
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樹種同定 (2)

図版 2 大清水上遺跡の炭化材

1.コ ナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節

2.ク リ (203号住)

3.サ クラ属 (451号土坑 )

ai木口,b:柾 目,c:板 目
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附編 2

樹種同定 (3)

高橋利彦 (木工舎「ゆい」)

1試  料

試料は5点で、縄文時代前期後葉 (大木 5式期)の ものとされる3基の竪穴住居跡 (101号住・ 102号住・

203号住)と 2基の上坑 (314号土坑・451号土坑)か らそれぞれ検出されたものである。

2方 法

同定には調査担当者によって土付きで採取されていた試料から、担当者の立ち合いのもとで筆者が採取 し

た材片を用いた。試料を室内で自然乾燥させたのち、試料の木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接

線断面)3断面を実体顕微鏡と走査型電子顕微鏡 (SEM,加速電圧10kVで観察 し同定 した。伴せて各分

類群 1点の電子顕微鏡写真図版を作成 した (図版 1)。 SEM観察にあたっては (株)ニ ッテツ。ファイン・

プロダクツ釜石試験分析センターのご協力をいただいた。記 して感謝いたします。なお、残った炭化材片と

ネガ 。フィルムは木工舎「ゆい」に保管されている。

3結 果

101号住試料はヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節に、他の 4点はいずれもクリに同定された。試料の主な解剖

学的特徴や一般的な性質は次のようなものである。なお、学名は「 日本の野生植物 木本 王」 (佐竹ほか

1989)に したがい、県内での自然分布については「岩手県植物誌」 (岩手植物の会1970)を参照 した。また、

一般的性質については「木の事典 第 2・ 4巻」 (平井 1979,1980)も 参考にした。

・ コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quercus subgen.Quercus sect,Prinus sp。 )ブナ科 101号住

環孔材で孔圏部は1-3列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減 しながら火炎状に配列する。大道管は

横断面では楕円形、小道管は横断面では多角形、ともにほぼ単独で配列する。道管は単穿孔をもち、壁孔は

交互状に配列、放射組織との間では柵状となる。放射組織は同性、単列、 1-20細胞高のものと複合組織

がある。柔組織は短接線状、周囲状。年輪界は明瞭。

コナラ節はヨナラ亜属 (落棄ナラ類)の中で果実 (ド ングリ)が開花の年に熟すグループで、カシヮ

(Quercus dentata)・ ミズナラ (Q.crispula)。 コナラ (Qo serrata)・ ナラガシワ (Q.aliena)と

いくつかの変・品種がある。県内には4種とも自生 している。材は重硬で、加工は困難、器具・機械 。樽材

などの用途がある。

・ クリ (Castanea crenata)ブナ科 102号住,203号住,314号土坑,451号土坑

環孔材で孔圏部は 1～多列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減 しながら火炎状に配列する。大道管は

単独、横断面では楕円形、小道管は単独および複合、横断面では角張った楕円形～多角形。道管は単穿孔を

もち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状～網目状となる。放射組織は同性、単 (～ 2)列、 1-
15細胞高。柔組織は周囲状、短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部から九州の山野に自生 し、また植裁される落葉高木である。県内各地に普通にみられ
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樹種同定 (3)

る。材はやや重硬で、強度は大 きく耐朽性が高い。土木・建築・器具 。家具・薪炭材、猾木などに用いられ

る。

住居跡から検出された試料は住居の構築材とみられているものであるが、コナラ節とクリであった。両樹

種とも炭化材として確認されることの多い分類群であるが、近隣の遺跡で近い時期の出土例は報告されてい

ない注)よ うである。時期は降るが、江刺市久田遺跡の縄文時代後期とされる2住居跡からはクリ (3点)

とヨナラ亜属クヌギ節 (1点)が (高橋MS)、 滝沢村湯舟沢遺跡では縄文時代後期のものとされる2住居

図版 1

察考

1.コ ナラ属ヨナラ亜属コナラ節 101号住

2.ク リ 102号住

a:木口 x40 b:柾 目 x100 c:板目 x

樹木の肥大生長方向は木口では画面下から上へ、

100

柾目では左か ら右
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跡からクリ (2点)と トネリコ属 (2点)ん 確ゞ認されている (松田 1986)。 また、沿岸部の山田町沢田 I

遺跡の縄文時代のものとされる2住居跡からもクリ途点が確認されている (高橋 2000)。

注) 江釣子村 (現北上市)鳩岡崎遺跡の縄文時代前期～晩期 (?)と される2住居跡からクリとその他の

樹種の報告がある (早坂 1982)。 しかし、肉眼観察のみによるものであるため結果の正誤の判断ができな

いうえに、自生はもちろん植裁すら考えにくいクスノキ (原表記はクス)ま で記載されているため著しく信

頼性を損なっている。この点についてはすでに論及 してあるが (高橋 2001)、 再度指摘 しておきたい。

引用文 献

早坂松次郎

平井信二

岩手植物の会

松田隆嗣

佐竹義輔・原

高橋利彦

高橋利彦

高橋利彦MS

(1982)炭化材の樹種同定,「岩手県文化財調査報告書第70集 東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書XV―

2(江釣子村鳩岡崎遺跡 遺物・要約・分析鑑定結果編)」,341,岩手県教育委員会 。日本道路公団

(1979,1980)「 木の事典 第 2・ 4巻」,かなえ書房.

(1970)「岩手県植物誌」,703pp.

(1986)湯舟沢遺跡より出土した炭化材の樹種について,「滝沢村文化財調査報告書第 2集 湯舟沢遺跡 (第 2分冊)J,

867-872,滝 沢村教育委員会 。(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター・ トーメン住宅開発株式会社.

寛 。亘理俊次 。富成忠夫 (編)(1989)「 日本の野生植物 木本 IJ,平凡社,321pp.

(2000)沢田 I遺跡出土炭化材の樹種,「岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書318集 沢田 I遺跡発掘調査報

告書 三陸縦貫自動車道 (山 田道路)関連遺跡発掘調査 第二分冊 (四次調査)」 ,327-328,(財 )岩手県

文化振興事業団埋蔵文化財センター.

(2001)藤沢遺跡出土炭化材の樹種,「北上市埋蔵文化財年報 (1999年度)」,21-31,北 上市埋蔵文化財センター

江刺市久田遺跡出土炭化材の樹種,「久田遺跡出土炭化材樹種同定報告書」,木工舎「ゆい」, 4 pp, 2pl s.

附編 3 火山灰分析 (1)

パ リノ・サーブウェイ株式会社

分析を行う試料は、縄文時代のものと推定されている315号土坑の覆± 2層より採取されている。試料は

暗褐色上の中に黄褐色粒の混 じる細砂質上である。

分 析 方 法

(1)テ フラ分析

試料約20gを蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを

流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。テフ

ラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象として観察し、その特徴や含有量の多少を定性的に

調べる。火山ガラスについては、その形態によリバブル型と中間型、軽石型に分類する。各型の形態は、バ

ブル型は薄手平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるY字状の高まりを持つもの、中間型は表面に気泡

の少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非常に多く持つ塊状および気泡の長く延

びた繊維束状のものとする。

料試
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火山灰分析 (1)

(2)屈 折率測定

テフラ分析用に洗い出された試料から細粒な砂分を採取し、この中に含まれる火山ガラスの屈折率を測定

する。屈折率測定には、温度変化型屈折率測定装置 “MAIOT"(古 澤,1995)を用いて、火山ガラス30

片程度を目標として計測する。

3結 果

(1)テ フラ分析

試料には火山ガラスと軽石が含まれ、スコリアは認められない。認められる火山ガラスおよび軽石は、大

清水遺跡 7号土坑覆± 1層に認められたものと同様の特徴を有している。火山ガラスは中量含まれ、無色透

明の軽石型が最も多く、次いで無色透明のバブル型が多く認められる。軽石型の火山ガラスでは繊維束状の

ものが多く認められる。軽石は多量に含まれており、透明がかった白色を呈し発砲がやや良好～やや不良で

あるものが認められる。

(2)屈 折率測定

測定結果を図 1に示す。火山ガラスの屈折率は、1.5064-1.5090で ある。屈折率が1.507付近にピークが

あり、狭い範囲に集中して認められる。

(3)テ フラの対比

今回認められた軽石と火山ガラスは、その形態と火山ガラ

スの屈折率、遺跡の地理的位置、町田ほか (1981)お よび

町田・新井 (1992)等の記載から、十和田aテ フラ (To a;

町田ほか,1981)に由来すると考えられる。To― aはA.D.

915年に十和田カルデラより噴出したとされ、給源から南方

の東北地方一帯に広 く分布 している (町田 。新井,1992)。

To― aに含まれる火山ガラスの屈折率は、町田ほか (1981)

では1.499-1.508、 町田 。新井 (1992)で は1.496-1504と

記載されている。

315号土坑の覆± 2層に含まれる砂分では、軽石および火

山ガラス以外の粒子が非常に少ないことから、覆± 2層 は

Ttt aが 降下堆積 したものが保存されたものである可能性が

高い。 したがって、覆± 2層はTo― aが噴出したA.D。 915

年に堆積 したと考えられる。315号土坑の覆土における2層

の詳細な位置関係は不明であるが、 2層は覆上の上位とされ

ている。 したがって、To aが噴出したA.D.915年 には、この土坑の埋積は進んでいたものの、地表面で

窪地状を呈 していた可能性がある。

315号土坑

覆± 2層

1,500                      1,510

図 1 大清水上遺跡の火山ガラスの屈折率

横軸は屈折率、縦軸は測定個数を表す。
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図版 大清水上遺跡のテフラ

1.TO aの軽石 (315号土坑覆± 2層 )

lmm

2.TO aの 火山ガラス (315号土坑覆± 2層)

0 5mm

観

火山灰分析 (2)

パ リノ・サーヴウェイ株式会社

試料は、609号陥し穴の覆上の中～上部に確認されたテフラ層の可含旨陛があると考えられた堆積物 1点で

ある。陥し穴は、長径2.96m、 短径2.14m程度の楕円形の開口部で、底面は長径1.88m、 短径1.4mの長方形

をなしている。深さは 2m程度であり、テフラ層とされる堆積物は、開口部から30～40c14の 深さに位置 し

ている。なお、試料は、にぶい黄褐色を呈するシル ト質砂であり、細粒の火山ガラス質テフラの層相を呈す

る。

2分 析 方 法

(1)テ フラの検 出同定・ 屈折率測定

試料約20gを蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを

流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。観察

料試
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火山灰分析 (2)

は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量の多少を定性的に

調べる。火山ガラスについては、その形態によリバブル型と中間型、軽石型に分類する。各型の形態は,バ

ブル型は薄手平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるY字状の高まりを持つもの、中間型は表面に気泡

の少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非常に多く持つ塊状および気泡の長 く延

びた繊維束状のものとする。

また砕屑物中に火山ガラスが含まれる場合は、火山ガラスの屈折率の測定を行い、テフラの同定をより確

実なものとする。測定は、古澤 (1995)のMAIOTを使用した温度変化法を用いた。

(2)EPMA分 析

EPMAは、研磨試料を作成 し、電子プローブマイクロアナライザにより測定 した。測定用のプログラム

は島津製作所製ZAF自動分析プログラムを使用 した。測定 した成分は、Si0 2、 Ti0 2、 A1203、 FeO、

MnO、 MgO、 CaO、 Na2 0、 K20、 P205の 10成分である。以下に処理手順を述べる。

1)試料調整

ガラス試料をペ トロポキシ154を用いてスライドガラス上に固定 (恒温ホットプレー ト120℃ で 2時間)

した後、アランダム (#1000、 #3000)を使用しガラス板上で研磨する。鏡面研磨するためにDP(ダイヤ

モンドペースト)を使用 し、DPク ロス上で潤滑剤のルーブリカントを滴下 しながら研磨する。

鏡面研磨された試料は、真空蒸着装置を用いてカーボン蒸着を行う。

2)測定条件

上記のカーボン蒸着された資料をEPMA装置

定した。

電子線 :最大30Kv 250μ A

分光結晶 :LiF、 PET、 TAP、 Ge

計数時間 :60sec(各元素)

(島津製作所製EPMA―V6)に セットし、以下の条件で測

3結 果

測
定
個
数

(1)テ フラの検 出同定・ 屈折率測定

試料は、細粒の火山ガラスにより構成される。火山ガラス

は、無色透明であり、軽石型がやや多く、バブル型が混在す

る。火山ガラスの屈折率測定結果を図 1に示す。レンジは、

nl.502～ 1.507を 示し、モードはnl.505～ 1.506で ある。

(2)EPMA分 析

測定結果を表 1に示す。測定は、火山ガラスについて18

ポイントのデータを取り、各ポイントにおけるデータと18

ポイントの平均値を示す。

1,505

609号おとし穴 火山灰

1,510

屈折率

図 1 火山ガラスの屈折率

4考 察

東北地方におけるテフラの産状 (例えば、町田ほか
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附編 3

(1992)な ど)か らは、本遺跡付近は焼石岳や鳴子カルデラなどを給源とするテフラの分布域に相当する。

しかし、今回検出された火山ガラスが非常に細粒であることから、給源火山はこれらの火山よりも遠方であ

ると考えられる。また、これらの火山の活動はおもに更新世であり、 1万年前以降の完新世には、ほとんど

活動が知 られていない。 したがって、今回のテフラは、これらの火山以外の火山を給源とするテフラである

と考えられる。上述の文献に記載されているテフラの分布と火山ガラスの粒径および形態を考慮すれば、試

料中の火山ガラスは、十和田カルデラを給源とする十和田aテ フラ (To ai町田ほか,1981)イこ由来する

可能性がある。              ´

なお、Arai et al.(1986)や町田・新井 (1992)な どでは、To― aの火山ガラスの屈折率はnl.496～

1.504と されており、今回の試料よりも低い屈折率を示す。 しかし、町田ほか (1981)で は、To aの 火山

ガラスについて1.508ま での屈折率が測定されている。これについては、To aの上部降下ユニ ッヽトと中 。

下部降下ユニットで屈折率のレンジが異なることを述べ、屈折率の低いレンジの火山ガラスは、主に上部降

下ユニ ッヽトに含まれているが、その分布は十和田カルデラ周辺の青森県域から岩手県北部地域であり、南方

へは広がっていないという説明をしている。この記載に従えば、本遺跡周辺で検出されるTo aは、中・下

部降下ユニ ッヽトであるから、その屈折率は低いレンジを欠いたものとなり、今回の試料が示すような高い値

となる可含Z陛がある。

一方、十和田カルデラの主なテフラの軽石については、最近、紫ほか (2001)に よりEPMAによる化学

組織が分析されている。測定されたテフラは、十和田大不動、十和田八戸、十和田南部、十和田椛山、十和

田中撤、十和田 aの 6テ フラである。これらのうち、互いに化学組成の類似するグループとして十和田大不

動、十和田八戸および十和田aの グループと十和田南部、十和田椛山のグループそして十和田中撤という 3

グループが認識されている。今回の試料の測定値は、これらのうち 1番ログループのテフラの組成と類似す

る。これまで確認されている分布域などから、今回の試料が十和田大不動や十和田八戸の両テフラに対比さ

れる可含Zl■ は低いから、化学組成からも今回の試料が十和田aで あることが支持される。

なお、To aの噴出年代は平安時代のAD915年とされている (早川・小山,1998)こ とから、今回の試

料が採取された陥し穴は、10世紀以前に構築されたものである可能性がある。

図版 1 火山ガラス
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火山灰分析 (3)

パ リノ・サーヴウェイ株式会社

試料は、703号陥し穴覆土上～中部 (3層)に確認された黄色を呈する砂質のブロック状堆積物 1点であ

る。当遺構は、長径2.5m、 短径142m程度の楕円形の開口部をもち、底面は長辺1.68m、 短辺0.36mの長方

形を呈する。深さは約1.7mで、上記の試料の採取された 3層は、開口部から約30～40cm下位に位置してい

る。

当試料の肉眼観察の結果、鈍い黄色を呈するシル ト質砂であり、細粒の火山ガラス質テフラであることが

確認された。

2分 析 方 法

試料約20gを蒸発皿に取 り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散 し、上澄みを

流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。観察

は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス 。軽石を対象とし、その特徴や含有量の多少を定性的に

調べる。

火山ガラスは、その形態によリバブル型 。中間型・軽石型の3タ イプに分類 した。各型の形態は、バブル

型は薄手平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラスであり、軽石

型は小気泡を非常に多 く持った塊状および気泡の長 く伸びた繊維束状のものとする。

さらに火山ガラスについては、その屈折率を測定することにより、テフラを特定するための指標とする。

屈折率の測定は、古澤 (1995)のMAIOTを使用した温度変化法を用いた。

料試

処理後に得られた砂分は、多量の細砂～極細砂径の火山ガラスと多量の軽

石から構成される。火山ガラスの多くは無色透明の塊状の軽石型であり、少

量の繊維束状のものおよび無色透明のバブル型も混在する。軽石は、最大径

約lmmで粒径の淘汰は非常に良好、白色またはやや風化 して黄白色を呈 し、

発泡は良好である。火山ガラスと軽石の他には、極めて微量の斜長石や斜方

輝石などの遊離結晶や安山岩と思われる岩石片などが認められる。

火山ガラスの屈折率測定結果を図1に示す。nl.503～1.507の レンジに入り、

nl.504～ 1.506に モードがある。

3結 果 雲拗

1●

16

う

b

lJ4    1Ⅸ 濁    1,16 ,出

TCIB号 踊寅 3層

回 1 賞山汀うユ0屈析車

4考  察

試料は、細粒の軽石および火山ガラスを主体とするテフラである。上述 した砕屑物の特徴および大清水上
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遺跡の地理的位置、東北地方におけるテフラの産状についての既存の研究成果 (町田ほか (1981,1984)、

Arai et al。 (1986)、 町田・新井 (2003)な ど)と の比較から、試料は十和田 aテ フラ (To― a)の降下

堆積物であると判断される。To aは、平安時代に十和田カルデラから噴出したテフラであり、給源周辺で

は火砕流堆積物と降下軽石からなるテフラとして、火砕流の及ばなかった地域では軽石質テフラとして、さ

らに給源から離れた地域では細粒の火山ガラス質テフラとして、東北地方のほぼ全域で確認されている (町

田ほか,1981)。 また、その噴出年代については、早川 。小山 (1998)に よる詳細な調査によれば、西暦

915年 とされている。なお、町田・新井 (2003)に 記載されたTO aの火山ガラスの屈折率は、nl.496～

1.508の 広いレンジを示す。ただし、nl.502以下の低い屈折率の火山ガラスを主体とする火山灰層は南方ヘ

は広がらず、十和田周辺とその東方地域に分布が限られるとされている (町田ほか,1981)。 以上の所見等

を考慮すると、今回検出されたテフラは、おそらく低屈折率の火山ガラスを含まないTo aに相当すると考

えられる。

上述の早川 。小山 (1998)に よれば、東北地方では、To aと ほぼ同時期、To a噴出から約30年後の西

暦947年 に中国と北朝鮮の国境にある白頭山から噴出した白頭山苫小牧テフラ (B―Tm)の堆積も広域に認

められている。このテフラは細粒のバブル型の多い火山ガラスを主体とすることとその屈折率が高い (n

l.511～ 1.522)こ とから、To aと は明瞭に区別される。本分析結果によれば、今回の試料中に含まれる火

山ガラスには、B―Tmに 由来する火山ガラスはほとんど含まれていないと考えられる。また、発掘調査時の

所見では、陥し穴覆土中のテフラ層は、To aと 同じ十和田カルデラを給源とし、東北地方一帯に分布の認

められる十和田中撤テフラ (To―Cu:HAYAKAWA,1985)の 可台旨l■ も示唆されていた。To―Cuの噴出

年代は、放射性炭素年代では約5000年前 (町田 。新井,1992)、 東北地方における縄文土器の研究成果では

縄文時代前期に入るとされている (福 田,1986)。 ただし、To―Cuの 火山ガラスの屈折率は、nl.510～

1.514と 比較的高い値 (町田 。新井,2003)であり、本分析結果とは明瞭に区別されることから、To Cuに

は対上ヒすることはできない。

なお、703号陥し穴は、本分析結果や堆積状況から、To a降下以前に構築された遺構と判断され、To a

降下時には概ね埋積 していたが、窪みとして残っていたことが示唆される。
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図版 1 テフラ
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所収遺跡名 種別 時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大清水上

遺跡

集落跡 縄文時代 住居跡     74棟
土坑     203基
陥 し穴     99基
埋設土器    7基
焼土遺構    14基
石器集中部  1か 所

捨て場    2か 所

縄文土器

大木 4式    ○

大木 5式    ◎

大木 6式    ○

中期前葉 ?   △

晩期      △

大コンテナ  150箱
土製品

イチジク形土製品 1`点

土玉     148点
土偶      8点
耳栓      5点

石器 。石製品

燕尾形石製品  2点
石剣      29点
映状耳飾    11点

大形 (大型)住居を

主体 として構成され

る縄文時代前期後葉

大木 5式期に相当す

る環状集落
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